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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　みやま零







　目次









巻ノ一　王権と神権

巻ノ二　織お田だ家の休日

巻ノ三　関白藤ふじ原わらの良よし晴はる

巻ノ四　本猫寺入城

巻ノ五　姉と妹

巻ノ六　天王寺・木き津づ川口の合戦のこと




　特別短編



追憶　見果てぬ夢、黄金の月





　あとがき




















本書はＧＡ文庫「織田信奈の野望　10」を大幅に加筆・修正したものです。

特別短編「追憶　見果てぬ夢、黄金の月」は書き下ろしです。

























　　　巻ノ一　王権と神権







　九州、豊ぶん後ご。

　南なん蛮ばん船団による海上からの援えん護ご射しや撃げきなどを得て、強敵だった毛もう利り元もと就なりとの抗こう争そうを勝ち抜ぬき、九州の覇は者しやとなった姫ひめ大名・大おお友とも宗そう麟りんのもとに、ドミヌス会の新たなジパング支部長ガスパールが侍はべっていた。

　乱世に倦うみ疲つかれたのか、キリシタンの教えに急激に傾けい倒とうする大友宗麟の王国は今、キリシタン派と反キリシタン派とに分断されつつあった。

　そんな宗麟の王国の動どう揺ようを奇き貨かとして、九州はいまや三国鼎てい立りつ状態となっている。

　大友宗麟に恭きよう順じゆんするふりをしながら、虎こ視し眈たん々たんと自領の拡大を続けている肥ひ前ぜん佐さ賀がの龍りゆう造ぞう寺じ隆たか信のぶと、正面切って「攘じよう夷い」を唱え打だ倒とう大友に燃える戦せん闘とう民族・薩さつ摩まの島しま津づ四姉妹が、その勢力を拡大しつつあったのだ。

「しばらく見ないと思ったら、織お田だ信のぶ奈なのもとへ向かって織田家の軍師になろうとしていたのね、ガスパールさま。あの女をジパングの女王にするのが自分の使命だと、日ノ本に来られた時からずっとおっしゃっていたものね。でも、ダメ。まずは、そーりんのもとで九州をキリシタンの王国にしてくれなきゃ」

　南蛮椅い子すに腰こしを下ろし、異国の女王さながらの洋装に身を包んだ大友宗麟は、幼子のような表情でガスパールを見ている。いまや宗麟の王国は、南蛮人抜きでは成立し得ない。しかしジパングを訪れている南蛮宣教師の頂点に立つガスパールは、畿き内ないを支配する織田信奈にこだわっていた。ジパングをキリシタンの国にするためには畿内の天下人にこだわるのが当然ではあるが、いつガスパールが出て行ってしまうのか、心配なのだ。

　幼かった宗麟に希望の光を与あたえてくれたあのザビエルもまた、九州に留まることなく、畿内へと向かってしまった──。

「宗麟さま。私が織田信奈さまにお会いするのは、あのお方がこれから訪れる試練を乗り越こえた後になります。織田信奈さまはまだ畿内の『女王』にすぎません。天下布武──武力による平定事業だけでは、ジパングを統一王国にすることはできません。あのお方は、『女じよ帝てい』にならねばいけないのです」

「女王と女帝とは、どう違ちがうの？」

「地上の王権を持つ者が、女王。武門の統領、地上の権力の頂点に立つ者です」

「じゃあ、女帝とは？」

「天上の王国の頂点に君臨する者。神権を手にした存在。それが『女教皇』です。そして女帝とは、王権と神権の双そう方ほうを独どく占せんする者。女王と女教皇、その二つの冠かんむりを兼かね備えた存在です──人間の王でありながら同時に神となった者です。いわば、地上に降臨した、受肉した神です」

「ガスパールさま？　キリシタンの神以外にも、日ノ本にも古き神はいるわ。それも、生き神さまに等しい存在が二人も。都のやまと御ご所しよには、あらゆる神社の頂点に君臨する姫ひ巫み女こさまがいる。その上、大坂の本ほん猫びよう寺じには大勢の民の心を摑つかんでいる『猫ねこ憑つき』の本猫寺当主もいるの」

　そーりんにとっても寺社勢力は厄やつ介かいな敵なの。九州には宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうがある。立たち花ばな道どう雪せつたち古参の家臣団もみんな八幡神じんを信しん仰こうしていて、キリシタンを敵視しているの……と宗麟は深いため息をついた。

「ええ。この、武がすべてを決定する九州ですら、王権と神権とは両立しがたいものです。ましてや上じよう洛らくして都を抑おさえた織田信奈さまは、武たけ田だ信しん玄げんや毛利家といった武門の強敵たちに武力で勝つのみならず、やまと御所と大坂本猫寺にも勝たねばならないのです」

「そんなことが織田信奈にできるかしら？　日ノ本では、王と神とは別々の存在だったのよ。天あま照てらす大おお神みかみの昔から」

「成し遂とげられなければ、織田信奈さまは志半ばで倒たおされます。あのお方は、あまりにも心が強すぎるお方。神権というものの本質を……神という超ちよう越えつ的な存在にすがらなければ生きていく希望を持てないという心弱き人間の心の仕組みを、理解しておられない。理と武によって確固たる地上の王国を築き上げれば、それで乱世は終わると信じておられます。徹てつ頭とう徹てつ尾び、合理主義者なのです。無神論者と言ってもいいくらいに。まるで未来から来られたお方のよう。しかし」

「それでは民たちの心を安らげ乱世を終結させるには足りないのねガスパールさま。九州の女王になったそーりんが、キリシタンにならなければ、南蛮の神の救いを信じなければ、怖こわくて一日も心が安らがないのと同じで」

「はい。宗麟さまほどの武力を持ち、頭脳の聡そう明めいなお方ですら、神という絶対的庇ひ護ご者の存在を信じずに己一人で乱世を生きていくことは、辛つらいことなのです。まして戦乱の中に放りだされた民たちは」

「でもガスパールさま。織田信奈は、やまと御所や本猫寺と戦って神権を奪うばおうとはしないわ。だって、神も仏も死後の世界も魂たましいの存在もなにも信じないのだから。叡えい山ざんに対してそうしたように、宗教勢力からは武装さえ解除させればそれで済むと思っているわ。本猫寺とだって、決して戦おうとしないはず。まして、やまと御所と対立だなんて考えられなーい」

「私が、神権を奪わせます。織田信奈さまに試練を与えて、戦わざるをえない状じよう況きようへ誘ゆう導どういたします」

「試練？」

　瀬せ戸と内うちにはそのために行っていたのです、とガスパールは微笑していた。

「試練の種は蒔まき終わりました。この府内の港から瀬戸内を経由して畿内へ、私は様々なものを送り続けてきました。南蛮渡と来らいの最新の活版印刷機を、堺さかいの津つ田だ宗そう及ぎゆうや大坂本猫寺へと。皇こう帝ていが王権と神権を独裁していた『東ひがし羅馬ローマ帝てい国こく』に関する歴史書を、畿内の武将たちや本猫寺へと。『反織田家同盟』の面々に、織田信奈さまにやまと御所簒さん奪だつの野心ありと疑わせ、世論を沸ふつ騰とうさせるためにです。地上の王を目指すのか神の王国を目指すのか微び妙みような立場にある新興勢力の本猫寺は、立ち上がらざるを得なくなるでしょう。織田家と本猫寺との間で争点になっている大坂退去問題も、結論を先送りにしているだけで、いまだに解決しておりませんから」

「え？　でも、南蛮では王権と神権は、別々のものなんでしょ～？」

「西ヨーロッパでは、そうです。教皇と皇帝、さらに諸国の王がそれぞれ役割を分担しております。しかし東羅馬帝国では、そうではないのです」

「東羅馬帝国はもう、とっくに滅ほろびたんじゃなかったっけ？　結局、神権と王権とを複数の人間が役割分担していた西ヨーロッパが正解だったんでしょう？　両方を同じ人間が手に入れていたら、その王朝が滅びた段階ですべて終わりだものね」

　そこに気づかれるとはさすがです、ジパングの役割分担も同じ理由でなされたのでしょう。しかし畿内の者はまず気づきますまい、とガスパールは言った。

「そして織田信奈さまが神権を奪うための最終兵器として──瀬戸内の海で回収したある宝具を村むら上かみ水軍に託たくして、今、蒲生がもう氏うじ郷さとのもとへと届けさせております」

「蒲生氏郷？　誰だれなの？」

「近江おうみの名門・蒲生家の若き姫武将。織田信奈さまの義妹になったばかりの英才です。この私と同じく、古き世の神話や伝承、遺い跡せきの調査を生きがいとしている学がく者しや肌はだの少女です。洗礼名は、レオン」

「キリシタン繫つながりで、ガスパールさまのお友達なのね？」

「はい。ジパングへ向かう航海途と上じようから、世界の神話や遺跡に関する対話を、手紙によって続けてきましたので」

「信しん頼らいできる者？」

「ええ。純真すぎるほどです。ただし彼女は厳密な意味ではキリシタンではありません。織田信奈さまを地上に降臨した救世主として崇すう拝はいしている少女です。ですが、天下統一のためには織田信奈さまが神権をも手にすべきだという考えでは、私と一いつ致ちしています」

「そーりんとは、真逆だね。そーりんは、織田信奈がどうなっても、どうでもいいなあ。そーりんの王国さえ栄えれば。でも……宝具ってなんなの、ガスパールさま？　蒲生氏郷はほんとうに、その宝具を織田信奈に使わせる？　もしもやまと御所を潰つぶしてしまうような危ないものなら、用いないかもしれないよ？」

「ええ。やまと御所簒奪までは、レオンも考えてはいません。彼女が織田信奈さまの宿命の敵として想定している相手は、あくまでも本猫寺です。ですが、レオンはジパングの神話伝承に詳くわしすぎるあまり、逆にあの宝具の真の機能には気づきません。仮に気づいたとしてもその時にはもう、織田信奈さまはあの宝具を『用いる』しかない状況に陥おちいっていることでしょう。大坂本猫寺と毛利軍、村上水軍を敵に回して、絶体絶命の危地に立たされていることでしょう──そこまで織田信奈さまを追い詰つめて、神権を奪わせます」

「そこまで織田信奈にこだわるなんてちょっとむかつくけどぉ。それでガスパールさまの望む未来が、訪れるの？」

「ええ。なぜならば『相良さがら良よし晴はる』と『女帝』とは両立しません。織田信奈さまは、どちらかの実を捨てなければならなくなります。そして、ジパングの戦乱を終わらせるために選せん択たくしなければならない実がいずれなのかは、一いち目もく瞭りよう然ぜんです」

　これまで畿内にも織田信奈にもさして興味がなかった大友宗麟は「恋こい人びとを取るか、神になる道を選ぶか、選択を迫せまるというのね。それって、面白い話かも」と身を乗り出してきた。

「ガスパールさま？　たしかに人間ならば、どちらか一つを選ばなければならないかもしれないけれど──でも『神』ならば、すべての実を取れるかもしれないわ。それに、そっちのほうが、面白くなりそう」

「宗麟さま。あなたは聡明なお方です」

　ガスパールは、（人を恐おそれ男を遠ざけてきた宗麟さまもまた、うら若き姫武将。恋れん愛あい話には心こころ惹ひかれるらしい）と苦笑していた。




　　　　※




　尾お張わりの熱田神宮は当時、伊い勢せ湾わんに突つきだした岬みさきの上に建つ「海の社やしろ」だった。その岬の大部分が神聖な「森」に覆おおわれており、その「この世とあの世との境目」を彷ほう彿ふつとさせる神秘的な姿から「蓬ほう萊らい島」とも呼ばれていた。

　この日の夜。近江の名門・蒲生家を継ついだばかりのまだ幼い姫武将・蒲生氏郷が、その熱田神宮の宝物庫に潜もぐり込んでいた。

　蒲生家は、かの平たいらの将まさ門かどを討ち取った勇将・藤ふじ原わらの秀ひで郷さとの末まつ裔えいで、近江六ろつ角かく家に宿老として仕えてきた家いえ柄がらである。

　六角家が信奈の上洛軍に滅ぼされ、当主の六角承しよう禎ていが甲こう賀がへと逃にげ去った際に、蒲生家は当主の蒲生賢かた秀ひでをはじめ、一族をあげて信奈に降こう伏ふくした。俊しゆん才さいの誉ほまれ高い氏郷は、人質として信奈の「義妹」という形で信奈のもとへ送られた──のだが、信奈はこの聡明な氏郷を気に入り、ほんとうの義妹として丁重に扱あつかうようになったのだった。

　信奈の美少女好きはつとに有名だが、むろん、顔形が美しいというだけで姫ひめ武将を重用するような甘い信奈ではない。氏郷の才能と志の大きさを見み抜ぬいたのだ。

　氏郷もまた、生きながらにしてすでに伝説の存在となっている信奈を「お姉さまこそは乱世を平定するために地上に降臨された救世主に違いないわ」と慕したっている。

　氏郷の才能、それは、現代で言うところの「考古学」「民みん俗ぞく学」「神話学」に特化したものだった。

　幼い頃ころから、蒲生家の始祖・藤原秀郷の「百足むかで退治」や「平将門討とう伐ばつ」といった伝説を祖父や父から聞かされて育ってきた氏郷は、秀郷の伝説を調査するところからその学者としてのキャリアをスタートさせ、その知的好こう奇き心しんは「古事記」や「日本書紀」といった日ノ本古来の歴史書に及および、やまと御所に伝わる「三種の神器」の謎なぞの解明や、天照大神・素す戔さの嗚おの尊みこと・日本やまと武たけるの尊みことら日ノ本神話の女神や英えい雄ゆうたちの足あし跡あと探求へと連なっている。

　聡明すぎる氏郷は、知っている。

「神」など、地上にはいない。

　そんなものがいるならば、日ノ本の民は百年にも及ぶ乱世によってこれほど苦しめられてはいない。

　本猫寺一族は「猫憑き」ではあるが、動物憑きの起源を調査済みの氏郷は、猫憑きをすなわち神の一族と認めることはできない。毘び沙しや門もん天てんの化身を称しようする越えち後ごの上うえ杉すぎ謙けん信しんとて、生身の人間の少女だ。やまと御所の姫巫女は天照大神以来の天あま津つ神かみの一族の血を残しているかもしれないが、世代を経る毎ごとにその霊れい力りよくは薄うすまっていた。武家が台頭して以来数百年、すでにその「神の一族」としての威い光こうは衰おとろえている。

　しかしかつては、地上にほんとうの「神」がいたのかもしれない。

　その神の足跡を──実在の証しよう拠こを、追い求めていたのだ。

　そんな氏郷がキリシタンの洗礼を受けて「レオン」と名乗っているのは、南なん蛮ばんの神の実在を信じたからではなく、ドミヌス会の新しいジパング支部長ガスパールから、「世界中にジパングの伝説に似た神話がある」と手紙で詳しよう細さいに教えられたためである。

　氏郷はいわば、「比ひ較かく神話学」に興味を抱いだいたのだ。

　奈な良らの正倉院には、古代羅馬帝国から「絹の道」を通って古代日ノ本に持ち込まれた宝物が、多数現存している。

　廏うまや戸どの皇おう子じ（聖しよう徳とく太たい子し）が廏で生まれたという伝説は、「聖書」においてイエス・キリストが廏で生まれたという逸いつ話わと、奇き妙みような符ふ合ごうを見せる。

　伊い弉ざな諾ぎ・伊い弉ざな冉みの黄よ泉みの国くに下りの伝説とほとんどそっくりな神話さえ、南蛮にはあるのだという。

　氏郷はまだ、ガスパールとは直接会ったことはないが、日ノ本の神話の謎を解く鍵かぎが「海の向こうの世界」にあるのではないかという直感を得て、キリシタンとなり、「聖書」をはじめとする南蛮の書物の研究をも手がけはじめていたのだった。

　しかし今宵こよい、氏郷が熱田神宮に潜せん入にゆうしている理由は、南蛮とは関係がない。

「さんざん探したけれど、ようやく本物を見つけたわ。『草くさ薙なぎの剣つるぎ』。別名、天あまの叢むら雲くもの剣つるぎ。国くに津つ神かみの先祖にあたる出雲の素戔嗚が、八や岐またの大蛇おろちを倒たおして手に入れたという神しん剣けんだわ」

　そう。氏郷は、熱田神宮に伝わるという三種の神器のひとつ「草薙剣」を捜そう索さくし続けていたのだった。

「複数の頭を持つという伝説の竜りゆう、八岐大蛇。数合わせの遊びかもしれないけれど、もしも首と首との間の『岐』が八つあったのだとすれば、頭の数は九つだったはず。だとすれば日ノ本各地に残る九く頭ず竜りゆうの伝説は、八岐大蛇そのものの伝説なのかもしれない」

　氏郷は、信濃しなの戸と隠がくし山やまが祀まつっているという九頭竜の伝説と、出雲に残る八岐大蛇伝説との間に、相関関係を見出していた。国津神の一族はかつて、山さん陰いんの出雲に王朝を開いていた。その国津神が、天照大神系の天津神の一族によって出雲を追われ、逃げ延のびた先が信濃なのである。信濃の諏す訪わ神社は、今のやまと御ご所しよの始祖である天津神に追われた国津神を祀っているのだ。

　また同時に、戸隠山には天照大神が隠かくれたという『天岩戸』の扉とびらと称される巨きよ岩がんが残っているという──あるいは、戸隠山そのものが天岩戸なのだともいう。

「いずれにせよ、草薙剣は素戔嗚尊から天照大神へと譲ゆずられたと言われているわ。この草薙剣はもともとは九頭竜や八岐大蛇に代表される、『竜』を神として祀っていた『原日ノ本人』から国津神一族が奪だつ取しゆした神権の象しよう徴ちようであり、後世、高たか天まが原はらに天下ってその国津神から政権を奪取した天津神一族が、国津神一族からこの剣を譲られることで神権をも手に入れた。そう推理するのが妥だ当とうというところね」

　竜あるいは龍りゆうと呼ばれる古い神の伝説が日ノ本のみならず唐から国にもあることは、氏郷はすでに知っていた。しかし、ガスパールから得た知識は衝しよう撃げき的なものだった。遠く離はなれた南蛮にも、古代の神であった「竜」の伝説が数多く存在するというのだ！　南蛮人は、竜を「ドラコ」あるいは「ドラゴン」などと呼ぶという。

　しかも南蛮世界においても、「新しき世に現れた英雄が古き竜を退治する」という、八岐大蛇伝説とあまりにも似た伝説が複数あるのだという。たとえば、聖ゲオルギオス。ベオウルフ。ジークフリート……。

「陰おん陽みよう道どうでは、大地や海底、さらに天空に伸のびる目に見えない『気』の通り道を、すなわち『気脈』を、『竜』と呼ぶそうだわ。地竜。海竜。そして天竜。いにしえの人々は、大地や海そのものを荒あらぶる神として神聖視し、畏おそれ、竜りゆう神じんとして祀ってきたのかもしれない。竜を剣によって退治する、あるいは竜を退治したことで剣を手に入れるという数々の伝説は、人間がその技術と知ち恵えによって『竜』つまり気の通り道を制せい御ぎよし制圧し大地と海とを鎮しずめる方法を開発したことを意味しているのかも……とりわけ、日ノ本は無数の巨大な地竜と海竜とによって作られた島と言っていい国だもの。まさしく、地じ震しんと火山の巣だわ」

　ダメね。竹たけ中なか半はん兵べ衛えにでも弟子入りしないと陰陽道についてはよくわからないわ。でも、理り屈くつは通っているはずだわ、と氏郷は伝国の「草薙剣」を抱だきかかえながらひとりごちている。

「これで、やまと御所に伝わる『三種の神器』のうち、草薙剣は手に入れた。残りは二つよ。伊勢神宮に伝わる『八や咫たの鏡かがみ』と、やまと御所が秘蔵していると称する『八や尺瓊さかにの勾まが玉たま』。お姉さまを、地上の王国を統べる女王から、日ノ本の神権をも統べる『女じよ帝てい』、すなわち受肉した神の高みへと引き上げるためには、三種の神器が必要なの」

　神話にいわく。天津神の始祖である天照大神と、国津神の始祖である素戔嗚尊とは、姉弟きようだいでありながら激しく対立したという。どうやら天照大神が神権を司り、素戔嗚尊が王権を、つまり軍事を司っていたらしい。

　その素戔嗚尊が神しん殿でんに馬の生首を放り込むなどの狼ろう藉ぜきを働いたために、天照大神は「天岩戸」と呼ばれる空間に身を隠した。その結果、「太陽の光が消えた」。その天照大神を天岩戸から現世へと連れ戻もどすための儀ぎ式しき「天岩戸開き」に用いられた神器が、八咫鏡と、八尺瓊勾玉だったのだ。八咫鏡は、天照大神の姿を映し出したという。勾玉は、その鏡とともに榊さかきの木へと装備された。鏡の力を増ぞう幅ふくするための宝具なのかもしれない。

　そしてこの「天岩戸開き」の儀式によって、九州の高たか千ち穂ほにあったはずの天岩戸は、信濃の戸隠まで飛ばされたのだ。

　草薙剣は「天岩戸開き」の際にはまだ素戔嗚尊の手には入っていなかったことになっているが、「三種の神器」として鏡・勾玉とともに数えられているということは、「天岩戸開き」の際に剣もまたなんらかの役割を担ったことはたしかだ。ただ、伝承されている神話はそれを記していない。「三種の神器」の力を後世何者かに用いられることをはばかって、事実を隠しているのだろう。

「きっと『三種の神器』は、草薙剣を鍵として起動させる古代の超ちよう兵器なんだわ。三種の神器を用いたことで、素戔嗚尊たち出雲の国津神一族に追い詰められて天岩戸へと籠ろう城じようしていた高千穂の天津神一族は、決定的な逆転勝利を収めたんだわ」

　京と叡えい山ざんを通る竜の道は、織田信奈による叡山包囲以後、急激に衰えているという。

　もともと京の地下を通る地竜は衰え果てていて、叡山がかろうじてその力を保たせていただけなのだとも。

　しかし「三種の神器」は、陰陽道が日ノ本に伝わるよりもずっとずっと昔から日ノ本のやまと御所に伝わる、古い宝具である。その神体そのものに、膨ぼう大だいな「気」を溜ため込んでいる。しかもその「気」は、使われずに残っている。

　地竜に頼たよらずとも、あと一度だけならば、発動させることができる。

「お姉さまを、日ノ本の神権を巡めぐる戦いに勝利させ、お姉さま自身を神にするためには──乱世を完全に終わらせるためには、ただの戦では足りない。三種の神器を発動させて、強大な敵をなぎ払はらわねばならないの。その敵とは、そう、猫ねこ憑つきの生き神を祀り絶大な民衆からの支持を得ている本ほん猫びよう寺じ。鏡は伊勢神宮にあり、左さ近こんさまが神宮の巫み女こを務められているから、もう手に入れたも同然。あとは勾玉だけ」

　氏郷はしかし、やまと御所が秘蔵している勾玉が実は「偽にせ物もの」であることをすでに知っていた。

　やまと御所が二つに割れて、全国の公家と武士が両陣じん営えいに分かれて相争った南北朝の争乱の際に、南朝と北朝とは激しく三種の神器を奪うばい合った。

　三種の神器は、南朝と北朝との間を転々とした。

　南朝と北朝が合体して御所の分ぶん裂れつが終わったのちも、なおも抵てい抗こうを続けた『後南朝』が唯ゆい一いつ所持していた神器・勾玉を、播はり磨まの赤あか松まつ家が奪だつ回かいしたことで、神器争そう奪だつ戦争はようやく終結したのだ。

　赤松家は足あし利かが将軍を暗殺して幕府軍を相手に『嘉か吉きつの乱』を起こしたため、いったんは滅めつ亡ぼうした。赤松家の残党は、勾玉を奪回することを条件にお家の再興を幕府に願い出て許可され、後南朝一党から強引に勾玉を奪ったのだ。

　しかし、赤松家のお膝ひざ元もとである播磨の陰おん陽みよう師じの間には、昔から秘密の言い伝えがある。赤松家が後南朝から奪った勾玉は実は、「気」を溜め込んでいない偽物だったと。本物はかの「源平合戦」以来、ずっと壇だんノの浦うらに沈しずんでいるのだと──。

　播磨は、都の土つち御み門かど系陰陽師とは異なる、芦あし屋や道どう満まん系陰陽師の古巣である。土御門家＝安あ倍べ家は御所に仕える「公僕」であり、御所に不利となる情報は残していない。しかし、在野の芦屋家は別である。「日本書紀」や「古事記」が必ずしもすべての真実を伝えていないのに対して、地方に埋うもれている古書には隠された真実が書き残されていることが多々あるのだ。

　氏郷は、織田軍団の播磨遠えん征せいに参戦した際に、芦屋道どう海かいと名乗る地元の老ろう婆ばに「あなたが持っている播磨の文ぶん献けんを全部売って頂ちよう戴だい」と大金を積んで半ば強引に播磨にまつわる書物をことごとく手に入れ、それらを調査した結果、この事実を知ったのだ。道海は「お前さんはまだ若い。古い時代の神話にあまり首を突つっ込んでいると、目の前の人生を見失うよヒヒヒ」と売り渋しぶったが、最終的には「まあ、すでに知っているやつもいることだしねえ。今さら隠すこともないかもねえ」と氏郷の熱意にほだされたらしかった。

「勾玉が偽物だという噂うわさはずっとあったわ。本物は、壇ノ浦の海中に沈んでしまい、それきり歴史から消えたのよ。播磨で手に入れた文献には、その噂が事実だという確固とした証拠が！」

　氏郷は「あと少しで、その勾玉が私のもとに届く。お姉さまの悲願である乱世の統一は、その時こそ成るのよ」と頰ほおを上気させながら草薙剣を抱きしめていた──。




　　　　※




　京の近この衛え邸てい──これまで「お歯黒の麻ま呂ろ」という道化姿に身をやつし、ひそかに織田家包ほう囲い網もうを画策してきた関白・近衛前さき久ひさは身も世もなくうろたえていた。

　武田信玄があろうことか東国へと引き返し、大坂本猫寺と織田家との間には一年間の和わ睦ぼくが成立した。このため、頼たのみの浅あざ井い・朝あさ倉くら家が織田信奈に攻せめ滅ほろぼされてしまった。その上、毛利に呼応して信奈に反旗を翻ひるがえしたはずの松まつ永なが久ひさ秀ひでも、大和やまとであっけなく倒された。内側から織田家を切り崩くずすために放った風ふう魔まの間者も、久秀謀む反ほん騒そう動どうの折に討ち死にしてしまったか、あるいは忍しのびの任務を捨てて、抜ぬけたという。

　織田家包囲網は信じがたい勢いで次々と破られている──中国の覇は者しや・毛利家は、正統将軍を名乗る足利義よし昭あきを奉ほうじて海戦の準備に取りかかっているが、毛利家単独では、いまや近江おうみ・越えち前ぜん・若わか狭さを平定し大和をも傘さん下かに取り込み、畿き内ないの半ば以上を掌しよう握あくしている織田家を破ることは厳しかった。

　しかし、もっと信じがたい事態が起きていることを、この日近衛は知ったのである。

「尾お張わりの熱田神宮より、神剣・草薙剣が奪われる」

　織田信奈の手の者が、なんのかんのと理由をつけて草薙剣を持ち出してしまったというのだ。東大寺の蘭らん奢じや待たい切り取りに続き、ついに織田信奈は代々の姫巫女のみが所有できる「三種の神器」を奪うというおそるべき野望をあらわにしたのだ──。

　安土城に、清せい涼りよう殿でんとまるまる同じ建物を建てつつあるという間者からの報告もある。

「ついに来るべき時が来たでおじゃる。いまや織田信奈は畿内の半ばを平定した事実上の天下人。足利将軍を倒してしまえば、あのうつけ娘むすめはもうお飾かざりの今いま川がわ将軍を担ぎ続ける必要がなくなるでおじゃる。いよいよやまと御所を簒さん奪だつするかもしれぬでおじゃる」

　そんな近衛の背後では、御み簾すで己の素顔を隠した影かげの軍師が、

「蘭奢待はまだしも三種の神器に手をつけたとなれば、織田信奈による簒奪の野望の悪評は──噓うそから出た誠となりそうであるな」

　と皮肉まじりに吐はき捨てていた。

「し、しかし、いくら尾張のうつけ姫でも、本気で姫巫女さまの位を簒奪しようとするでおじゃろうか？　そもそも日ノ本にはまだ上杉、武田、毛利、北ほう条じようら、戦国大名が割かつ拠きよしているでおじゃる。簒奪などすればもはや収拾のつかぬ天下大乱となるでおじゃる」

「織田信奈はやるであろう。戦国の大乱は、元はといえばやまと御所が公家派と武家派とによって二つに分裂した南北朝の動乱よりはじまっている。織田信奈は天下布武を為なして王となるだけでは飽あき足らず、日ノ本の王権と神権を統合するつもりかもしれぬ」

「……こうなってみれば、麻呂が上杉謙信を関東管領として東国の王にしようとしたのは間ま違ちがいだったでおじゃる。公武合体を志した先の将軍・足利義よし輝てるが正しかったでおじゃる。上杉謙信を上じよう洛らくさせ、管領に任じて畿内をその武力によって守らせておけば……」

「まだ言うか近衛！　あきらめよ！　上杉謙信など、しょせんはなにもできぬ神がかりよ！　やつには武田信玄の足を引っ張ることしかできぬのだ！　ただの小娘の分際で毘び沙しや門もん天てんを気取る痴しれ者よ！」

　影の軍師は「上杉謙信」という名を聞いて、激高した。

　近衛は、慌あわてて口をつぐんだ。

「貴様が頼むべきは、神がかりの上杉謙信ではない。瀬せ田たに武田菱びしを翻す野心を掲かかげる武田信玄ぞ！」

「……そ、そうだったでおじゃる。左様、麻呂が頼むは武田信玄でおじゃる。北条氏うじ康やすが今、両者の和睦を工作しているでおじゃる。しかしまだあと半年はかかるでおじゃろう。なにしろ両者は不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てき」

「近衛よ。織田信奈は、ひとたびやると決めればやり遂とげる意志力の持ち主ぞ。あれは甲か斐いの臆おく病びよう者とは正反対。織田信奈を今一度暗殺せよ」

「それはもう無理でおじゃる！　選りすぐられた風魔の間者も、土御門の鬼おにも、織田信奈を消すことはできなんだでおじゃる。最後の武器であった鬼を失った土御門も、もう役に立てないと言い残して姿を消してしもうたでおじゃる。織田信奈暗殺は、天意に叶かなわぬことでおじゃる！」

　近衛は祈いのるような気持ちだった。上杉謙信か武田信玄が上洛してくれれば、戦場で織田信奈を滅ぼすことは可能でおじゃる。あるいは本猫寺が再び決起すれば──！

「近衛。今はわれらのみが証しよう拠こを摑つかんでいる御ご所しよ簒奪の噂を、もっともっと拡大すればよい。南なん蛮ばん渡と来らいの活版印刷機とやらを使って、噂の種本となる文書を刷るのだ」

「堺さかいの津田宗及がちまちまと刷っているでおじゃるが、都では織田信奈の人気が回復し、大坂でも門徒どもが平和を満まん喫きつしており、もはや焼け石に水でおじゃる」

「畿内の民衆どもが激げき怒どし動どう揺ようするような、決定的な事件を起こせばよい」

「事件とな？」

「簡単なこと。姫巫女を暗殺するのだ。そして、織田信奈に罪を着せる。政敵を葬ほうむるために罪を被かぶせて始末するのは、古来藤原家がよく用いたやり口ではないか──」

　影の軍師のそのこともなげな口ぶりに、近衛は「この者こそが真の鬼でおじゃる」と驚きよう愕がくし、後こう悔かいし、そしてこれ以上この男を御所が「飼って」いれば姫巫女さまが危うい、とようやく理解した。

「そ、そ、そなたは、言ってはならないことを言ったでおじゃる……！」

「姫巫女などいくらでも代わりがおろう。どうせ、貴様ら藤原摂関家が自分たちの責任を回かい避ひするために生き神さまとして担ぎ上げてきただけの、お飾りではないか。もとはといえば貴様ら藤原家が王権を、姫巫女が神権を分担してきたのだ。もっとも、藤原家は王権を武士に奪われてみじめに零れい落らくしたがな」

「だまりゃ！　そ、そ、そなたは、日ノ本の国に未み来らい永えい劫ごう終わらぬ混乱をもたらすつもりか！」

「姫巫女暗殺という大事件が起きれば、日ノ本はさらに数百年ほど混乱するかもしれぬな。だがわしがやらずとも、織田信奈は簒奪するであろう。天下のすべてを手に入れるために、王権と神権を己のもとに統一するだろう。その点、臆病な武田信玄はせいぜい、諏す訪わの神氏を滅ぼすくらいが限界よ。が、織田信奈ならば、できる」

　影の軍師どのよ。もはやそちとはこれ以上共きよう闘とうはできぬでおじゃる、と近衛前久が震ふるえながら怒ど鳴なりつけ、影の軍師と呼ばれる男もまた「そろそろ潮時よな。だが、貴様と津田宗及から受け取った軍用金は返さぬぞ。もはや御所など頼まぬわ。織田家包囲網は、わしが受け継ついだ。これからはわしの思うように、天下を動かしてみせる」と哄こう笑しようしていた。

「伊い勢せから都へと流れ着いてきたそちを拾い上げて密かにかくまい、ここまで世話してきたのは、麻呂でおじゃる。それを、そちは……！」

「お互たがい様よ。もはや公家の言いなりになる武士などおらぬ。貴様にはせいぜい、叡山や陰陽師、甲こう賀が忍しのびどもを動かすことしかできなんだ。関東遠えん征せいに上杉謙信の名声と軍団を借りたように、織田家包囲網の構築にもわしの人脈と武名が必要であったろうが！」

　幕府再建と、御所復興。互いの道半ばで足利義輝と袂たもとを分かった近衛前久が、足利幕府なきあとの畿内で権力を獲かく得とくするためには、兵力を持つ武家──とりわけ、近江の六角家と三み好よし一党の協力が欠かせなかった。源氏の名門であり気位の高い六角承禎を動かすには、彼をも怯おびえさせる「影の軍師」がどうしても必要だったのだ。織田家包囲網は、この『近衛─影の軍師─六角家』の秘密同盟の延長線上に生まれたものだ。しかし。

「……姫巫女さまを弑しいしたてまつれというその一言だけは、聞き捨てならぬでおじゃる！　王政復古が麻呂の志でおじゃる。そちと手を組めようはずもないでおじゃる！」

「わしを斬きりたいか？　同じ敵と戦っていても、しょせん公家と武士とでは目指す目的地が異なるのだ。ここから先は分かれ道じゃな、近衛よ。だが貴様は公家にすぎん。公家は、どれほど血ち反へ吐どを吐き剣けんの修行に明け暮れようとも武士になれん。長らく公家は武士を卑いやしき身分の者と見下してきたが、その慢まん心しんが下げ克こく上じようを招いたのよ。貴様は武士の力を借りねば、なにもできぬぞ。王政復古の志など、建武の新政の失敗を繰くり返すのみよ」

　近衛は逡しゆん巡じゆんした。今この老いた狂きよう虎こを斬らねば御所が、姫巫女さまが危ういかもしれぬ。しかし斬れぬ。互いの剣の腕うでは同等でも、気き迫はくが違ちがいすぎる。この男は、殺人に穢けがれなど感じない。むしろ血を好んでいる。ただ何人をも犠ぎ牲せいにしても構わぬという燃えさかる野望があるばかりで、上杉謙信が掲げていたような美しい理想などない。影の軍師を織田信奈と嚙かみ合わせさせねば、この男の牙きばは御所に向けられるかもしれなかった。

「わしを斬るというのであれば、やまと御所そのものがわが怨おん敵てきとなるということ。そうなればもはや容よう赦しやはせぬぞ近衛」

「……邪じや魔まはせぬでおじゃる。勝手に、織田信奈と好きなだけ戦うがよいでおじゃる」

「わしに刺し客かくを放てばどうなるか、心得ておろうな」

「やらぬでおじゃる。姫巫女さまを人質に取られているのでは」

「わが存在を、織田信奈どもに明かすこともならぬぞ。それでは、わしが構築した織田家包囲網の真の目的を、全国の諸大名にまで知られてしまう。わしはすでに世捨て人じゃ。歴史の表おもて舞ぶ台たいに立つことはできぬ。わしが姿を現せば、わが野望の……上洛を志すあの者の、妨さまたげとなろう。これからも足利将軍を、織田家包囲網の看板にしておくのだ」

「いまだあの者に愛情が残っているのでおじゃるか、影の軍師どのよ」

「ふん。数えきれぬほどの戦場で殺し合いを続けてきた老いた武士に、甘い情愛など。ただの、死に損ないの執しゆう念ねんよ」

　近衛は、「出ていくがよいでおじゃる。ただし、御所にはそちを決して近寄らせぬでおじゃる」とうなだれていた。

（このままでは織田家包囲網をまるごとこの男に乗っ取られるでおじゃる。打だ倒とう織田信奈を、急がねばならぬでおじゃる）







　　　巻ノ二　織お田だ家の休日







「ふいー。有馬の湯は最高だ。生き返るなあ～」

　われらが相良さがら良よし晴はるは今、有馬の町並みと六ろつ甲こう山さんを一望できる露ろ天てん温泉に浸つかっている。

　有馬は、摂せつ津つ六甲山の裏側にある風ふう光こう明めい媚びな温泉街。

　有馬の湯は万病に効くと知った信のぶ奈なが、この有馬でもっとも見晴らしのいい高台にあった温泉を買い取り、織田軍の負傷兵のための療りよう養よう所じよとして改築したのだ。

　今、六甲山を見下ろしながら「極楽極楽」と快感にむせんでいる相良良晴は、良晴軍団の軍師・竹たけ中なか半はん兵べ衛えと黒くろ田だ官かん兵べ衛えを有馬へと連れて来たばかり。

　良晴はこのあとすぐ安土城へ出かけないといけないのだが、せっかくだから温泉で身を清めるつもりになったらしい。

「半兵衛と官兵衛も無事に有馬へ送り届けたし、いよいよ安土城で信奈と二人きりか。ききき緊きん張ちようするなあ～」

　織田家有力家臣団の五本の指に数えられるまでに出世した良晴は、いよいよ自分の軍団を持ち、播はり磨まで毛もう利り軍と激げき闘とうを繰り広げてきた。

　良晴自身はもちろん、仲間たちが次々と命の危機にさらされ、苦戦につぐ苦戦だった。

　良晴は、毛利方の播磨の拠きよ点てんである三木城を包囲しつつ、毛利の軍勢を相手に戦っていたが、織田軍の加勢が続々と播磨に到とう着ちやくしたことで播磨戦線はいったん膠こう着ちやくした。

　竹中半兵衛は病で体が弱っているし、黒田官兵衛は病とは無む縁えんの元気者だがしばらく敵方の地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされていたために足の筋が固まっている。

　だから相良軍団の二大少女軍師は、ともに当面有馬の温泉で療養することになったのだ。

　今は織田軍と毛利軍ともに一息ついている、中休みといったところだ。

　半兵衛、官兵衛、山やま中なか鹿しか之の助すけ、三人とも生きのびてくれてほんとうによかったぜ、と良晴はひさびさに脱だつ力りよくモード。

　有馬名物の「金泉」、すなわち赤っぽい褐かつ色しよくの湯に肩かたまで浸かってすっかり気を抜ぬいていた。

　しかし時は戦国、かの名将太おお田た道どう灌かんも温泉でうっかり気を抜いた隙すきをつかれて暗殺されたという。

　今、良晴が一人で浸かっている露天温泉へと、四人の影がいっせいに躍おどり出た！

「くすんくすん。あのう……良晴さん、よろしければお背中をお流しします」

　なぜか紺こん色いろのスクール水着を着用している天才少女軍師、竹中半兵衛。

　頰ほおを真っ赤に染めて恥はじらいながらも、命を救ってくれた良晴に感謝を捧ささげたくて温泉に乱入したらしい。

「命を救ってもらったお礼だ、遠えん慮りよするな！」

　同じくスク水着用の南なん蛮ばん科学軍師、シメオンこと黒田官兵衛。

　スク水の胸のゼッケンに「黒官一流」と書いてあるのが哀かなしみを誘さそう。

「せせせ拙せつ者しやはすくみずなど着ないでござる！」

　スク水の着用を断固拒きよ否ひしたらしく、ふんどし姿の五ご右衛え門もん。

「兄さま、待ちきれずに駆かけつけて参りましたぞ！」

　良晴の妹・ねね。

　お子さまゆえに、ねねはスク水もふんどしも未着用であった。

　つまり、裸はだかであった。

　裸んぼうなのであった。

　川かわ並なみ衆の野や郎ろうどもがこの現場を目もく撃げきしたら、無言で相良良晴を撲ぼく殺さつするであろう。

「って、お前ら？　どうして男湯に入ってくるんだよっ!?　待て！　だいたいそのスクール水着はなんだっ？」

「ふふふ。哀あわれだな相良良晴。温泉に入ってこのシメオンのかわいすぎる幼い裸を見たいというきみの野望は、文字通り水際で阻そ止しされたわけだ」

「そんな野望ねーよ」

「きみには恩返しをしてあげたいが、きみのような露ろ璃り魂こんの病にかかった変態にわれら天下の両兵衛の穢けがれなき肌はだを見せるわけにはいかない。そこで」

「くすん。良晴さんの世界にあるという伝説のすくうる水着と寸すん分ぶん違たがわぬものを、官兵衛さんが突とつ貫かんで作ったんです」

「ふふふ。シメオンは天才だからな。このスク水を着ていればわれらも恥ずかしくないし、相良良晴もサルにならなくて済むわけだ！」

「すくうる水着は肌にぴっちりと食いこんできて、これはこれでなんだか妙みように恥ずかしいのですが。くすんくすん」

「そうかな。シメオンは戦せん闘とう力があがった気がするよ？」

「官兵衛さん、布が小さすぎます。白いお尻しりがちょっぴりはみだしていますよ。色黒じゃなくて日焼けだったんですね」

「最初からそう言っている！　色黒じゃないっ！」

　半兵衛と官兵衛、二人の天才軍師がスク水を着た姿できゃっきゃうふふ。

　色白の半兵衛は紺色のスク水、日焼けした官兵衛はレアな白スク。

　お互いの肌の色がスク水の生地の色と対照的で、清純可か憐れんな半兵衛も元気あふれる官兵衛もスク水姿がよく似合うのだった。

「お、おう。そういうことだったのか。って、五右衛門！　俺と混浴するならお前もちゃんとスク水を着ろよ！」

「ふんどしは忍にん者じやの魂でござる。未来伝来のすくみずなんぞまっぴらでごじゃる」

「ふんどしだけじゃ上半身を隠かくせないだろ！　見えてる見えてる」

「相良氏は川並衆の野郎どもとは違い露璃魂ではないでちゅからな、ちぇっちゃのうちゅいむにぇなんじょにゃんともおもわにゅでごじゃろう」

「……悪かった。長なが台詞ぜりふをしゃべろうとして無理すんじゃねえ。相変わらず三十文字が限界なんだな」

「う、うるちゃい！」

「いいから恥じらえ。せめて胸を隠せ！」

「おや、頰が赤いでござるな。相良氏も露璃魂の病を発病したのでごじゃるか？」

「俺さまとしたことが、戦国時代にスク水という唐とう突とつなシチュエーションに衝しよう撃げきを受けてちょっと動どう揺ようしている」

「ま、拙者はこれよりお湯に潜もぐるでござるゆえ、お気になさらず」

「なんで潜るんだよ」

「せっかくの機会。水すい遁とんの術の修行でござる。にんにん」

　五右衛門は褐色のお湯の中にどぶりと潜って、息をするための竹たけ筒づつだけをお湯から伸のばした。

「おいおい……まあ五右衛門だし、いいか……」

「ところで官兵衛どの、ねねのすくみずはないのですか？」

「いきなり来られたから、きみのぶんは間に合わなかったんだよ」

「ねねさんだけ裸んぼうですみません。くすんくすん」

「まあ、わざわざ幼いねねにスク水を着せるのもかえって変態っぽいから、ねねは裸でいいんじゃね？」

「よくわかりませんがそうですな、兄さま！」

　ねねはうれしそうにお湯に飛びこむと、良晴の膝ひざの上に乗った。

　こうして生きてねねと再会できるとは俺は果報者だあ、と思うと良晴は思わずほろりと来た。

「兄さま。きょうだい仲良く温泉とは、いいものですなー」

「そうだな。信奈の天下布武が実現したら、有馬でねねと温泉三ざん昧まいの生活もいいな。俺ぁこの有馬がなんとなく気に入っちまった」

「おおー、温泉三昧！　よいですな、兄さま！」

　良晴がねねの頭をなでながら、まったり癒いやされていると──。

　左右からスク水着用の半兵衛と官兵衛が同時に腕を絡からめてきて、「洗います」「洗わせろ」と無む邪じや気きにくっついてきた。

「相良良晴、遠慮するな。このシメオンは受けた恩義はきっちりと仇あだで返す！」

「仇で返しちゃダメだろ？　こら、くっつくな二人とも！」

「くすんくすん。なぜ逃にげるんですか。逃げないでください良晴さん」

「俺はろろろロリコンじゃねーけど、これはさすがに照れる！」

「ふむ。ほんもののサルのように顔を赤くしている。面白いな。くすぐってやろう半兵衛」

「それでは良晴さん、わき腹をくすぐらせていただきます。さわさわ」

「ひええええ、やめてくれええ！」

　二人とも待ちたまえ、胸が俺の腕うでに当たっているから、とは言いだせない照れ屋さんの良晴であった。

「兄さま、これがいわゆるもてもてはぁれむというやつですな！　さすがは一国一城の主！　どちらの軍師どのでもよろしいので、早く赤ちゃんを産ませなさいませ！」

「ねね、俺と半兵衛官兵衛はそういうただれた関係じゃねーから！」

「ねねは、兄さまが早くお世よ継つぎを作られることをいつも祈いのっております。せっかく有馬に来たので林りん渓けい寺じから梅干しをもらって参りましたぞ！」

「林渓寺の梅干し？」

「『はらみの梅』と呼ぶのですぞ。女の子がこれを食べて有馬の温泉に浸かったら、たちどころに赤ちゃんをはらめるそうですぞ！」

　半兵衛が「くすんくすん。ぜひ一個……」と小さな声を漏もらし、官兵衛が「なんだって？　食べちゃったら、相良良晴の赤ちゃんをはらまされるのかっ？　そんなおそろしいものは処分するんだ！」と南蛮科学軍師らしからぬ怯おびえっぷりをみせた。

「お二人とも、はらみの梅を召めしませですぞ！　兄さま、さくっとお世継ぎをお作りなさいませ。いっそ、軍師お二人まとめてご懐かい妊にん！」

「待てねね。俺をどんな鬼き畜ちくにしたいんだよ、お前は」

「くすんくすん。あの、良晴さん？　顔がこわばっていますよ。すくうる水着を着たわたしを見ているうちにむしょうにいぢめたくなったりしないですよね？」

「半兵衛ちゃん。いちいち目を伏ふせてそういう言葉をつぶやくから、いぢめっ子が集まってくるんだぜ？」

「そうとも！　うおおおお。いぢめてやる、いぢめてやるとも！　足の裏をくすぐってやる！」

「官兵衛さん、やめてください。くすんくすん」

「うおおおおー！」

「くすくす。やめてください、やめてください。くすぐったいです」

「お二人の軍師どのは、実の姉妹のように仲良しですなー」

「あいだに挟はさまっている俺の心配もしてくれ、ねね！　ダメだこのままでは俺の心の中の川並衆魂が目覚める、目覚めてしまう！」

　でもいつの間にこの二人、こんなに仲良くなったのだろうか？　と良晴は半兵衛と官兵衛の押しくらまんじゅうに潰つぶされながら首をひねった。

「仲良しなのはいいことだけど、大の男を挟んでこういうフリーダムなきゃっきゃうふふはだね……むぎゅ!?」

「わっ？　どこに顔を当ててるんだよ相良良晴。スク水で防衛してもまだサルになるのか！」

「官兵衛、お前のお尻のほうが俺の顔面に飛んできたんだろうが。へくしゅっ」

「ひゃああああ！　へんなところに息をかけるなっ！」

「くすんくすん。官兵衛さんに負けてはいられません。わたしももっと良晴さんにくっついて……ああ、やっぱり恥ずかしくてこれ以上は無理です……」

「おおー兄さま。これがいわゆる、しゅちにくりんのもてもてはぁれむですな！」

「そうじゃない、俺が理想とするハーレムとは女の子の年ねん齢れい層が合わない！」

『ごぼごぼ。ずいぶんと楽しそうですな相良氏。ここがモテモテ坂のてっぺんでちゅかな？　こどもばかりでちゅが』

　竹たけ筒づつ越ごしに、五右衛門の不ふ機き嫌げんそうな声が響ひびいてきた。

「いやあ、面目ない。っていうか、のぼせるぜ五右衛門。いつまで潜ってるんだよ」

「愛らしい乙女おとめ四人と平然と混浴するとは、堂に入った変態だにゅ。川並衆に見つかったら切り刻まれるにゅ」

　半兵衛の髪かみの中に隠れている妙な小動物、人工精せい霊れいすねこすりが良晴をつぶらな瞳ひとみで見つめている。

「うるせー。焼いて食うぞ」

「すねこすりを食べないで、食べないで」

　すねこすりは焼き精霊にされたくないらしく、半兵衛の髪の中にまた潜ってしまった。

「くすんくすん。すねこすりさんをいぢめちゃダメです、良晴さん」

「でもさ、どうして有馬の湯って赤いんだろう？　わき出してくる時は透すきとおっているのに、湯船に流れてきたお湯はなぜか赤く染まる。不思議だなあ」

「ぺろぺろ。この赤いお湯をなめると塩っ辛からくて苦いですな、兄さま」

「有馬の湯にも種類があります。この赤い湯は金泉と言うんですが、金泉のお湯の中にはたくさんの鉄が入っているんですよ。この鉄が病に効くそうです」

「ははあなるほど、血が赤いのと同じ理り屈くつか。半兵衛はなんでも知ってるなあ」

「このシメオンだってそれくらい知っているぞ！」

「ふふ。蘭らん奢じや待たいの効能はすばらしいです。一月ほどこの有馬で静養させていただければ、もういちど戦場に戻もどって働けると思います」

「無理しちゃ元も子もないぜ半兵衛。もっとゆっくり養生してなきゃダメだ」

「……はい」

　美み濃のが生んだ幼き天才軍師・竹中半兵衛は、播はり磨まの三木城包囲戦の最中に病で命を失う運命だったが、いくつもの奇き跡せきが重なった結果、こうして有馬の温泉に浸つかって静かに微笑ほほえんでいる。

　良晴や官兵衛、松まつ永なが弾だん正じようたち多くの仲間が、半兵衛を死の運命から救うために奔ほん走そうした結果だった。

「半兵衛は肌はだが透きとおるように白いから、有馬の赤い湯に入るといよいよその白さが際立って見えるなあ……はっ？　いかんいかん。俺はいつからこんな台詞を独白するようになってしまったんだ？」

「くすんくすん。ぜんぶ口に出してしゃべっていますよ良晴さん」

「俺はたぶん疲つかれているんだよ。前まえ野の某なにがしから教わったんだけどさ。男って生き物は、戦に疲れはてると神や仏にさえ絶望して、最後は無む垢くな少女に魂たましいの救いを求めるそうだ。それが男という悲しき生き物の本能なんだってさ」

「そうなのですな。遠えん慮りよせずねねに救いを求めなされませ、兄さま」

『ぶるぶる。それは川並衆の野や郎ろうどもだけの話でござるよ』

「ふふ。戦場は死と隣となり合わせの厳しい世界ですから、なんとなくわかる気もします。神仏は人の営みをただ天上から見ているだけで、手をさしのべてはくれませんからね」

「そうだなあ」

「でも、天は時折蘭奢待のような信じがたいものをわたしたちにもたらしてくれます」

　ばかばかしい。蘭奢待が陰おん陽みよう師じの病に効くのもきちんとした理屈があるんだよ、いずれ分ぶん析せきしてやると官兵衛が鼻で笑った。

「半兵衛、きみはもう時代遅おくれの軍師だからとうぶん有馬温泉で休んでいればいい。これからはこのシメオンこと黒田官兵衛の時代だ！　このすきに『黒官一流』の旗印を世界中に翻ひるがえしてやる！」

「うっ……かわいそうだな官兵衛。半兵衛が助かったばっかりに、お前はずーっと二流軍師だ……俺が悪かった……」

「こらっ！　相良良晴！　勝手な理由で泣くなっ！」

「未来の世界で『二流の人』なんて失礼な題名の読み物の主役にされたり、あげく『二流の人』の歌までカラオケで歌われたりするんだな。どうして官兵衛が『二流の人』の代名詞にされてしまったんだろうな。ううう哀あわれだ」

「よくわかりませんがとにかく哀れですな、兄さま！」

「ああ、哀れだ」

「うるさ～いっ！　未来語の連発はともかく、『二流』という言葉はやめろっ！　その言葉を聞いただけでシメオンは心の臓がばくばくと高鳴って呼吸が荒あらくなるっ！」

「ええっ？　官兵衛さん、それは恋こいかもしれません。ま、まさか官兵衛さんは良晴さんのことを？」

「ぜんぜん違ちがうっ！」

「なんと、官兵衛どのは兄さまの赤ちゃんを産みたがっておられるのですな！　もてもてはぁれむですな、兄さま！」

「違う違う。しかし官兵衛はてっきり色黒っ子かと思っていたけど、スク水からはみだしたお尻しりは白いよな。ほんとに日焼けだったんだなあ」

「こら、誰だれのお尻が白いだって？　少しは恥はじらえ相良良晴！」

「なんで？　だってお前子供だし」

「半兵衛に対する態度と違いすぎる！」

「少しは落ち着けよ。播磨名物のいかなごを食べてカルシウムを摂とれ。そんなあわてんぼうじゃ一流の軍師にはなれないぜ？」

「死ね～！　シムじゃなくて死ね～！」

　長い長い苦戦から解放された良晴たちの今日の騒さわぎっぷりは、突つき抜ぬけていた。

　しかし、まだ戦乱の世が終わったわけではない。

　織田家は畿き内ないの中心部を平定しつつあるが、中国の毛利、甲か斐いの武たけ田だ信しん玄げん、越えち後ごの上うえ杉すぎ謙けん信しん、関東の北ほう条じよう氏うじ康やす──強敵はまだまだ多い。

　播磨では相良軍団の副将格・山中鹿之助と、援えん軍ぐんを率いる明あけ智ち光みつ秀ひでが、毛利方の拠きよ点てん・三木城を包囲し続けている。しかしすぐ西に毛利の大軍勢が陣じんを張っていて、両軍はにらみ合いに入ったまま動けなくなっていた。

　織田方は、この膠こう着ちやくを打開するために次の一手を打たなければならない。

　半兵衛が、小さな声でつぶやいた。

「前ぜん鬼きさん。再び与あたえられたこの命は、たいせつに使わせていただきます。混乱に満ちたこの国を変えるために、信奈さまと良晴さんの夢のために」

「やい半兵衛。そこはこのシメオンの野望のために、と言い換かえるんだ」

「良晴さん。播磨戦線で膠着している毛利家との戦に、これから海戦が加わります」

「海戦か」

「毛利には瀬せ戸と内うちの海を支配する最強の海かい賊ぞく、村むら上かみ水軍が味方しています。織田家にも水軍はありますが、規模も戦歴も違いますし、あちらは瀬戸内の潮の流れや海の底の地形などを熟知しています。手強い相手です」

　官兵衛が、ふと眉まゆをひそめた。

「村上水軍に大坂湾わんの制海権を握にぎられたら、鉄てつ砲ぽうの火薬に使う硝しよう石せきが堺さかいに入って来なくなるぞ」

「はい。毛利家の事実上の宰さい相しようである小こ早ばや川かわ隆たか景かげさんは、三木城への海路からの補給と、堺の封ふう鎖さを狙ねらって村上水軍を動かします。堺へ連なる船の道を断たれれば、いずれ播磨の前線に火薬を補給できなくなります」

「あいつは知ち恵え者なだけでなく、そそっかしいシメオンと違って慎しん重ちようで粘ねばり腰ごしだ。味方になればこの上なく頼たよりになるが、敵に回すとやっかいな相手だ」

「信奈さまの政権を認めない足あし利かが将軍さまが毛利家に押しかけてきてしまった以上、律りち儀ぎな毛利家は足利将軍さまにお味方するしかなかったのでしょう。くすんくすん」

「村上水軍はこんどもまた、毛利家に味方するかな？」

「すると思います、官兵衛さん」

「誰にも従わない海賊の王にしては、村上武たけ吉よしは毛利には甘いね」

「厳いつく島しまの合戦で毛利家に味方して以来、村上水軍は独立を保ちながらもなにかと毛利家に手を貸してきました。わたしたち部外者にはわからない絆きずなで結ばれているのかもしれませんね」

　織田軍は今、各地に戦線を抱かかえているが、もっかのところ最大の敵と言えるのが播磨で睨にらみ合っている毛利家の軍勢だった。

　毛利家の山陽道方面軍を指揮する小早川隆景は、子供将軍足利義よし昭あきを上じよう洛らくさせるために播磨を抜こうとしている。

「織田信奈の夢は日ノ本を統一して大海原に打ってでることだ。その夢のためにも、これからの織田家には桁けた外はずれの水軍力が必要になる。陸ばかりに目を向けてきたこれまでの大名家が持ち得なかった規模の水軍力が」

「日ノ本は四方を海に囲まれた島国なのに、武士たちは猫ねこの額のように狭せまい陸地をひたすらに奪うばいあうばかりで、水軍や海洋貿易を軽視し、海のことは海賊さんにお任せという形で放置してきましたから。くすんくすん」

「織田信奈は陸と海とをひとつにつなげて、この国のかたちを根こそぎ変えようとしているのさ」

　天下の二大軍師の会話は、なかなかに難しい。

「官兵衛さん、わたしにはもう一つ懸け念ねんがあるんです。毛利家に押しかけている名ばかりの子供将軍とは言え、足利将軍が復活したとなると」

「シム」

　半兵衛と官兵衛は、阿あ吽うんの呼吸、目と目で見つめあうだけでお互たがいの意思を疎そ通つうできるらしい。

「南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦を経て一年間の和わ睦ぼくを約定したはずの本猫寺も、足利将軍側に味方して織田家を再び敵とするかもしれない」

　なんだって？　まさか？　とご陽気な良晴は取り合わなかった。

「官兵衛は南蛮蹴鞠合戦に参加していないから、そんなことを考えるんだよ」

「うわああん！　この出で遅おくれてきた播磨の田舎者め、と言いたいのか！」

「違う違う。いいか？　俺たち織田家と本猫寺そして雑さい賀か衆は、熱い蹴鞠の戦いを通じて『眼鏡めがね眼鏡の三み河かわ漫まん才ざい』という固い絆で結ばれたんだぜ？　とりわけ孫まご市いち姉さんと俺なんてそれはもう昵じつ懇こんの仲なんだぜ」

「むっ。良晴さんはあちこちで女の子と縁えんばかり作って、女難の相で困った件に懲こりていませんね」

「そ、そ、そういう縁じゃないよ半兵衛ちゃん？　今日はめずらしくケンがない？」

「多少なりとも余計な欲よくが出てきたのは元気になった証しよう拠こですから、いいんです」

「欲？」

　だが、官兵衛は首を横に振ふった。

「きみは実に楽天的だなあ。蹴鞠での決着に納得している者ばかりじゃないと思うよ。蹴鞠では負けたが合戦ならば勝てたんだ、とね」

「そんな往生際が悪い負けず嫌ぎらいは官兵衛くらいじゃねえか？」

「だまれっ」

　半兵衛が、意を決したように口を開いた。

「良晴さん。足利将軍家は日ノ本を百年の戦乱に叩たたき落とした『応仁の乱』の発ほつ端たんであり、この戦乱の世と古き権けん威いの象しよう徴ちようです。信奈さまがこの国を生まれ変わらせるためには、本家の足利将軍家と対決し、これを決定的に乗り越こえなければならないのです」

「ああ、それはそうだな」

「人の世はそう容易には変えられません。なにかを改めようとすれば、必ず揺ゆり戻もどしが起きます。本猫寺にはまだ、織田家との共存路線をよしとしない方々もおられるはずです」

「けんにょが抑おさえてくれるさ。あいつは人前ではにょ～にょ～と叫さけぶお気楽キャラだが、ああみえて実は頭いいし視野も広いんだ。だいじょうぶ、だいじょうぶ」

「信奈さまは、人々に新たな世の形を見せなければなりません。にゃんこう宗門徒たちは、本猫寺のために死ねば猫ねこ極楽へ行けると信じています。キリシタンさんたちも、殉じゆん教きようすれば天国へ行けると信じているそうです。両者は、現世に絶望した人々があの世に希望を見いだすための教えだという点でよく似ています。信奈さまは人々に、現世で生きるための新たな希望を与えなければならないのです」

「漫才と南蛮蹴鞠合戦だけでは、まだ足りないかな？」

「あれらの新しい文化は、真の平和が来たあかつきにはおおいに人々の心を癒いやすでしょう。ですが今は戦乱の世です、『現世は変わる、乱世は終わる』という明らかなしるしを示さなければなりません」

「できるだろうか、半兵衛ちゃん？」

「難しいですが、信奈さまでなければできないことです。それに──」

「それに？」

「越後の毘び沙しや門もん天てん・上杉謙信さまが、信奈さまは日ノ本の秩ちつ序じよを壊こわす第六天てん魔ま王だという結論に傾かたむきつつあります。仇きゆう敵てきの武田信玄さまを放置してでも上洛軍を興して信奈さまと雌し雄ゆうを決したい、と漏もらしているそうです。毘沙門堂にこもって、織田家と雌雄を決すべきか否か、ずっと考え続けているとか」

「上杉謙信は関東管領だ。関東を巡めぐる武田・北条との戦いで手て一いつ杯ぱいじゃないのかな。以前も上洛を断念したことがあったろう？」

「いいえ。謙信さまは、古き日ノ本の秩序を回復するという志のために戦っています。足利将軍が復活した以上、今までとは事情が異なります。謙信さまは当然、今いま川がわ将軍ではなく足利将軍こそが正統と考えられておられます。武田信玄さまも、足利幕府復興の大義名分をかざされれば表だっては妨ぼう害がいできないでしょう」

「そ、そうか。足利将軍の復活ってのは、それほどやっかいなことなんだな……」

「はい。信奈さまが毛利との戦いに勝利するためには、なんとしても北の軍神・謙信さまと和さねばなりません。あの武田信玄さまが今なお上洛できずにいるのもすべて、謙信さまを敵にまわしたためです」

「ふむ。シメオンが計算しているよりも時代の流れが加速している気がしてきた。今、構想を練っている仕事を前まえ倒だおしして着手を急いだほうがいいかな？」

「仕事？　おい官兵衛、せっかく有馬に来たのに速そつ攻こうで休きゆう暇かを終えるつもりかよ？」

「まあ、足が治ってからだけどね」

「あのう、どういう仕事でしょう？　わたしにも教えてもらえないのでしょうか。くすんくすん」

「残念ながらきみにも秘密さ。やった半兵衛に勝った！　黒官一流！」

「どうせやる気が空回りするんだろうけど、これだけ一流になりたがってるんだから将来大河ドラマの主役を張れるような武将になれればいいよな」

「やい相良良晴。妙みような未来語を駆く使しして上から目線でシメオンを哀あわれむなっ！」

「二人ともずいぶんと先の先まで読んでるんだなあ。さすがは天下の半兵衛官兵衛だぜ、でもまあ今日は合戦のことはこれまで。英気を養うために遊ぼうぜ！」

「いやはや、きみはほんとうにバカだな！」

「ふふ。でも病を癒やすには、頭をからっぽにして気の疲つかれを取ることも必要です。そうしましょう」

「兄さま、ねねはひさびさにタロット占うらないが見たいですぞ」

「占いじゃないっ」

　良晴は「タロットはいいな！」とねねの頭をなでた。

「そうだなあ。官兵衛、俺の恋れん愛あい運を占ってくれ。安土で人生の大勝負が待っているんだ」

「きみの恋愛運はこの前、見てやったじゃないか。もうとうぶんダメだよ」

「前回の『吊つるされる男』が大当たりだったから、信用してるんだよ。今回も恋愛運を頼たのむ！　マジで俺の全人生がかかってるんだ～！」

　なぜか、半兵衛がぷっと吹ふきだした。

「当たらなかったタロットもありますけどね。ふふ」

「そうだね。ふふふ」

　官兵衛も、目を一本線にして笑った。

「？？？　妙に仲いいなあ、二人とも。というわけで官兵衛、タロットを出せ」

「南蛮渡わたりのタロットがお湯に濡ぬれるじゃないか。まったく」

　文句を言いながらも、官兵衛はタロットの山を良晴の前に突つきだした。

「いいカードを頼むぜ！　えいっ！」

「わあ。力を入れすぎだよ。カードが飛んでいっちゃったよ！」

「悪い悪い」

「兄さま、拾って参りましたぞ！　このカードですな！」

「あああ。正方向か逆方向かわからなくなっちゃったじゃないか。どちらの方向でひいたかで解かい釈しやくが変わっちゃうのにさ」

「で、どんなカードが出た？」

　良晴が勇んでひいたタロットは──『女じよ帝てい』のカードだった。

　こんなカード、タロットにあったっけ、と良晴は首をかしげた。

「なんだよ、このカードは？」

「『女帝』。女王を暗示するカードに見えるが、実は違ちがう。女王はクィーン、女帝はエンプレス。女帝のほうがずっと偉えらいんだ。南蛮風に言えば、教皇から王権を授けられている仏蘭西ふらんす王と、教会をも支配する絶大な専制君主である東ひがし羅馬ローマ帝てい国こくの皇こう帝ていくらいに違う」

「東ローマ帝国ってなんだっけ？　ビザンチン帝国のことか？」

「未来ではそう呼ぶのかもね。古代羅馬帝国は東西に分ぶん裂れつしたろう。コンスタンティノープルに都を置いた東羅馬帝国は千年間にわたって専制君主制を維い持じし続けた。一方、羅馬を本ほん拠きよとした西羅馬帝国は早々に崩ほう壊かいして多数の国家に分裂し、イスパニアや仏蘭西などが生まれ、神権は教皇が、王権は各国の王たちが保持する形となったんだ。西ヨーロッパの事情は、やまと御ご所しよが神権を持ち、諸国の大名が割かつ拠きよしている日ノ本に似ているわけさ」

「ふええ。ちんぷんかんぷんです。官兵衛さんの南蛮知識はすごいです。くすんくすん」

「そうでもないぞ半兵衛。最近は、堺さかいで南蛮の歴史書が簡単に手に入るからな。妙に安い値段で。最さい新しん鋭えいの活版印刷機が南蛮から渡と来らいしたせいらしいけどね」

「活版印刷機ですか……南蛮からの新文化は、武器だけじゃないんですね」

「おおー。すごいですな、この『女帝』のカードは！　女帝さまの背中に天使のような羽が生えているように見えて、とてもきれいですぞ！」

「ふふふ。女帝が地ち球きゆう儀ぎのような球を手に持っているだろう？　この地球儀は王権の象徴。女帝が現実世界を王として支配していることを示すんだ」

「官兵衛。その地球儀に十じゆう字じ架かがぶっ刺ささっているのは、なんでだ？」

「十字架は精神世界の象徴だ。つまり女帝は現実世界の王権を持つだけでなく、神権をも兼かね備えて精神世界をも支配しているということさ。そこが、ただの地上の王である女王との違いだね」

「つまり兄さまの恋愛運は？」

「タロットが正方向なら『祝言、妊にん娠しん、出産』の未来が待っているということになるね」

「えええっ？　ということは、え、ええええええっ!?」

「おおお。ついに、兄さまのお子が！　相良家の跡あと継つぎ誕生ですな。あら、めでたや！」

　ねねがうれしそうにはしゃぎ、良晴は真っ赤な鼻血を流しながら雄お叫たけびをあげていた。

「噓うそだろっ、まさか最初の一晩で俺と信奈の間に赤ちゃんが……？　待ってくれ、心の準備がああああ！」

「官兵衛さん、今の占いはなかったことにしてください。くすんくすん」

「なんでだよ半兵衛!?」

「半兵衛どの、顔が怖こわいですぞ？」

「占いじゃない、タロットだ！　それに、解釈はまだ終わっていない。もしもひかれたタロットの向きが逆だった場合、『感情に流されて周囲の状じよう況きようを見失って祝言は破談になる』というがっかりな未来を暗示していることになる。どちらの未来が暗示されているのかは、相良良晴、きみがカードを飛ばしてしまったのでわからないよ」

「それはないな。俺も信奈もこんどの合戦で否応なしに成長させられたはずだぜ、とりわけ信奈は。だいじょうぶだろ？」

「くすんくすん。そうですよね、信奈さまは松永弾正さまの死を乗り越えてほんとうにお強くなられました。ですから官兵衛さん、やっぱり今の占いはなかったことに」

「だから占いじゃないっ！　陰おん陽みよう道どうと一いつ緒しよにするなっ」

「いったい誰だれが兄さまのお子を授かるのでしょうか？　めでたすぎますな、兄さま！　おお、もしかして？　ねねですかな？　このねねが？」

「あー。子供は赤ちゃん産めないから」

「がっかりですぞ！」

　うにゅう。拙せつ者しやそろそろお湯からあがりたいでござる、もうダメでござる、と涙なみだ声ごえになった五右衛門がざぶんとお湯からあがってきた。

「ああ、悪い五右衛門！　完全に水すい遁とんしてたから、途と中ちゆうから忘れていた」

「うにゅう。しのびのしゅぎょうはきびしいでござる。ゆでだこににゃりかけたでござりゅよ」

「こら五右衛門、だから胸を隠かくせ！　お前の羞しゆう恥ち心しんの規準がわからねえ！」

「これは失敬、のぼせていてうっかりしていたでごじゃる。と、あのにょろしは!?」

　ふらふらになりながらお湯から立ちあがった五右衛門が指さした先は、東南の方角。

「あの狼煙のろしはなんですか、五右衛門さん」

「どうやらちのびのちぇかいでにゃにかゆゆちきじたいがおきたらちいでごじゃる！」

「あわてるな五右衛門、なにを言っているのかさっぱりわからねー」

「神懸がかっておられますぞ。さすがのかみ芸ですな！」

「拙者のは、かみ芸ではないでござる！」

　五右衛門がこんなにあわてるのもめずらしいかもな、と良晴は首をひねった。

「あれは、これから甲こう賀がにて忍しのびの大集会が開かれるという知らせでござる」

「マジで？　忍びの大集会？　ははあ、忘年会とか？」

「まあ似たようなものでちゅな。よいでちゅか、ちゃがらうぢ」

「うん？　なんだ、五右衛門？」

「──なにを捨てるかを選ばねばならぬ時が、近いかもしれぬでごじゃるよ。おかくごを」

　五右衛門の赤い瞳ひとみが、いつになく少し潤うるんでいた。

「おい、五右衛門？」

「それではちぇっちゃはこれにて、ごみぇん！」

　ざぶん、と水しぶきが大きく跳はねると同時に、五右衛門の姿が消えていた。

「あっという間に消えた。忍びって流派を超こえて集会を開いたりするのか？」

「速かったですな。なんだか猫ねこみたいですな、兄さま」

「くすん。良晴さんを置いて甲賀まで飛んでいくだなんて、よほど大切な集会なのでしょうね」

　半兵衛は東南の方角にのぼる狼煙を見つめながら、物もの憂うげに目を細めた。

「滅めつ亡ぼうしたはずの足利将軍の復活、和わ睦ぼく中とはいえ多数の門徒を抱かかえる本猫寺、古き秩ちつ序じよと新しき世との間で揺ゆれる上杉謙信さま。新しい時代への扉とびらはそう簡単には開きません。古き時代を終わらせようと戦っている信奈さまには、今まで以上の受難が降りかかってくるかもしれません」

「だいじょうぶだ半兵衛。天下布武は道半ばまで進んだ。俺たちが力を併あわせれば、この先の困難も乗り越こえられるさ。現に半兵衛はこうして生きているじゃないか！」

「はい。そうですね。おそらくはこれが天下布武を阻はばむ最大の、そして最後の試練になるでしょう」

「半兵衛が生きているのはこのシメオンの働きがあったればこそだけどね。ふふふ」

「とにかく今はゆっくり休んでいてくれ。そして体力を取り戻もどしてくれ」

「梅干しをたくさん食べて赤ちゃんを産めるくらい体力をつけるのですぞ、半兵衛どの！」

「はい。そうします、ねねさん」

　良晴は、どれほどの苦難に直面しようとも、ただひたすらに前を見ている。

　本能寺の変という絶望的な未来を知りながら、俺はなにもあきらめない、という言葉のとおりにまっすぐに生きている。

　だが──「武」だけではこの国の戦乱を終わらせることはできない。

　半兵衛は、信奈の前ぜん途とに待ち受ける苦難を予言するかのように、静かに言葉を発した。

「乱世を終わらせるためには、この国に生きる人々に新しい人のあり方、新しい希望の形を見せなければなりません。他ならぬ、信奈さまご自身が──」




　　　　※




　良晴は早朝、半兵衛たちを有馬温泉に残して一人で出立し、信奈が整備した街道と琵び琶わ湖こを走る高速帆はん船せんを駆使して夕刻には安土へ到とう着ちやくした。

　主君の織田信奈と、建設中の安土城で会う約束を果たすためだ。

　安土城は、琵琶湖に面した水城だ。

　しかも水城であると同時に、安土山の頂上に壮そう大だいな天主を建設中の山城という性格も持っている。

　ひさびさに見た安土城の築城工事は、急激な速度で進んでいた。

　すでに城下には新しい町が築かれ、信奈の「身分にかかわらず誰でも好きな商売をやっていいわよ。しかも無税」というあけっぴろげな楽市楽座政策を聞き及およんで集まってきた面々でおおいににぎわっていた。

　つい最近まで葦ヨシが生えているだけでなにもなかった安土が、驚おどろくべき速さで日ノ本を代表する商業都市になりつつあることに、良晴は舌を巻いた。

　あたかも古代羅馬帝国の街道を思わせる広々とした舗ほ装そう道路には、ちりひとつ落ちていない。

　足軽たちは「民から一銭でも盗ぬすんだ者は死罪よ」と言い放つ信奈の厳格さを怖おそれて規律を守っているから、治安もばつぐんにいい。

　ドミヌス会の神学校・セミナリオの建設も進んでいた。

「あっ、ヨシハルさん。お久しぶりです」

　セミナリオの建設を監かん督とくしているのは、少年宣教師のオルガンティノだった。

　オルガンティノの背後では、なぜかフロイス像を日ノ本各地に建てるために奔ほん走そうしている叡えい山ざんの僧そう・正しよう覚かく院いん豪ごう盛せいが「これっ石工ども！　聖母フロイスさまの像はそこに建てるのじゃっ！」と大おお騒さわぎしている。

「久しぶりだなオルガンティノ。女性恐きよう怖ふ症しようは治ったか？」

「それが……姉あね川がわの合戦中に地中に生き埋うめにされて以来、かえって悪化したような」

「だーっ、もったいねえ！　お前ならどの女の子でもよりどりみどりだってのに！」

「いけません。ボクは宣教師。色しき欲よくは罪なんですよ、ヨシハルさん」

「相変わらず真ま面じ目めだな～。お稚ち児ごさんにされないように気をつけろよ？　ところでこの建物が、噂うわさのセミナリオか？　石造りとはすげーな」

「ノブナさまはここで南蛮語やキリスト教文化に精通した海外に通用する人材を育成し、天下布武のお仕事を抱えているご自分よりも一足先に彼らを大船でローマへ派は遣けんするおつもりです」

「遣けん唐とう使しの戦国版だな。高飛車な手紙で教皇を挑ちよう発はつして怒おこらせなきゃいいが」

「ノブナさまご自身もヨーロッパの言語を学習したいそうなのですが、ボクはセミナリオ建設で忙いそがしくてそこまでは手が回らず……」

「あいつって、つくづく日本人とは思えないよな。二十一世紀から来た未来人の俺ですら英語しゃべれねーのに」

「ノブナさまはアジアの女王ですが、海の向こうへ抱いだく好こう奇き心しんはヨーロッパの海かい賊ぞくや冒ぼう険けん家たちより上かもしれません」

「信奈は高い山にのぼるのも好きだが、広大な海はもっと好きだからな。尾お張わり時代も津つ島しまの湊みなとに入り浸びたっていたらしいし」

「ほんとうに好きなのですね、未知なる世界を冒険することが。清きよ洲す城、小こ牧まき山やま城、岐ぎ阜ふ城、そして安土城。自らの居城を次々と移す戦国大名はノブナさまだけだと伺うかがっています」

　今はなき斎さい藤とう道どう三さんが美み濃のの地に築こうとした、古き身分制度やしきたりから解放された自由な巨きよ大だい商業都市が、良晴の目の前にあった。

　そして、安土山の頂上にそびえ立つ、日ノ本に類例を見ない五層七階建ての天主は、着々と完成に近づいている。

「安土は清潔で、治安がよく、それでいて自由な空気にあふれています。ヨーロッパにもこれほど美しく整然とした町はありません」

「ところでフロイスちゃんは？」

「フロイスさまは、あいにく留守です。少し問題が発生していまして……」

「問題？」

「ドミヌス会の新たなジパング支部長が、いまだに九州のオオトモさまのもとに留まっておられまして、堺さかいへ来ていただけないんです」

「へえ。新しいジパング支部長ねえ。面白そうだな。どういうやつなんだ？」

「それがその……少々変わったお方でして……その……異教の神話や伝承に、やけに詳くわしいお方なんです。その上、ドミヌス会内の過激派ともいえるコンキスタドール派に属するお方でして、噂によるとつまり……ジパングを……ええと、植民地に……その……」

「え？　ごめん、よく聞き取れなかった。レコンギスタ？」

「い、いえ。こ、これ以上は悪口になってしまいますので、ちょっと……す、すみません！」

　オルガンティノの歯切れがすさまじく悪かったが、この時の良晴は（まあどこの組織もいろいろあるからなあ）とあまり気に留めなかった。




　オルガンティノと別れたあと、ごった返す人々の波の中で「信のぶ澄すみ本ほん舗ぽ」印のういろうを買い食いしつつ、良晴は南なん蛮ばん建築とこの国の伝統建築を見事に融ゆう合ごうさせた安土城の天主を見上げながら「すげええ、でけえええ」と思わず感かん嘆たんの声を漏もらしていた。

　高層建築だというだけではない。松永久ひさ秀ひでが築いた天守とも違ちがう。天主を土台から支える大がかりな石いし垣がき、天主そのものの外見、すべてが南蛮風・和風・唐から風さらには波斯ペルシア風まで取り混ぜた、信奈の独創とも言えるまったく新しいものだった。

（俺が知っている歴史では本能寺の変が起きて、この夢の安土城もまた完成からわずか数年で消しよう滅めつしちまった。しかし、そうはさせねえ。俺たちが信奈の夢を守る）

　安土城の正門前に辿たどり着くと、小こ柄がらな前まえ田だ犬いぬ千ち代よがいた。

　良晴が信奈の家臣になった時からずっと隣となり同どう士しで、なにかと世話を焼いてくれた得がたい仲間である。

　今日はめずらしく、虎とらのかぶり物をつけていない。

「おっ。犬千代、まだ越えち前ぜんに戻ってなかったのか！」

「……明日あした戻る。今日は、安土城の新しい屋や敷しきに家財道具と虎のかぶり物を運んでいた」

「ああ、引っ越しか。俺の新しい屋敷も、もうできてるのか？」

「できてる。犬千代の屋敷の隣となり」

「ははは。またお隣さんかー」

「そう。犬千代と良晴には、深い縁えんがある」

「かもな」

「犬千代は、いずれ良晴の子を産む運命かもしれない」

「犬がサルの子を？　はは、さすがにそれはないだろうなあ」

「……むっ」

　なぜか不ふ機き嫌げんになりつつも、犬千代は「こっち」と良晴の手を引いて大手門から続く巨大な階段道をのぼりはじめた。

　なんじゃこの道は！　で、でけえええ！　まっすぐな階段がどこまでも続くうううう！　と良晴は悲鳴をあげていた。

「おい。城をのぼる道って普ふ通つう、くねくね曲げるんじゃね？　なんで直線の一本道なんだよ？」

「道はまっすぐが好き。それが姫ひめさまの性格」

「しかも道みち幅はばが広すぎる。敵が攻せめてきた時、どうするんだよこれ」

「……攻められなければどうということはないし、心配しなくても途と中ちゆうからくねくね曲がりだす」

「途中から？」

「このまっすぐな大手道の脇わきに家臣団の屋敷がある。姫さまが暮らす天主は大手道をのぼりきってさらに迷路のようなくねくね道を突つき進んだ頂上」

　いざとなれば大手道の両りよう脇わきに並ぶ家臣団の屋敷は全ぜん滅めつするけど天主の姫さまは安全、と犬千代が無表情のまま言った。

　織田信奈。つくづくひでえ女だ、と良晴は改めて思い知った。

「それにしても、階段がきつい！　めちゃくちゃのぼりづれええ！　息があがってきた！」

「……犬千代も疲つかれる」

「はあはあはあ。家臣にわざわざこんな山登りをさせたがるだなんて。やっぱりドＳだなあいつは」

「良晴。そのあたりは石仏を壊こわして埋めてるから、踏ふむと罰ばちが当たるかもしれない」

「ひいいい！　神仏に対してもドＳなのか、あいつは！　未来人の俺のほうがビビる！」

「姫さまは、石仏は仏でもなんでもないただの石だから問題ないと言っている。石材が足りないので石仏をたくさん使った」

「そりゃ理り屈くつはそうかもしれねえが。お、おっかねえ」

　犬千代は良晴と信奈に気を遣つかったのか、「これから虎のかぶり物を干す仕事がある」と一礼して、自分の屋敷へと入っていった。




　一人に戻もどった良晴は倒たおれそうになりながら、大手道をのぼりつめていった。

　まるでゴルゴダの丘おかを強制行軍させられるイエスみてえな受難だ、とぼやきつつ。

　ついに、完成間近となっている五層七階建ての壮そう麗れいな天主の一階へと辿り着いた。

　門の前には、織田家唯ゆい一いつの常識人と呼ばれる丹に羽わ長なが秀ひでが薙なぎ刀なたを持って待機していた。

　長秀は、信奈の姉代わりをつとめてきた実直な姫武将。

　自ら兵を率いて戦うのは不得手だが、この前代未聞の巨城・安土城の建築や各戦線への補給など、地道な裏方仕事をこなすことにかけては天才肌はだとも言える。

「ずいぶんと遅おくれましたね相良どの。七十点です」

「あれ。長秀さん？　どうしてここに」

「姫と相良どのの逢おう瀬せを明智どのや柴しば田たどのがまた邪じや魔ましたら零れい点てんですし、さすがに同じオチの繰くり返しには飽あき飽きしていますので、念には念を入れて私自らこうして門を見張っております」

「うう。江え戸ど城の大奥みたいだな。なんか恥はずかしいんだけど」

「今、私をまるで小こ姑じゆうとみたいだと思いましたね。一点です」

「思ってない思ってない！」

「私は天主には入りませんから、ご安心を♪」

「こほん。長秀さん、いくらなんでも今日はもう誰だれも乱入しないよね？　これでまた十じゆう兵べ衛えちゃんがやってきたら俺も信奈も納得しねえよ？　確実に血の雨だぜ」

「はい。天主付近には猫ねこの子一いつ匹ぴき近づけません。それに姫にも、そろそろ想い人と結ばれる時が来たのだと思います。松永弾正久秀どのが、ご自分の命をもって姫の心に空いた風穴にたいせつなものを満たしてくださいました」

　松永久秀は信奈が着せられたすべての悪名を自ら被かぶり、奈な良らの多た聞もん天てん城にこもって名物茶器・平ひら蜘ぐ蛛もを道連れにして炎ほのおの中に消えた。

「そっか。そうだな。俺も、播はり磨ま戦線で自分の中のなにかを乗り越こえられた気がする。だから今の俺は、信奈と結ばれた先になにがあっても、決して後こう悔かいしないと断言できるようになった」

「相良どのもすっかり大人の殿との方がたの顔になられました。姫の殿方を見る目は確かでしたね。五十点です」

「ちょ。そこは満点ですって言ってくれるところじゃないのか？　なんで五十点も引かれてるんだよ？」

「そうですね。敢あえて申せば、顔、でしょうか……もう少し男前なら姫の思い人として満点だったのですが」

「なんて無む邪じや気きな笑顔で男にとって致ち命めい的てきな台詞せりふを吐はくんだあ！　オルガンティノの言う通り女の人って怖こわいんだなあ。あっ、自信がなくなってしおれてきた……俺なんて……」

「ふふっ、冗じよう談だんですよ。さあさあ、相良どの。門を開きますので、天主の中へお入りください」

「あ、ああ」

　約束していた、信奈との逢瀬を果たす時がついに来たのだ──。

　良晴は「天下一の美少女と……いやそんなことはもうどうでもいい。信奈と結ばれる時が来た。とうとうこの瞬しゆん間かんが」と感無量で、言葉もでない。

　これまで信奈や仲間たちと過ごしてきた日々の思い出をかみしめ、涙なみだぐみながら天主の狭せまき門を潜くぐると──。




「もう日が暮れかかってるわよ。遅おそいじゃないのよ！」




　信奈の蹴けりがいきなり飛んできた。

　せっかくの美び麗れいな和服姿が台無しである。

　まさか、この記念すべき安土城での逢瀬が尾張時代と変わらぬ跳とび蹴りからはじまると予想していなかった良晴は、「球よけのヨシ」という二つ名を持つ者とは思えないぶざまな直ちよく撃げきを受けて倒れこんだ。

「ぶぎゅるっ!?」

　信奈はずっと極度の緊きん張ちよう状態で待たされていたせいか、目は血走り頰ほおは上気し、すでに第六天てん魔ま王モードに突とつ入にゆうしているらしく、ぶっ倒れた良晴のお腹の上に乗って、容よう赦しやなくグーパンチを振ふりおろしてくる。

　長秀は「姫。つかみはとりあえず三点です。そろそろ新しい挨あい拶さつの方法も考えましょう」と辛から口くちの採点を残し、気を利かせて二人の前から姿を消した。

「三点はサルのほうでしょ！　あ、あ、主を朝からずっと待たせておいて、よくもこれだけ遅ち参さんできたわね！　死罪よ！　斬ざん首しゆよ！　切腹よ！」

「待て。待て待て！　落ち着けって！」

「どうせまた寄り道して浮うわ気きしてたんでしょう！　相手は十兵衛？　それともあの山中鹿之助とかいうヘンな女？　まさかフロイスと」

「違うって。有馬温泉に浸つかってきたぶん遅れただけだ！」

「おおお女の子をおおお温泉にたくさんはべらせて混浴を楽しんできたのなら、殺すわよ！」

「すみません幼女軍団をはべらせました許してください！」

「ああもう、じれったいわねえ！　いいから最上階へ行くわよ！」

　信奈は待ちきれなくなったらしく、良晴の追及を中止して階段をのぼりはじめた。

「もう最上階まであがれるのか？」

「まだ骨組みができただけで外装も内装も未完成だけど、いきなり崩くずれ落ちるなんてオチはないから安心していいわよ」

「おおっ？　天主の中に、高々とした吹ふき抜ぬけ空間がある！　こりゃマジで桁けた違ちがいの高層建築だな」

「南蛮寺の設計を参考にしてみたの。南蛮ではかつて、天高く延びたゴシック様式という建築方法が流は行やっていたんだって。高層建築は、少しでも天に近づきたいという希望の現れなのよ」

　あらゆる国の文化を採り入れたこの安土の天主はわたしの夢・天下布武の象しよう徴ちようなの、と瞳ひとみを輝かがやかせて語り続ける信奈の横顔に、思わず良晴は魅み入いってしまった。

　あれ？　こいつ、いつの間にかまたきれいになったような……と気づくと、胸の鼓こ動どうが高まってきた。

　信奈を追って最上階へと続く高い階段をのぼりながら、良晴は「よくも、こんな建物を思いついて、しかもほんとうに建てちまえるもんだ。これだけの腕うでを持つ技術者を集めるだけでも苦労だったろ。お前ってやっぱりすげえな」と久しぶりに信奈を褒ほめた。

　信奈は「……」と照れて返事できないでいる。

「でもさ。この天主って木造だろ？　こんなに高くしちまって、折れたりしないのか？」

「木き曽その山から高さ八間のとーんでもなく太い木を切りだして本柱として用いているから、問題ないわよ」

「木曽から？　木曽って信濃しなのだろ。あそこは武田信玄の領土じゃねーのか？」

「信玄も口を挟はさめない伊い勢せ神宮の社の建て替かえに用いる予定のご神木を、裏から手を回してたいまいはたいて買ってきたのよ」

「石仏を砕くだくだけでは飽き足らず、伊勢神宮のご神木を？　お前ってマジで神をも畏おそれぬ姫武将だよなあ！」

「目にも見えないし助けにも来てくれない神仏に頼たよりきりだから、この国の戦乱が終わらないのよ。民の心を縛しばり付けているそんな迷信はことごとくわたしが打ち砕くわ！」

　信奈は瞳をきらめかせながら壮そう大だいすぎる夢を語った。

　この安土城天主のそれぞれの階には儒じゆ教きよう、道教、仏教、波斯ペルシア、南なん蛮ばんの神々や仏の絵を飾かざらせ、さらには本丸内にやまと御ご所しよの清せい涼りよう殿でんをそのままの姿で再現して姫ひ巫み女こさまをお迎むかえすると。

　つまり安土城に日ノ本のみならず世界諸国の神々をことごとく集め、世界中から巡じゆん礼れいと観光のために人々を呼びこむというのだ。

「御所を安土に移すつもりなのか？　罰ばち当あたりとかそういう次元を超ちよう越えつしたなお前は！」

「まさか。姫巫女さまには、お祭りの時に安土に遊びに来ていただくのよ。そのために、安土城内に清涼殿とそっくり同じ建物を建てるの」

「それだけでもすげーよお前の発想は。しかしやりすぎると、痛くもない腹を探られるぜ。俺も、てっきり『女じよ帝てい』を目指しているのかと思っちまった」

「『女帝』って？」

「ああいや、俺の勘かん違ちがいだったから忘れてくれていいよ」

「気になるじゃないの。怒おこらないから言いなさいよ～」

「女帝ってのは、地上の女王と天上の女教皇を兼かねる究極の権力者のことだよ。てっきり、御所を安土城へ移すことを皮切りに、いずれ姫巫女さまからの簒さん奪だつを成し遂とげてお前自身が王権と神権をともに手にしようとしているんじゃないかって、一いつ瞬しゆんだけど思っちまった。わ、悪い！」

「はあ？　いくらわたしでも、そんなことするはずないでしょ？　んも～。早くわたしと結ばれたいからって、ほーんとに悪いサルねえ良晴は。たしかにわたしが姫巫女さまになっちゃえば、もう誰もわたしに逆らえなくなるから、堂々と祝言をあげられるかもね？　でもそーんな大それたことをしでかしたら、わたしと良晴とが結ばれるためだけに日ノ本はいよいよ混こん沌とんとなって乱世がうんと長引いちゃうわね、ふふっ」

「そ、そういう冗談はやばいって。お前はただでさえ世間から誤解されやすいんだからな。だからさ、もうちょっと慎しん重ちように……」

「いいから良晴。今夜は、安土城からの夜景を楽しんで」

「そっか。もうすぐ日が暮れるんだな」

　最上階に着いた。

　そこは天下人の居室としては慎つつましいほどに小さな部屋で、四方に開いた窓から安土城下の町や山、そして琵び琶わ湖こを一望することができた。

「ま、まだ内装が終わってないから家具は入れてないの」

「木の香かおりがする。新築のペントハウスってところか。すげえ。窓の向こうに琵琶湖が広がってる！」

　良晴は我を忘れて子供のようにはしゃいだ。

　信奈は、そんな良晴を微笑ほほえみながら見守っている。

「良晴ならもうわかっているでしょうけど、わたし、いずれは海に面した城を建てるわ。呂宋ルソンや印イン度ドや南蛮へと直接大船で乗りだせる夢の海城よ。琵琶湖に浮うかぶこの安土城の築城も、その夢の城を建てるための練習といったところなの」

「この壮大な城が、練習にすぎねえのか。お前はほんとうに規格外だよ」

「南蛮貿易の一大拠きよ点てん・堺さかいにほど近い大坂の地が海城に最適なんだけど、あそこは相変わらず本猫寺が居座っているから無理っぽいわね。あんたが人質になったせいよ？」

「この国は四方を海に囲まれている。いくらでも港はあるさ」

「そうね。九州の博多もいいわね」

「博多か。行ってみたいな。俺のご先祖は、九州出身なんだ」

「見てなさい。わたしが天下布武をなしとげたあかつきには、大船で世界を一周して地球が丸いことを証明してみせるんだから！」

　この狭い島国で小さな領土の奪うばいあいにあけくれている武士どもを武力でねじ伏ふせて、わたしはまだ見ぬ海の彼方かなたの世界を冒ぼう険けんするの、と信奈は琵琶湖の向こうに沈しずむ夕日を見つめながら柔やわらかい笑みを浮かべている。

「わたしは日ノ本を、イスパニアやポルトガルを越える海洋貿易国にしてみせるわ。そのためなら百年続いた戦乱の中で溜たまりに溜まった古い怨おん念ねんや因習は、ぜんぶ掃そう除じしちゃう」

「で、あるか」

「あんたがわたしの決め台詞を取ってどうするのよ！」

　信奈は義父の斎藤道三に続き、母親のように慕したっていた松永久秀を失った。

　だが今、その深い喪そう失しつの悲しみを乗り越えた信奈は、確実に成長している。

　日本の歴史のみならず世界史に燦さん然ぜんと輝く英えい雄ゆう・織田信奈として、羽ばたこうとしている。

　俺は絶対にこの信奈の笑顔を守ってみせる、と良晴は改めて誓ちかい直した。

「……どこまでも行こうぜ、信奈」

「うん」

「その時は、十兵衛ちゃんや官兵衛も一いつ緒しよだ。半兵衛は船ふな酔よいしそうだな」

「良晴も、一緒よ」

「そうだな」

「良晴はわたしの夢がかなうまで、一緒にいてくれるんでしょう」

「ああ。そう約束したな」

「わたしの夢は天下布武で終わりじゃないから。そこからがはじまりだから」

「ああ」

「……今日はほんとうは良晴が来たら『弾正が死んじゃった』って泣いてもっと甘えるつもりだったのに、ヘンね。良晴の顔を見ただけで、心が癒いやされていくみたい」

「俺の力じゃないさ。お前が強くなったんだよ」

「そうかしら」

「そうさ。お前はもう、一人じゃない。蝮まむしの爺じいさんや弾正が見た夢は、お前の心の中に受け継つがれている。そうだろう？」

「そ、そうかもしれないわね」

「そしてお前には、その途と方ほうもない夢を実現する力がある。希け有うな才能と精神力が。お前は欠点も多いが、この国の民が待ち望んでいた英雄になりつつあるし、なれる。この安土城が完成すれば、この国に新しい時代が到とう来らいしたことを民に知らしめることができるさ」

「あ、あんまり、ほ、褒めないでよ。照れるじゃない」

「どうやって迷いこんできたのかいまだにわからねえけど、俺はこの時代に来てお前の手助けができて、ほんとうによかったよ。俺ほど幸せなやつはいないかもな」

「……」

「俺はただの高校生だったけど、この戦国時代に来て思い知ったんだ。人はいずれ死ぬ。人の命はすげえはかない。だからこそたいせつにしなくちゃならない。だけど、夢を共有してくれる人に巡めぐり合うことができれば、死は死ではなくなる、ってさ」

「良晴」

「だから信奈。俺の命は、お前が自由に使え」

「……使ってやらないわよ、バカ。あんたは殺したって死なないでしょ」

「そっか。俺としたことが、らしくなかったな。あの安土城の天主にいるんだと思うとつい、な」

「今まで、何度死にかけておきながら運良く生せい還かんできたと思ってんのよ。もうわたしにいちいち心配かけるの、禁止よ」

「悪い。ただ信奈、お前は生きろよ」

「え？」

「俺みたいになにもあきらめない生き方ができるのは、自分の命を捨てた者だけだ。でも、お前はなにがあっても生きのびなければならないんだ」

「……わたしが、未来のために必要な人間だから？」

「半分はまあそういう理り屈くつだ。だが半分は、ただの俺自身の願望だよ。お前が生きてさえいてくれれば、俺は」

「はあ？　あ、あんたが冒険の途と中ちゆうでさくっと死んじゃったら、わたしはその先どうすればいいのよ。か、勝手なこと言わないでよね……」

「ご、ごめん」

　くい、くい。

　信奈が小さな手で良晴の袖そでを引っ張ってきた。

「よ、良晴。ふ、ふ、布団だけは準備しておいたから……その」

「えっ」

　ふと気づくと、真っ赤になっている信奈がふるふると肩かたを震ふるわせている。

　お互たがいの息が相手の鼻先にかかる距きよ離りで、良晴と信奈は見つめあっていた。

「……」

「……」

　二人とも、そのまま金かな縛しばりにあって動けなくなった。

　今まで何度か、この瞬しゆん間かんをめざして突つき進んだことはあった。

　残念ながら人目、特に明智十兵衛光秀の監かん視しが厳しくて、いつもあと一歩というところで頓とん挫ざしてきたけれど。

　その光秀は今、安土から遠く離はなれた播はり磨ま戦線にいる。

　第二の監視役とも言うべき柴田勝かつ家いえは越えち前ぜん。

　そして天空にそびえる安土城の天主は文字通り、信奈の信奈による信奈のための──正確に言えば、信奈と良晴のために造られた居住空間である。

　翼つばさでも生えていない限り、誰だれも、天主の最上階で逢おう瀬せが行われているさまを見ることができる者はいない。

　信奈は、身分どころか氏素性すらも持たない良晴と結ばれるためにも、目もくらむような天の高みへとのぼりつめなければならなかったのだ。

「良晴。今夜はここで、二人きりで過ごしましょう」

　信奈が良晴の腕うでの中に飛びこんできて、そうささやいた。

　信奈のきゃしゃな身体からだは、炎ほのおのように熱い。

「万まん千ち代よが見張ってくれているから、今日こそは満点よ」

「ど、どうかな。二度あることは三度あると言うぜ」

「わたしはそこまでたわけ者じゃないわよ。うつけだけれどね。それと」

「それと？」

「仏の顔も三度って言うでしょ。もし今日ここに性しよう懲こりもなく十兵衛が乗りこんで邪じや魔ましたら、播磨戦線をほっぽり出して毛利軍から逃にげた罪で打ち首獄ごく門もんにしちゃうんだから」

　邪じや悪あくな笑みを浮かべた信奈はきっちり、日本刀をこの部屋に持ちこんでいる。

「お前が言うと冗じよう談だんに聞こえないから、やめろ！　それは立ててはならないフラグだ！」

「ねえ良晴。弾正が最後に教えてくれたわ。包ほう囲い網もうの陰いん謀ぼうにはやまと御ご所しよの関白・近この衛え前さき久ひさがかんでいると」

「そうらしいな。俺が知っている歴史と違ちがってたようだ。気づけなかった。悪い」

「その近衛の裏には、近衛に知ち恵えを付けているさらなる黒幕『影かげの軍師』とやらがいるらしいけれど、とにかく近衛をとっちめれば包囲網なんてもうばらばらよ」

「えっ？　さらなる黒幕？　まさか──今川義よし元もとちゃん？」

　あの能天気なお飾かざり将軍の義元ちゃんが実はそのような大それた陰謀を!?

　そうか、そりゃ道理で気づかなかったはずだ！　俺としたことが！　女ってこええええ！　と良晴は震しん撼かんした。

「バカね。そんなわけないでしょ？」

「だよなあ～」

「誰が近衛の陰かげにこそこそ隠かくれているにせよ、どうせ表だって人前に出られないやつでしょう？　近衛の裏工作を止めれば、それで解決よ」

「そうだな！」

「人目を忍しのんで逢瀬しなければならないのもあと少しよ良晴。わたしがこの国を統一してほんものの天下人になればきっと、良晴とのことを天下に公認させることだって」

　できるのだろうか、と良晴の胸が痛んだ。

　現代から来た良晴が考えていた以上に、この時代に存在する身分の壁かべは厚かった。

　仮にも天下人が俺のような謎なぞの風ふう来らい坊ぼうと結ばれようだなんて、下げ克こく上じようという言葉すら生ぬるい。それってこの時代の人々にとってはたとえばやまと御所を滅ほろぼすくらいの重大事なんじゃないか、と良晴は最近やっと肌はだで実感できるようになった。

　しかし、そんな言葉は飲みこんで、良晴は信奈の頭をそっとなでた。

「その日が来るといいな」

「来るわよ。どうしても認められないのならば、一緒に大船に乗って海の向こうへ行ってしまえばいいのよ」

「はは。そうだな、さすがは織田信奈だ」

「でも、こうも短期間に領国が拡大すると人材が足りないわね。どこかに有能な武将はいないかしら。仙せん千ち代よの一件で、京での現地採用は危険だと思い知ったし」

「官兵衛や鹿之助が馳はせ参じても、まだ足りないのか？」

「もっとも一人、将来有望な子がいるわ。近江おうみに、蒲生がもう家という名門があるの。そこから人質として送られてきたレオンという子がね、十兵衛に匹ひつ敵てきするほど優ゆう秀しゆうなの。学がく者しや肌はだでね、日ノ本古来の神話から南なん蛮ばんの書物に至るまで古今東西の文ぶん献けんを読破し、特に神話伝説に関しては直接その足で現地を調査するほどなの」

「未来で言うところの、ビブリオマニアってやつか」

「だから先日、レオンを正式に義妹にしちゃったの」

「家臣ではなく、一足飛びに、妹に？　破格の待たい遇ぐうだな」

「乳姉妹の勝かつ三さぶ郎ろうにはむっとされたけどねー」

　勝三郎とは、信奈の乳う母ばの娘むすめ・池いけ田だ恒つね興おきのことである。日ひ頃ごろは物静かだが戦場に出ると一転して暴走する困った性格で、今は尾お張わり犬山城主を務めている姫ひめ武将だ。信奈への絶対的な忠誠心を誇ほこるので、叛はん服ぷく常つねない国こく人じん衆が割かつ拠きよする摂せつ津つの支配を任せてはどうかという声もあがっているが、最前線に立たせるとたちまち特とつ攻こうして討ち死にしそうなので信奈はできるだけ勝三郎を戦線から離しておきたいらしい。

「レオンは勝三郎よりもずっと慎しん重ちようで、戦ぶりも堅けん実じつなの。それに、わたしの志に賛同してくれて、天下布武のために尽つくしてくれると誓ってくれているわ。とても純真でかわいい子よ」

「おお、そうなのか。いいことじゃねーか」

「それにね、蒲生家の一族は容易に織田家ごときの下風には立ってくれないと思うの。跡あと取とりのレオンを一いち門もん衆にすれば、蒲生家の態度も変わるかなと思って」

「そっか。そういえば浅あざ井い家もそうだったな。当主だったお市いちの意見をさしおいて、織田家に反逆した」

「お市がはじめから女であると明かしていれば、また違っていたのにね」

「明かせぬ事情があったんだ。しかたのないことさ」

「レオンにはいずれ、竹たけ千ち代よとともに東国の要になってもらいたいの。武田信玄の領国と隣となり合う美み濃のの留守番を勘かん十じゆう郎ろうに任せなきゃいけないなんて、不安すぎるし。勘十郎よりもずっと頼たよりになるお市は……その……か、懐かい妊にんしちゃったから前線には出せないし」

　信奈の弟・津つ田だ勘かん十じゆう郎ろう信澄は童顔の持ち主なのだが、すでに極秘結けつ婚こんしている。

　相手は「信奈の妹」お市なので、公にはできないのだが。

　だが実はそのお市の正体は、信奈の実の妹ではない。かつて北近江に割拠していた「猿さる夜や叉しや丸まる」こと男装の麗れい人じん・浅井長なが政まさなのだった。「長政は浅井家が滅めつ亡ぼうする際に小お谷だに城で討ち死にしたが、落城寸前に愛する妻のお市を信奈に返した」という筋書きを信奈が描えがいて、長政を燃える小谷城から救出し、「お市」として生きながらえさせたのだ。

「しかし、長政をお前の妹・お市ということにしたために、お市と信澄とがきょうだいってことになっちまったんだぜ。ほんとうは夫婦なのにさ。そのせいであの二人もある意味、人目を忍ばなきゃならねえんだよな」

「どのみちお市は、浅井長政の名前と顔を人々が忘れるまでは人前に出られないもの。だから、これくらいでいいのよ」

「なるほど、深しん慮りよ遠えん謀ぼうだな」

「でしょ？　半兵衛と播磨に知恵を出させて後付けでどうにかするから、あの二人に関しては心配しなくてもだいじょうぶよ」

「まあ、ことが露ろ見けんしたら人生終しゆう了りようの俺たちよりはあの二人のほうが気楽だな。実際、子供作ってるわけだし、ってあいつら！　いったいいつの間に子供を作ったんだよ！　そうか、小谷城でかっ？　ちくしょう、ちくしょう～！　しかし信奈、どうして急に妹なんか作ったんだ？　信澄にあてられたのか？」

「だってわたし、妹がほしかったし」

「そんな理由かよっ!?」

「犬千代、勝三郎、竹千代と、妹分なら何人もいるけれど、わたしには妹がいないでしょ。お市はわたしの妹といっても、もう勘十郎の奥さんだし」

「妹がほしけりゃ、かわいがってる犬千代か一かず益ますちゃんを織田家に迎むかえればいいじゃねーか」

「わかってないわねー。一国を預かる主君が譜ふ代だいの家臣を義妹にするって、けっこう難しいのよ。容易に下克上に繫つながるから。だから、自分の家臣と祝言とかありえないわけよ」

「だが臣従したばかりの外と様ざまの蒲生家なら、人質というかたちで妹を迎えられる。人質の立場からの下克上は難易度が高いからか。なるほどな、そういうことか」

「左さ近こんは、そうね、出会ってすぐ妹にしてしまっていればね。あの子がなかなか返事をしてくれないもんだから、ちょっと難しくなってきちゃった」

「男の主君なら、そのあたりもうちょっと自由にやれるのにな。姫大名ってのはたいへんだなあ」

「そうよ。うかつに家臣を夫にしたらお家を乗っ取られちゃうから、家臣との縁えん組ぐみは禁止されてるわけ。あーあ。いいわね、お市は。好きな人の赤ちゃんができたなんて」

　信奈は、良晴の顔を上目づかいに見ながらすねたように唇くちびるをとがらせた。

「……わたしも、良晴の赤ちゃんがほしい」

「ええええっ!?」

　かああああっ。

　信奈が照れ照れになって顔を伏ふせてしまった。

（かかかか官兵衛のタロットがまままままたしても適中してしまうのかっ？）

　彼女いなかった歴が長かったゆえの悲しみといおうか、良晴は官兵衛のタロットのおかげで心の準備ができていたはずなのに喉のどから心臓が飛びだしそうになるほどに驚おどろきうろたえた。

「……わ、わたしにはきょうだいが少ないから。お、織田家の、りょ、領国はますます増えるんだし、に、人間二十年なんだし、こ、今後のことを考えると、わ、わたしも、そ、そろそろ、こ、子供を産まないといけないと思うの。べ、別にあんたの子にわたしの国を継つがせたいってわけじゃないんだけど、で、でも、ほら」

「ままま待て。そそそそんなかたちで信澄たちに対たい抗こうしなくてもっ」

「さ、最低でも三人はほしいわ。名前はもう考えてあるんだけど」

「待ってくれ信奈。上目づかいでそんなこと言われたら刺し激げきが強すぎる！」

「上の子から順番に、『奇き妙みよう』、『茶ちや筅せん』、『三さん七しち』よ」

「キラキラネームかよっ!?」

「その先は考えるのが面めん倒どうだからもし四人目が産まれたら、『人ひと』って名前をつけちゃう」

「お前は生母に『人』と名付けられてしまった子供の気持ちを考えたことがあるのかっ？」

「仮にも人間を『犬』や『サル』と呼ぶよりは人間扱あつかいしていると思わない？」

「お前は今まで犬千代や俺を人間扱いしていなかったのかっ!?」

「だから、その……こ、今夜……良晴の赤ちゃんを……」

「の、信奈」

「……はらませてほしいの」

　良晴は人生でこれほど緊きん張ちようしたことがなかった。

　墨すの俣またや金かねヶが崎さきや姫ひめ路じでの合戦の時でさえ、今のように立ったまま心臓が爆ばく発はつして昇しよう天てんしてしまいそうなぎりぎりの心境に陥おちいったことはない。

「の、信奈。それとも吉きちって呼んだほうがいいか？」

「どちらでも、良晴に耳元で名前を呼ばれるのなら」

　二人は今、抱だきあいながら同じ夢を見ていた。

　尾張の戦場で巡めぐり合い、桶おけ狭はざ間までともに戦い、墨俣一夜城を経て美濃を落とし、一いつ気き呵か成せいの上じよう洛らく作戦から金ヶ崎の撤てつ退たい戦、そして武田信玄をはじめとする信奈包囲網との激戦。

　織田軍の作戦範はん囲いが広がって互たがいの身体からだが離はなれ離ばなれになっていた時も、いつも二人の心は同じ夢を見ていた。

　短いような、それでいて長いような嵐あらしの日々だった。

　これまで裏で織田家包囲網を画策していた近衛前久の動きを封ふうじてしまえば、いまや畿き内ないの大部分を掌しよう握あくした信奈は強敵たちを順番に各かつ個こ撃げき破はできるはずだった。

　天下布武は、実現しようとしている。

　その時に俺はどうすればいいのか、信奈の運命を暗転させるのはこの俺の存在なんじゃないかという迷いを、良晴は振ふり切った。

　これほどたいせつな人を、捨てて去れるはずがない。

（もしも力及およばず本能寺の変を防げないならば、その時は俺が信奈の代わりになればいい。半兵衛たちは悲しむだろうが、俺は信奈の運命を変えるために来たんだ）

　信奈の細い身体を抱きながら、そっと布団の上に寝ねかせた。

　信奈は、良晴に組み敷しかれたまま、目を閉じてじっとしている。

「わたしは自分が孤こ独どくだとずっと思っていたけれど、わたしほど深く愛されている人はいないわ。蝮まむしにも、弾正にも、そして良晴にも」

「今いま頃ごろ気づいたのかよ」

「ずっと目を瞑つぶっていただけだったの。その目をみんなが、開かせてくれた」

　そうささやく信奈の笑顔がまぶしくて、良晴はあまり長く見つめていられない。

　代わりに、信奈の白い頰ほおをなでた。

　やけどしそうなほどに熱くほてっていた。

「ねえ。今日こそは南蛮風に、愛していると言って良晴」
















「う。そ、それは」

「言えないの？　わたしを愛してないの？」

「そんなわけねえだろ。き、き、緊張するんだよっ！　その言葉は俺にとってもお前にとっても、とてつもなく重いんだぜ！」

「金ヶ崎の英えい雄ゆうのくせに、小心者ね」

「お前が好きすぎて、『好きだ』と言うだけでいっぱいいっぱいなんだよ」

「言ってくれないとこのまま天主から追い出しちゃうから」

「お前が先に言えよ」

「ダメ。良晴が先よ。わたしにキスしたいのなら、言いなさい」

「嫌いやだ。先にキスする」

「え？　ちょっと……んっ……」

　良晴は、信奈の唇をふさいでいた。

　長い長い時間、二人はそのままお互いの唇をついばみあった。

「……信奈……」

「良晴。お願い。愛していると、言って」

　もう良晴は逆らえない。

「わ、わかった。の、信奈。俺は、お前を」

　これまでは、信奈と結ばれることをためらったこともあった。

　しかし、今はもう一切の迷いがない。

　あの素直じゃない信奈の口から「良晴の赤ちゃんがほしい」と言われて尻しり込ごみしちゃあ俺はもう男じゃねえ、というか人間失格だ、生しよう涯がいエロザルだ、人間の証明をするためにも俺はこの緊張を乗り越こえて信奈の願いをかなえてやらねえと──と決めていた。

　だがそんな良晴が（まさか十兵衛ちゃんが生き霊りようと化して出てくるってことはないだろうな）とほんの一いつ瞬しゆん余計なことを考えてしまった、まさにその直後だった。




「あのう。お取りこみ中、申し訳ありません。火急の用件で参りました」




　幼い少女の声が、信奈と良晴の背後でいきなり響ひびき渡わたった。

　あまりにも存在感が薄うすすぎるために、良晴も信奈もその者が室内にいることにぜんぜん気づかなかったのだ。

　太陽が琵び琶わ湖この彼方かなたに沈しずみ、室内が暗くなってくるとともに、部屋の端はしに座っているその者の姿がだんだん見えてきた。

「お久しぶりです、お二人とも。こんばんは、けんにょです」

　その影かげが薄すぎる者の正体は、ほんの少し前まで大坂本ほん猫びよう寺じの生き神さまだったはずの少女、けんにょだった。

「えええっ？　けんにょおおおおっ？」

「長秀さんが見張っていたのに、いったいなぜ入りこめたんだっ!?」

「それは、本猫寺から追い出されてただの町まち娘むすめになってしまったため、わたしの存在感がなくなったからです。俗ぞくに言う『影が薄くなった』というやつです」

「た、たしかに信じられないくらい影が薄くなっているが……」

「ちょっと待って、けんにょ？　あんた、頭の猫耳はっ？　猫尻尾しつぽはっ？」

「ぜんぶ取れてしまいました。それゆえ、当主の資格を失って本猫寺を追われてしまったのです」

「「ええええええ？」」

「お二人のたいせつな逢おう瀬せを邪じや魔ました罪は万死に値しますが、一刻を争う事態なのです。相方の孫市さんが留守だったので、もうあなたたちしか頼たよれるお方がいないのです」

「いったいなにがあったのよ？　っていうか、あんたはわたしたちの秘密を知ったからこの場で打ち首！」

「待てよ信奈。けんにょちゃんが猫耳を失って俺たちに頭を下げるなんて、ただごとじゃねえぞ」

「このままでは本猫寺は和わ睦ぼくの約定を破って織田家と開戦してしまいます。どうか門徒たちとわが妹をお救いください」

　けんにょの言葉は、近衛前久という見えない敵をやっと見つけたことによって天下布武へ王手をかけたと信じていた信奈と良晴を激しく動どう揺ようさせる衝しよう撃げき的な内容だった──。




　けんにょは、これまでの経けい緯いを細々とした力ない声で語った。

　大坂本猫寺を総本山とするにゃんこう宗は、戦国時代の日ノ本でもっとも強力な宗教組織だ。

　歴史はまだ短い新興の勢力だが、畿内、北陸、東海、中国に広がるその門徒数は多く、ひとたび武装蜂ほう起きすればその動員兵力はあらゆる戦国大名を上回る。

　本山の大坂本猫寺は多数の川に囲まれた一大水上要よう塞さい。

　名前こそ「寺」だが、実際には北条家の小田原城と並ぶ難なん攻こう不ふ落らくの巨城だ。

　しかも本猫寺は雑さい賀か衆という戦国最強の鉄てつ砲ぽう傭よう兵へい集団と懇こん意いで、本猫寺に雑賀衆を引き入れればたとえ十年でも二十年でも篭ろう城じようが可能となる。

　織田家と本猫寺は次代の天下人の座を巡って泥どろ沼ぬまの殺し合いを繰くり広げる。そんな歴史を知っていた良晴の奔ほん走そうによって、けんにょと信奈はしばしの和睦を結んだ、はずだった。

　今そのけんにょが、うちひしがれた姿で、信奈と良晴の前でしおれている。

「ご覧のとおりわたしは猫耳と猫尻尾を、つまり当主の資格を失いました。これもきっと漫まん才ざい中のわたしが傲ごう慢まんで生意気で口の悪いうつけ娘だった報いというものでしょう」

「ちょっとあんた、素の状態でそういう性格のわたしにケンカ売ってるのっ？」

「本猫寺の当主はわたしの妹、きょうにょが継いでいます。きょうにょは、武家と本猫寺の共存共栄はありえない、と信奈さまとの和睦に反対していました。この国のまつりごとも宗教もまとめて本猫寺が仕切るべきだ、本猫寺がこの国の神権と王権のいずれも一手に握にぎると。そこまでして、はじめてこの国に平和が来ると。東ひがし羅馬ローマ帝てい国こくの皇こう帝ていのような専制君主こそが、乱世の日ノ本には必要だと」

「それじゃあ、やまと御ご所しよはどうするつもりなんだ、きょうにょは？」

「都の権力と完全に切り離して、伊い勢せ神宮へお移りいただこうという考えです。きょうにょは、信奈さまが天下人になれば、御所から姫巫女さまの位を簒さん奪だつして御所を断絶させると疑っているのです。信奈さまは三種の神器が眠ねむる熱田神宮、伊勢神宮、やまと御所の所在国をすべて支配地とされておられます。簒奪の噂うわさは日々、大きくなっております」

「デ、アルカ。伊勢は今、左近が斎さい宮ぐうとして仕切っている。簒奪を疑えば疑える状じよう況きようだわ。きょうにょはやまと御所を護持するためにも、織田家と全面抗こう争そうするつもりなのね……」

　しかし門徒たちにはさほど戦意はないんじゃないか？　やまと御所簒奪と言ってもしょせんは噂だけだし……と良晴が尋たずねたが、けんにょは首を振った。

「本猫寺のために戦って死ねば猫ねこ極楽に行ける、お猫さまの群れに囲まれた暮らしを永遠に楽しめる、という方便の教えを、きょうにょは再び持ち出すでしょう。そうなれば門徒たちはみな死兵と化します」

「またぁ!?　どうしてそんなやっかいな教えを作ったのよ!?」

「本猫寺を邪じや教きようと忌いみ嫌きらう古い仏教勢力に何度も何度も弾だん圧あつされ、また戦にあけくれる武士たちに田畑を焼かれ兵ひよう糧ろうを奪うばわれ続けているうちに、武力には武力で対たい抗こうしなければ生き残れないと門徒たちは追いつめられ……その中で、戦って死ぬことへの恐きよう怖ふに耐たえるためにいつしかそのような方便が生まれたのでしょう」

「乱世ってのは因果なもんだな」

「本来、宗教者の王国とは現実世界の王国ではなく、心の中の王国でなければならないのです。壮そう大だいな寺院を構え富と武力で己を飾かざれば、武士と同じ現世の権力者になってしまうのです。叡えい山ざんがそうであったように、気がつけば本猫寺も──わたしは、当主であるうちに巨きよ大だいな要塞と化した大坂の地を退去しようと奔走していたのですが、あと一歩のところで間に合いませんでした」

「心の世界の神権をつかさどるべき本猫寺当主のきょうにょは今、大坂本猫寺という難攻不落の要塞を持ち得たばかりに、現世の王権をも望んでいる。そういうわけね」

「はい。大坂本猫寺という巨城が、あの子の心を引きずっているかのように、思われます」

「けんにょ。にゃんこう宗門徒としての団結力を手にした民が、ふがいない武士どもに見切りをつけて一いつ揆きに走ったのはある意味当然と言えるわ。民の力を集めた本猫寺がここまで巨大化したのも、足利幕府という古びた権けん威いが壊こわれていく過程で起きたひとつの必然よ」

　ですが現世の王権は本猫寺当主ではなく、あらゆる宗派から独立した地平に立つ信奈さまが手にしなければなりません、とけんにょは首を振ふった。

「この国は今こそ、宗教者が武装しておのおのの王国を築いてきた古い慣習を断ち切るべきなのです。しかし妹はその逆の道を目指しています。各地の門徒が武家を倒たおし、本猫寺当主という神権者が武家から王権を奪ってしまえば、平和が訪れると」

「お互たがい様だけれども、そのきょうにょの戦略には無理があるわ。日ノ本の中に本猫寺門徒の国を造れば、あらゆる日ノ本の人間が門徒とそうでない者とに分断されて、この国は真っ二つになってしまうわ」

「……きょうにょは、信奈さまが南なん蛮ばん渡と来らいのキリスト教を国教化して、本猫寺を禁教にするだろうと恐おそれているのです」

「本猫寺や旧仏教勢力を押さえこむためにわたしがキリシタンに肩かた入いれしていることはたしかだけれど、禁教だなんて、そんなことは考えていないわよ。そもそもキリスト教を国教化するだなんて……信しん仰こうはそれぞれの人間の自由よ。わたしが強制するものじゃない」

　このままいけば日ノ本はキリシタンと本猫寺門徒の宗教戦争の舞ぶ台たいになっちまう、と良晴はため息をついた。

「信奈。本猫寺と開戦したら、お前の天下布武は十年遅おくれるし、戦で門徒たちを殺せば殺すほど人心が離はなれるぜ。それに、雑賀衆がいる。孫市姉さんが本猫寺に加勢したら一大事だ。あの人は梵ぼん天てん丸まるに加勢して騎き馬ば鉄砲隊を編制し、武田の赤あか備ぞなえを退たい却きやくさせたんだぜ」

　三国志で言えば義理がたい呂りよ布ふみたいなもんだ、しかも鉄砲使いだから破は壊かい力が半はん端ぱねえ、と良晴がうなずく。

「赤備え、ねえ。あんたなんかが采さい配はいとってなきゃ武田騎馬隊が勝ってたんじゃない？」

「おう。それはそうかもな。うぐぐ」

「本猫寺は川に囲まれているから、騎馬隊はそうそう有効には用いられないわよ。ただ、あの鉄砲隊は厄やつ介かいね……織田軍よりも鉄砲の数が多いし、撃うち手の練度が違ちがいすぎる。そもそも孫市はあれほどの鉄砲衆を抱かかえていながら、どうして傭よう兵へい稼か業ぎようなんかやってるのかしら。自分で天下を盗とればいいのに」

「そういうことにぜんぜん興味ないんだよあの人は。天下よりも、天下一の男探しに夢中なんだよ。それがいったいどんな男なのか、さっぱりわからねーけど」

「……ほんもののバカね。天下一の男ならここにいるのに」

　信奈が小声でつぶやいたが、良晴はない知ち恵えを絞しぼってうんうんうなっていて、せっかくの信奈のご褒ほう美び台詞ぜりふを聞き逃のがしてしまった。

「あと少しなのに。信奈が天下を統一して戦を終わらせれば、民の暮らしも噓うそのように安定するのに。あと数年だけ我が慢まんしてくれれば、歴史は良い方向に向かうはずなのに」

「それは未来から来たあんただから言えることよ。百年も戦争に巻きこまれ続けていたこの国の民の忍にん耐たい力は、もうとっくに限度を超こえているのよ。彼らには未来への希望が必要なの。だからこそ、命を捨てて一揆にだって加われるのよ」

「この安土城と安土の町を見せれば、新しい時代が来たとわかってもらえる！」

「まだ安土城は完成していないし、日ノ本中から人を呼びこんで安土の噂を津つ々つ浦うら々うらまで浸しん透とうさせるには時がかかるわ」

「そうだな……情報伝達の速度と精度が俺の時代とは違いすぎる。戦国時代にインターネットが、いやせめてテレビ放送でもあればなあ」

　このままじゃ元もとの木もく阿あ弥みじゃねえか。信奈を、民を虐ぎやく殺さつする第六天てん魔ま王にはしたくねえ。絶対にそれだけは阻そ止ししたい。だが、妙みよう案あんが浮うかばない。良晴は頭を抱えた。

「幸い、大坂の多くの門徒は南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦を経験して、一揆を捨てて平和に暮らすことを望んでいます。しかし、本猫寺当主の命令は門徒にとって絶対なのです」

「そうか。でも、けんにょちゃんを当主の座から追い落とすまでの手際が良すぎるよな」

「このところ足利義昭さまから信奈さまを討てと手紙で何度も催さい促そくをいただいていましたし、関白・近衛前久さまからも内々に『足利将軍の上じよう洛らくを助けよ』とのお言葉を。妹は、わたしの猫ねこ憑つきの力が急激に低下していることを察していましたから、ひそかに和平派のわたしを本猫寺から追う準備を進めていたのかもしれません」

「なんですって？　またしても、近衛がっ？　あいつ、もう許さない！」

「足利義昭さまは今、播はり磨まの毛利さまの陣じんにおられますが、近衛さまは堺さかいの津つ田だ宗そう及ぎゆうさまのもとをたずねられているようです。この安土へ辿たどり着く途と中ちゆう、津田さまのお屋や敷しきの前を通りかかりました時に小耳に挟はさみました。猫耳はもうありませんけれど」

「津田宗及も恭きよう順じゆんしたふりをしながら、裏で近衛の陰いん謀ぼうにかんでいたの？　あんた、そんな機密情報をどうやって知ったの？」

　堺の人は誰だれ一人ひとりわたしがけんにょだと気づかなかったので堺では噂を聞き放題、情報をつかみ放題、あちこちのお屋敷に忍しのび放題でしたと、けんにょは力なく笑っている。

「実際、長秀さんの監かん視しをかいくぐってこの天主にのぼってきているんだもんな。ほとんどステルスだ。忍にん者じやよりすげえ異能力だ」

「やられた。姫巫女さまをおもんぱかってやまと御所に間者を入れていなかったのは、わたしの手て抜ぬかりだわ」

「五右衛門はずっと俺のために奔走していて、織田家のための諜ちよう報ほう活動にまでは手が回らなかったからなあ。でも、織田家にも直属の忍びがいるじゃないか」

「左近のこと？」

「そう。一益ちゃんがいる。一益ちゃんに忍んでもらえば」

「あの子はもう忍びじゃないわ。本人も甲こう賀が時代のことを忘れたがっているし、今さら忍びの仕事はやらせたくないのよ」

「そっか。一益ちゃんは海が好きだからな。すまねえ」

　けんにょは、さらに居住まいを正して頭を下げてきた。

「あと、『月刊けんにょだにょ』でお二人のあらぬ噂を書き立てて申し訳ありません。名義だけ貸して、検けん閲えつせずに門徒たちに自由に瓦かわら版ばんを刷らせていたわたしの責任です」

「あー！　そういえば、そんな瓦版もあったわね！　畿き内ないで出回っている瓦版って、いつもわたしの悪口ばかりじゃない。わたしとサルが恋こい仲なかだとか愛あい欲よくの日々だとか無責任なことばかり書き立てて！」

「ま、まあ、瓦版の噂もぜんぶ噓ではなかったわけだし。今だってお互いに愛欲が爆ばく発はつする寸前だったし。気にしないでいいさ」

「はあ？　だだだ誰だれの愛欲が爆発したですって？　あんただけでしょ、エロザルっ！」

「もうけんにょちゃんにばっちり見られたんだから、今さらツンデレっても遅おそいぜ信奈」

「けんにょは、信奈さまと良晴さまの秘められた恋こい心ごころについて、決して口外いたしません。全力で見守らせていただきます」

「で、デアルカ……」

　ああもう！　あんな恥はずかしい姿を人に見られたと思うと、うわーっと叫さけびながら切腹したくなっちゃう！　と信奈は頰ほおを赤らめた。

「良晴、今すぐ堺へ行くわよ。近衛を捕つかまえて陰謀を止めさせなきゃ！　権力争いに民を巻きこもうだなんて、関白たる者がやっていいことじゃないでしょう。論外だわ！」

「あの。えっと。信奈、子作りは？」

「はあ？　それどころじゃないでしょう。ば、ば、バカじゃないの？」

「ご、ごめん！　一応聞いてみただけだっ！」

「それは後日っ！　一刻も早くきょうにょを止めなくちゃ。どれほどの人間の命がかかってると思ってるのよ？」

「おう、そうだな」

「しょ、しょうがないでしょ。い、今、わ、わたしがお市のように赤ちゃんをみごもっちゃったら、こ、これほど切せつ羽ぱ詰つまっている情勢が、と、滞とどこおっちゃうじゃない……」

「そ、そりゃそうだけどさ……あまりにも盛り上がりすぎていたから身体からだが熱い……誰かなんとかしてくれ……」

「ししし知らないわよっ！」

　信奈は、ほてる身体をけんめいに抑おさえながら立ちあがっていた。

「天下と良晴。二つとも手に入れるのはやっぱり至難の業ね。でもわたしは、なにもあきらめないわ。良晴が半兵衛も官兵衛も鹿之助も、誰の命を救うことも最後まであきらめなかったように」

「信奈。お前」

「次にまた、天下と弾正のどちらかしか選べないような状況を前にしたら。その時こそわたしは、絶対にどちらもあきらめないわ！」

　今の信奈がこれまで以上に輝かがやいている理由が、自分自身の播磨でのあの覚かく悟ごにあったことを、良晴は知った。

　鼻の奥がつんと痛くなった。

　それにしても、信奈は近衛前久を許せないらしい。

「近衛はやってはいけない一線を越こえたわ。公家の頂点に立つものが、武家と民とを戦わせようなどと。関白だろうが藤ふじ原わら摂関家だろうが、返答次第では首を盗るわ！」

　信奈の瞳ひとみは、近衛への怒いかりに燃えていた。

　けんにょが、「あのう」とそんな信奈に声をかけた。

「この国には長年続いてきた身分という仕組みがあります。たとえ武力で天下を盗っても、天下人とあやしげな未来人の祝言を武士も民も認めません。このままでは、お二人が祝言をあげるのは無理です。たとえ子を作っても、父親の正体を秘め続けなければならないでしょう」

「そんなこと、わかってるわよ！　それでずっと悩なやんでるんじゃない！　いっそこの国の伝統のなにもかもを根絶やしにして、きれいさっぱり新しい国にしちゃいたい誘ゆう惑わくにかられるくらいよ！」

「待て信奈。俺ごときのために伝統ある日本文化を壊かい滅めつさせるなよ！」

「やらないわよ。やらないけど、もどかしいじゃない！　あんたはもどかしくないの？」

「もどかしいのは俺も同じだけど、そうやってすぐ極きよく端たんに走るのがお前の悪い癖くせだ。お前の悪名を被かぶってくれる弾正はもういないんだぜ」

「それは、そうだけどぉ。だからといってまさか、王権と神権を両取りして『女じよ帝てい』になるわけにもいかないでしょう？」

「姫巫女さまの位を簒さん奪だつするってことになっちまうよな……そいつはダメだ。だがそもそも信奈が簒奪を疑われるようになったのは、この国の身分の壁かべを壊したいと姫巫女さまの前で宣言したのが発ほつ端たんだし……近衛のおっさんも、あれで信奈をより警けい戒かいするようになったんだろうし。俺のせいだよな、つまりは……」

「うーぬーぼーれーなーいーでー。ああああんたのために言ったんじゃないわよっ!?」

　姫巫女さまの位の簒奪などしなくても、ひとつだけお二人が結ばれる道があります、とけんにょが口を開いた。

「さらなる悪名を被る危険な賭かけになりますが……この機に近衛さまと取引すれば、堂々と祝言をあげられるかもしれません」

　二人の悲ひ恋れんを見かねたけんにょのこのなにげない一言が今、この国の歴史を大きく動かそうとしていた。

「近衛と？　わたしが？」

「取引？　今までの経けい緯いとか信奈の性格を考えると、さすがに無理じゃねえかな」

「サル。わたしの性格ってなによ、なんのことよ？　返答次第じゃ叩たたき斬きるわよ」

「だからそういうところだよ！」

　信奈と良晴は、（まさか、ほんとうに）（そんなことが可能なのか？）と上気しながら顔を見合わせた。

「近衛さまは藤原摂関家の氏長者にして、やまと御ご所しよの公家衆の頂点に君臨するお方。位くらい人じん臣しんを極めた時の関白です。皮肉な話ですが、近衛さまだけがお二人の恋こいを成就させる力をお持ちなのです」







　　　巻ノ三　関白藤ふじ原わらの良よし晴はる







　播磨の西の端はしに位置する、上こう月づき城。

　中国の覇は王おう・毛もう利り家の軍勢約五万が、織お田だ方が包囲する三木城を救きゆう援えんするためにこの地に集結していた。

　その日、元祖本家正統足あし利かが将軍を名乗る幼い足利義よし昭あきが、急ごしらえの天守にのぼって東のかた、姫ひめ路じ城方面を遠とお眼鏡めがねで眺ながめていた。

「ほっほっほ。喜べ、吉きつ川かわ、小こ早ばや川かわ。本ほん猫びよう寺じからお返事が来たのじゃ。われらに呼応して織田信のぶ奈なと戦ってくれるそうじゃ！」

　亡命先の明みんから舞まい戻もどってきて毛利家のもとへ押しかけてきた足利義昭はお手紙将軍の異名を取る筆まめで、その数え切れないほど乱発している手紙の内容はたいてい、足利将軍家をガン無視して今いま川がわ幕府などを開いた信奈の悪口と、「わらわが京に戻ったあかつきにはたくさん領地をはずむのじゃ」という空手形ばかりであるが、これでも先の将軍・足利義よし輝てるから正式に将軍位を継ついだほんものの将軍。

　幼い毛利三代目・輝てる元もとを補ほ佐さする「毛利両りよう川せん」、初代毛利元もと就なりの双ふた子ごの娘むすめ・吉川元もと春はると小早川隆たか景かげは、足利将軍をいただいた以上は織田信奈と対決すべし、と立ちあがってこの播はり磨ままで侵しん攻こうしてきた。

　だが織田軍の結束は予想外に固く、毛利方の拠きよ点てん・三木城を織田軍が完全包囲したことと織田方の九く鬼き水軍が海上から戦場に乱入したことで播磨戦線は膠こう着ちやく。

　毛利側の先せん鋒ぽうをつとめていた備び前ぜん美作みまさかの領主・宇う喜き多た直なお家いえが合戦中に落馬して腰こしを痛め、戦線から離り脱だつしたのも痛かった。

　毛利軍の山陽道方面と水軍を束ねる知将・小早川隆景は、得意の海戦に勝利してこの膠着を打開し、三木城を解放するという大戦略のもとに準備を進めているところだった──。

「姉者。われらは大坂の制海権を握にぎり三木城へ海から補給を入れるとともに堺を封ふう鎖さするつもりだったが、先に大坂本猫寺を海上から支し援えんせねばならなくなった。三木城の城兵たちにはしばらく耐たえてもらう」

「毛利上等」の日の丸鉢はち巻まきがにぎにぎしい吉川元春は、妹の隣となりに腰こし掛かけていにしえの戦国大河物語『太平記』の本文を「おおう。おおう。またしても美しきもののふの命が散っていくけぇ。泣けるけぇ」と泣きながら書写し、美形武将の出番を適当に書き足して話を捏ねつ造ぞうするという妙みような趣しゆ味みに耽ふけっている。

　吉川元春はかくれなき猛もう将しようだが、戦をしていないと気力体力がありあまるらしく、さりとて現実の殿との方がたにも興味がないのでこういう趣味で憂うさを晴らすらしい。

「こほん。将軍さまの前でそういう腐くさったおなごのような趣味は……姉者」

「山陽道と水軍のことは隆景にすべて任せているけぇ。隆景の好きにすればええ。自分はただ隆景の決断に従って敵中へと斬りこむだけじゃ」

「大坂本猫寺は難なん攻こう不ふ落らくの水城。しかも伊い勢せ、越えち前ぜん、近江おうみ、三み河かわなどに多数の門徒を抱かかえている。これらが蜂ほう起きすれば織田軍は身動きがとれなくなる。織田信奈はおそらく大坂の周辺に付け城と砦とりでを築き、大規模に封鎖するだろう」

「播磨の三木城をおそろしい規模の外城でくるんでしまっているようにか、隆景」

「おそらくは。急ぎ海路を確保して本猫寺に軍兵と兵ひよう糧ろうを入れねばならない。織田軍との決戦は武士同士で決着を付けるべきで、にゃんこう宗の門徒たちに武器を取らせてはいけない。そうなれば、民を巻きこんだ泥どろ沼ぬまの戦いになってしまい、天下はさらに乱れる」

　小早川隆景は「不本意なことになってしまった」と眉まゆをひそめていた。

「姉者、織田信奈に天下人たる資格があるかどうかを試している場合ではなくなった」

　手紙攻こう勢せいで本猫寺を焚たきつけた足利義昭に、小早川隆景はさりげなく苦言を呈ていしているのだ。

　うう、もしかしてわらわはまずいことをしたのかの、と足利義昭が首をすくめた。

「わらわとて、足利将軍として天下大乱を終わらせようという志半ばで挫ざ折せつした兄上の代わりとなって、日夜がんばってお手紙を書いているのじゃ。うう。す、すまぬ」

「将軍さま。天下とはただの言葉にあらず。大勢の人間の命という実をともないます。言葉の上の戦いだけではすみません。大勢の人間の命が、散るのです」

「……これからは心しておくのじゃ。すまぬ小早川」

「その覚悟をなされた上であれば、ご自身の信じる道を進まれよ」

　わかったのじゃ、と足利義昭が救われたようにうなずいた。

「それに、将軍さまのお手紙だけで本猫寺が軽々しく決起したとも思えません。新当主のきょうにょは、織田信奈が本猫寺を禁教とするのではないかという決定的な疑いを抱いだいているようです。なぜそう結論したのかは、わかりませんが」

「自分にわかるのはこれだけじゃ、隆景。戦って死ぬのは、もののふの役目じゃけぇ」

「そういうことだ姉者。とはいえ、またしても村むら上かみ水軍に助けてもらうことになるが」

「思いだすのう。われら毛利家が中国の覇は者しやとなった厳いつく島しまでの決戦を。われらが兄者を」

　吉川と小早川は顔かたちもうり二つじゃが息もぴったりなのじゃ、仲良し姉妹なのじゃな、と足利義昭がうらやましそうにつぶやいた。

「当主の輝元はまだお子さまでも、そちら毛利両川がいる限り毛利家は安あん泰たいじゃの。わらわは兄上と離はなれ離ばなれで寂さびしいのじゃ。うう」

「将軍さま。自分と隆景は、顔は同じでも性格が真逆。昔はとことん不仲だったけぇ」

「ええ。私たちは会うたびにケンカばかりで、父上にいつも愚ぐ痴ちられておりました」

「なんと。とてもそういう風には見えんが」

「すべては、今は亡き兄者のおかげなのです」

　小早川隆景は、遠く西の空を寂さみしげに見つめていた。




　　　　※




　村上武たけ吉よしは今、瀬せ戸と内うちの海を東へと向かっていた。

　行き先は播磨灘なだから明石あかし海かい峡きようを越えた先に広がる、大坂の湾わん。

　どこまでも荒あれ狂くるう海は、毛利両川の運命を暗示しているかのようだった。

　あの有名な厳島の合戦において、毛利家「初代」毛利元就は圧あつ倒とう的てき兵力差をひっくり返して奇き跡せきの勝利を収めた。

　村上水軍が全軍をもって毛利方に加勢し、海かい賊ぞくとしての利害を捨てて死兵となって戦ったことが、強大な陶すえ軍の当主・陶晴はる賢かたを厳島で討ち取るという大勝利につながったと言っていい。

　だが戦国の世では、死ぬべきでない男が次々と死んでいく。

　二代目・隆たか元もと、初代・元就が次々と没ぼつした今の毛利家は、隆元の忘れがたみ・幼い「三代目」毛利輝元を当主にすえつつ、元就の双子の娘である小早川吉川の毛利両川が舵かじを取っている。

　しかし毛利両川は、天下を盗とったあと日ノ本をどうする、という明確な未来像を見ることができなかった。

　特に、毛利家の「知」を担当している小早川隆景が、「父上も兄者もいない毛利家が天下を望んではならない。知略を用いるべき私に、この国の未来を思い描えがく力がない」と信じている。

　だから、強敵の尼あま子こ家を滅ほろぼして文字通り中国の覇者となった毛利家は、「天下を望まず」という元就の遺訓のもとに家名を残すために逼ひつ塞そくし、天下人の器をはかるための狂きよう言げん回まわし役に徹てつするはずだった。

　それが、まさか足利将軍を担いで織田軍と全面対決することになるとは世の中はわからんものだ、と武吉は思っている。

　その上、いちど織田家と和わ睦ぼくしたはずの本猫寺までが足利方として参戦するとは。

「見ているか元就、隆元。俺は百まで生きるぜ。てめえらが生き急いでさっさと逝いっちまったせいで、小早川のお嬢じようと吉川のお嬢は俺が守ってやらねばならんからなあ」

　小早川隆景から村上水軍への依い頼らいは二つ。

　畿き内ない一の貿易港・堺さかいを封鎖する。これは織田軍の補給、とりわけ硝しよう石せきの補給を停止するためだ。隆景らしい長期戦略の一いつ環かんである。

　さらにもう一つ。大坂本猫寺に毛利の軍兵と兵糧を届けること。

　むろん、織田方にも水軍がある。同時に大坂と堺を押さえるのは難しい。

　いかに村上水軍といえど、取りかかれる仕事はどちらか片側だけだ。

　だが村上武吉には自信があった。

　織田軍は、陸戦においては桶おけ狭はざ間まの戦いをはじめさまざまな経歴を誇ほこるが、海戦の経験は少ない。今まではあくまでも陸の部隊を支援するために水軍を用いてきた。

　対する村上武吉は、厳島の合戦で海賊衆を率いて圧倒的兵力を誇る陶軍を粉ふん砕さいした、文字通りの海の王者だ。

　両者の間には、圧倒的な経験の差というものがある。

「長生きはしてみるものだ。この海戦は、厳島以来の大戦となるだろうよ」

　しかし俺はいずれにせよ一度は堺に行くことになるな、通行税を支し払はらわずまんまと俺たちをたぶらかして妙なものを海から引きあげさせたあのバテレンの言葉どおりになっちまった、と村上武吉は思った。そのたくましい腕うでの中には、貝かい殻がらに覆おおわれた「宝箱」が抱かれている。ガスパールが壇だんノの浦うらから引き上げさせた、「宝具」がその中に眠ねむっているのだ。

「あのバテレンの真の狙ねらいがなんであれ、この宝具はきな臭くさいぜ。俺の長年のカンだがよ、こいつを蒲生がもう氏うじ郷さととやらに手て渡わたせば、織田家にとっては厄やつ介かいなことになるような気がするのよ」




　　　　※




　摂せつ津つと和泉いずみの国境にある一大貿易都市・堺。

　信奈と良晴は不ふ眠みん不ふ休きゆうで馬を飛ばして、大商人・津つ田だ宗そう及ぎゆうが商いをしている天王寺屋へと向かっていた。

「なあ信奈。松まつ永なが久ひさ秀ひではどうして、近この衛えが陰いん謀ぼうを巡めぐらせていることをぎりぎりまで黙だまっていたんだろうな」

「武士がひとたび京に足を踏ふみ入れれば、公家どもの妖よう怪かいじみた政治力に振ふり回されて四苦八苦することは避さけられない。弾だん正じよう自身がさんざん味わってきたことよ。わたしが自力で乗り越こえるべき試練だと思っていたんでしょう」

「それにしても、もっと早く教えてくれていれば」

「わたしが忍にん耐たいに欠けていて短気なうちは、伏ふせていたほうがいいと考えていたのよ。やまと御ご所しよとの対立は避けなければならないもの。わたしが暴走して御所を焼いたりすれば、もう戦乱の世は永久に終わらなくなる」

「そうか。たしかに久秀はやまと御所だけは焼かなかった。足利将軍を襲おそい、東大寺を火の海にしたのにな」

「弾正はこの国のすべてを焼き尽つくしたいと言いたげな態度だったけれど、心の底では戦乱の世を終わらせて自分のような戦災孤こ児じをこれ以上増やしたくないと願っていたんだわ。そうでなければ、こうまでしてわたしを助けてはくれなかった」

「そうだな。久秀がお前の京での悪評を肩かた代がわりしてくれて、半はん兵べ衛えと前ぜん鬼きが京に巣くう古い怨おん霊りようを祓はらってくれたんだ」

「ええ。わたしは、なによりも人に恵めぐまれたみたい」

「あとは近衛の首根っこを押さえれば、もう京はお前の敵ではなくなる。次は、民と敵対する泥沼の道を避けることだ」

「にゃんこう宗門徒たちとの戦いだけは避けなくちゃね。良晴」

「ああ。久秀や前鬼たちの思いを無にしないためにも。なんとしても」




「影かげの軍師とは決けつ裂れつし、甲こう賀がの六ろつ角かく承しよう禎ていは動かせなくなったでおじゃるが、こども将軍・足利義昭との連れん携けいは完かん璧ぺきでおじゃる。大坂の本ほん猫びよう寺じと中国の覇者・毛利が連合して堺の港を押さえれば、鉄てつ砲ぽうに頼たよる織田軍は干上がるでおじゃる。さらに各国の本猫寺門徒どもを蜂起させれば、麻ま呂ろはもう勝ったも同然」

「手前もこのまま商売敵の今いま井い宗そう久きゆうさまだけに儲もうけさせてはおけません。足利幕府再興のあかつきには、わが天王寺屋を幕府の御ご用よう商人に。ただ……」

「ただ、なんでおじゃるか？」

「織田信奈の悪評を町人に広めるために『月刊けんにょだにょ』などを刷らせていた例の南なん蛮ばん渡と来らいの活版印刷機数台を、何者かに盗ぬすまれてございます。盗人ぬすつとは、まさか……例の、影の軍師どのでございましょうか？」

「甲賀忍しのびを動かしたのでおじゃろう。あやつは野望のためならば御所を巻まき添ぞえにする男でおじゃる。織田家の追い落としを、急がねばならぬでおじゃる」

　影の軍師・造反。ことを急ぐ関白・近衛前久と堺の豪ごう商しよう・津田宗及が天王寺屋の茶室に集い、毛利家に居候する足利義昭と、きょうにょが率いる本猫寺とを連携させるための陰謀を進めていたところへ──。

「近衛！　もう言い訳はさせないわよ！」

「証しよう拠こはあがってるんだ！」

　鬼の形相となった信奈とにっくき良晴がいきなり襖ふすまを蹴け破やぶって現れたので、近衛は「おじゃああああっ!?」と奇き声せいを発して腰こしを抜ぬかした。

　津田宗及も、手にしていた大名物「珠しゆ光こう文ぶん琳りん」をあやうくとり落としそうになった。

「織田信奈？　ど、ど、どうしてここにっ!?」

「近衛さま、手前の店の裏手にございます桟さん橋ばしよりお逃にげくだされ」

「残念ね。桟橋なら、左さ近こんに命じて封ふう鎖ささせたわよ！」

　この時すでに信奈は滝たき川がわ一かず益ます率いる九く鬼き水軍を堺さかいへと呼び寄せ、港へ入れていた。

　茶室の四方は、信奈の小こ姓しようたちが完全に取り囲んでいる。

　そして、茶室に踏みこんだ信奈も自ら腰こしの刀を抜いた。

「金かねヶが崎さきの折に浅あざ井い家がいきなり裏切ったあたりから、あんたたちがわたしに隠かくれてやってきたであろうこと、いちいち数え上げたらきりがないわ。関東の風ふう魔ままで雇やとうなんてずいぶんと手広い謀ぼう略りやくじゃない？」

「おのれ！　茶室に刀を持ちこむのは不作法、と丸まる腰ごしで部屋に入ったのが命取りになったでおじゃる！　麻呂は手練れの刺し客かくも返り討ちにしてみせる剣けんの達人であったというのに、口くち惜おしや！」

　近衛は剣けん術じゆつの達人だが、藤原家としての名門意識ゆえに麻呂言葉を使い、しかも一見お歯黒の典型的な公家姿なのでひ弱そうに見える。それが信奈たちの目をくらましていたのだ。

　もしも近衛がこの茶室に刀を持ちこんでいたら、相打ち上等とばかりに襲いかかり、あるいは良晴を一いち撃げきで斬きり殺していたかもしれない。

　だが、現実は非情である。この時、近衛は丸腰だった。

　追いつめられた近衛は「くわっ」と目を見開き、つばを飛ばしながら吼ほえた。

　咆ほう哮こうした。

「殺すなら殺せばよいわ！　麻呂はたとえ殺されてもそちが牛耳る傀かい儡らいの今川幕府など認めぬでおじゃる！　南なん蛮ばんのキリシタンと手を組んでこの国を破は壊かいしようとする不ふ埒らち者めが！」

　だが、信奈もまた一歩も退かない。

「近衛！　わたしは破壊者じゃないわ、応仁の乱でめちゃめちゃになってしまったこの国を再生しようとしているのよ！」

「だまりゃ！　その応仁の乱は、武士どもが起こしたのでおじゃろう！　野や蛮ばんな武士にまつりごとを任せたばかりに、日ノ本はこれほどあさましき乱世になったのでおじゃる！　すべては武士を台頭させた公家の不始末！　麻呂は今こそ王政復興の大号令を下し、姫ひ巫み女こさまのもとでわが藤原家がまつりごとを行っていた、いにしえの昔に戻もどすのでおじゃる！　将軍職などは、お飾かざりでよいでおじゃる！」

「それであんたは、先の将軍・足利義輝と決別したのね！　足利義輝を邪じや魔まに思った三み好よし一党と弾正が足利幕府を滅ぼすさまを、じっと見て見ぬ振りをしていたというのね！　近衛！　あんた自身がそうやって都を乱しているんでしょう！」

「……麻呂はかつて、上うえ杉すぎ謙けん信しんと組んで関東公方になろうとしたでおじゃる。自ら公家と武士とを兼かねようと志していたのでおじゃる。神権と王権とを、誰だれかが両手に握にぎらなければ、この国の戦乱は終わらぬと……だが板ばん東どう武む者しやどもは、麻呂を、やまと御所の関白を関東公方としていただくことを拒きよ絶ぜつしたでおじゃる！　しょせん公家は公家、武士は武士！　ならばもはや、武士から王権を、武力を、永遠に取り上げねばならぬと麻呂は思い知らされたでおじゃる！　剣けん豪ごう将軍として自ら戦い、武士の頂点に君臨しようとしていた足利義輝もまた麻呂にとって邪魔になったでおじゃる！」

「自分が武士になれなかったばかりに、陰に隠れてこそこそと陰謀を企たくらむ、典型的な公家の生き様を選んだということ？　なによそれ。恥はずかしくないの？」

「だまりゃ！　公家は公家でしかなく、武士にはなれぬでおじゃる！　これが、藤原摂関家に生まれた麻呂の運命でおじゃる！　領土を持たず流る浪ろうしている足利義昭ならばお飾りの将軍として担いでやってもよいが、今川義よし元もとは無用でおじゃる！　そなたがあの者を担いでおる以上、麻呂には操れぬでおじゃるからのう！」

「あんたは、建武の新政の失敗を繰くり返すつもり？　ましてや今は名もなき民が本猫寺門徒となって武装蜂ほう起きする世の中なの。もう、公家が権けん威いと血筋と言こと霊だまだけで一国を支配できるような時代じゃないのよ！」

「武士どもにまつりごとをやらせたせいで、これほど日ノ本が無秩ちつ序じよになったのでおじゃる！　力こそすべての下げ克こく上じようの世になったために、身分もなにもなくなって血迷った民どもが一いつ揆きを起こすのでおじゃる！」

「違ちがうわ。人の心が成長したのよ！」

「まして異国の神を奉ほうじるキリシタンなど論外でおじゃる！　南なん蛮ばん人じんをひいきして叡えい山ざんの権威を踏みにじったそちは、売ばい国こく奴どでおじゃる！」

「わたしは南蛮諸国と対等に渡わたり合える、新しくて強い国を創ろうとしているの！　いつまで狭せまい島国の中で小さな権益にしがみついて領土争いを続けるつもり？」

「黙れおろう！　武力だけでは、下克上の世は終わらぬでおじゃる！　姫巫女さまをいまいちど頂点にいただかねば、新しい国など創れぬでおじゃるわ！」

「姫巫女さまを担ぎ上げるのがあんたじゃ、見通しは暗いわね。南蛮諸国の連中に合戦でもふっかけて、この国から南蛮人を全員追い出すつもり？」

「当然、薩さつ摩まの島しま津づ家と中国の毛利家に命じて、いずれ攘じよう夷いを決行するでおじゃる！」

「話にならないわね。頭だけで考えて現実を見ないから、そんな甘いことが言えるのよ。いちど海の外へ出てみたら？」

「麻呂をフカの餌えさにするつもりでおじゃるか？　富士山は見物したいが、この国の外になど出とうはないでおじゃる！」

　近衛は、最後の気力を振り絞しぼって叫さけんだ。

「織田信奈！　麻呂はそちの野望をすべてお見通しでおじゃる。そちはこの国の王であることに飽あき足らず、姫巫女さまに代わって自らこの国の神になろうとしているでおじゃる！　その証拠にそちは尾お張わりの熱田神宮と、伊い勢せ国の伊勢神宮。やまと御所にとってもっとも重要なこの二つの社を手中に収めたのでおじゃる！」

「尾張はわたしの生国。伊勢はその隣りん国ごく。それだけよ。言いがかりだわ！」

「やまと御所に伝わる三種の神器のうち、ひとつが熱田神宮に、もうひとつが伊勢神宮にあるのでおじゃる！　しかも熱田神宮の草くさ薙なぎの剣つるぎをそなたが奪うばい取ったこと、すでに知れているでおじゃる！」

「草薙剣を、わたしが？　どういうこと？　知らないわよ!?」

「そちゃ、この国の神事をつかさどるために必要な神器をことごとく集めてわがものにしようとしているでおじゃる。自ら姫巫女さまに成り代わろうという野心を抱いだいているでおじゃる！」

「濡ぬれ衣ぎぬよ。わたしは茶器は集めているけれど、神器には興味ないわ！」

「安土の城にやまと御所をそのまま移転させようとしているとも聞いているでおじゃる」

「御所の移転なんて考えてないわよ。姫巫女さま専用の宿を安土に建てているだけよ」

「言い訳無用でおじゃる！　さらに！　滝川一益とかいうそちの家臣が伊勢神宮の斎さい宮ぐうになりおおせ、伊勢神宮の威いを借りて伊勢一国を奪い取ったというのは面めん妖ようでおじゃる！　かの尊き伊勢神宮の斎宮職に、なぜ尾張の田舎いなか武士などがつけるのでおじゃるか？」

「知らないわよ。左近がかわいくおねだりしたからでしょ？」

「伊勢神宮は戦乱で窮きゆう乏ぼうしているとは申せ、そのようなゆるい社ではなーい！」

　この国でもっとも尊い社である伊勢神宮を愚ぐ弄ろうするでない！　と近衛はもう興奮して卒そつ倒とう寸前だった。

「よいか！　かつてやまと御ご所しよは姫巫女さまのご一族から『斎宮』を選んで伊勢神宮に派は遣けんし、代々神宮にお仕えさせていたのでおじゃる！　やまと御所の始祖・天あま照てらす大おお神みかみを祀まつる伊勢神宮こそは、やまと御所の氏神でおじゃる！　それをなんぞや甲賀の忍しのびごときが！」

「左近はもう忍びじゃないわよ。こんど、わたしの妹分を『ごとき』呼ばわりしたら許さないわよ！」

「うぐぐ。なぜかような者を斎宮としたのか神官どもに問いただしてもはっきりした返事がなく、麻呂は狐きつねにつままれた気分でおじゃる！　逆らったら伊勢神宮を焼き払はらうとそちが脅おどしたからに違いないでおじゃる！」

「近衛。もういいかげんに、陰いん謀ぼうごっこをやめたらどうなの!?　あんたは自分が陰謀ばかり練っているから、他人がみな陰謀家に見えるのよ。わたしは、あんたがなにを企もうが絶対に止まらないわよ！　正々堂々と戦って、ことごとく打ち破ってみせるわ！」

「その、そなたの野望の行き着く先はひとつでおじゃる！　天下を奪った暁あかつきには、姫巫女さまの位を簒さん奪だつしようとしているのでおじゃろう！」

「わたしはわたしを中心とした強固な『日ノ本』の国の体制を作ろうとはしているけれど、姫巫女さまの神権を奪う野望はないわ。御所はあくまでも天上の霊れい的てき世界の権威であって、武力を持たない存在だからよ。叡山の僧そう兵へいどもや、本猫寺当主きょうにょからは武力を奪い取るつもりだけれど、人々の信しん仰こうの領域には決して立ち入らないわ。そして近衛！　あんたのような妖よう怪かいじみた公家の跋ばつ扈こを、わたしは断じて許さないわ。関白といえども──」

「……斬るつもりでおじゃるか。関白殺しを決行する勇気が、あるでおじゃるか」

「あるわ！　お互たがいの信念の違いから織田家を打だ倒とうしようとするところまでは許せても、本猫寺の門徒たちを戦に巻き込んだ時点で、あんたは許しがたい存在よ！」

　近衛がどれほど挑いどみかかっても、信奈の信念はまったく動じない。

　信奈の心の中には、斎さい藤とう道どう三さんが、松永久秀が、そして信奈の夢のために散っていった大勢の家臣たちがいるのだ。

　対する近衛は、関東で挫ざ折せつして上杉謙信と決別し、京では足利義輝を見殺しにし、今また影かげの軍師とも対立し決別した。

　なぜ織田信奈と麻ま呂ろとで、これほどの差がついたのであろうか、と近衛は思った。

　織田信奈は良晴との恋こいを成就させようという夢を抱き続け、身分の壁かべを破壊しようとあがき続けている。一方、近衛は天下の乱を収めるために公家である自分が武士の王になろうという夢を、己の血筋という壁にぶつかったことで放ほう棄きした──。

　まだある。戦場の最前線に立つ信奈は何度も絶体絶命の窮きゆう地ちに追い詰つめられ、暗殺の危機に立たされ銃じゆう撃げきまでされてきたが、武家となる夢を捨てて陰謀を巡めぐらせる公家としての生き方を選んだ近衛には、関東遠えん征せいでの挫折以後、そのような危地に立つことはなかった。いや、越えち後ご兵という兵力を失った以上、危地に立ちたくてももはや立てなかったのだ。近衛は兵力を持たぬ己の無力さを糊こ塗とするために、戦を穢けがれと呼んで、避さけ続けてきた。

「これが、死の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱしてきた天下人の威い光こうというものでおじゃろうか……」

　信奈の激しく燃える視線に射い貫ぬかれているうちに、近衛は（麻呂は麻呂自身の心に敗れたのでおじゃる。しょせん公家は武士にはなれぬと心折れて上杉謙信のもとを去った時に、麻呂の志は己一人だけのものになってしまっていたでおじゃる。しかし織田信奈はいかなる苦難に直面しようとも、志を、信念を捨てなんだ。捨てなんだ故に、仲間を失わなかった。むしろ、その志に共鳴した仲間が増えていったのでおじゃる）と悟さとった。

「思えば、麻呂がこの者に次々と試練を与あたえて天下人に育ててしまったようなものでおじゃる……」

　近衛は敗北感にうちひしがれて、へたりこんでしまった。

「……麻呂の負けでおじゃる。殺すがよいでおじゃる」

　二人の激しい舌戦を見守りながら、信奈の隣となりに無言で立っていた良晴は、「勝負あったな」と思わず漏もらしていた。

　関白・近衛前久こそが信奈の天下布武事業の前に立ちはだかる巨きよ大だいな壁だったのだ。

　その近衛と正面から戦い、信奈は精神力で勝ってみせた。

　松永久秀を失い、久秀の遺志を受け継つぎ、信奈はまた強くなった。

「商いもまた戦い。手前は、織田家にすべてを張った今井宗久さまに敗れたということでしょうな」

　津田宗及はひとたび覚かく悟ごを決めると茶人らしい落ち着きを取り戻し、「末期の茶を一いつ杯ぱい所望いたします」と作法どおりに茶を点てた。

「近衛さまも、どうぞ」

「ここで倒たおれようとも麻呂の志は永遠に残るが、姫巫女さまだけが心配でおじゃる」

「近衛。だからわたしはやまと御所を潰つぶすつもりはないって言っているでしょう」

「そちの志の気高さは認めたが、それだけは信用ならぬ言葉でおじゃる、織田信奈。そちは身分の垣かき根ねを潰して、そこのサルと祝言をあげたがっているでおじゃる。もう畿き内ない中がその噂うわさであふれているでおじゃる。仮にも姫大名が身分卑いやしき家臣との恋などという醜しゆう聞ぶんで騒さわがれておっては、民心はますます離はなれるばかりでおじゃるぞ」

「それは、あんたたちが瓦かわら版ばんを使って噂を撒まいたからでしょう!?」

「……身分の壁、血筋の違いがどれほどのものであるか、どれほど日ノ本の人々の心を縛しばっているかは、貴族の頂点である藤原摂関家の長に生まれてしまった麻呂自身が誰よりも思い知っているでおじゃる。麻呂たちがなにもせずとも、そちの醜聞はどんどん広まるでおじゃる。この醜聞を収めることは日を西の空から呼び戻もどすようなもの。天下を盗とり、かつサルとも結ばれる。そのような強ごう欲よくな真ま似ねをしでかすためには、そち自身が生きながら神になるしかないでおじゃる」

「……わたし自らが、神に……やっぱり、その道しかないのかしら……？」

　近衛の口からその言葉を聞いた信奈の瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん、あやしく輝かがやいた。

　おい信奈？　と良晴は信奈の手を引いた。

「そ、そうだったわ。取引に来たんだったわね」

「例の取引はやめておこうぜ。近衛のおっさんが認めるわけねえし、これだけ疑われているところにあんな話を持ち出したらますますあやしまれる」

「ええ？　そのために堺さかいまで来たんだから、やめないわよ」

「しかしな信奈。あの話はやっぱり、無茶振ぶりすぎる。けんにょちゃんは尊い生き神さまの家の生まれだから、これがどれほど無茶振りな話なのかよくわかってないんだよ」

「近衛。まず取引をひとつ。きょうにょの決起を止めなさい。さもなければ、あんたを自分の陰謀のために大勢の民を巻きこんだ罪でさばくわ！」

「……きょうにょもまた、そちの簒奪を疑っている者でおじゃろう。麻呂が出張っても、説得は困難でおじゃる」

「だから、簒奪の噂がそもそも誤解だと伝えてきなさい！　書状を用意するから、今すぐ本ほん猫びよう寺じへ使者として行きなさい」

「しかし、けんにょならばともかく、かねてより抗こう戦せん派だったきょうにょの説得は難しいでおじゃる。そもそも前回の本猫寺蜂ほう起きは、麻呂たちが大坂に門徒として潜せん入にゆうさせた間者による謀ぼう略りやくでおじゃった。きょうにょとわれらは、その間者たちが南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦の折にきょうにょに捕とらえられて以来、裏で繫つながっていたでおじゃる」

「御所簒奪の噂をきょうにょにすり込んだのも、あんたたちの瓦版の仕業ってことね」

「それは、きょうにょが南蛮商人より入手した西方世界の歴史書のせいでおじゃる。東ひがし羅馬ローマ帝てい国こくという千年王国では、皇こう帝ていが神権をも手にして、絶対的な専制君主として振る舞まっておったと。それ故に千年滅ほろびなかったのだと。対する西羅馬帝国は、教皇と皇帝や諸国の王とが神権と王権を分担したためにあっけなく崩ほう壊かいし、いまだにイスパニアやポルトガル、独ど逸いつ、仏蘭西ふらんすなどの諸王が群ぐん雄ゆう割かつ拠きよした乱世が続いているのだと。南蛮の歴史を学んだきょうにょは東羅馬帝国をお手本に、神権と王権を本猫寺当主が独裁する本猫寺の国を日ノ本に作るつもりでおじゃる。姫巫女さまには、まつりごとにいっさい関わらせぬため、また権力闘とう争そう時の姫巫女さまの奪い合いを避けるため、伊勢神宮へお移り頂くと」

「きょうにょが姫巫女さまの上に立つってことでしょ？　あんた、それを認めたわけ？」

「織田信奈、そちに姫巫女さまの位を簒奪されるよりは、ずっとましでおじゃる」

「でも……その話はヘンよ。きょうにょに、ラテン語が読めるはずがないわ」

「何者かが日ノ本の言葉に翻ほん訳やくしたのでおじゃる」

「ふうん。酔すい狂きようなやつがいるものね……ほら、津田宗及。あんたからも近衛に和わ睦ぼくの使者を務めるよう勧すすめなさい。あんたも、本猫寺を合戦に巻き込んだ張本人でしょ？　そうねえ、この天王寺屋ごと堺の町を火の海にされたくなければね」

　だからそういう火付け発言がだなあと良晴は顔をしかめたが、信奈は片方の目をぱちりと閉じてみせた。

　ほんとうに堺を焼くつもりはないらしい。

　だが津田宗及は「げっ」ともともと青白い顔をいよいよ青ざめさせた。

「こ、近衛さま。織田さまは、やると申されたからには必ずおやりになります。手前の命ひとつで済むならいざ知らず、この堺の町を灰にはできませぬ。なにとぞ堺をお守りください！」

「うぎぎ。少しは英えい傑けつになったかと思うたが、この女はやはり火付け魔までおじゃる！」

　近衛は、歯がみしながら「やむを得ぬ、和睦の使者になるでおじゃる、今すぐ大坂へ出立するでおじゃる」と承知した。

　これで本猫寺との開戦を回かい避ひすることができるわ、と信奈が満足して微笑ほほえんだ。

「織田信奈よ。麻呂にはそちの行く末が見えるでおじゃる。そちのあくなき野望をつきつめれば、この国の神事をつかさどる姫巫女さまを廃はいしたてまつるという最悪の結末になるでおじゃる。たとえ今はそのつもりがなくとも、いずれそちの野望は行くところまで行くことになるでおじゃる」

　信奈は、振り上げていた刀をゆっくりと鞘さやに納めた。

「そこよ、近衛。あんたの一存で、その問題は解決するわ」

「なんとな。麻呂の一存で？」

「とりあえず生かしておいてあげるから心の片かた隅すみに留めてゆっくり考えなさい。ただし、次にまたわたしを滅ぼそうと陰謀を巡らせたら、その時は問答無用よ」

「い、いったいどのような条件を吞のめというのでおじゃるか」

「わたしが天下を統一したあかつきには、サルをあんたの養子にするのよ。藤原摂関家をサルが継ぐの！」

　どーん。

「な、な、なんとおおおお!?」

「もちろんあんたが持っている関白の位もサルに継がせるの。関白・藤原良晴の誕生よ！」

　どどーん。

　信奈は得意満面。

　これ以上のどや顔はないというくらいにふんぞり返っている。

「どう？　公家の筆頭、関白ともなれば天下人の伴はん侶りよにふさわしい立場じゃない？　これでもう誰だれにも文句は言わせないわ！」

　近衛も津田宗及も開いた口がふさがらなくなった。

「な、な、な……言葉が出てこないでおじゃる……」

「近衛さまは藤原摂関家の氏の長者、途と方ほうもなく尊きご身分のお方。そのお方に、こともあろうに未来人の相良さがらさまを養子にせよとは」

「ひいいい！　まままま麻呂の代限りで藤原家が氏素性も知れぬ卑しきサルに乗っ取られるとは、これは悪夢でおじゃる！　いっそ斬きられたほうがましでおじゃる！」

「織田さまがまさかここまで常識外の御ご仁じんだったとは。お互いに、たいへんなやけどをいたしましたな」

「近衛？　わたしは別に藤原家なんてどうでもいいの。藤原家を乗っ取られるのが嫌いやだというのなら、関白の位を譲ゆずったあと速そつ攻こうでサルと縁えんを切って、サルに新しい姓せいでも与えればいいでしょ？　それで藤原家は守られるわ」

「ぐぬぬう。嫌じゃ、だまりゃ！　と言いたいところでおじゃるが、断ったらこやつはいずれ自ら姫巫女さまに成り代わるでおじゃる。姫巫女さまをお守りするためには麻呂が犠ぎ牲せいになるしかないのでおじゃろうか」

「なあにが犠牲よ。自分でしでかしたことのツケでしょう？」

　近衛は、あまりのことに魂たましいが抜ぬけたように放心していた。

　よもやこのような究極の選せん択たくを突つきつけられるとは、想像もしていなかったらしい。

「さあさあ、どうするの？」

「さ、さすがに麻呂の一存では即そく答とうできぬでおじゃる。これほどの大事をなすには、藤原一族ならびに公家衆への根回しが必要でおじゃる」

「あまり猶ゆう予よはないわよ！　わたしが天下を統一したら、すぐに返答しなさい！」

「ぐぬぅ。しょ、承知したでおじゃる」

　燃え尽つきた。

　近衛は真っ白に燃え尽きた。

「ふふ。デアルカ！」

　信奈は「やっとわたしたちの未来に希望が見えてきたわね、良晴」と白い歯を浮うかべて微笑んだ。

　まさしく、会心の笑み。

「はあ。俺も落ちてくる実をぜんぶ拾わなきゃ気が済まないあつかましい男だが、お前にだけは負けるよ……今この話が外部に漏れたら、さらなる悪評になっちまうぜ信奈？」

　良晴は、（闘争心に溢あふれすぎているのも考えものだな）と半ば呆あきれていた。
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　信奈と良晴は、茶室に居残って本猫寺宛あての書状の作成を開始した。

　精せい根こん尽き果てた近衛と津田宗及は、疲つかれはてた表情で茶室から這はいだし、天王寺屋の裏手にある桟さん橋ばしまでとぼとぼと歩いた。

「麻ま呂ろはすぐに大坂本猫寺へ行かねばならぬでおじゃる。船を用意するでおじゃる」

「はい。焚たきつけた火を近衛さまが自ら消さねば、織田さまはお許しになりますまい」

「関白ともあろうものが織田信奈の使い走りに。ぐぬぬ」

「お互たがい、首がつながっただけでも幸いでしたな」

「そちは珠しゆ光こう文ぶん琳りんを召めしあげられるだけで済み、堺を守れて幸いでおじゃろうが、麻呂は藤原家と関白の職を人質に取られたでおじゃる！　嫌だと言えば織田信奈は激げき怒どして姫巫女さまの位を簒さん奪だつするやもしれぬでおじゃる！」

「織田家は神官の出。織田さまは神をも畏おそれぬ御仁のように振る舞っておられますが、桶おけ狭はざ間まの合戦に勝てた礼として熱田神宮に壁かべを奉ほう納のうしているそうです」

「しかし津田宗及よ。現に、草くさ薙なぎの剣つるぎはすでにあの者の手に。八や咫たの鏡かがみもまた滝川一益とやらのものに。もしも失われた神器、八や尺瓊さかにの勾まが玉たまを織田信奈が手に入れたら」

「失われた神器？　近衛さま？　勾玉は御ご所しよにあるのでは？」

「あ、いや。今の言葉は聞き流すでおじゃる。織田信奈はともかく、もしも影かげの軍師に気取られたら……やつが放っているであろう甲こう賀が忍しのびに聞かれれば一大事でおじゃる」

「影の軍師は織田さまの悪評を拡大するためなら、姫巫女さまを弑しいしたてまつるかもしれぬ御仁。御所の勾玉が偽にせ物ものと知れば、容よう赦しやせぬかもしれませぬな」

「姫巫女さまのお命を狙ねらいはすまいという点ではまだしも織田信奈のほうが信しん頼らいできるでおじゃるが、簒奪を思いとどまらせるためには、相良良晴をわが養子とし関白にせねばならぬ……これは究極の二択たくでおじゃる……」

　自らの策にはまって進退窮きわまった近衛は忌いま々いましげに舌打ちした。

「近衛さま、ご覧あれ。船団が堺さかいの港を封ふう鎖さしておりますぞ。あれが噂うわさの滝川さまの水軍でございますかな？」

　近衛は目を細めながら、水上にきらめく船団を凝ぎよう視しした。

　大将船とおぼしき大型の安宅船の甲かん板ぱんに、小こ柄がらな巫女が立っていた。

　幼い巫女はどうにもじっとしていられないらしく、ぴょんぴょんと跳とびはねたり空中で回転したりしている。

　そんな巫女の周囲には女海かい賊ぞくらしき面々がはべっていて、巫女の動きに合わせて拍はく手しゆ喝かつ采さいしていた。

『姫さま、今日はいちだんと身軽ですねっ』

『三割増しでかわいい！　いつもかわいいですが！』

『南蛮船に南蛮商館。堺の港もなかなか楽しいものじゃ、気分が盛り上がるのじゃ』

　近衛の気も知らず、巫女と女海賊たちはまことにご陽気に遊んでいた。

『堺のたこ焼きはうまい、うますぎる。潮風が語りかけてくる。もぐもぐもぐ』

　しかも、海賊の中になぜか甲かつ冑ちゆうを着た南なん蛮ばん人じんまで交じっていた。

　現代風に言えば、無む国こく籍せき集団、という言葉がぴったりだった。

　というか、そのまんま海賊である。

「うぐぐ。あの白い巫女服を着ておる娘むすめが、甲賀の滝川一益でおじゃるか。巫女のくせにずいぶんと南蛮かぶれでおじゃる」

「どうやらそのようでございますな」

「しかしまあ、ずいぶんと幼い姫武将でおじゃるのう……うん？」

「近衛さま、いかがなされました？」

「あ、いや。麻呂の気のせいでおじゃる。まさか、そんな」

「近衛さま？　いったいいかがなされました？」

　そう。

　やまと御所の中ちゆう枢すうにいる近衛はこの時、津田宗及どころか信奈や一益自身ですら知らない重大な真実に気づくことができる立場にいたのだ。

　そんな近衛と津田宗及に、一益は甲板の上から陽気に声をかけた。

「おお、お歯黒よ。ちと急ぎの用があっての、海から直接お邪じや魔ましたのじゃ。のぶなちゃんは茶室かの？」

　茶室でおじゃりますと、なぜか近衛ともあろう者がへりくだって返事をした。

「本ほん猫びよう寺じから開戦通告のお手紙が、そして村上水軍からは果たし状が届いたのじゃ」

「な、なんと？　まことでおじゃりまするか？」

「村上水軍が明日あしたこの堺に攻せめてくるそうじゃ。織田家とねんごろな堺は敵だからぜんぶさくっと焼いちゃうと果たし状に書いてあるのじゃ。くすくす」

「ぎゃあああ、間に合わなかったでおじゃるううううう！　麻呂が失地回復する機会がおじゃんでおじゃる！」

「この堺が、瀬せ戸と内うちの海賊どもに焼かれるのでございますか!?　近衛さま、あなたが織田家包ほう囲い網もうなどを画策したから、堺が火の海に！」

「ええい麻呂一人の責任ではないでおじゃる、そちもさんざん陰いん謀ぼうに荷担したでおじゃるううう！」

「あああ。自分で煽あおった火に焼かれるとは。因果応報とはこのことでございましょうか」

　近衛と津田宗及は抱だきあいながらへたりこみ、「かくなる上は」「織田さまにおすがりする他ありますまい」と目に涙なみだを浮かべてうなずきあうしかなかった。







　　　巻ノ四　本猫寺入城







「織お田だ家の、日ノ本の興亡はこの海戦にかかっているわ」

　村むら上かみ武たけ吉よしが「堺を攻こう撃げきする」と予告した、その日の朝。

　信のぶ奈なは南なん蛮ばん鎧よろいを着込み、ビロードのマントを翻ひるがえして、堺の湾わんを固めた九く鬼き水軍の旗き艦かん「鬼き宿しゆく丸まる」の甲板上で村上水軍の襲しゆう撃げきに備えていた。

　信奈は今、堺に水軍の主力を集結させている。

　信奈自身が不慣れな水軍を率いることには諸将から反対もあったが、信奈は「采さい配はいは左さ近こんに任せるから。わたしは村上武吉を釣つりだすための囮おとりよ」と言い放ち鬼宿丸への乗船を断行したのだ。

「村上水軍が予告どおり堺を攻めるか、それともわたしたちを堺に引きつけておいて大坂へ入り本猫寺に加勢するかは五分と五分よ。もしも大坂へ入られればこの戦は果てしのない長期戦になるし、かといってこの自由都市・堺を火の海にさせてはならない。だからわたしは自らを囮にして、堺の海上で村上水軍と決戦する道を選んだの！」

　きらめく海を眺ながめている信奈のその手には、本猫寺のきょうにょからの返書が握にぎりしめられていた。

　返書には、きょうにょの直筆で宣戦布告の言葉が書かれている。

『ひとつの国に、神と王は並び立たないぬこ。武家の王である織田信奈と、新時代の神として選ばれし本猫寺当主。日ノ本を統べる天下人となれる者は、いずれか一人。今、相良さがら良よし晴はるとの身分違ちがいの恋こいをはじめとして日ノ本のすべてを手に入れようとしている織田信奈は、叡えい山ざん攻めに続き、姫ひ巫み女こさまの位を簒奪してキリスト教を国教と定めようとしているぬこ。対するわれらが本猫寺は、もとはといえば仏教の一宗派。天下を統一した暁あかつきには日ノ本古来の神仏およびやまと御所を保護し、古き神々との共存共栄をはかるぬこ。同じ東ひがし羅馬ローマ帝てい国こくを手本としながらも、武に偏かたよりこの日ノ本をさらなる混乱に陥おとしいれる魔ま王おうと、信しん仰こうを重んじ千年王国を築こうとする本猫寺。いずれが正しいかは明白だぬこ』

　花か押おうは、猫の肉球の形だった。

　織田家包囲網の黒幕であった関白・近この衛え前さき久ひさを和わ睦ぼくの使者として投入するという信奈の起死回生の策は、あと一歩のところで間に合わなかったのだ。

「きょうにょ。宗教者が門徒の心を救うという己の仕事も忘れて、門徒たちに武器を取らせ、天下盗とりの合戦をはじめるなど──どうしてもわたしを、『神』と戦わせるつもり？」

　総大将である信奈の左右には相良良晴、そして九鬼水軍を率いる滝たき川がわ一かず益ますと九鬼嘉よし隆たかが並んでいる。
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　越えち前ぜんでは──。

「出てきた、出てきたぞっ、犬！　数え切れない門徒たちだ！」

「……多すぎて数えられないけど、見える範はん囲いだけで五万はいる」

　柴しば田た勝かつ家いえと前まえ田だ犬いぬ千ち代よが、北きたノの庄しよう城の城下に「にゃーにゃーにゃー」と押し寄せてきた本猫寺門徒と、織田家からの越前奪だつ回かいをはかる地元の国こく人じん・地じ侍ざむらい衆とが同盟して結成した巨きよ大だいな一いつ揆き勢に目を見張っていた。

　織田家はまだ、越前の王・朝あさ倉くら家を滅ほろぼしたばかりである。これまでも朝倉家残党が起こした一揆との戦いはあったが、これほどの規模になるとは想定していなかった。

　越えち後ご軍との戦いに敢あえて敗れた勝家と犬千代が、本国の越前を留守にして播はり磨ま戦線へ向かっている隙すきに、富と田だ長なが繁しげをはじめとする朝倉家に仕えてきた越前の国人たちが、空あき巣す狙ねらいとばかりに一いつ斉せい蜂ほう起きした。これが、越前一揆のはじまりであった。

　播磨戦線がいったんの膠こう着ちやくを迎むかえたと同時に、勝家が軍を帰して急いで越前に戻もどったために、この国人たちによる一揆は収束に向かっていた──はずだった。

　だが、勝家の武勇に歯が立たず追い詰つめられた越前の国人たちは、かつての敵だった加賀の本猫寺門徒たちと同盟したのだ。

　さらに、本猫寺の総本山である大坂から「織田家との和睦は敗れてしまったのだぞ。わたしが越前一揆の指揮官に命じられたのだぞ。すまない」と眉まゆを怒いからせながらやってきた下しも間つま頼らい照しようが采配を取りはじめたことで一揆軍は一気に巨大化。次々と織田方の諸城を落とし、北ノ庄城へと進軍してきたのであった。

　本猫寺門徒が一揆の主体となっていった中、「朝倉家復興」を旗印に当初一揆を指揮していた国人の富田長繁は、すでに追い払はらわれている。

　新たな当主きょうにょさまは天下布猫を実じつ践せんなされる方針。加賀に続いて越前も「本猫寺の国」とするんだぞ、と下間頼照は怒り眉で門徒たちに訴うつたえているのだという。

「……このままでは、城を落とされて殺される」

「あわわ。まだ和睦期間は終わっていないはずだ。どうして急に北陸中の本猫寺門徒が敵になったんだ!?　これじゃ越後の上うえ杉すぎ謙けん信しんと決戦するどころじゃないぞ、くそっ！」

「……とてもまずい。でも」

「でも？」

「犬と猫とは、しょせん相あい容いれぬ仲」

「もったいぶっておいてその台詞せりふかよっ？　ええい！　姫さまより預かったこの越前は、この柴田勝家が死しても守るっ」

「勝家。姫さまに援えん軍ぐんを要よう請せいする？」

「無理だ。この様子だと、どこの領国もこんなありさまだろう」

「……たぶん」

「あたしたちだけで戦おう」

「……でも門徒たちは、死ねば猫ねこ極楽に行けると信じている」

「それでも、大将を討ち取れば！　大将さえ討ち取ればっ！」

「……敵の総大将は、きょうにょ。遠く大坂本猫寺にいる……越前にはいない」

「うわあああっ!?」

　勝つためにはこいつらを皆みな殺ごろしにするしかないのか。でも、そんなことやっちゃいけない、と勝家は唇くちびるをかんだ。

「この越前に領民の屍しかばねを山積みにしたら、姫さまの清い志に泥どろを塗ぬることになる。しかしこのまま傍ぼう観かんしていて城を包囲されたら詰みだ。どうにかして蹴け散ちらして、一カ所に篭ろう城じようさせたい」

「……そのあとは、姫さまからの救きゆう援えんが来ると信じて時間を稼かせぐ？」

「そういうことだな犬。それじゃ、いきなり突とつ撃げきして一揆勢の度ど肝ぎもを抜ぬこうか」

「……でも……下間頼照こと『真ま弓ゆみ』とは、南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦で戦っている。勝家の戦い癖ぐせ、つまり『突とつ撃げき一いつ本ぽん槍やり』は、もうバレてると思う」

「それもそうだな。しかしあたしには、他に取とり柄えがないからな」

　勝家は（いつも犬と二人でしゃにむに突撃ばかりだ。悔くやしいけれど今のあたしじゃ一国一城を治めることはできない、あたしもサルのように自分の家臣団を作らないとダメだ）と勝負前の栄養補給、みそ煮に込こみうどんをすすりながらひとりごちた。

「もしも一発目の突撃が通じなければ、いかに武ぶ闘とう派はのあたしたちと言えど」

「……そうなれば、壊かい滅めつするしかない」

　勝家は鳥とり肌はだを立てている自分に、ふと気づいていた。




　　　　※




　木き曽そ川・長なが良ら川・揖い保ぼ川が合流するデルタ地帯にあり、伊い勢せと尾お張わりの国境に位置する「水上都市」長島。

　本猫寺門徒たちが実効支配する独立自治区であった長島は、複雑な川の流れに守られた天然の要害であったために信奈も滝川一益も手を付けられず、いくつかの付け城を置くに留め、これまでその独立性を黙もく認にんしてきた。

　織田家のもともとの本国である尾張と、伊勢との間に位置する長島は、もしも織田家が本猫寺と開戦するとなれば最大の激戦地となることは明白であった。

　そして今、その長島にも異変が起きていた。

　中州に浮うかぶ複数の島々に設けられた多数の砦とりでに、総勢約十万人の一揆勢が集まっていたのだ。

「なんで織田家と戦うことになったんか、うちにはようわからんけれど、新当主のきょうにょさまがそう決めたからにはやるしかあらへん。根性や！」

『川かわ藤とう』こと下間頼らい旦たんが、ハリセンを振ふり回しながら長島一揆の指揮を執とっている。

　伊勢の国主・滝川一益不在の中、この一揆を鎮ちん圧あつするべく駆かけつけたのは美み濃の尾張を信奈から一時的に預かっている津つ田だ信のぶ澄すみだった。

　長島は織田家のかつての本ほん拠きよ地ちである尾張の清きよ洲す城にも近い。長島の付け城がことごとく一揆勢の手に落ち、長島の向かいにそびえる織田方の要害・桑くわ名な城をも奪うばわれて尾張から伊勢へと通じる街道と海路をともに封ふう鎖さされたとあっては、もはやうち捨てておくことはできなかったのだ。

「ダメだ。お市いちがいないと、ぼくだけじゃあ。どう攻せめればいいのか見当もつかない」

　津つ島しまの本ほん陣じんに到とう着ちやくした信澄は「いくつもの川の流れの中に砦が無数に築かれていて、これでは近寄ることもできない。鉄てつ砲ぽうの的だよ」と頭を抱かかえていた。

　川向こうで、どおおおお、とときの声があがった。

「御おん曹ぞう司し、一揆勢が『根性や！』と叫さけびながら無数の小こ舟ぶねに乗って攻めてきました！」

「す、すさまじい大軍です！」

「こちらには水軍がありません！」

「これでは戦いになりません。このままでは御曹司の身が危険です！」

　使者たちが口々に叫びながら本陣に駆けこんでくる。

　混乱する本陣内にも一揆勢が放った鉄砲の弾たまが飛び交い、信澄の足下を次々とかすめていく。

「待てよ？　本ほん猫びよう寺じ門徒は女の子だらけだったはずだよ？」

　信澄は奇き妙みようなことに気づいた。

　本猫寺門徒は女の子が多いはずなのに、今攻め寄よせてきている連中は男ばかりなのだ。

　それも、一見して武士や地侍だとわかる身なりの連中が目立った。

　数も多すぎる。十万とはなにごとだろうか。総本山の大坂本猫寺ですら、これほどの人数は集められないはずだ。

　かつて浅あざ井い家に仕え、浅井家滅めつ亡ぼう後は主家を転々として今は津田信澄のもとで働いている藤とう堂どう高たか虎とらが、好物の餅もちをほおばりながら信澄のもとに歩み寄ってきた。どこかお市に似た、背が高く凜々しい姫武将で、お市が信澄の浮うわ気き相手ではないかと焼き餅を焼いていると一部では囁ささやかれているが、むろんお市一筋の信澄は高虎とはそういう関係ではない。

　高虎は懐なつかない猫のようなところがある武将で、主君に尻尾しつぽを振るようなそぶりをいっさい見せず、主君に対しても同どう僚りようのような馴なれ馴なれしい口を利き、ただ己の技量のみを高値で売り歩いて乱世を渡わたっている。

　織田家の家か督とく争いでお調子者の家臣団に持ち上げられ、信奈に敗れると同時に捨てられた信澄には、高虎のそのような割り切りぶりこそがかえって信しん頼らいできるのだった。

　能力に対する正当な評価さえ与あたえれば、誠心誠意仕えてくれるのである。

「御曹司。一揆勢の中に、伊勢の古い地侍や国人たちが参戦しているのよ。みな、伊い勢せ神宮の巫女となった滝川一益の威い光こうを恐おそれてひれ伏ふしているけど、内心では関所や座の特権を織田家によって取り上げられたことを恨うらんでいる連中よ」

「織田家に服従することをよしとしなかった武士たちが、本猫寺一揆に便乗したってことかい？」

「そうよ。伊勢には北きた畠ばたけ家、神かん戸べ家、関家、長野家など、無数の国人衆がいるから。全員とはいわずともその一部が、長島一揆に合流しているの。さらには美み濃のの斎さい藤とう義よし龍たつの旧臣たちも参戦しているわ。こうなる前に伊勢の国人どもをさっさと謀ぼう殺さつしておけばよかったのに。後味は悪くても、こうして領民たちと殺し合うよりは良いでしょう？」

「高虎。姉上は、謀殺はお嫌きらいなんだよ。辛つらい思い出があるからね……」

「越前にても同様の事態となっているようよ。旧朝倉家の国人たちが本猫寺門徒と合流して巨大な一揆勢力をなし、北ノ庄城に籠こもる柴田勝家どのを追い詰めていると」

「サルくんが言っていた通りだったね。本猫寺と戦ってはならない。あちこちで一揆が多発して、もぐら叩たたきのような十年戦争になる、と」

「正直に言って、御曹司に勝ち目はないわ。ここは即そく座ざに撤てつ退たいを」

「ダメだ高虎。長島から撤退すれば、次は尾張があやうくなる。ぼくは一人になっても本陣を死守する！」

「でも。ここで討ち死にしてはまるっきりの無む駄だ死じによ、御曹司」

「ぼくは戦下手だ。凄せい惨さんな負け戦になるだろう。それでもぼくはすでに姉上とサルくんのために命を捨てた身だ。戦う意志のある者だけでいい、どうかぼくとともに残ってくれ」




　　　　※




　東海道の三み河かわでも、一揆が起きていた。

　しかもこの三河で起きた一揆は、ただの本猫寺一揆ではなかった。

「半はん蔵ぞうさん、たいへんです～。またしても三河武士の皆みなさんの半数近くが一揆に加わってしまいました～！　しかも今回はわが親友の弥や八はち郎ろうさんが、大将として一揆を指揮しています～！　三河侍ざむらいは犬のように主君に仕えるはずだったのに、信じられません～！」

　弥八郎とは、本ほん多だ正まさ信のぶのことである。突撃一本槍の猛もう将しよう揃ぞろいの三河武士団にあって、ただ一人と言っていい頭脳派の姫ひめ武将で、しかも元もと康やすとは幼い頃ころからの大親友であった。前回の一揆の際にも本猫寺側に走ったが、その時はかたちだけの参戦だった。だが今回は違ちがう。武家と戦う覚かく悟ごを固めたようだ。それだけに、元康は激しくうろたえていた。

「やむを得ませんな姫さま。松まつ平だいら武士団の半分は本猫寺門徒、たぬきを崇あがめる一派が残りの半分ですからな。本多正信も、武士として主家に仕えるか、信しん仰こう者として神に仕えるか苦く悩のうしたあげく、神を選ばざるを得なかったのでしょう。こたびの一揆に参戦しない門徒は破門する、ときょうにょが全国の門徒に通達しておりますので」

「どうしましょう半蔵さん～。前回の一揆の時には、一揆に組した家臣全員の帰参を認めましたのに。やっぱり、眼鏡めがね眼鏡に続く一発芸を開発できなかったので家臣に見放されて」

「そうですな。天下盗とりの野望も持たずに一発芸の開発にあけくれていたために、ついに家臣どもに本気で見放されたという可能性はあります」

「えええ～？　このまま一揆が長引けば、遠江とおとうみの浜はま松まつ城を信しん玄げんさんに奪われるは必定。それどころか、三河を追い出されてしまうかもしれません～！」

　このところ、武たけ田だ軍の圧力に怯おびえる日々のうちに溜ため込んだ鬱うつ憤ぷんを晴らすように漫まん才ざいの修行にあけくれていた松平元康は、忍しのびの服部はつとり半蔵を相手に「サル晴さんによれば、私のような緑眼鏡は未来でいちばん不人気なのだそうです」と頭を抱えた。

　家臣団の半数に叛そむかれてしまった元康はわずかな手勢だけを率いて、今、大集団と化した一揆衆と川を挟はさんで対たい峙じしている。

「緑眼鏡とは失敬な。そのような雑ぞう言ごん、気にすることはありません姫さま」

「気にします～。現にこうして、家臣団の半数が一揆方に走ってしまいました」

「緑眼鏡はひどいですな。せめて、たぬき眼鏡と」

「それはそれで腹黒そうで、より不人気そうな通り名です～。ただでさえ、なぜか腹黒いと思われやすい私ですのに～」

「しかたありますまい。松平家はたぬきを氏神として掲かかげていますから」

「サル晴さんによると、私は未来の絵巻物ではとことん腹黒い悪あく辣らつな武将として描えがかれているそうです。しかもせこい陰いん謀ぼうを企たくらんで失敗してひどい目にあう、そんな役やく柄がらが多いとか。なぜでしょうか？　ぜんぜん身に覚えがありません、しくしくしく」

「たぬきで、しかも緑眼鏡だからでしょうな」

「がーんっ!?　緑眼鏡のなにがそんなにいけないのでしょうっ!?」

「さあ姫さま。川を渡るのです。一揆勢の前に一騎き駆がけして、家臣どもを[image: しか]しかりつけるのです。さすれば主人に対して犬のような忠誠心を誇ほこる三河武士たる者、みな逃にげるなり降こう伏ふくするなりいたしましょう」

「犬がたぬきに降伏するでしょうか～？　そもそも、犬が猫を拝むなんて妙みようですが～」

「本多正信はたぬき以上に腹黒な娘むすめですが、姫さまとの友情だけはほんもの。決して姫さまには弓をひけません。知ち恵え者の正信さえ退散させれば、一揆には勝てます」

　元康は（あああ。この隙すきに武田信玄さんが乗りだしてきたら、こんどこそ松平家はおしまいです～。どうかこの哀あわれな松平家に、天下一の武将と天才軍師さんを両方ともください）とたぬ耳を震ふるわせながらたぬきに祈いのった。

　その厚かましい祈りは、半分、すでに天に届いていたらしい。

　だが、二つを望むのはやはり厚かましかったようだ。

「……弥八郎は二度までも主君を裏切った腐くされ者。本多一族の名にかけて、殺す」

　常に無言で元康の背後に隠かくれている猛将・本多忠ただ勝かつが、名めい槍そう「蜻蛉とんぼ斬ぎり」を担ぎ上げて立ち上がっていた。三み方かたヶが原はらであの山やま県がた昌まさ景かげと一騎打ちを演じ、一いち躍やく「元康に過ぎたる者」と東国中の評判になってからも、変わらずに一いち途ずに元康の犬として忠実に仕え続けている姫武将である。それだけに、同族である本多正信の再度の裏切りに激高していた。

　忠勝が怒おこっている！　と、あの冷静な半蔵が驚おどろいて無言になったほどだった。

「ま、待ってください平へい八はち郎ろうさん！　弥八郎さんはわが友、そして三河侍とは思えない知ち謀ぼうの主です。松平家の未来のためにも、決して死なせてはダメなんです～」

「主君の命といえども、それは聞けぬ。二度も裏切った弥八郎は、殺す」

「待ってくださ～い！　平八郎さんと弥八郎さんは同じ本多一族じゃないですか～」

「……あのような裏切り者とは、一いつ緒しよにしないでいただきたい」

「ひぃ」

「我はただ今より、本猫寺門徒をやめ、たぬきに宗しゆう旨し替がえする」

「ええっ？　いいんですか、破門されちゃいますよ？　猫極楽に行けなくなりますが？」

「武士たる者が仕えるべきは、神ではなく王。教祖ではなく主君。主君のために天上の極楽よりも地上の穢え土どを犬のように這はいつくばって生きる、それが三河武士」

「現実の乱世、つまり穢土を離はなれたいと願い、美しい浄じよう土どの夢に憧あこがれるのが人間の自然な心ではないでしょうか？　それが『厭おん離り穢土、欣求ごんぐ浄土』ということですよね、えへっ？」

「三河武士にとって欣求浄土の夢とは、目の前の穢土を戦い抜ぬいた果てに地上に実現するべきもの。それがいまだにわからぬ弥八郎は、三河武士にあらず。殺す」

　ですから、それはいけません～！　と元康は泣きべそをかきながら、（ああ。そうでした。天下一の武将と天才軍師は、すでに松平家にいたんですね。平八郎さんと弥八郎さんです。それなのに、その二人が殺し合おうとしているだなんて……）と悔くい、本多正信ほどの忠臣を二度までも一揆に走らせた本猫寺という信仰者の集まりが持つおそるべき力に震え上がっていた。




　　　　※




『越えち前ぜん、三河、近江おうみ金森、伊い勢せ長島、さらに摂せつ津つ河かわ内ち和泉いずみの各地で一揆衆がいっせいに蜂ほう起き。各軍団はまったく身動きがとれません。ただいまの織田家の状じよう況きようは一点です』

　近江の一揆勢と対峙している丹に羽わ長なが秀ひでから早馬で「各地の門徒が一揆を開始」「各地とも予想以上の大軍。地元の地侍や国こく人じん、野武士どもが一揆に参戦している模様」と衝しよう撃げき的な報告を次々と受けた信奈は、大坂本猫寺に村上水軍を絶対に合流させてはならない、この堺さかいで村上水軍を討うち滅ほろぼす、と決意していた。

「デアルカ。かつてそこかしこに関所を設けたり座から銭を取ったりして利権をむさぼってきた古い田舎いなか侍どもがこの一揆に便乗して、既き得とく権益を取り上げたわたしに牙きばをむいてきたわけね。火か事じ場ば泥どろ棒ぼうだわ」

　だがそもそもきょうにょが和わ睦ぼくを反ほ故ごにして挙兵しなければ、このような混乱はなかったはずだ。

「乱世を統一するという志は共通していても、きょうにょは間ま違ちがっている。わたしは、人の心を救うべき坊ぼう主ずや神官どもが武器をとって民に血を流させることを認めない。死ねば猫極楽に行けるから戦って死ねだなんて、そんなのはもう宗教じゃない。絶望の淵ふちに追いつめられた人の魂たましいを生かすのが宗教の役目でしょう」

「信奈……」

　今、良晴はにゃんこう宗の一揆を止められなかったという無力感に押しつぶされそうになりながらも、けんめいに耐たえていた。

　ここを乗り越こえてこそ信奈の運命を変えることができるはずだ、と自分に言いきかせながら。

「人間は、生きてこそ救われるのよ。いつか必ず死ぬ定めだからこそ、ぎりぎりの瞬しゆん間かんまで生きなければならないの。幸福も不幸も絶望も苦悩も、すべては生の中にあるの。そうでしょう良晴。蝮まむしも弾だん正じようも、死ねば極楽に行けるだなんて、そんな世よ迷まい言ごとのために死んだんじゃないわ！」

「お前と本ほん猫びよう寺じを戦わせたくはなかった。俺の力が及およばなかった、ごめん」

「良晴は全力を尽つくしてくれたわ。謝らなくていいのよ。ここからは、わたしが覚悟を背負う場面よ。天下人としての覚悟を」

「天下人としての覚悟、か」

「南なん蛮ばん諸国と対等に渡り合うために、宗教とまつりごとを分ぶん離りし、まつりごとを合理的に推し進められる新しい国を造らなければ。これは、神しん罰ばつや迷信を怖おそれないわたしにしかできない仕事よ」

　フロイスは信奈とはじめて会った時に信奈を「ジパングのクィーン」と呼んだが、今の信奈はほんとうにその称しよう号ごうにふさわしい姫武将に成長した、と良晴は思った。

「戦力は圧あつ倒とう的てきに不利だけれど、勝たなければわたしたちに未来はないわ」

「せめてあと半年、水軍強化のための時間を稼かせげていればな」

「時間は止まってくれないわ。ないものねだりよ、良晴」

　信奈にはこんな悲ひ愴そうな表情は似合わない。

　信奈がたとえ不世出の英えい雄ゆうであろうとも、なにもかもを一人で背負う必要はない。

　良晴は、そう信じている。

　だから俺は未来から来て、今、ここにいるのだと。

「信奈。半はん兵べ衛えいわく、これがお前の天下布武にとって最大の、そして最後の試練だぜ」

「わたしは必ずやり遂とげるわ。そしてこの海の彼方かなたに広がっている世界に、きっと」

　良晴はそんな信奈の手をそっと握にぎっていた。

　触ふれただけでやけどしてしまいそうなほどに、温かい手だった。

「ああ。その日はもうすぐだ。もう、遠くない。手を伸のばせばつかめる距きよ離りにある」

　良晴が手を握ると、信奈の表情が穏おだやかになった。

　どこまでも広がる海うな原ばらの向こうに、信奈の目は釘くぎ付づけになっていた。

「良晴も一緒に来てくれるのよね。わたしの夢は、天下布武で終わらないのよ」

「行くしかないだろうな。お前を放置していたら、行く先々の島に嬉き々きとして火をかけそうだからな」

「はあ？　わたしにはそんな野や蛮ばんな趣しゆ味みはないわよ。それよりあんたの浮うわ気き癖ぐせのほうが心配だわ」

「おおお俺はぶぶぶブレない男だぜ？」

「どうだか。良晴って犬千代に懐なつかれるし、半兵衛や播はり磨まにも慕したわれてるし」

「あー。そういえば犬千代には初対面の時から、ずいぶんと世話を焼いてもらってたなあ」

「安土城の屋や敷しきも、あんたと隣となり同どう士しにしろ、ってしつこかったのよ」

「犬千代が？　偶ぐう然ぜんじゃなかったのか」

「妙だ妙だとは思っていたけれど、やっぱり露ろ璃り魂こんだったのね。子供相手に一線を越えたら殺しちゃうから」

「おおお俺が一線を越える相手は一人だけだよ。生しよう涯がいでただ一人だけだ。俺はそう決めている。だから、勝て！」

「さささ左近たちがいる前で、いきなりなに言ってるのよ。バカ！」

　あああ、あたしの日焼けしたお肌はだに不気味なじんましんがああ、と九鬼嘉隆が喉のどを押さえて苦しみはじめた。

　女海かい賊ぞく稼か業ぎように入れこみすぎて婚こん期きを逃のがしつつある九鬼には、今の信奈と良晴が醸かもし出す甘い空気はほとんど毒物らしい。

　一益が、「静かに」と顔をしかめて九鬼のお尻しりを叩たたいた。

「くっきー。二人はせっかく人目につかない船の上にいるのじゃ。でもそれもこの合戦がはじまるまでの短いひととき。気を配ってあげるのじゃ」

「姫ひめさま、気を配ると言いますと？」

「そうか。くっきーはのぶなちゃんとよっしーの仲を察することができぬのじゃな。このおもーい絶望的な現実を前にして、これが最後の機会とばかりに前代未聞と言えるくらいあまあまな空気がダダ漏もれになっているのに。やっぱり婚期を逃すだけのことはあるの」

「えええっ？　あ、あたし、やっぱりダメなんですか？」

「くすくす。似たような性格じゃがよっしーに嫉しつ妬とできる程度の感性はある柴田のかっちゃんよりも、さらに見通しが暗いの」

「柴田勝家以下っ？　そんなあ～!?　いったいどうすれば婚期が近づくんでしょう？」

「とにかく恋こいをすることじゃのと言いたいが、そのマグロ並みの鈍にぶい感性ではそもそもそれが無理じゃの」

「うあああああっ!?　だってええ、あたしの恋人は海ですしっ！」

　今日も、一益と九鬼は相変わらず仲良し主従だった。

　良晴は（考えてみれば妙なコンビだな）と首をひねった。

「なあ信奈。どうしてこの二人、こんなに仲がいいんだ。甲こう賀がの忍しのびと伊勢志し摩まの海賊。接点がなさそうだけどなあ」

「ふふ。人に歴史あり、よ。良晴」

「一益ちゃんって人に歴史ありと言われるほど歳取ってないだろ。織田家四天王ただ一人の幼女枠わくだろ。はっ？　まさかロリババアなのかっ？　実は齢よわい三百歳？」

「露ろ璃り婆ばばあ？」

　信奈は良晴の額をこづいてほほえむと、不意に表情をひきしめ、祈るような言葉を口にしていた。

「この賭かけに敗れれば、わたしは本猫寺を直接攻せめなければならない。蝮。弾正。お願い。わたしに、力を」




　　　　※




「織田信奈は、毛もう利り方の村上水軍と本猫寺が海路でつながることを怖れているぬこ。自らを囮おとりとして、堺の海に村上水軍を呼び入れるつもりだぬこ」

　同時刻、大坂本猫寺。

　姉のけんにょから当主の座を強引に奪うばい取った妹・きょうにょが、本猫寺を仕切る下間一族をはじめとする幹部たちをずらりと揃そろえた本堂で、口を開いた。

　和平派だった幹部たちの多くは、この成り行きに戸と惑まどっている。

　けんにょよりもずっと幼い顔立ちのきょうにょだが、その視線は氷のように冷たい。

　本猫寺当主の家に生まれたきょうにょは、早くから感情を抑よく制せいする術を身につけている。

「このきょうにょは、一切の感情を交えず戦略を立てることができるぬこ。感情に流されて生きてきた姉上とは違ちがうぬこ」

　織田信奈の挑ちよう発はつには乗らないぬこ、ときょうにょは表情を変えないままつぶやいた。

「そら、そうよ」

「海から、大坂に加勢が来るの～？」

「中国の毛利さんと海路でつながれば、もう兵ひよう糧ろうの心配はなくなりますっ。兵糧が滞とどこおりなく運びこまれればお好み焼きも焼き放題、あちこちに出店したわたしの負ふ債さいもどうにか返済できますねっ」

　本堂にみなぎっている重苦しい緊きん張ちよう感かんをほぐそうと、下間一族が場を和ませようとしている中、きょうにょは顔色ひとつ変えずに黙だまって正座している。

（笑うだけでは門徒の心は癒いやせても、命までは守れないぬこ。大坂を守るためには、戦わねば。織田信奈と戦わずして和睦の道を選んだのみならず、この大坂の地を織田家に明け渡わたそうとしていた姉上に、徹てつ底てい抗こう戦せんこそが正い道だと証明しなければならないぬこ）




　　　　※




「来たぞ！　村上水軍だ！」

　その日の午後、堺の湾わんに村上水軍の大船団が現れた──かのように見えた。

　志摩奪だつ回かいののちに建造された二代目・鬼き宿しゆく丸まるは、南蛮のガレオン船の構造を採り入れて高い帆ほ柱ばしらを備えてある。良晴は帆柱にらせん状に巡めぐらされた階段をのぼって帆柱の頂上に立ち、遠とお眼鏡めがね越ごしにこの大船団の影かげを見つけた。

　帆柱から急いで甲かん板ぱんへと下りながら、「囮策は成功したぞ」と良晴は声を張りあげた。

　海上で待ち受けていた滝川一益率いる九鬼水軍の船団が、いっせいに帆を揚あげる。

「ほほほほ帆に書かれた『丸に上』の家か紋もん。ああああれはむむむ村上水軍です！」

「くっきー、落ち着くのじゃ」

「ひひひ姫さま、むむむ村上水軍は無敵無敗。ざざざ残念ですがあたしたち九鬼水軍では勝てません！」

「九鬼お姉さん、落ち着いて。取り乱しすぎだろ」

「お前たち陸の者にはわからないんだ！　いる。あの中に間違いなく村上武吉がいる！」

　だが──。

　実際に良晴の目の前に出現したものは、海を覆おおい尽くす村上水軍の大艦かん隊たいではなかった。

　兵を乗せている船は、快速で飛ばす軽量の小早船が、ただ一隻せき。

　しかも、その小早船に乗っている海賊の数も、わずかばかりだ。

　残りの船は、水夫だけが乗りこみ、兵士の代わりに藁わら人にん形ぎようとたいまつを積んだ、粗そ末まつな漁船ばかりだったのだ。

　この異様な光景を目にした信奈が、眉まゆをひそめる。

「これは、どういうこと？」

　良晴が「しまった」と悲鳴のような声を漏らしたのが、ほぼ同時だ。

「信奈。白旗だ！　白旗を掲かかげている。村上水軍は戦いに来たんじゃない！」

「まさか？」

　一益が悔くやしげに声を漏らした。

「のぶなちゃん。してやられたのじゃ」

「これが、小こ早ばや川かわ隆たか景かげの知略か──」

　良晴は、信奈と織田軍が次第に蟻あり地じ獄ごくへと引きずりこまれているような感覚を抱いだいて、震ふるえた。




　　　　※




「織田方の水軍は堺さかいに釘付け。おかげさまで、楽に紀き伊いから大坂まで通してもろたわ。雑さい賀か衆と鉄てつ砲ぽう五千丁、無傷で大坂入城や」

　同時刻。

　大坂に流れる木き津づ川を遡さかのぼる船団があった。

　三本足の黒い烏からすを旗印とした、雑賀衆の船団だった。

　雑賀衆たちに交じって、毛利軍から派は遣けんされた足軽たちも船に乗りこんでいる。

　村上武吉は、中国から毛利軍を、さらには紀州雑賀から鉄砲傭よう兵へい軍団・雑賀衆を無傷で大坂本ほん猫びよう寺じへと入れるために、堺を攻めると予告して織田方の水軍を堺におびき寄せたのだ。

　村上武吉にとって織田の水軍を潰つぶすくらいは容易なことだが、それはいつでもできることだ。それよりも先に大坂本猫寺の守りを完全なものとしてしまうために一ひと芝しば居い打ったわけだ。

　小早川隆景は村上水軍を陽動に用いて、織田の水軍を堺に引きつけ、その隙すきに毛利軍と雑賀衆を海路より本猫寺へと送りこんだのだ。

「うちが出入りするところは、結局はこうして戦になるんか。まったく、うちは疫えき病びよう烏や」

　自分の鉄砲の腕うでと強運に絶対的な自信を持ち、鎧よろいも兜かぶとも滅めつ多たにつけない雑賀孫まご市いちが雑賀鉢ばちを頭にかぶっているのは、この合戦に対する覚かく悟ごの現れだろう。

「雑賀衆は鉄砲で名を売ったが、もともとは紀州の海賊や。信奈はん、村上水軍に気を取られて雑賀衆が船を持っとることを失念したか。それとも雑賀衆は必ず陸路から来ると思っとったんか」

　うちとあんたが戦う場は南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦や、と信じてくれとったのかもしれんな。堪かん忍にんしてや、と孫市は小声でつぶやきながらつい目を伏ふせていた。

　本猫寺にこもった門徒たちが、木津川口から淀よど川へと遡ってきた雑賀衆に大だい歓かん声せいを送ってくる。

　孫市は舌打ちしながら船を降り、本猫寺の本堂に入った。

「よくきたぬこ、雑賀孫市。頼たよりにしているぬこ」

　下間一族に守られたきょうにょが、感情のこもらない声で孫市を出で迎むかえた。

「きょうにょはん」

「なんだぬこ？」

「門徒どもは今すぐ寺から出して、帰らせえ。戦うのは戦を生なり業わいとしとる侍さむらいだけでええ。断るなら、うちらは雑賀へ帰る」

　孫市のぶっきらぼうな言葉が、下間一族をあわてさせた。

「孫市どの。それはなりませんっ！」

「そら、みな（きょうにょさまをお守りするために自ら志願してきた門徒たち）なんよ。（われらが声をかけて集めたわけでは）ないんよ」

「いらん、いらん！　いちいち言わんとわからんのか？　素人しろうとに戦をやらすな！　あいつらは兵糧を食い尽つくす無む駄だ飯めし食いにしかならん、足手まといや！」

　地じ獄ごくに落ちるんは戦を稼か業ぎようにしとる侍だけでええんや、と孫市はきょうにょをにらみながら吐はき捨てるようにつぶやいた。

「きょうにょはん。ほんまに、これでええんか」

　けんにょが織田家との和わ睦ぼくを決めた時に、もっとも反対していたのがきょうにょだった。和睦成立直後にけんにょの前に飛びだしてきて、孫市に「お前が姉上を堕だ落らくさせたぬこ」とめずらしく感情をむきだしにして喰くってかかったのだ。

　孫市ときょうにょはだから、いまや犬けん猿えんの仲と言っていい。

「武家の王・織田家による天下布武の道と、宗教界の頂点に立つ本猫寺による天下布猫の道。両者は並び立たず。いずれ必ず衝しよう突とつするしかない。あんたは最後までそう言い張ってけんにょはんと大ゲンカしとったな」

「……今もその考えは変わらないぬこ。むしろ、織田信奈の御ご所しよ簒さん奪だつ疑ぎ惑わくが確信に変わったぬこ。姉上は、土ど壇たん場ばで日ひ和よったぬこ」

「日和ったんと違う。南蛮蹴鞠合戦ですべては変わったんや。大坂炎えん上じようの予言は覆った。本猫寺と織田家は共存できるとあの時、誰だれもが……」

「あんなものは南蛮人の球遊びだぬこ。きょうにょは、姉上を見限ったぬこ。猫の目のように方針を変えるようでは、本猫寺の主にふさわしくないぬこ」

「あんたは会場警護の仕事にかこつけて南蛮蹴鞠にも最後まで参加せんかった。意固地な妹はんやな、とおもっとったけど、まさかこれほどとはな」

　きょうにょは、たとえ孫市がなにを言おうが自らの決断を覆くつがえすつもりがなさそうであった。

　敬愛してきた姉を追放した時から、個人として生きることを放ほう棄きしているらしい。

「姉上はこの本猫寺の当主をつとめるには優しすぎたぬこ。感情というやっかいなものを抱かかえこんでいたばかりに、本猫寺の国を創るために門徒たちの血を流すことを最後の最後になってためらったぬこ」

「あんたは、門徒どもの犠ぎ牲せいをいとわんのか？」

「この現世に、本猫寺千年の楽園楽土を実現するためぬこ。姉上は、死後の猫ねこ極楽などない、この現実の世界で門徒を救わなければならないといつも言っていたぬこ。ならば、日ノ本そのものを門徒の楽園、門徒の国にするしか救いの道はないぬこ。その時こそはじめて、日ノ本の神権と王権とが本猫寺のもとに一体化され、千年の平和が実現するぬこ」

「神権だの王権だのとごちゃごちゃと！　あんたの言うことはいつも理り屈くつや」

「本猫寺当主に感情は不要だぬこ。本猫寺の当主は人ではなく、神だからぬこ」

「ええか。けんにょはんは、本猫寺の当主と日ノ本の女王の二つを一人で兼けん任にんする道を否定したんや。『王のものは王のもとへ、神のものは神のもとへ』。門徒たちを織田信奈との戦に巻きこむことを避さけて、王の道を織田信奈に譲ゆずったんや。それは、賢けん明めいな選せん択たくやった」

　孫市は語った。戦うよりも戦わずして譲るほうがずっと辛つらく厳しい道という場合もある、と。

「そのけんにょはんは今、織田信奈のもとに保護されとるそうや」

「猫耳を失った姉上はもうただの町まち娘むすめ。今の当主はこのきょうにょだぬこ」

「なにが猫耳や。そんなもんは、いわしの頭みたいなもんや」

「門徒たちはそうは思っていないぬこ」

「うちは、猫耳の神さまちゅうのがほんまにあほらしくて笑えるから、本猫寺に手ぇ貸してやってたんや。この憂うさだらけの世を笑いで満たしてくれると思うたさかいな。あんたはそないな仏頂面して、人を裁くほんまもんの神にでもなったつもりか？」

「すでに神だぬこ。言葉だけで姿を現さないキリシタンの神とは違い、本猫寺当主はここに血肉を持って実在するぬこ」

「猫耳がそないに尊いんか!?」

「選ばれた印だぬこ。ただの武士にすぎない織田信奈は、御所を簒奪しキリスト教を国教にして日ノ本古来の神道仏教のすべてを焼き払はらわなければ、この国の神権を奪うばえないぬこ。だがきょうにょは、本猫寺一族の当主にして猫神だぬこ。御所を簒奪する必要もなければ、キリスト教を国教にする必要もないぬこ。ただ、織田家に勝てばそれでいいぬこ」

「誤解や。織田信奈には、自ら神になるつもりなんぞあらへん。死んだらそこですべてが終わりやと信じとる女や」

「どう思っていようが、織田信奈が相良良晴と結ばれるには、神になるしかないぬこ」

　理屈はそうかもしれん。そやけどあの女はそんな愚おろかな選択はせんはずや、と孫市は信じたかった。

「きょうにょはん。あんたは、自分の期待に応えなかった姉を見返したいだけや。それは理屈やない。あんた自身の感情や。そないなもんに門徒を巻きこんだらあかん。それに」

「それに？」

「各地で、一いつ揆きに便乗した地侍どもや野武士どもが好き勝手に暴れくさっとる。もう門徒とか宗門とか関係のうなっとる。かつて、武家との和睦を望んだ八はつ世せいれんにょはんを追い出した加賀の一揆衆が暴走して北陸全土を平定しようと大おお戦いくさを起こし、途と方ほうもない死者を出して敗北した悲劇を、もう忘れたんか？　せっかく織田信奈が回復した諸国の秩ちつ序じよが、ぜんぶわやや！　こんなわやくちゃなありさまの、どこが神の国やねん！」

「……お前も好き勝手に暴れくさっている紀伊の地侍だぬこ。これより前線における合戦の指揮をすべて孫市に、本猫寺守備兵の指揮を下間乱亭ランデイに任せるぬこ」

「きょうにょ！」

「このきょうにょは、門徒どもに大甘だったこれまでの歴代当主とは違ちがうぬこ。各地の一揆衆の統制権は、当主であるきょうにょが一手に握にぎるぬこ。軍議はこれまでだぬこ」

　かたくなに心を閉ざしたきょうにょには、孫市の言葉は届かなかった。

　ざわめく下間一族と孫市を残し、本堂の奥へと消えていった。

　本猫寺再決起を地方で知った孫市は、本猫寺の誘さそいを蹴けって相方であるけんにょの側につきたかった。

　だが、雑賀衆の多くが本猫寺門徒である。

　留守にしていた孫市があわてて雑賀に戻もどってきた時にはもう、「これまでの義理によって本猫寺に加勢する他なし」と決まってしまっていた。

　むろん、孫市は戦を仕事としている。いや、鉄砲を撃うつことを生きがいにしていると言っていい。漫まん才ざいであれ戦であれ、自分は鉄砲を撃つために生まれてきた、と信じている。

　きょうにょを説得できなかった時には、とことんやったる、と腹は括くくってきた。

「門徒たちのごく一部だけはやる気にあふれているんだけど～、乱亭たちをはじめ多くの門徒は織田家との開戦に乗り気じゃないんだよね～。でもでも、きょうにょさまは『これまでの本猫寺は会議によって運営されてきたぬこが、今後は神である当主が絶対的な専制君主としてすべてを決定するぬこ。合戦に勝つには、織田家を見習って主君が全権を握る体制を敷しかねばならないぬこ』と聞いてくれないんだよ～。孫市どの、どうしよう～？」

「そうなんですっ！　今後は本猫寺当主が全国の門徒と一揆を統制し、門徒が暴走した加賀一揆の失敗は繰くり返さないと！　当主の命令に背いた者は破門すると！」

「それで真弓と川藤がおらんのやな。あいつらは今いま頃ごろ、越えち前ぜんと伊い勢せか」

「はっ！　南蛮蹴鞠合戦の中断は断腸の思いなれど、われら大坂の門徒衆は当主きょうにょさまの仰おおせに従い、孫市どのと乱亭どのの指揮下に入るしかありませんっ！」

「そら、そう（きょうにょさまは、突とつ然ぜん猫耳を失った姉のけんにょさまを躊ちゆう躇ちよなく追放せよと命じられま）したんよ。（今思えば、あまりにも迅じん速そくすぎる行動よ。）もしかして」

「けんにょさまの猫耳が落ちたせいか、きょうにょさまはものすご～く、切せつ羽ぱ詰つまってるみたいだよ～？　織田家は絶対に本猫寺を禁教にする、ってしつっこく繰り返してるよ」

　織田家と和睦してひとときの平和を満まん喫きつしていた下間一族も多くの門徒たちも、いきなりの事態急変に戸と惑まどっているらしい。

　だが、本猫寺において生き神さまである当主の命令は絶対である。

　ましてきょうにょは、八世れんにょ以来の本猫寺の伝統であった民主的な組織運営を反ほ故ごにして、東ひがし羅馬ローマ帝てい国こくや日ノ本の戦国大名家……とりわけ織田家を手本とした強大な王権を自らのものとするべく、早々と手を打って独裁権を得ていたのだ。

　生来政治感覚というものを持たない孫市には理解できない手段で、きょうにょは本猫寺の生き神であると同時に一揆軍団を束ねる王にもなっていたらしい。

「しゃーない。開戦を止められへんのならば、この大坂本猫寺で、うちが織田信奈と決戦する。門徒の女子供どもは全員寺から帰すんや。うちら雑賀衆と毛利からの加勢だけで織田軍と戦う」

「それで数が足りる～？」

「もう、停戦はない。ならばうちが戦場で織田信奈を殺すしかない。きょうにょはんは、どれほどの犠牲を払っても己の信念を貫つらぬくつもりや。あの子は姉に、地上の王国を築いてもらいたかったんや」

　姉に夢を託たくしていたんや、と孫市はつぶやいた。

「今、きょうにょはんは己の感情を殺しくさってまで、自ら、猫耳という『神のしるし』を失った姉の代わりになろうとしとる」

「ああ。南蛮蹴鞠合戦を開かい催さいした時には、まさかこのようなことになるとは思っていませんでした！　このままでは、お好み焼き屋を全国に拡大するというわたしの夢がっ」

「ねえ孫市。この戦は、いったい何年続くのかな～？」

「織田信奈の天下布武へ賭かける執しゆう念ねんと織田家の無む尽じん蔵ぞうとも言える経済力。対する大坂本猫寺という要よう塞さいの防衛力と、雑賀衆の火力。それらをかんがみれば……下手をすれば十年、いや二十年」

「そら、えらいことよ」

「心配いらん。敵の総大将の織田信奈を殺せば、ただの一戦で終わる」

「しかし孫市どの！　戦場で敵の総大将を討ち取れるものでしょうかっ？」

「うちは鉄てつ砲ぽうの女神や。ひとたび八や咫た烏がらすを構えれば、もう誰にも止められん。合戦というものをようわかっとらんきょうにょはんに見せればええ──南なん蛮ばんの新兵器を両軍が大量に持ちこんだ新しい時代の合戦が、どれほどのものかを。もう、昔のように鋤すきや鍬くわを担いでのんびり一揆しとった時代とは合戦の性格が違ちごうてしもうとることをな。そして、こないな合戦をはじめたことを後こう悔かいさせえ！」

　孫市は、自分の鉄砲の腕うでを呪のろいたくなった。

　孫市と雑賀衆五千の鉄砲隊が入城した大坂本猫寺は、敗れない。

（大坂は、三方が海と川。織田軍の攻せめ手は、南の天王寺よりの一方向のみ。その天王寺からの攻め手を、雑賀が塞ふさぐ。織田信奈を討たん限りは、互たがいに千日手やな）

　大坂本猫寺が降こう伏ふくするとすれば、それは村上水軍が壊かい滅めつして制海権を奪われ、毛利からの補給が断たれた時くらいだろう。

（そやけどそんな夢みたいな話が、あるかどうか）

　川と湿しつ地ちに囲まれた城じよう塞さいの中には最強の鉄砲傭よう兵へい・雑賀衆。

　本猫寺に連なる大坂湾わん上に、日ノ本一の海かい賊ぞく衆・村上水軍。

　補給を担当するは、中国の覇は者しや・毛利。

　大坂本猫寺は文字通り、難なん攻こう不ふ落らくの大城塞となった。




　　　　※




「やられた！　村上水軍は囮おとりだった！」

「しかも白旗を掲かかげているのじゃ」

　堺さかいの港に集結していた九鬼水軍の待ち伏ぶせは、空から振ぶりに終わっていた。

　村上水軍の主力船団は、堺には来なかったのだ。

　堺へ到とう来らいした船団は、兵を搭とう載さいしていない囮の船ばかりだった。

　良晴は、たった一艘そうで接近してくる敵船の姿を旗き艦かんの甲かん板ぱん上から確認して呆あつ気けにとられていた。

　毛利方の目標は大坂だった、やっぱり海戦じゃあっちが何枚も上手だった、と良晴は痛つう恨こんの極み。

「そんな。まさか、わたしの考えを読まれていたの？」

　信奈も、自分が小早川隆景の策にはめられたことに気づいたらしい。

「今頃、本猫寺には毛利の兵と兵ひよう糧ろうが到とう着ちやくしているわ。下手したら雑賀衆も加勢している！」

「孫市姉さんが？　それじゃ俺たちが南蛮蹴け鞠まり合戦でやってきたことは、ぜんぶ無む駄だになっちまったのか!?」

「無駄ではないはずよ。合戦を望んでいない門徒は大勢いるとけんにょも言っていたわ。でも……これで開戦は、避けられなくなってしまった……」

　信奈は、毛利軍の戦略を考え抜ぬいている小早川隆景との読み合いに敗れたのだ。

「まさか誇ほこり高い海賊の王に、偽いつわりの果たし状を書かせるだなんて」

「それだけ小早川隆景と村上武吉の絆きずなは深いってことか」

「ほーんと、のぶなちゃんの作戦は外れが多いのじゃ」

　それにしても、と良晴は悔くやしげに頭をかきむしった。

「孫市姉さんもまた、雑賀衆の頭領として本猫寺の要よう請せいに応じざるを得なかったわけか」

　本猫寺のトップ・けんにょと防衛隊長・孫市の漫才コンビ。彼女たちと南蛮蹴鞠によってよしみを通じることで、流血の歴史を大きく変えることができた。

　ずっとそう信じていたが、南蛮蹴鞠合戦だけでは納得できなかった門徒もいたんだな、と良晴は悔くいた。

「この時代に放ほう送そう網もうがあって、あの南蛮蹴鞠合戦を全国中ちゆう継けいできていれば今頃は」

「落ちこまないの。良晴の活かつ躍やくのおかげで、門徒たちの士気は低いはず。やる気になっているのは、当主のきょうにょと一部の抗こう戦せん派だけよ。総本山の大坂本猫寺をさくっと落とせば合戦は終わるわよ！」

　この大一番でも相変わらずの一益は、こんな時でも笑顔を失わない。

「のぶなちゃん、よっしー。いいことを考えたのじゃ。織田家がまるごと本猫寺に帰き依えすれば、戦は終わるのじゃ」

「待てよ。一益ちゃんは伊い勢せ神宮の巫み女こじゃなかったのか？」

「巫女じゃ。しかも斎さい宮ぐうとかいう、とっても偉えらい巫女なのじゃ」

「そんな偉い巫女さまがにゃんこう宗門徒に転んでいいのか？」

「巫女でも猫でも、姫ひめはかわいければなんでもいいのじゃ」

　信奈が「ありえないわ」と不満顔になった。

「わたしはたとえお芝しば居いでもそんな真ま似ねしないわよ。この国の王が本猫寺当主の足下にひれ伏ふす、それって本猫寺当主が王の上に立つってことでしょ？　それじゃあ乱世は終わらないわ。武家と本猫寺との二重権力構造が生まれて、えんえんと日ノ本国内で戦いが続くことになってしまう！」

「やっぱり無理かの」

「左近。フロイスから聞いたところでは、南蛮世界……ヨーロッパでは、かつて、古代西羅馬帝国が滅ほろびた後に再び世界を統一した偉い大だいな王がいたというわ。カルロス・マグヌス、あるいはカール大たい帝ていと呼ばれている伝説の王が」

「そうなのかの。しかし今の南蛮はイスパニアだのポルトガルだのと、バラバラじゃの」

「羅馬人の生まれでなかったカール大帝は、ヨーロッパ世界の神権を持っていた教皇から『皇こう帝てい』の位を戴たい冠かんしてもらうことで、ようやく西羅馬帝国の復興者、つまり地上の王として認められたの」

「源みなもとの頼より朝ともが、御ご所しよから征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの位をもらって幕府を開いたようなものじゃな」

「実はカール大帝の父親は、教皇に莫ばく大だいな土地を寄進していたの。皇帝位はその見返りといったところね。ところが、教皇領というものが誕生して教会そのものが一種の独立領主となってしまったため、ヨーロッパでは神権を持つ教皇と王権を持つ皇帝や諸国の王たちとの果てしない権力闘とう争そうの歴史がはじまってしまったというわ」

「あちらの教皇は、やまと御所の姫巫女さまのように、ただ神にのみ仕える巫女のような存在ではなかったのかの？」

「もとはそうだったはずよ。それなのに、地上の王へ王権を授ける権利……つまり神権を持った教皇に土地を寄進して、強大な地上の王にしてしまったことが失敗だったのよ。今、武家が本猫寺に屈くつするということは、日ノ本にヨーロッパと同じ対立の種を撒まくことになるの」

　それを言いだしたらやまと御所の姫巫女さまも要らないということになるのじゃ、土地や兵こそもたぬが、征夷大将軍の位を武家に授けられるのは姫巫女さまと公家どもじゃ、と一益が首をひねったが、「姫巫女さまは兵力を持たないからいいのよ」と首を振ふった。

「そうかの？　のぶなちゃんが神権も手に入れたほうが日ノ本はすっきりしそうじゃが」

「無茶言わないで左近。そもそも、天上の神仏のために生きる聖職者が戦う必要なんてないの！　ましてや猫のためにわざわざ命を賭けるなんて信じられない！」

「姫は、かわいければなんでもありがたがるのじゃ。かわいいは正義なのじゃ。つまりこの世でいちばんかわいい姫自身を日夜拝んでいるのじゃ」

「左近。かわいければなんでも拝むのなら、まずはこのわたしを拝めば？」

「考えておくのじゃ。ところで、よっしーは神仏を信じぬのかの」

（かかかカール大帝だとか、どうしてこんなに西洋史に詳くわしいんだ信奈は？　戦国時代の人間なのにすげーな。未来人の俺としたことが、話についていくのが精せい一いつ杯ぱいだ）と慌あわてていたところに不意に話をふられた良晴は、思わず恥はずかしい言葉を口にしてしまった。

「俺か？　お、俺は、信奈がこの国を、いやもしかしたら人類の歴史そのものを変えてくれると信じているさ！」

「ちょ。良晴？　急に真顔でへんなこと言わないでよ!?」

「あーあー。のろけじゃの。ごちそうさまなのじゃ」

　前方を目視していた九鬼が、敵船の舳へ先さきに仁王立ちしている巨きよ漢かんの顔を見て「きゃあ」と悲鳴をあげた。

「白旗を掲げた船が迫せまってきました。あの巨きよ体たい！　あいつが村上武吉です」

「海賊の総大将がたった一艘で乗りこんでくるとはの」

「て、敵は、じ、実質、い、一艘だけです。千せん載ざい一いち遇ぐうの機会。う、う、撃うちましょう姫！」

「いい考えじゃの、くっきー。あっちが果たし状を出してきたんだから、やっつけても文句は言われないのじゃ。ふふふ」

「待って左近。相手は白旗を掲げているのよ。攻せめ殺したらわたしの信用が地に落ちるじゃない」

「信奈さま、甘いです！　相手は海賊の王ですよ！　今ここで殺らなければ、次はこっちが壊滅させられます！」

　九鬼嘉隆は、村上武吉の姿を見ただけでへたりこんで震ふるえが止まらなくなっている。

　日ノ本の海賊衆にとって、村上水軍を束ねる村上武吉の名は文字通り海神と呼ぶにふさわしい。

　彼は生きながらにして伝説になった男なのだ。

　しかも、慈じ悲ひ深ぶかい神ではない。

　時に情なさけ容よう赦しやなく、残ざん虐ぎやくで、いったん暴れはじめればどこまでもあらぶる神である。

　まるでこの海そのもののような存在だった。

　かの厳いつく島しまで壊滅させられた大大名・陶すえ晴はる賢かたをはじめ、海上で村上武吉に逆らって滅ぼされ海の藻も屑くずと化していった者がどれほどいるか、九鬼嘉隆には見当も付かない。

「あああ。あいつに滅ぼされてしまう。九鬼水軍もあたしも、もう終わりだあ」

「九鬼お姉さんって意外とへタレだったんだなー」

「違ちがうぞサル！　お前は陸の者だから、村上武吉が現れてもぴんと来ないだけだっ！」




「織田信奈、そして九鬼水軍よ！　今日は戦いに来たんじゃねえ。騙だました詫わびに、瀬せ戸と内うちの海で引きあげた宝具を届けに来た！」




　信奈たちが乗った鬼宿丸に接近した村上武吉が、雷かみなりのような大声を張りあげた。

　宝箱を持った海賊数名が乗りこんだ小こ舟ぶねが、鬼宿丸へと静かに近づいてくる。

「海賊！　瀬戸内の海で引きあげた宝具ってなによ？」

「俺もそいつの正体は知らん。だが、唯ゆい一いつ無む二にの宝具だそうだぜ」

「のぶなちゃん。くれると言うのなら、もらっておくのじゃ。茶器かもしれぬのじゃ！」

　茶器愛好家の一益が鬼宿丸に横付けした小舟にぴょんと下りて、海賊から宝箱を受け取った。

　信奈が「ちょっと」と一益を止めようとしたが、一いつ瞬しゆんの早業だったので間に合わない。

「巫女のお嬢じようちゃん。こいつの代金はレオンこと蒲生がもう氏うじ郷さととかいう武将が支し払はらってくれると聞いているぜ。蒲生氏郷はどこだ？」

「なんじゃ、タダではなかったのかっ？　蒲生氏郷って……はて、誰だれじゃったかの？」

　信奈が「レオンなら、まもなくこの堺に到着する予定よ。でも、あの子が宝具の対価を支払うって、どういうこと？」と眉まゆをひそめた。

「さあな。俺にもよくわからねえが、こいつの代金とは、俺が瀬戸内の海で捕とらえていたバテレンの身代金よ」

　レオンは信しん仰こう熱心というわけではないけれど、キリシタンだわ。瀬戸内の海から引き上げた宝具と引き替かえに、海かい賊ぞくに捕らわれた宣教師の身代金を支払うと申し出たのかしら。でも、いったいこの宝具ってなにかしら……信奈は、一益から手て渡わたされた宝箱を興味深げに見つめてみた。なんだろう。なにか、途と方ほうもない力のようなものを感じる。

　村上武吉は「まあ、宝具のこたぁこれで終わりだ。代金はきっちりよこせよ」と笑った。

「ところで九鬼嘉隆はどいつだ。海賊衆を率いてこの俺との勝負を受けた以上は、必ず潰つぶす。いいな、次に会った時は地じ獄ごくだ！」

　こいつ、声もでけえがガタイがすごすぎる。人間というよりは巨きよ人じんだ、と良晴は呆あきれた。

「どうしてあたしだけ名指しっ？　ひひひ姫さま、いいい今すぐににに伊い勢せ志し摩まへ旅立ちましょう！　あそこまでは追ってこないはずですっ！」

「えー。この状じよう況きようで勝手に伊勢に帰ったら、さすがにのぶなちゃんが怒おこるのじゃ」

「怒るというか謀む反ほんの罪で切腹よ！」

「村上武吉と戦うよりまだマシですっ！　海の上で村上水軍には絶対に勝てませんっ！　ただ一艘で堺へ乗りこんで来たのも、それだけ自信があるからですっ」

　このままじゃ九鬼水軍は戦う前に戦意喪そう失しつだ、と良晴がため息をついている横で、宝箱を担いだ一益が這はいつくばって逃にげようとする九鬼の肩かたをぽんと叩たたいた。

「敵が怖こわいからって逃げたら一生負け犬じゃぞ、くっきー」

「ひ、姫さま！　それは、志摩から逃げだして織田家のもとに転がりこんできたあたしへの当てつけですかっ？」

「そういうわけではないがの」

「たしかにあたしは志摩の男海賊連中からハブられて戦に敗れ、泣きながら尾お張わりまで逃げた負け犬女です！　婚こん期きも逃のがしましたし！　でも、村上武吉が途方もなく強いという話はまた別です！」

「なんだって。明るい九鬼お姉さんにもそんな暗い過去があっただなんて」

「こらサル、お前には話していないっ！」

「もしかしてそんな悲しい過去があるせいで、男おとこ嫌ぎらいに。そして婚期を逃して……うっ、哀あわれな」

「サルっ、ほんとに殺すぞお前！」

　俺ってどうしてこう余計なことを言っちゃうんだろう、と九鬼嘉隆に殴なぐられながら良晴は反省した。

「くっきー、よっしー。敵の前で仲間割れはよすのじゃ」

「そうよ。主君のわたしの恥はじになるじゃない。みんな落ち着きなさい！」

　村上武吉は、悠ゆう々ゆうと帆ほを揚あげて引き返しはじめた。

「今日は騙して悪かったな。次こそは戦だ。そして、二度目の戦はない。貴様ら全員、自分の墓を用意しておけ。あと、宝具の代金は必ずよこせよ。滅めつ亡ぼうする前にな」

「待て、村上武吉！　毛利と信奈がわざわざ本ほん猫びよう寺じで戦う意味なんてない！　やるならばせめて播はり磨まで戦おう！　海賊の王ならば、陸の世界には干かん渉しようしないでくれ！」

　納得いかない良晴は「なぜ戦う。なぜ陸にかかわりを持つ」と吼ほえたが、村上武吉は「お嬢のためよ」とぶっきらぼうに言い捨てると、「俺に勝てる自信があるなら追ってこい」と笑いながら悠々と去っていった。

「お嬢のため、だって？」

「お嬢って誰かしら？」

「姫には、おじゃるのため、と聞こえたのじゃ。つまり近衛前久の仇あだ討うちのために戦うのじゃな、あれは。海の上で男ばかりで暮らしているあやつらには、そういう趣しゆ味みが」

「やめてくれ、一益ちゃん。村上武吉と近衛前久の禁断の濡ぬれ場ばを妄もう想そうしちまった」

「うええ。気分悪ぅ。せめて片方だけでも白はく面めんの美少年にしてくれない？　村上武吉に組くみ敷しかれる勘かん十じゆう郎ろう、なんてどうかしら」

「織田の御大将！　なにをのんきなことを言っているんですか！　次に会った時にはあたしたちは確実に殺されます！　あたしは逃げますっ」

「だから九鬼お姉さん、今逃げたら二度と婚期はつかめねえぜ！」

「サルううう！　貴様というやつはガチで殺されたいようだなっ！」

　良晴たちが騒さわいでいると──村上水軍と入れ違いになる形で、一人の少女が甲かん板ぱんにゆっくりとのぼってきた。




　年とし頃ごろは十四歳くらいだろうか。怜れい悧りな視線と繊せん細さいそうな顔立ち、しなやかでほっそりとした肢し体たいの持ち主だ。

　全身を、南なん蛮ばん風の黒い衣装で覆おおっていた。頭には燕えん尾び形がた兜かぶと、背中にはマント。

　その左手にはロザリオが握にぎられている。

　右手では、ぎっしりと古文書を詰つめこんだ台車をひいていた。




「ごきげんよう、皆みなさま。私の名は、蒲生氏郷。洗礼名はレオンよ」




　蚊かの一いつ匹ぴきも殺したことがないような、潔けつ癖ぺきそうな美少女だった。

　この子が信奈の新しい妹か！　うわっこれは俺の想像以上にかわいい子が来たー！　と良晴は思わず鼻の下を伸のばし、すかさず信奈に裏うら拳けんを食らった。

「レオン、海賊はもう帰っちゃったわよ？　宝具の代金っていくらなの？　浪ろう費ひ家ねえ」

「申し訳ありませんお姉さま。そして織田家家臣団の皆さん」

「のぶなちゃん、誰なのじゃこいつは」

「左近にはまだ言っていなかったわね。レオンは、私の新しい義妹よ」

「い、妹じゃとっ!?」

「この子は近江おうみの名門・蒲生家の嫡ちやく子し。最初は人質として送られてきたんだけれど、お互たがいに一ひと目め惚ぼれしちゃってね」

「お姉さまに巡めぐり合うまで、私はずっと神を見いだすために旅をしていたわ。この国古来の神々を探してやまと御ご所しよの歴史や日ノ本の神話を調査し、海の向こうの神に希望を求めてキリシタンにもなったけれど、いくら祈いのってもデウスさまはお姿を現してくださらない。そんな私に、お姉さまが天下布武というすばらしい夢を与あたえてくださったの！」

　清せい楚そで透とう明めいな笑顔はフロイスちゃんに似ている、武将というより聖職者の資質の持ち主なのかもしれないな、というのが良晴が氏郷に抱いだいた第一印象だった。だが、氏郷は「神の存在」を実証できず、従ってその実在性を信じていないという点では、フロイスとは大きく異なっていた。生まれつきの学がく者しや肌はだなのだろう。
















「乱世の平定、天下布武は天下万民の夢。これほどやりがいのある仕事はないわ」

　氏郷は信奈の手の甲こうにキスをし、「今日から犬馬の労もいとわないわ、お姉さま♪」と声をあげながらひしっと抱きついて、幸せそうにほおずりをはじめた。

　おいちょっとお年頃の女の子二人が抱きあうと胸と胸が押しつけられて目の毒なんだけど、と良晴は思わず視線を逸そらしてしまった。

「ほ～らね、レオンはやる気あるでしょう？」

「俺の目には、別の意味でやる気まんまんに見えるが……おっと鼻血が」

「はい、レオン。宝箱よ。茶器でも集めればいいのに、変わった収しゆう集しゆう癖へきねえ」

「ありがとう、お姉さま。これこそ私が探してきた宝具。これでお姉さまは、大坂本猫寺に勝てるわ！」

「まあ、こんなふうにちょっと浮うき世よ離ばなれした子だけれど、今日からこのレオンを正式に織田家の一員として迎むかえ、万まん見み仙せん千ち代よに代わって旗はた本もと小こ姓しよう衆を率いさせるわ！」

「なんじゃとっ？　一いち門もん衆じゃとっ？」

「ゆくゆくは百万石ほどの大国を与えて、浅井長なが政まさの代わりに働いてもらうの」

「百万石っ？　こんな小こ娘むすめが？　むきーっ、なのじゃ！」

「左近？　あんたのほうがずっと年下だと思うけど……」

　一益は、突とつ然ぜん出現した信奈の妹にやきもちを焼いているらしい。

　蒲生氏郷は、愛おしげに信奈に抱きついたまま「織田姓はあまりにもおそれおおいので遠えん慮りよさせてもらいますけれど」と微笑ほほえんだ。

「ああ。憧あこがれていたお姉さまの義妹にしていただけるなんて、この氏郷はほんとうに幸福者。これからは、お姉さまのただ一人の妹として天下布武のために頑がん張ばるわ」

「妹分ならここにもいるのじゃ！」

「私は、お姉さまのためなら死ねるわ。南蛮文化を大だい胆たんに採り入れる先進性、数々の斬ざん新しんな政策、古い常識に囚とらわれない発想と勇気。そしてたぐいまれなる美び貌ぼうと強きよう靭じんな精神力。はじめてお会いした時から、天下布武を実現してくださるお方はお姉さましかいない、と私は信じているの」

「くすぐったいから、そのへんにしておきなさいレオン。まあ相思相愛、お互いに一目惚れってやつね」

「これからはお姉さまのすべてを間近から見せていただいて、学ばせていただくわ」

　一益が、良晴にひそひそと耳打ち。

「この小娘、のぶなちゃんを見る目がきらきらと輝かがやきすぎておる」

「信奈に心しん酔すいしているんだろう？　純真そのものだし、十じゆう兵べ衛えちゃんと違ちがって、信奈と張り合いたがるような我の強さもなさそうだし。心強い仲間が加わったってことでいいんじゃないかな。松まつ永なが久ひさ秀ひでが欠けた穴をきっと、埋うめてくれるさ」

「よっしーが知っている未来では、こやつは大物なのかの？　姫ひめよりも？」

「そうだな。一益ちゃんと比べるのは難しいけど、俺が知っている蒲生氏郷は文武両道の大物武将だよ。信奈の人を見る目はたしかだ」

「むきー。悔くやしいのじゃ！」

「妬やかないの、左近。レオン、ほんとうは盛大に姉妹の儀ぎ式しきを執とり行いたいところなんだけれど、悪いわね。今はこういう状じよう況きようなの。打開策はない？」

「ええ。ほんとうに憂ゆう慮りよすべき事態ね、お姉さま。やっと宝具は手に入れたけれど……」

　氏郷は信奈から名残なごり惜おしそうに身体からだを離はなすと、とんでもないことを言いだした。

「このままでは、お姉さまは天下布武を実現できないわ！」

　えっ、と良晴たちは思わず意表を突つかれた。

「私もキリシタンだから、本猫寺門徒たちの心はわかるの。彼らは本猫寺のために戦って死ねば猫ねこ極楽へ行けると信じている。いわば神の戦士。過か酷こくな戦が長引けば長引くほど門徒たちは現世に絶望し、より信しん仰こう心を深め、そして一いつ揆きの炎ほのおはさらに燃えあがる。悪あく循じゆん環かんだわ」

「それはわかっているわ。この悪循環を、断ち切らないと。門徒たちに、地上に新しき世が来たことをこんどこそ知らしめないと」

「でもそれだけではないの、お姉さま。このままでは、越えち後ごの上杉謙信が織田家の不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵となってしまうわ！」

「デアルカ……って、ちょっと待って。どうして上杉謙信が？」

「そ、そうだよ。上杉謙信は義の武将だから、窮きゆう地ちに陥おちいっている織田家を攻せめたりしないって」

「こういう時は、利にさとい武田信玄のほうが強敵なんじゃないかしら」

　良晴と信奈が、顔を見合わせた。

　氏郷は「川中島での武田と上杉の死し闘とうを思いだして。なぜ上杉軍の兵たちが一片の土地も得られぬあの合戦で死兵となって戦い続けたかを」と話を続けた。

「上杉謙信は自ら毘び沙しや門もん天てんの化身を名乗り、実際に神として生きるために生しよう涯がい不ふ犯ぼんを宣言した『処女王』。神としての権けん威いと武将としての強さを兼かね備えた、おそるべき人物。越後の将兵たちはみな、謙信のためなら喜んで死ぬの。私が、お姉さまのためなら笑って死んでいけるように」

　良晴が、「上杉謙信が生涯不犯を誓ちかっていたって話は聞いたことがある」と膝ひざを打った。

「お年頃の処女王を神のように崇すう拝はいしている、それが越後兵の強さの秘密か。川かわ並なみ衆より因業が深い連中だな……」

「相良良晴、あなたは黙だまっていて！　私とお姉さまの会話に割り込まないで。その上、『処女』という神聖な言葉を無ぶ粋すいな男ごときが口にしないで。穢けがらわしい！」

「うわああ、久々に浴びる美少女の冷たい侮ぶ蔑べつ視線はたまらねえやあ！　って、違ちが～う！　俺だって一応織田家の重臣だぜ、そりゃねーだろっ!?」

「お黙りなさい」

　ぱちん、と氏郷が良晴の頰ほおを張ったから、信奈も一益も凍こおりついてしまった。

「な……殴なぐったね？　信奈にも殴られたことないのに、ってありまくりだったな……」

「ちょっとレオン。良晴を人間扱あつかいするように！」

　叩たたいた氏郷は「穢らわしいものに手を触ふれてしまったわ」と指先を拭ぬぐっている。

　叩かれた良晴は「なんだか懐なつかしい扱われ方でちょっとほっとする自分が悲しい」と泣いた。

「お姉さま。越後兵は、あたかも神に仕えるがごとき絶対的な忠誠を謙信に誓っている神の軍団。この神の軍団が『猫極楽』の教えを信じて死をおそれぬ本猫寺の一揆衆と連れん携けいすれば、もう手がつけられないわ」

「それでも、謀ぼう略りやくにも長たけた武田信玄のほうがしぶといと思うけれど。上杉謙信には領土欲よくがないもの。これまでも、弱きを助け強きをくじく義戦を重ねてきたでしょう」

　信奈はまだ納得しないが、氏郷は静かに微笑みながら首をわずかに振ふった。

「武田家は、あくまでも人の力、武の力によって統率されているの。甲こう州しゆう兵は精強だけど、同じ武家同士、どこかに落としどころはある。でも、上杉家は利を無視した神の軍団。武のみでは勝利を収めることはできない。利で動かぬ上杉が織田家覆ふく滅めつに動いた時こそが、お姉さまの滅ほろびの時よ」

「上杉謙信がなぜ本猫寺側につくとわかるんだよ？　もしかして予知能力でもあるのか？」

「そうじゃ。なんでなのじゃ」

「……あなたたち家臣たちは誰だれもはっきりと忠告できないようね。だから、お姉さまの妹である私が諫かん言げんしてあげる。お姉さまと相良良晴の醜しゆう聞ぶんが、上杉謙信を織田家覆滅という大義のために立ちあがらせるのよ」

「な、なんだって？」

「上杉謙信は日ノ本の古き秩ちつ序じよを回復するために戦う軍神。相良良晴、未来から来た異人であるあなたがお姉さまと結ばれるなどという成り行きを、上杉謙信は決して認めないわ。私も認めないけれど。二人の道を外れた恋こいは、処女王・謙信にとってなによりも許しがたい不義よ。あなたがこれ以上お姉さまの隣となりでのさばってそのサル面を晒さらし続ければ謙信はお姉さまを生涯の敵と思い定めるのよ」

「今までは未み遂すいで終わっていた上杉軍の上じよう洛らくが……お、お、俺のせいで現実のものになってしまうと、そういうわけか？　信奈が身分違いの恋に突っ走れば、潔けつ癖ぺきな上杉謙信の逆げき鱗りんに触れると？」

「そうよ。上杉謙信は武田信玄とは違い、現実の利を顧かえりみないもの。あなたとお姉さまとの噂うわさが真実だと知れば、彼女は疾しつ風ぷうの勢いで神の軍団を率い織田領に侵しん攻こうしてくる。それも、正義の鉄てつ槌ついを振るって越後へ風のように引き返していた今までの義戦とは違うわ。織田家の領土をことごとく制圧する総力戦よ。和わ睦ぼく交こう渉しようも通じない」

「それじゃあ、俺はどうすればいいんだ？」

　氏郷は、良晴に向かって、言った。

「簡単なことでしょ。あなたは天下布武というお姉さまの夢、天下万民の悲願にとって邪じや魔まな存在になっているの。お姉さまと別れて、潔く織田家から去ってちょうだい」

　信奈が「えっ？」と悲鳴のような声をあげた。

「ちょっと待ちなさい、レオン！　それはダメよ！」

「お姉さまは上杉謙信にならい、生涯不犯の処女王になると宣言すべきだわ。それで一揆勢が燃やしている憎ぞう悪おの炎は弱まり、上杉謙信は織田家と和を結んで再び武田信玄や北ほう条じよう氏うじ康やすと合戦をはじめるわ。大坂本猫寺と村上水軍だけに敵を絞しぼれば、倒たおす策はあるわ。相良良晴一人の犠ぎ牲せいで、お姉さまの夢、天下布武が実現するのよ！」

　氏郷は信奈を恍こう惚こつとした表情で凝ぎよう視ししながら、「天下布武は万民の夢でもあるの。乱世に苦しむ万民を救えるお方は、お姉さましかいない」と繰くり返している。

「の、信奈に、毘沙門天になれと言うのかよっ？」

「わ、わ、わたしが、そんなものになれるはずないでしょう!?」

「いいえ。お姉さまは武田信玄以上の政治力と唯ゆい一いつ無む二にの先見性を、つまり民を統べる王の才を持っているお方。その上、処女王を宣言して上杉謙信に並ぶ神の権威をも手に入れられれば、お姉さまは将兵や民から絶大な支持を得られるわ。日ノ本の神権と王権をお姉さまが両方手にするの。足あし利かが将軍はもう不要となり、本猫寺をも吞のみこんでしまえる」

「レオン？　わたしはそんな神の権威なんていらないわ。あくまでも人の力、武の力で乱世を平定するのよ！」

「でもお姉さま、武家の棟とう梁りようである将軍の位にこだわった足利幕府の失敗を見て。この国の戦乱を平定するには、武力だけでは足りないの。民心を安んじ下げ克こく上じようの輪りん廻ねを終わらせるには、絶対的な神の権威もまた必要なの。そして本来、その役目を担うべきやまと御ご所しよはすっかり零れい落らくしてしまっている。本猫寺やキリシタンのもとに人が集まるのも、やまと御所に代わる新たな神の権威を人々が求めているからなの」

「だから処女王を宣言して、自分自身を神に祭りあげろと？　謙信との対決を怖おそれて、民の支持を得るために、人としての生き方を捨ててまで媚こびろと言うの？」

「媚びるのではないわ。お姉さまには気高き孤こ高こうの道、人の感情を捨てた神の道を選んでほしいの。お姉さまがあくまでも天下布武をめざすならば、既き存そんの王や将軍の地位に甘んじていてはダメなの。地上も精神の世界もことごとく支配する『女じよ帝てい』の高みへとのぼるべきよ。誰のためでもない、天下万民のために！」

「……レオン。あなたの唱える理想は正しいと思うけれど……」

　良晴と信奈の間に、言いしれないほどに気まずい空気が流れていた。

（信奈が、地上の王権と神権を一人で独どく占せんする──『女帝』か。官かん兵べ衛えのタロットの予言どおりだ）

　今の信奈を危機に導いている張本人は俺だったんだ、と良晴は深い衝しよう撃げきを受けていた。

（信奈の苦しい立場をわかっていたつもりでも、俺はこの恋に夢中でそこまで考えが至らなかった）

　領国内のあちこちで一揆に手を焼いているこんな状況で、身分すらない良晴を近衛前久の養子にしてあまつさえそのまま関白にするなどという無茶を信奈がやらかせば──。

　信奈を秩ちつ序じよ破は壊かい者と認めた上杉謙信が、神の軍団を率いて、越後から全力で攻め寄よせてくる。

「ダメだ信奈。今はまだ上杉謙信と戦える時期じゃない。このままじゃ八方ふさがりになっちまう」

「良晴、あきらめないで。また武田信玄に謙信を牽けん制せいしてもらえばいいのよ」

「無理だ。勝かつ千ち代よちゃんは織田家が浅井朝倉を滅ぼして領土を一気に併へい合ごうしたのを見て、織田家に対して甘すぎたと反省しているはずだ。これ以上、織田家の領土拡大を許すわけにはいかなくなっている。いずれは上洛軍を興して決戦しなければならない相手だからな」

「でも。いくら五人の部隊長を揃そろえて複数戦線の同時展開を得意とする織田軍といえども、本猫寺・毛利・上杉の三者を同時に相手にするなんて、到とう底ていもたないわ。その上、武田までが敵方に加わるとなったら……」

　窮きゆうした信奈は、顔を覆おおってしまった。

　良晴はそんな信奈を抱だきしめて励はげましたくなったが、氏郷の鋭するどい視線が気になって、どうしても信奈の肩かたに手を回すことができなかった。

（俺はもうなにもあきらめないと決めたが、それは俺自身の命とひきかえの決断だ。だが俺は信奈に同じことを言えるのか。俺のために信奈が、死んでもいいのか）

　言えるはずがない。

　氏郷が「でもだいじょうぶだわ。目の前の戦に──本猫寺と村上水軍に勝つ策ならば、あるわ」と沈ちん黙もくを破り、再び口を開いた。

「お姉さま、村上武吉から贈おくられてきた宝箱。この中に、その切り札が」

　一益が差しだした宝箱には鉄の錠じよう前まえがかけられていたが、氏郷はそれをしなやかで細い指で引きちぎって強引に開いてしまった。

　こんな細い身体のどこにこんな力が、清せい楚そでか弱い見た目からは想像もできないけどやっぱり武将なんだな、と良晴はまた驚おどろかされた。

「お姉さま。見て、これが八や尺瓊さかにの勾まが玉たまよ」

　氏郷は、宝箱の中から一個の古びた珠たまを取りだして見せた。

「勾玉？　その珠が」

「この国には古来より三種の神器という宝具があるでしょう。これは、そのうちのひとつ。かつて源氏と平家の海上決戦・壇だんノの浦うらの戦いの際に海中に沈しずみ、失われていた神器よ」

「源平合戦で失われた神器!?　それじゃレオン、やまと御所にある勾玉は？」

「あれは偽にせ物ものなの。やまと御所は源平合戦のあと、武家の台頭を許して衰すい微びしてしまった」

「だから、壇ノ浦からほんものを引き上げられなかったということね？」

「熱田神宮の草くさ薙なぎの剣つるぎはすでに私が借りてきて手許に。伊い勢せ神宮の八や咫たの鏡かがみは、伊勢の鬼おに騒そう動どうの際に左近さまが奪だつ還かんして手にしている。これで、お姉さまのもとに三種の神器が揃ったのよ！」

「デアルカ。あなたが草薙剣を持ち出したのね、しょうがないわね……それってわたしが剣つるぎを奪うばったという悪評になっているのよ」

「ご、ごめんなさい！」

「でも三種の神器はやまと御所に伝わる宝物でしょう。それがこの合戦とどう関係しているの？」

「三種の神器を用いれば、お姉さまは本猫寺との合戦に勝利できるの」

「……デアルカ……なんだかあやしい話ね」

「信じて、お姉さま。私は決して噓うそはつかないわ」

　繊せん細さいな顔立ちの氏郷が大きな瞳ひとみを濡ぬらして涙なみだぐむと、誰も文句を言いだせなくなる。

　生まれながらに、高貴かつ繊細な雰ふん囲い気きを放っていて、知らず知らずのうちに場を支配する力を持った少女らしい。

「神器って、あやしげな霊れい力りよくでも発揮するわけ？　わたしはそういうまやかしの類は信用しないんだけれど。それに、かつて神器に霊力があったとしても、過去の話よ。もうすでに、竹たけ中なか半兵衛が陰おん陽みよう道どうの時代を終わらせたわ」

「これらは陰陽道よりもはるかに歴史の古い、やまと御所に伝わる宝具よ。この国の大地から陰陽道の力が失われてもなお、神器は──起こすの。この国に残された、最後の奇き跡せきを。『天岩戸開き』という奇跡よ。神器は、高たか千ち穂ほにあった巨きよ岩がんを信濃しなのの戸と隠がくしまで飛ばすほどのすさまじい破は壊かい力を誇ほこる最終兵器に違ちがいないの。難なん攻こう不ふ落らくの本猫寺の城門を、きっと粉ふん砕さいできるはず」

「おおおそれは見てみたいのじゃ」と一益が思わず声を上げ、良晴が「おいおい。戦国時代にいきなりそんな古代の超ちよう兵器を持ち出されるのは困るぜ」と眉まゆをひそめた。

「なによそれ。無敵すぎるじゃない！　レオンの考えすぎじゃないの？　確証はある？」

「日ノ本の神話伝承を研究し続けた結論よ、間違いないわ。目映まばゆい光を放つのか、激しい炎ほのおを吹ふき上げるのかはわからないけれど、天あま照てらす大おお神みかみにまつわる神器だから、おそらく光を放つ兵器だわ」

「強きよう烈れつな光はたしかに、一点に集中すれば高熱を発する武器になるけれども……たとえば、剣が日光を集め、鏡に反射させて敵に向けて放つ……理り屈くつは通っているけれど……」

「神話によれば天照大神以来、天あま津つ神かみの一族は、光を武器に用いてきた。『天岩戸開き』は、闇やみに包まれた世界に光を取り戻もどした。高千穂を出たカムヤマトイワレビコが東とう征せいを行い河かわ内ちの王ナガスネヒコと戦った時には、黄金に輝かがやくトビの光がナガスネヒコを倒したというわ」

「でも、勾玉はなにに用いるの？」

「それは神器を使ってみればわかるわ、お姉さま。ただし、大地の『気』が涸かれているから、神器を使えるのは一度きりよ。無む駄だ撃うちはできないわ。つまり本ほん猫びよう寺じ戦に用いれば、上杉謙信戦にはもう使えなくなるの。でも、難攻不落の本猫寺を陥かん落らくさせることは、今の世の攻城兵器では困難。神器を用いて、門徒たちに神の力を知らしめるべきなのよ。お姉さまはその時、人の王でありながら、生きた神になれるのよ。門徒たちはみな、本猫寺当主を捨ててお姉さまを神として崇すう拝はいするようになるわ。勝てる」

「……ねえ、レオン。わたしは神の力ではなく、人間の力で天下布武をなしたいのよ。そうでなければ、新しい世、新しい国を造ることにはならないわ」

　ああ、やっぱりお姉さまは誰よりも聡そう明めいなお方、と氏郷が切なげに息を漏もらした。

「それに神器は、この国の神事をつかさどる姫巫女さまのものでしょう。わたしはこの国の王になるつもりだけど、神権まで手に入れたいという野望はないのよ。両者は、分ぶん離りされていなければならないのよ。叡えい山ざんや本猫寺のような宗教勢力が兵力を持ち俗ぞく世せに介かい入にゆうしてきたこの国の慣習をわたしがやっきになって破壊しようとしているのも、神権と王権とを完全に分離するためよ？」

「時代はまだお姉さまに追いついていないわ。お姉さまは王権と神権をともに手に入れねばならない運命なの。本猫寺に、足利将軍に、そして上杉謙信に打ち克かつためには、大坂の地で『天岩戸開き』の奇跡を起こして神にならねばならないのよ。人でありながら神に。絶対的な専制君主に。日ノ本の戦乱を終わらせるためには、お姉さまはすべての日ノ本の人間を超ちよう越えつしなければならないの。姫巫女さまには、伊勢神宮に移って頂けばいいわ」

「……わたしに、東ひがし羅馬ローマ帝てい国こくの皇こう帝ていのような存在になれというの？　たしかに、生きながら神になってしまえば、良晴との恋こいだって……誰だれにも、もう、邪魔されずに……」

「お姉さまっ！　それはいけないって言っているでしょう？　上杉謙信との全面戦争になってしまうと！」

「……ともあれ、対本猫寺戦が大苦戦になることは確実だわ。そして本猫寺との戦に手間取れば、一いつ揆き勢に領国を荒あらされたまま織田家は手て詰づまりとなり、窮きゆう地ちに立たされる。レオンの献けん策さくについて、しばらく考えてみるわ」

　信奈は、南なん蛮ばん椅い子すの上にお尻しりを下ろして、大きなため息をついた。

　だいじょうぶかな、信奈。顔が青ざめているが……と良晴は心配になってきた。

「ありがとうレオン。相談したいことがあれば呼び出すわ。今日のところは下がりなさい」

「はい、お姉さま！」

「で、その勾玉をどうするつもり？」

「これはこの国の神器。キリシタンの私が所持していればお姉さまの悪評に繫つながってしまうわね。草薙剣とともに、ひとまず伊勢神宮の斎さい宮ぐうである左近さまに預けるわ。斎宮ならば、しばらく神器を預かっていても、御所の公家たちに言い訳できるでしょうから」

「なんじゃと、姫に？」

　良晴の背中に隠かくれていた一益の小さなてのひらの上に、氏郷は勾玉をそっと置いた。

「たいせつに持っていて。近いうちにお姉さまはこの神器を必要とされるから」

　そう言って微笑ほほえみながら、氏郷は良晴のほうを振ふり返った。

「相良良晴、あなたの役目は終わったわ。今日からお姉さまを支える家族の役目はこの私がつとめるから、あなたは堺さかいの商家で丁稚でつちとして働きなさい。今いま井い家ならば、二年も奉ほう公こうすればのれん分けしてもらえるわよ。あなたには、槍やり働きなんかよりもよっぽど弁舌と商売の才覚があるのだし──ここであなた自身がお姉さまから潔く身をひけば、上杉謙信との全面戦争を回かい避ひすることができる。お姉さまの夢、天下布武の実現をぐっと近づけることになる、大おお手て柄がらよ」

　氏郷の透すきとおった声に悪意がこもっていないだけに、良晴は言い返せなかった。

「それでは、お姉さま。ごきげんよう」

　氏郷が静かな微笑を浮うかべながら信奈たちの前から立ち去った直後。

　信奈が、「あ～っ純真な子に蔑さげすまれるほど辛つらいことはない。十兵衛ちゃんの悪意がこもった嘲ちよう笑しようのほうがまだマシだっ」とうめいていた良晴の耳を引っ張ってきた。

「ちょ、ちょっと良晴！　レオンのあれくらいの言葉でへこまないでよ。あの子はちょっとばかり純真すぎるだけなのっ！」

「あ、ああ。だが本猫寺との戦を止められなかった俺は、氏郷が言うとおり、もうお役やく御ご免めんなのかも……俺が織田家から退場することで天下布武が実現に近づくのであれば……」

「バカ言っていないで、しっかりしてっ！　とにかく作戦変へん更こうよ、すぐに出発して！」

「え？　出発？　どこへ？」

「鈍にぶいわねえ。播はり磨まよ！　三木城を包囲している兵力の一部を、大坂戦線へ回さなければならないわ。大至急、十兵衛を引っ張ってきて。任せたわよ！」

「そ、そうか。各戦線に散っている勝家たちはみな、一揆勢と戦っていて動けないから、今すぐ大坂へ回せる部隊は」

「播磨の三木城包囲軍だけよ。毛利はすでに、三木城から大坂本猫寺に攻こう防ぼうの舞ぶ台たいを移しているわ。全軍は無理でも、十兵衛の部隊だけならば動かせる。お願いね！」

「お、おう。しかし、お前はタフだなあ」

「多夫？　わたしは、旦だん那なさまは生しよう涯がいただ一人と決めているわよ。まったく男ってどいつもこいつも嫉しつ妬と深ぶかくて疑い深いのね！　処女王じゃないとイヤだとか多夫がどうとか」

「なぜ怒おこりだすんだよ？　誤解だ。お前はなにか誤解している！」

　良晴は（悩なやむな俺。今は信奈を勝たせるために全力を尽つくせ。いざとなれば信奈のためにいつでも命を捨てると俺は決めたはずじゃねえか、これしきのことであわてても意味がねえ）と自分の頰ほおを叩たたいて気合いを入れ直した。

（処女王、か。上杉謙信は義の武将であると同時に、神の軍団を率いる毘び沙しや門もん天てんの化身だったんだな。だが俺は、信奈にそんな孤こ独どくな生き方を選ばせたくはない。たとえ俺が信奈の前から去ることになっても、信奈には一人の女の子として幸せになってほしい）

　業火に包まれた本能寺の部屋の中へと、血に塗まみれた信奈が飛びこんでいく姿を、良晴は幻げん視ししていた。

（信奈の運命を変えるためならば俺は命を投げだせる。だが、ここで俺が立ち去れば──信奈は本能寺の変を回避して生きのびることができるのだろうか？　その確信さえ抱いだければ、俺は──）

　苦い、思いだった。




　　　　※




　良晴が鬼き宿しゆく丸まるから別の船に乗り換かえ、播磨へ向かったあと。

「のぶなちゃん。あんな神話かぶれした娘むすめを妹にするなんて、やばいのじゃ。あまつさえ、織田家みんなの人気者よっしーを解かい雇こしろと勧すすめるとは、言語道断じゃ」

　良晴が去ったあともなにかを逡しゆん巡じゆんし続けている信奈を見かねた一益が「姫の力を使ってあいつの企たくらみをしゃべらせてやるのじゃ」と提案したが、信奈は首を縦に振らなかった。

「左近？　もしかしてわたしに妹ができてすねてるの？　今は各地の戦線が泥どろ沼ぬま化かする前に、総本山の大坂本猫寺を陥落させるべき時よ。レオンと仲間割れしちゃダメよ」

　だが、はたして川と湿しつ地ち帯たいに守られたあの巨城を陥落させられるだろうか？

　各地で一揆が同時発生している。信奈が大坂に動員できる兵力は少ない。

　雑さい賀か衆と村上水軍。陸と海に強敵を抱かかえた信奈の表情はこれまでになくこわばっていた。

　目の前に立ちはだかる強敵のためだけではない。

　上杉謙信がもしも織田家を仇きゆう敵てきと定めたら、という怖おそれのためだけでもない。

　信奈は、迫せまり来る自らの運命を前に、震ふるえていたのだ。

（良晴のあんな苦しそうな表情を、わたしははじめて見た。未来から来た良晴は、わたしの未来を知っているのよね。わたしはこのまま、天下盗とりの合戦に敗れて破は滅めつするのかしら。天下布武の夢を実現することもできず、海の向こうの世界へ出ることもなく……）

　以前からわずかながらに感じていた破滅の予感が、少しずつ、大きくなっていた。

（だって。もしもわたしに希望に満ちた未来があるのならば、良晴はわたしの夢をかなえると誓ちかってまでずっと遠くの未来から来てくれて、わざわざこの世界に留まってくれなかったはずだもの。良晴は、わたしが破滅する未来を、わたしの夢が決してかなわないということを、最初から知っていたんじゃないかしら。だから、こんなにもわたしのために尽くしてくれて。自分が元の世界に帰る方法なんて、見つけようともしないで）

　でももしもほんとうに良晴との恋のために死ぬのならば、わたしは絶対に後こう悔かいしない、と信奈は良晴に伝えたかった。

（ただ……その時、良晴がわたしの未来を守るために「この恋はもう終わりにしよう」と口にしたら、その時こそわたしの心は、壊こわれてしまう）

　信奈は、自分自身の破滅よりもその良晴の決断への予感を怖れ、そしてそんな良晴を引き留めるためならば自分はなにをするかわからないという予感に、どうしようもなく怯おびえていた。その横顔を見た一益までがふるふると怯えるほどに、思い詰つめた表情だった。

（……三種の神器……『天岩戸開き』……ほんとうに、わたし自身が神になれるのならば。わたしはそんなものにはなりたくはないけれど、もしも、良晴と結ばれるのならば）







　　　巻ノ五　姉と妹







　大坂本猫寺へ連なる制海権を毛もう利り方が保持するか、織お田だ方が奪うばうか。

　この次に行われる海戦こそが両軍の決戦の時となる。

　村むら上かみ水軍は摂せつ津つの尼あまが崎さきの港に集合していた。

　毛利軍の山陽方面指揮官・小こ早ばや川かわ隆たか景かげを旗き艦かんに迎むかえるためだった。

　村上武たけ吉よしと海かい賊ぞくたちは、甲かん板ぱん上にこれでもかと海の幸を取りそろえて、凜り々りしく成長した小早川隆景を大歓かん迎げいした。

「村上名物、焙ほう烙ろく焼きを準備したぜお嬢じよう！」

　石を敷しいた土ど鍋なべに伯は方かたの塩と採れたての魚ぎよ介かい類るいをぶっこんで豪ごう快かいに丸焼きにする、それが村上水軍の海賊どもが好んで振る舞まう「焙烙焼き」だ。

「さあさあ、食え食え！」

「ありがとう。はむはむ」

「お嬢はちんまり小こ柄がらなままだが、美人になったよなあ」

「相変わらず無表情で、なに考えてるかわかんねえけど」

「俺の嫁よめに迎えられねえかな」

「俺たち海賊どもにゃあ高たか嶺ねの花よ」

「……兄者よりよきおのこがいれば、考える」

「お嬢、そいつは無理な注文だぜ！」

「あの、九く鬼きなんとかみてえに行き遅おくれる前に旦那を探すこった！」

　小早川隆景が命じた第一の策が完かん璧ぺきに成功したことで、海賊たちは否応なしに盛り上がっている。

　饗きよう宴えんが続く中、村上武吉と小早川隆景は摂津にそびえる六ろつ甲こう山さん麓ろくの山々を尼崎の海上から眺ながめながら、次の作戦の打ち合わせに入った。

「慎しん重ちようなお嬢自らが参戦するのか」

「厳いつく島しまの合戦と同様、次の一戦で完璧な勝利を収めなければ戦いは泥どろ沼ぬまの長期戦になる。だから、私自らが先頭に立つ」

「ほう。織田信のぶ奈なの首を盗るのか」

「これは半ば、織田信奈の天下人としての器を見定めるための合戦だった。しかし本ほん猫びよう寺じが参戦したことで状じよう況きようが変わった」

「本猫寺門徒どもと織田家の全面抗こう争そう。この戦が長引けば長引くほど」

「天下統一は遠のき、この国はさらに乱れる。父上も兄者も、そのような未来は決して望んでいない」

「ふん。陸の者たちは気苦労が絶えんな」

「この国にはもう猶ゆう予よがない、時間が残されていない。一刻も早く天下を統一する英えい雄ゆうがでてこなければ、この国は南なん蛮ばん勢力に侵しん食しよくされて滅ほろびると私は思う」

「さっさとお嬢が天下を盗っちまえば済むだろう」

「……私はそのような器ではないし、この国の未来の姿を思い描えがく力もない」

「しっかりしな。自信を持て。お嬢は、頭が良すぎる。自分に怯えすぎているんだ」

　毛利家の三代目はまだ幼い。兄者さえ生きておられたら、と隆景は折れそうに細い腰こしを自分の腕うでで抱だきしめてつぶやいていた。

「お嬢。本猫寺の命いのち綱づなは大坂湾わんと本猫寺をつなぐ木き津づ川口だ。いまだに木津川口を封ふう鎖さしないのは、織田信奈の水軍を先に木津川口に入れるということか？」

「そうだ。父上はかつて厳島に陶すえ晴はる賢かたの軍勢をおびき寄せて、嵐あらしの夜に乾けん坤こん一いつ擲てきの奇き襲しゆうをかけた。両家の国力差をかんがみ、父上はただ一戦に賭かけたのだ。そして、その賭けに勝利した」

「あの織田信奈が、陶晴賢のようにまんまと誘さそいに乗るだろうか？　堺で一いち瞥べつしたが、あの小こ娘むすめはすげえ目つきをしていた。日輪のように燃える瞳ひとみの持ち主だ」

「陶晴賢の末路、海戦に持ちこむ毛利得意の戦術、いずれも承知していながら織田信奈は木津川口に出てくるしかない」

「ほう？」

「雑賀衆が守る本猫寺を落とすことは、たとえ上うえ杉すぎ謙けん信しんや武たけ田だ信しん玄げんをもってしても困難。織田信奈は火力で雑賀衆に対たい抗こうするため、堺で鉄てつ砲ぽうをかき集めているはず。両軍ともに大量の鉄砲を導入して行われるこの大坂の戦いは、誰だれも見たことがない凄せい惨さんなものになる」

「その激戦の最中に村上水軍が木津川口から大坂へ入れば、文句なしに毛利の勝ちだな」

　ともあれ戦せん況きようは先手を取った当方が圧あつ倒とう的てきに有利で、織田信奈はもはや自ら戦術を選せん択たくできる立場にはない、と隆景は言った。

「織田信奈はどのみち、こちらからの誘いと承知した上で木津川口を守り、村上水軍の加勢を阻はばむしかない」

「先の先の先まで読み尽くしているな。さすがはお嬢だ」

「しかし播磨で思い知らされたように、織田信奈とその家臣団には不確定要素が多すぎる。とりわけ、未来人の相良さがら良よし晴はると九鬼水軍を率いる滝たき川がわ一かず益ます」

「心配するこたあねえ。あんたの兄貴に代わって俺たち村上水軍の男どもが、お嬢を守る」

「……かたじけない。いつも、お前たちに頼たよりきりで」

「なに。お嬢は、この先のこの国にいなくてはならない者だからよ。陸の者と俺たち海の者との間をつないでくれる貴重な姫ひめだからよ」




　　　　※




　播磨の三木城包囲陣じん。

　茶会を開く権利を信奈から授かった良晴の陣じん営えいに茶の湯の師し匠しようとして派は遣けんされていた千せんの利り休きゆうが、持ち運びできる茶会道具一式を本陣内に広げて「……り、きゅ（みんなかわいく、美しく、そして仲良く）」と茶の湯の心「ごす・ろり」を伝授しようとしている中。

　相良軍団を預かっている山やま中なか鹿しか之の助すけと、丹たん波ばから加勢している明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひでの二人の姫武将が、茶の湯の心もへったくれもない勢いで激しく言い争っていた。

「このまま殿とののお留守をただ待っていればいずれ後手に回り、殿のお立場が危うくなります！　ここは特とつ攻こうあるのみです！」

　悲しそうに眉まゆを下げた利休が「……（怒ってはダメ。ごすの心。ろりの心）」と無言で訴うつたえるが、鹿之助と光秀はそれどころではないらしかった。

　この二人、なにしろ顔を合わせればずっとケンカしているのである。

「なにを言っていやがるですか。こっちが敵を包囲している側なのに、どうしてわざわざ敵が待ち構えている城に突とつ撃げきしなければならないですか？　蜂はちの巣すにされるですっ」

「問題ありません。七難八苦、不ふ肖しようこの鹿之助が見事に玉ぎよく砕さいしてご覧に入れます。光秀さまは黙だまって座っていてください」

「問題ありすぎですっ！　お前がどうなろうが知ったこっちゃないですが、山中どのをむざむざ戦死させたらこの十兵衛が相良先せん輩ぱいに[image: しか]しかられます！」

「いいえ！　殿はきっと鹿之助の忠義の心をおほめくださいます。もしかして一ひと粒つぶくらいは涙なみだをこぼしてもらえるかもしれません……私ごとき田舎者のために、あの凜々しい殿が涙を……うっ。はあはあはあ」

「ええい奇きっ怪かいな。お前とは考え方というか頭の中身がまるっきり合わないです！　お前は勝ちたくて戦をやってるのではないのですか？」

「光秀さま？　ちょっとばかり土と岐き源氏出身の名門だからと言って、私を出雲いずもの田舎者と嘲ちよう笑しようするとは。ですが私はこれしきのことで音をあげたりいたしません。もっともっと馬ば鹿かにしていただきたい！」

「きいい～！　そんなこと考えていないですう！　人を小こ姑じゆうと扱あつかいするな、です！」

「山中馬ば鹿か之の助すけと呼んでいただいても構いません、覚かく悟ごはできています」

「お前、日ひ頃ごろからそんなことばかり考えていやがるですか？」

「罵ののしられれば罵られるほど、七難八苦が私を強く鍛きたえてくれるのです。さあ、私にとびっきりの罵ば詈り雑ぞう言ごんをぜひ。はあはあはあ」

「なんでそこで息を荒あららげるですか！」
















　勝てばよかろうなのだ～！　な光秀と、独自の価値観に基づく滅びの美学を追求している鹿之助の相性は、最悪らしかった。

「光秀さま、とにかく攻せめましょう。地図をご覧ください。三木城の上流にあるこの川をせきとめて、ここの堤つつみを壊せば、きっと私たちの陣めがけていっせいに水が押し寄せて来ます！」

「なんでそんな手て間ま暇ひまかけて自じ滅めつしないといけないですかっ」

「もちろん七難八苦のためです！　きりっ！」

「あああ。ダメです。こいつと一いつ緒しよにいると落ちる城も落とせないです！　そもそもお前、包ほう囲い網もうに出口を作って三木城の足軽たちにおかゆをタダで配っていますね？　あれはどういうことですか！」

「それはですね。お腹をすかせている人にいきなり腹はら一いつ杯ぱいにぎりめしを食べさせると、縮んでいた胃が爆ばく発はつして死んでしまうからです。悲ひ惨さんすぎますね、たまらない死に方ですよね、はあはあはあ。でもおかゆならば、胃に優しいのでそういう心配はありません」

「そういうことを言っているのではないです！　篭ろう城じようしている足軽どもを、城を包囲しているこっちが喰くわせてやってどうするですか！　これじゃ永遠に三木城を落とせないです！」

「すべては殿のご命令ですから」

「相良先輩の？」

「足軽たちに戦もやらせず、ただ飢うえさせて苦しめてじわじわ餓が死しさせるなんて真ま似ねはやっちゃいけねえ。逃にげる者はそのまま逃がしてやれ、食を求めてくる者にはおかゆを喰わせてやれ。できる限り生かしてやって、死なせるなと。ああ……殿はなんとお優しい。私、ちょっと三木城に入って篭城してきますね」

「えーと。寝ね返がえったら躊ちゆう躇ちよなくすぱっと斬きるですよ？」

「ほんのささいな誤解から仲間に斬られる、そんな人生の結末も悲ひ愴そうでいいですね。ぜひどうぞ！　できましたら背後から予告なしに、むしろ騙だまし討うちで！」

「ああ、頭が痛くなってきたです。相良先輩らしいといえばらしい命令ですが、このままでは何年かけても三木城は落ちないです」

「光秀さま。日ノ本各地で織田家の諸将が華はな々ばなしく活かつ躍やくする姿を眺めながら、この三木でともに朽くち果はてましょう。これぞまさに七難八苦です」

「アホかーっです！」

　こんなどうしようもない不協和音が鳴なり響ひびく本陣に、慌あわただしく総大将の相良良晴が飛びこんできた。

「うおーい！　信奈から新しい下知がきたぞおおお！」

「あれ？　相良先輩はてっきり堺さかいで村上水軍にやられたものとばかり」

　鹿之助が、良晴の前に米つきバッタのように這はいつくばって一礼した。

「殿、お久しぶりです！　この地図をご覧ください。三木城の上流にある川をせきとめて、ここの堤を壊こわせば、きっと私たちの陣めがけていっせいに水が押し寄せて来ますよ！」

「なぜそんなことしなきゃならねえんだよ？　それより、すげえ喉のどが渇かわいたんだけどさ」

「……（お茶をどうぞ）」

「ああ、ありがとう利休ちゃん！」

「……（二杯はい目）」

「おお。一杯目よりも熱くてうまい」

「……（三杯目）」

「これは熱い！　順番にお茶の温度があがり、そして量はどんどん減らされている。さすがは利休ちゃん、お茶を点てさせれば天下一だな」

「……（四杯目）」

「いやもうお腹いっぱいだから」

「……り、きゅ～（いろいろなあやしい錬れん金きん術じゆつの薬を混ぜて飲ませてみて、人間の心身がどう変化するか実験したいので、十杯は飲んでもらわないと）」

「ちょっと待てえええ！　これって人体実験だったのかっ!?」

「……（錬金術の力で、本ほん猫びよう寺じ当主のような獣けもの耳みみをはやしたい。不可能ではないはず）」

「俺は遠えん慮りよする！　それより十兵衛ちゃん、軍団を率いて大坂へ来てくれ！」

「え、今からですか？」

「これから、大坂本猫寺で決戦がはじまりそうなんだ！」

「なーんか、先輩ともども玉砕しそうで気が進まないですぅ」

「殿が私より先に玉砕するなんて、天が許してもこの鹿之助が許しません。きりっ」

「そうそう。このヘンな女はいったいなんなんですか先輩。きーっ！」

　もしかしなくても、すげえ不仲そうだなこの二人、と良晴はたじろいだ。

「信奈の戦略はこうだ。毛利軍は三木城を救きゆう援えんするために今も西播はり磨まに布ふ陣じんしているが、大坂本猫寺が足あし利かが義よし昭あきの誘さそいを受けてにわかに立ちあがったために、舞ぶ台たいは本猫寺を巡めぐる攻こう防ぼうへと移った。播磨には足利義昭と吉きつ川かわ元もと春はるが残り、小早川隆景は村上水軍を率いて大坂へ迫せまっている。しかし」

　良晴は畿き内ないの地図を広げて、これまでの経けい緯いとこれからの両陣営の動きを光秀に説明した。

「先輩、各地に書きこまれているこのバッテンは！　もしやあちこちで同時に一いつ揆きが起こりやがったですね。勝かつ家いえどのも長なが秀ひでどのも元もと康やすどのも、動けないのですね？」

「ああ。今、摂せつ津つの信奈のもとには蒲生がもう氏うじ郷さと率いる旗はた本もと親衛隊や、一益ちゃんの水軍など、わずかな兵力しかない」

「ぬぬ？　蒲生氏郷って誰でしたっけ、先輩？」

「近江おうみの名門、蒲生家から信奈のもとに人質として送られてきた義妹だよ。すげえ切れ者だが、純じゆん粋すいすぎるぶん万まん見み仙せん千ち代よよりもやっかいだよ」

「ああ。あの、古文書ばかり読んでいる鶴つる千ち代よどのですか」

「信奈は鶴千代じゃなくて、レオンと呼んでいたぜ？」

「な～にもあんな、苦労を知らないお嬢じようさまに頼らなくても」

「おいおい。同じ名門出身じゃねーか。氏郷と仲良くしろよ？」

「同じではないです。十兵衛は血筋こそ高貴ですが城を失い浪ろう人にんとして広く世間を見聞してきた苦労人、あいつは日ノ本の神話の研究なんぞに没ぼつ頭とうしていた世間知らずの箱はこ入いり娘むすめです。戦もまつりごとも学問通りにはいかないですよ？」

「なるほどなあ。たしかに十兵衛ちゃんはちょっと所帯じみてるところがあるな。対する氏郷は温室育ちの薔ば薇らといった趣おもむきだ。無む垢くそのものというか」

「むきー！　それより先輩、摂津かいわいには織田方の中ちゆう堅けん武将がわらわらいやがるはずですが」

「みんな、あちこちに付け城や砦とりでを築いてそこを固めている。本来は本猫寺への補給路を断つためだったが、いまやそこかしこで一揆が発生しているから、みんな容易には動けない。だから信奈のもとには今言った兵力しか集まっていないんだ」

　特に本猫寺と同じ上町台地の南方にある最前線の天王寺砦が落ちたら、包囲戦は失敗に終わる、と良晴が地図を閉じながら言った。

「先輩が危き惧ぐしていたとおりになったですね。自国の領民がいっせいに一揆を起こすなんて、まるで悪夢です」

「ああ。領民を殺すわけにはいかねえからな」

「民を殺したらそのぶん年ねん貢ぐと税が減りますですからね。孫そん子しいわく、お百ひやく姓しようさんと商人は生かさず殺さずですよ先輩」

「いや孫子はそんなこと言ってねーから。たぶん」

　拝みたいなら猫でもなんでも勝手に拝みやがれです、どうしていちいち信奈さまに楯たて突ついてくるですか、と光秀がいらだたしげに地じ団だん駄だを踏ふんだ。

　実は俺と信奈の醜しゆう聞ぶんも原因の一つで、と良晴はなかなか言いだせない。

　ずきずきと胸が痛んだ。

「そうです。摂津といえば、キリスト教かぶれの高たか槻つき城主・高たか山やま右う近こんがいちばんアテになるはずですが？」

「高山右近は、今回はかえって動きづらいんだ。キリシタンが本猫寺と戦ってもよいのかどうか、ひたすら悩なやんでいるらしい」

「なぜです。いっそこのままキリシタンと本猫寺門徒の宗教戦争にしちまいましょう。信奈さまが勝ったら本猫寺系の寺をぜんぶ南なん蛮ばん寺に建て替かえてやると約束してやれば、高山右近はきっと目の色を変えて獅し子し奮ふん迅じんの働きを！　必ずや摂津一円を火の海に変えるです！」

「えーと、十兵衛ちゃん？」

「見せやがれです、右近の力！　異教徒どもを薙なぎ払はらえー！」

「頼たのむから空気を読む能力を身につけてくれ」

「失敬な。いつも空気くらい読めてますっ！」

「今、大坂本猫寺には鉄てつ砲ぽう五千を揃そろえた雑さい賀か衆と、毛利からの援えん軍ぐん。これは弓隊が主力らしい。そして大坂からほど近い尼あまが崎さきの港には村上水軍が。信奈は圧あつ倒とう的てきに不利だ」

「わかりましたです。自分は陸路から信奈さまを支し援えんします。今すぐに大坂戦線へ馳はせ参じるです！」

　あのう、私は？　と鹿之助がおずおずと良晴にたずねた。

「悪いが、鹿之助はこのまま三木城の包囲を続けてくれ。毛利軍に三木城を解放されたらその時点で織田の負けだからな」

「ああ。織田家が天下をかけた決戦をはじめるこの時に、私一人だけこの草深い三木に放置されるんですね。あまりにも甘美すぎる七難八苦ですが、悲しすぎてさすがにいたたまれません。私は殿とのにとって、しょせんは外と様ざま武将なんですね……はあはあはあ」

「うきゃー！　いったいなんなんですか先せん輩ぱい、こいつは！」

「ええと。し、鹿之助はいろいろ苦労しすぎてこういう性格になったんだ、悪気はないから許してあげてよ」

「はあ。まあ、先輩がそう言うのでしたら」

「とにかく急ぐぞ！　時間がない！」

　殿はわざわざ三木まで来ておきながらこの役立たずの田舎者に夜よ伽とぎを命じられないのですか？　となぜかぶるぶる震ふるえて苦しんでいる鹿之助に「三木城の兵を飢え死にさせるな」と再び命じて、良晴は立ちあがった。

　休む暇ひまもなく、このまま光秀とともに摂津へと急行しなければならない。

「頼むぞ鹿之助。摂津では今、武将も兵力も足りない。猫の手も借りたいんだが、三木城の包囲を解くと毛利軍がいっせいに押し寄せてくるからな。もしも吉川元春が攻せめ寄よせてきたら、尼あま子こ十勇士と相良軍団の手勢だけで撃げき退たいしてくれ。できるか？」

「はっ。吉川元春はわが仇きゆう敵てきです、手の内はよく知っていますのでお任せください！」

　そんな中、利休は「……（茶室を片付けてからゆるりと行く。そちらは一刻も早くお戻もどりを）」と無言で良晴をうながすと、持ち運びできる便利な茶道具一式をぱたぱたと片付けはじめた。




　良晴と光秀は、道中、ひさびさに二人きりとなった。

　だが良晴は「恋こいを捨てろ」と諫かん言げんする氏郷が信奈の前に現れたことが気がかりで、光秀のいつものボケにうまく対応できないでいる。

「あのー。先輩を旦だん那なさまとして母上に紹しよう介かいしたいのですが」

「ああ、いいんじゃね？」

「むきー！　なんですかその薄うすい反応は。先輩、もしかして十兵衛の言葉を聞いていませんねっ！」

「おっと、しまった！　まさかすでにお母さんが待機しているとかっ？」

「母上は坂本城にて、病で臥ふせっていますです。こんなところまで連れてこられませんです」

「えっ？　そ、そうか。ごめん」

「いえいえ。母上が快かい癒ゆしたあかつきには、いつでもどこでもさくっと先輩を紹介して祝言の日取りを決定いたしますから！」

「しまった。十兵衛ちゃんが一いつ瞬しゆんしおらしい表情を見せたので油断した！」

「この十兵衛が丹波を攻め取ったらその時は問答無用待ったなしで祝言ですよ先輩！」

「いや、だから、その話は」

「早く先輩のもとに嫁とついで、母上に安心していただかないといけないです」

　またこのパターンか、十兵衛ちゃんも進歩がないなあ、と良晴は苦笑した。だが。

「……実は、坂本城の母上の容体が悪化していて、とても危ないのです」

「容体が悪化？」

「うわごとのように、私の祝言が見たい、と繰くり返しておられるそうです。もしかしたら十兵衛が祝言をあげる姿を見せれば持ち直すかも、と曲ま直な瀬せベルショール先生が」

「じゅ、十兵衛ちゃん？　お母さんの病が篤あついってことか？　一大事じゃないか！」

「ん、まあ、一大事かもしれない……ですね……」

「そんな切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようだったなら、なぜ播磨に残ったまま動かなかった。どうして今まで黙だまってたんだ？」

「山中どのにこんな話を知られたら、私を暇にしようと勝手に決めて三木城に特とつ攻こうしやがるです。下手したら『私が死ねばなにもかも丸く収まるんです』とかおかしなことを言いだして毛利の本ほん陣じんまでのこのこ死にに行きかねないです」

「それはそうかもしれないけどさ。お母さんをこのままにしていちゃまずいぜ!?」

「だいじょうぶです先輩、十兵衛はこの大事な時に戦線を離はなれたりはいたしません！　明智十兵衛光秀は、信奈さまのために一日たりとも休まずがんばるのです！」

「でも」

「勝ちゃいいんです、勝てば！　和わ睦ぼくを破ったずっこい本猫寺なんかこの十兵衛が一日で倒たおしてやるです！」

「下手したら何年もかかる長い戦になるぜ、今回は」

「先輩は、十兵衛に母上の命と信奈さまの天下のどちらかを選べと言うですか!?　どちらも同時に手にすることは十兵衛にはできないと？」

「いや、そんなつもりはないよ。でもな」

「お任せあれ。十兵衛はこう見えても先輩とは出来が違ちがう天才ですよ。颯さつ爽そうと戦って母上の命も信奈さまの天下も、どちらもさくっと手に入れるです！」

　光秀の悲しげな作り笑いが、良晴がなにを言おうがもう彼女の覚かく悟ごを動かすことはできないという真実を明確に語っていた。

（そんな。いつまでも十兵衛ちゃんをこのままにしておいていいんだろうか、俺は）

　そうだ。

　天下万民の声を代弁する氏郷が、信奈に決断を迫っている。

　これ以上、この三人のあいまいな関係を引き延ばしていてはならない。

（だからって、信奈とは結ばれないから十兵衛ちゃんを選ぼうだなんて日ひ和よるのは最低だ）

　俺が決断しなければならない時もまた近い、と良晴は気づいた。

（なにもあきらめないと俺は誓ちかったが、俺の魂たましいはひとつしかない。先に十兵衛ちゃんと出会っていれば、もしかしたら俺は……だが、人生は一度きりしか、生きられないんだ）

　俺と信奈とは、身分の壁かべを越こえてほんとうの恋人同士になっている。信奈の天下布武の夢にとって、俺の存在は巨きよ大だいな障害になる。もしも二人の関係が公然のものとなった時、十兵衛ちゃんはどう思うんだろう、と思うと良晴はいたたまれなくなった。




　　　　※




　いきなり出で端ばなをくじかれた信奈と九鬼水軍は、堺さかいに集結したまま着々と決戦準備をはじめていた。

　小早川隆景の言葉どおり、裏をかかれた信奈はすでにこの戦での主導権を奪うばわれている。もはや、隆景が敷しいた路線の上で戦わなければならなかった。

　勝家も長秀も元康も信のぶ澄すみも各地の一いつ揆きに釘くぎ付づけにされて動けず、相良良晴軍団も播はり磨ま戦線から動けない。

　いまや、遊軍として唯ゆい一いつ動ける明智光秀と、織田方の水軍を率いる滝川一益の二人が勝敗の鍵かぎを握にぎることになった。

　とりわけ、水軍の将・一益の動向がこれまでになく重要となっている。

「み～んな、姫ひめに期待しているのじゃ。今までよっしーやみっちゃんの陰かげに隠かくれて地味じゃったが、やっと姫の時代が来たのじゃ！」

　一益は「あたしは祝言をあげるので志し摩まへ」と何度も逃とう亡ぼうを企くわだてる九鬼嘉よし隆たかを執しつ拗ように押しとどめ、村上水軍に怯おびえる堺の町衆たちに「堺を」「守ってや」「たのんます」と伏ふし拝おがまれて得意満面。

　信奈に帰順した津つ田だ宗そう及ぎゆうは（あの方はたしか、茶器に目がないとか）とすかさず一益を自宅に招き、機き嫌げんを取っていた。もちろんそれだけが一益を自宅に招いた理由ではないのだが、もうひとつの理由はすぐに明らかになる。

　めずらしい茶器をわけてもらえると聞いて大喜びで津田宗及の屋や敷しきに泊とまっていた一益のもとに、その日、二人の来客が訪れることになった。




　二人は茶室の門前で鉢はち合あわせになった。

　南蛮風の黒衣に身を包みロザリオを握りしめた蒲生氏郷と、「滝川さまをお招きしました。すぐにおいでください」と津田宗及に呼ばれた雅みやびな麻ま呂ろ姿の関白・近この衛え前さき久ひさである。

　挨あい拶さつをせねばならない二人だが、会話もはずまない。

「ぐぬぬ。き、キリシタンがいったい何用でおじゃる」

　近衛はどういうつもりか大きな黒い籠かごを背負っている。

　氏郷は、相変わらず古文書をぎっしりと詰つめこんだ台車を引いている。

　この異様な構図は、完全に「間ま違ちがい探し」だ。

「あなたこそ。関白ともあろうお方がそんな荷物を背負ってまで織田家の一家臣にどのようなご用？」

「そそそそちには関係のないことでおじゃる！　そちが、三種の神器・草くさ薙なぎの剣つるぎを熱田神宮から持ち出したとか！　なんたる不敬な！」

「ふん。少しの間、貸してもらっているだけよ。それにもう、左さ近こんさまにお渡わたししたわ」

「御ご所しよに返すでおじゃる！」

「その話はまたいずれ。それより、この南なん蛮ばん渡わたりのコインを投げるわ。裏が出るか表が出るかで、左近さまに会う順番を決めません？　私は表に賭かけるわ」

「えーい、ごまかすでないわっ！　……麻呂は裏でおじゃる」

「それでは投げるわね。はい残念、表でした」

「おのれええええ！　関白を待たせるとはいい度胸でおじゃる！」

　こうして、先に一益に会う来客は信奈の義妹・蒲生氏郷となった。




　　　　※




「おお、蒲生氏郷。こんどこそ、茶器を持ってきてくれたのかの」

「ごきげんよう、左近さま。古文書でしたら、さしあげるけれど。『先せん代だい旧く事じ本ほん紀ぎ』なんてどう？　あなたの相方の九鬼嘉隆が志摩の古社で手に入れた『大たい成せい経きよう』もお勧すすめよ。聖しよう徳とく太たい子しによる未来予言書『未み然ぜん本ほん記ぎ』が収録されているわ」

「聖徳太子の予言書？　そーんなあやしげな古文書など要らないのじゃ。姫が信じるものは確実にこの手に取れる茶器じゃ、茶器。姫は津田宗及から茶器を見せてもらうのに忙いそがしいのじゃ。もらえるのは一個だけじゃからな、慎しん重ちように品定めせぬと」

「お姉さまは前ぜん哨しよう戦せんで小早川隆景さまの知略に敗れ、大坂本ほん猫びよう寺じはいまや難なん攻こう不ふ落らくに。この合戦に勝利するためには、織田家の武力だけでは難しい。敵が一カ所に集結したところで、三種の神器を用いて『天岩戸開き』を行う必要があるわ」

　その三種の神器は今、ことごとく滝川一益の手許にある。蒲生氏郷から草薙剣と八や尺瓊さかにの勾まが玉たまを託たくされた一益は、以前志摩イスパニア島の鬼おに騒そう動どうの際に伊い勢せ神宮から持ち出されたこともあった八や咫たの鏡かがみをも「姫は伊勢神宮の巫み女こじゃからの」と伊勢神宮から取り寄せて手許に置いている。

「神器を用いてお姉さまご自身が新時代の神にならなければ、同じ日ノ本の人間同士が長々と殺しあうことに。お姉さまの美しい夢を血で汚よごしてはいけないわ」

「まあ一応、手許にぜんぶ揃そろえてはみたがの。が、のぶなちゃんは使いたがっておらぬ」

　一益は、信奈の義妹という立場にいる氏郷を前にすると妙みように心が乱れる。

　ましてや氏郷が信奈と良晴の恋を引き裂さこうとしていると知った今となっては。

「そもそも、のぶなちゃんは神器なしには本猫寺との戦に勝てぬのか？」

「武力だけでは困難だわ。神器を用いて神の力を門徒たちに知らしめれば、相良良晴の件で民心を失っているお姉さまは門徒衆をはじめとする領民の支持を得られるはずよ」

「では、よっしーとの恋のほうはどうなるのじゃ？」

「お姉さまは生しよう涯がい純潔を守る神聖なる処女王になるのだから、相良良晴はあきらめてもらわないと。これまでの織田家への功績をかんがみて、手厚く扱あつかえばいいでしょう？　堺で織田家の御ご用よう商人にでもなってもらって、はぁれむとやらを作らせてお姉さまのことをすっぱり忘れていただきましょう」

「お前は噓うそつきではなさそうじゃが、古めかしい神話だの宝具だのを調べ回っているお前の背後には、どうもなにかありそうなのじゃ。ことに勾玉の入手経けい緯いがあやしいのじゃ」

　一益は「それではお茶をいただくわね」と前まえ屈かがみになった氏郷の額に、すばやくてのひらを押し当てていた。

「そもそも、なぜ南なん蛮ばんの宣教師が村上水軍を通じて勾玉をそちに贈おくったのじゃ」

　氏郷は、（なにが起きているのかわからない。口が、勝手に動いている）と驚きよう愕がくしながら、答えていた。

「……ドミヌス会の新たなジパング支部長ガスパールさまは、世界各地の神話や伝承、宝具を調査してこられたお方。三種の神器をはじめとする日ノ本の宝具にもお詳くわしいの。ほんものの勾玉が壇だんノの浦うらに沈しずんでいることも、ガスパールさまが突つき止められて、自ら村上水軍の捕ほ虜りよとなって勾玉を引き上げさせたの」

「なぜ、勾玉を自ら用いず、そちに？」

「ジパングのクィーンであるお姉さまが三種の神器を揃えれば、天あま照てらす大おお神みかみに匹ひつ敵てきする奇き跡せきを起こせば、地上の神となれる。本猫寺門徒たちもひれ伏す。王権だけでは乱世は終わらせることができない。ジパングの王が、神権をも手に入れる。それがジパングの戦乱を終わらせる唯一の道、とガスパールさまが。私自身も、あのお方と同意見だったから──」




　氏郷の額にてのひらを当てている間、一益の心の中には、氏郷の断片的な記き憶おくが流入している。近江おうみの名門に育った、苦労知らずのお嬢じようさまだと、一益は思っていた。

　だが、氏郷の途と切ぎれ途切れに乱れた記憶は、凄せい惨さんで痛ましいものだった。

　蒲生家が仕えていた六ろつ角かく承しよう禎ていは、都の支配権と足利将軍を巡めぐって絶え間なく三み好よし家と抗こう争そうし、北近江の浅あざ井い久ひさ政まさと戦いこれを従属させ、猿さる夜や叉しや丸まるとその母を人質に捕とらえた。

　近江国内と隣りん国ごくとで、果てしなく続く合戦。内乱。飢き饉きん。陰いん謀ぼう。暗殺。

　さらには、主君・六角承禎の好色さに起因する数々の悲劇。あまつさえ、六角承禎は普ふ通つうの女には飽ほう食しよくしたらしく、倒とう錯さくした幼女趣しゆ味みの持ち主だった。

　幼かった氏郷自身、観かん音のん寺じ城の一室で「主君の命令である」と六角承禎に襲おそわれ、危うく汚されそうになった。

「鶴千代よ。愛らしいのう。儂わしはまだ壮そう年ねんじゃが、もう心が老いた。都を巡る戦いと陰謀に明け暮れ、この現世に倦うんだ。戦はもう嫌いやじゃ。ことに、都に巣くうあの妖よう婦ふ・松まつ永なが久ひさ秀ひでなど、絶対に相手にしとうない。女は魔ま性しようぞ……じゃが、幼子は別じゃ」

　六角承禎は目を血走らせ息を荒あららげながら、氏郷を押おし倒して細い腕うでをつかんできた。

「のう、鶴千代。儂は風流の道に逃にげたくとも、大人の女が相手では、奮い立つことすらできんようになってしもうたのだ。奴やつらはいつ儂に毒を盛るかわからぬ。六角家を奪い取ろうとするやもしれぬ。おぬしのような幼い娘むすめしか信じられぬのじゃ。哀あわれな老人である儂をその無む垢くな身体からだと心とで癒いやしてはくれまいか」

　そのしわがれた猫なで声と、ささくれだった太い指が、そして得体の知れないけだもののような飢うえた視線が、幼い氏郷を恐きよう怖ふさせた。この人は壊こわれている、と思った。

　父・蒲生賢かた秀ひでがすんでのところでかけつけ、氏郷を無事に奪い返したが、もしも賢秀が機転を利かせて氏郷を守りに来なければ──氏郷は、あの醜しゆう悪あくな男の餌え食じきにされて、弄もてあそばれていただろう。しかも、ひとたび弄ばれてしまえば、二度、三度と悪夢が続いたであろう。

　少年でありながら、「近江一の美形」とうたわれていた猿夜叉丸でさえ、何度も承禎に手込めにされかけ、ついには小お谷だに城へと脱だつ走そうしたのだという。

　そんな六角承禎とその息子むすこが、いきなり六角家の宰さい相しようを惨ざん殺さつしたことから観音寺城を追われて近江が一時無政府状態となった「観音寺騒そう動どう」も、もとはといえば承禎の好色が原因であった。宰相の幼い娘を横取りするために、上意討ちにしたのだ。

　氏郷は、もう六角家などこのまま滅ほろび去ってしまえばいいと思った。

　だが、氏郷の父・蒲生賢秀は、六角承禎と家臣団を和解させ、承禎を観音寺城へと呼び戻もどした。なぜならば、国が乱れれば真っ先に領民が飢えて死んでいくからである。

　田畑を荒あらされて飢える領民たち。現世に絶望して本猫寺門徒となり、一揆で命を散らしていく流民たち。彼らをみかねた蒲生賢秀は、氏郷にせつせつと説いた。

　承禎のような非道の悪王は決して許されないが、それでも国には王が必要なのだと。王がいなければ、この乱世はどこまでも続き、領民たちがみな不幸になっていくのだと。お前の貞てい操そうはこの父が必ず命を賭けて守る、だから今は領民たちのために承禎を観音寺城へ迎むかえることを承知してくれと。

　氏郷は、「あんなけだものには二度と関わりたくない、触ふれられるだけでもいや」と泣きながらも、父の言葉にうなずいた。そんな氏郷が「神」を探しはじめたのは、六角承禎のような「ただの人間の王」に失望したからであった。

　日ノ本は六十余国に分ぶん裂れつし、無数の王が乱立している。立派な王もいれば、悪逆非道な王もいる。が、誰だれも、日ノ本を統一することができない。「王の中の王」である足利将軍はもはや死に体である。民衆は、人間の王に絶望している。明確な目的も大義もなく、私し利り私し欲よくのために合戦を続ける武家に失望している。本猫寺に続々と門徒が押し寄せて一揆を続けるのは、彼らが人間を超ちよう越えつした存在──「神」による救いを求めているからだ。

　そこで、一益の意識の中へ流れ込んでくる氏郷の記憶はいちど途切れた。

　次に一益の脳裏に浮うかび上がった映像は、大兵力を率いて近江の街道を行軍する、馬上の信奈の姿だった。

　その瞳ひとみは、日輪のように激しく燃え上がっていた。

「私は今、地上に神を見つけた」という氏郷の強きよう烈れつな感情。

　そして。

　殺して、という氏郷の悲鳴のような祈いのりのような声が、一益の耳に突き刺ささっていた。




　一益は、そこでてのひらを氏郷の額から外していた。

　これ以上は、耐たえられない。限界だった。

「……左近さま？」

「……なんでもないのじゃ。勾玉の入手経緯については、納得したのじゃ。じゃが、『天岩戸開き』とはほんとうに、合戦に用いる兵器なのかの？　違ちがっていたらどうするのか？」

「私は、そう確信しているわ。ただ……」

「ただ？」

「私の推測が正しければ、『天岩戸開き』が、光を用いた神話時代の兵器である可能性は九割程度。実際に発動させてみなければ、私の推測が十割確実だとは言い切れないわ。あるいは、私の想定外の別のなにかである可能性も、一割はある。それがどのようなものなのかは、わからないけれど。もしも私の推測が外れて、お姉さまが窮きゆう地ちに追い込まれてしまった時は……キリシタンだから自害はできないけれど、責任は必ず取るわ」

「……よくわかった。そちは、のぶなちゃんを騙だまそうとしているわけではないの。じゃが、そち自身がガスパールとやらに騙されているかもしれぬ。日ノ本の裏側の世界から来た南なん蛮ばん人じんが三種の神器にそれほど詳しいのは、どう考えてもおかしいのじゃ」

　待って、左近さま？　あなたは今、どんな忍しのびの技を用いたの？　どうして私は自分でも意識しないうちに、ガスパールさまのことをあなたに語ってしまっていたの!?　と氏郷が尋たずねたが、氏郷の誰にも知られたくない記憶を覗のぞいてしまった一益は、長年の戦に心をむしばまれた六角承禎の荒あら々あらしくおぞましい息づかいに震ふるえながら「忍びの技ではない。姫ひめが生まれつき持っている他心通の力じゃ」と答えていた。

「生まれつき……？　天あま津つ神かみの一族でもない限り、まさか」

「忘れよ。人には誰しも、知られたくない過去がある。姫も、忘れるのじゃ」

「……左近さま……？」




　氏郷が退室したあと、こんどは近衛前久が「今日のことは他言無用でおじゃります」と恭うやうやしく、しかしなぜか巨きよ大だいな籠かごを抱かかえて茶室に駆かけこんできた。氏郷の記憶を追体験した一益はまだ、動どう悸きが収まっていない。しばらく寝ね込こみたかったが、その時間はなかった。

「なんじゃお歯黒、その籠は。おみやげにしては大きすぎるの」

「たっ、滝川左近さま。あのキリシタン娘にたぶらかされてはなりませんでおじゃる」

「ほう。関白からさま付けされるとは、姫も出世したものじゃ」

「織田信奈は南蛮にこの国を売るつもりでおじゃります。左近さまが今手にされておられる三種の神器すべてを、奪うばうつもりでおじゃります。姫巫女さまを廃はいしたてまつり、己がこの国の神事まですべるという野望をあらわにしてきたでおじゃります」

「考えすぎじゃ。そういうヘンな野望は、のぶなちゃんにはないぞ。たぶんの」

「家臣団の謀む反ほんを怖おそれて、黙だまっているだけでおじゃります」

「お歯黒。気持ち悪いから、その、おじゃりますという語ご尾びをやめい。いったいなんの用で来たのじゃ？　姫は、ちと疲つかれておるのじゃ」

「重ねて他言無用。実は麻ま呂ろが用いていた影かげの軍師が、言うことをきかず勝手に陰謀を進めているでおじゃります。麻呂と津田宗及からかすめ取った軍資金を用いて織田信奈と本ほん猫びよう寺じの合戦をいよいよ泥どろ沼ぬま化かさせようと各地の地じ侍ざむらいどもを煽あおっておりまして、この国はいまや応仁の乱以上の乱世になろうとしている次第」

　近衛が見るからにやつれて憔しよう悴すいしきっているのは、影の軍師が自分の手を離はなれていよいよ暴走をはじめたことに疲れたからだろう。

「ふーん。影の軍師のう。誰か知らぬが、お歯黒が用いたのなら、お歯黒の責任なのじゃ」

「麻呂が割腹しても、やつはもう止められぬでおじゃります！」

「お歯黒に足りぬものは兵力。おおかた影の軍師とは、武家であろう。のぶなちゃんに近江を奪われて甲こう賀がへ逃げ込んでおる、根性なしの六角承禎かの？　のぶなちゃんの居留守ばかりを狙ねらって、甲賀から出てはひっこみ、出てはひっこみしているだけの」

「い、いえ。承禎ではないでおじゃります。もっとおぞましい凶きよう悪あくな武将でおじゃります。承禎などは、あの者に頭があがらず、顎あごでこき使われているだけでおじゃります」

「誰であろうが心配いらぬ、最後には三種の神器を揃そろえたこの姫が勝つ。蒲生氏郷は三種の神器を使えば本猫寺との合戦に勝てると言うておったぞ。心配無用じゃ」

「いいえ、あのキリシタン娘の言いなりになってはならぬでおじゃります！　滝川さまが信しん頼らいされるべきは、このお方でおじゃります！」

　近衛は、巨大な籠をそろり、と持ち上げてみせた。

　籠の中に隠かくれていた者は、一益と生き写しの幼い巫み女こだった。

「滝川さまの実の姉にあたられます、姫ひ巫み女こさまでおじゃります」

　織田信奈が「本物」の勾まが玉たまを手に入れて三種の神器を揃え、全国に無数の門徒を持つ本猫寺との宗教戦争を開始。その背後には謎なぞの南蛮宣教師。さらには、影の軍師が近衛とやまと御ご所しよを切り捨てて天下盗とりのための暴走をはじめていた。いまや、御所と姫巫女の存続が、危うい。この前代未聞の国難に直面して窮きゆうした近衛は、自ら禁を犯し、姫巫女を滝川一益のもとへ──伝国の三種の神器を揃えた「妹」のもとへと連れて来たのだ。

　姫巫女は常に御み簾すに隠れている立場だから、この二人の顔を両方知っている人間は、数少ない。

　二人がまるで双ふた子ごのように似ていることに気づけたのは、織田家周辺では相良良晴と近衛くらいであろう。

「な、なんじゃと!?　ひ、姫がもう一人？　これは手品なのか？」

「……これは……」

　姫巫女と一益は、目の前に座っているもう一人の自分を食い入るように見つめた。

「姫巫女さまは実は双子でおじゃります。妹ぎみのほうは、いずれ姫巫女さまの位の相続を巡って厄やつ介かい事ごとが起こるからと、御所の慣習に従って甲賀の里へ。どうやら、その妹ぎみこそがあなたさまだったのでおじゃります」

「あ、ありえぬ。お歯黒、今さらなにを言いだすのじゃ？　それでは姫は……」

「もっ、申し訳ございませぬ！　これは先々代の関白がひそかに施ほどこした処置。姫巫女さまはもちろん、この麻呂すらつい先日まで知らなかった古い話でおじゃりまして」

「噓うそじゃ。たばかるなお歯黒。信じられぬ！」

　一益は、どうしても納得できなかった。

「うははーっ！　お怒いかりはごもっともでおじゃる！　しかし血は水よりも濃こし。なにとぞ、なにとぞ姫巫女さまに忠節を誓ちかい、やまと御所と日ノ本の国難をお救いくだされ。どうか、第二の楠くすの木き正まさ成しげ公とおなりあそばされますよう」

　近衛が震えながら這はいつくばって、一益の袖そでにすがりつく。

　一益は、「イヤじゃ！　姫に触さわるでない！」と怒ど鳴なりながら近衛の頭を踏ふみつけていた。

　姫巫女はただ、悲しげにそんな一益の姿を凝ぎよう視ししている。

「知らぬ。姫は織田家に仕える武士じゃ。勝手に甲賀に捨てておいて、今さらやまと御所のために働けと都合のいいことを言うでない。わが姉はのぶなちゃんだけなのじゃ！」

「慣習でおじゃります。天に二人の王がないように、御所に二人の姫巫女さまがいてはならぬでおじゃります。これも、御所が二つに割れたあの南北朝の動乱を二度と繰くり返さぬため。せめて伊い勢せ神宮の斎さい宮ぐうの習わしが残っていれば、片方を斎宮にできたものを」

「なにが慣習じゃ。ひとたび姫を捨てたなら、生しよう涯がいこのことを姫に知らせずにずっと黙っていればよかったのじゃ！　そもそも、これまでのぶなちゃんを殺そうとこそこそ薄うす汚ぎたない陰いん謀ぼうを企たくらんできたうぬのためになど、姫は絶対に働かぬ！」

「すべては日ノ本のため。麻呂ではなく、姫巫女さまのおんために、なにとぞ」

「うるさいのじゃ。姫はのぶなちゃんの妹分なのじゃ。こんなふざけた慣習など、御所ごと潰つぶれてしまうがよいわ！」

「どうか三種の神器をやまと御所に返へん還かんしてくださりませ。三種の神器をキリシタンの手に渡わたしては必ずや取り返しのつかぬことに。あれは、姫巫女さまが持つ神権の象しよう徴ちようそのもの。もしも南なん蛮ばん人に奪われたら日ノ本は南蛮の領土になりはてるのでおじゃります！」

「そのような大事なものなら、熱田や伊勢や壇だんノの浦うらになぜ放置したのじゃ。それも慣習かの？　姫を猫の子みたく捨てたように！」

「八や咫たの鏡かがみはいにしえより伊勢神宮に祀まつられねばならぬ決まり、草くさ薙なぎの剣つるぎもまた同様の理由にて熱田神宮に、というのが建前でおじゃります。ですが実は、都の御所にすべての神器を揃えてしまうと姫巫女さまの位を巡めぐって神器の奪いあいが起こるためでおじゃります！　ゆえにそれぞれを各地の神社に分散し、神人の武力と神社の権けん威いとで二重に守らねばならなかったのでおじゃります！」

「三種の神器がそれほどの力を持つというのか！　ただのがらくたではないのか!?」

「がらくたではありませぬ！　天照大神の直系・天津神一族より伝わりし八咫鏡と八や尺瓊さかにの勾まが玉たま、そして出雲の古き神・八や岐またの大蛇おろちから国くに津つ神かみの始祖・素す戔さの嗚おの尊みことが手に入れし草薙剣。この三つの神器はそれぞれ、絶大な霊れい力りよくを持っているでおじゃります！　来たるべき国難の際に、神器はあと一度だけ『天岩戸開き』なる奇き跡せきを起こし、日ノ本を救ってくれるという伝説が御所には代々伝わっているでおじゃります！　ただ勾玉だけは源平合戦の折に平家とともに壇ノ浦に沈しずみ、それ以来失われていたでおじゃります。貧ひん窮きゆうする御所には海をさらって勾玉を捜そう索さくする銭などもちろんなく、偽にせ物ものを御所に置いて、本物はそのままに。むしろ三つが揃わなくなったので、かえって見つからぬままのほうが安全と」

「～～～!!　姫も、見つからなかったほうがよかったのであろうな！　お歯黒！」

「あいや、決してそのようなことは！　日ノ本最大の危機を前に、巡り合うはずのない尊い姉妹が奇跡的に巡り合った、これも天意でおじゃります！」

　一益は突とつ然ぜん、今まで生きてきた日々のすべてをひっくり返された気持ちだった。

（わが姉はのぶなちゃんだけじゃ。そのはずじゃ。しかし）

　一益は、もう、どうしていいのかわからなくなっていた。

　姫巫女の額に小さな手を押し当てて、叫さけんでいた。

「そちは、ほんとうに姫巫女さまなのかの？」

「……ちんが、ひみこである」

　姫巫女は、目に涙なみだを浮うかべながら、答えていた。

　だが一益の「他心通」の力よりも、姫巫女の力のほうが上回っていた。だから、この時。

　一益の手が触ふれた瞬しゆん間かんに、姫巫女の意識の中に、一益の記き憶おくが流れこんできた──。




　　　　※




「津つ島しまのお祭りは楽しかったのじゃ。船がたくさん浮かんでいたのじゃ」

「ふふ。左近はそうして笑っているほうがかわいいわよ」

　深夜。

　津島の湊みなとから、川を下って、伊い勢せ湾わんへ。

　灯とう籠ろうで美しく着き飾かざったたくさんの巻まき藁わら船を満まん喫きつした一益は、信奈の肩かたの上に乗ってういろうを頰ほお張ばっていた。

「来年も祭りに加われるかのう」

「ねえ左近。わたしは妹がほしかったの。わたしにはかわいい弟はいるけれど、妹はいないの」

「尾お張わりのお姫さまなら、妹くらいよりどりみどりではないかの」

「犬いぬ千ち代よや勝かつ三さぶ郎ろうをはじめ、かわいい妹分は何人かいるけど。でも譜ふ代だいの家臣をほんものの家族にはできないのよ。身分の垣かき根ねを崩くずしたら、お家いえ騒そう動どうの種になっちゃうから」

「ふうん。お姫さまの身分ってのもたいへんじゃな。同じ姫でも忍しのびの姫とは違ちがうの」

「だからわたしは、自分の家臣とは恋こいもできないそうよ」

「なんと。鯉こいも食えぬとは、のぶなちゃんはかわいそうじゃな。ぐすっ」

「ちょっと話が嚙かみ合っていないけど、まあいいわ。だからね、左近はわたしの家臣にならなくてもいいのよ。わたしの妹になりなさい」

「のぶなちゃんは身分もわからぬあやしげな者を簡単に信用しすぎるのじゃ。もうちょっと姫ひめの身元調査を念入りにやったほうがいいのじゃ」

「そうかしら？　どこから来たのかもわからない人のほうが、謎めいていてずっと素敵だわ。なんっていうか、左近は自由人って雰ふん囲い気きで、憧あこがれちゃうわ」

「ま、姫も自分がどこから来たのか、さっぱりわからぬからの」

「そうなの？　甲賀から来たんじゃなかった？」

「フッ。姫の人生を振ふり返ると、思えばいろいろあったのじゃ」

「あんた、人生を振り返れるほど長く生きてないでしょ」

　出会ってまもない一益と信奈は、津島の天王祭を満喫しながら、すっかり意気投合していた。

　二人ともなによりも川や海が好きで、そして華はなやかな祭りが好きだった。

「ねえ左近？　妹になるの、ならないの」

「のぶなちゃん。戦船が流れてきたのじゃ」

「え？　ほんと？」

　そんな二人の前に、戦に敗れて沈ちん没ぼつ寸前となっていた一艘そうのボロ船が流れ着いたのは、偶ぐう然ぜんとしてはあまりにもできすぎた話だった。

「うわ。よく沈まずにここまでこられたのじゃ。生きている人間は乗ってるかの？」

「左近、幽ゆう霊れい船せんだったりしてね」

「いたいけな童女に怪かい談だんをささやくのはやめい」

「……お願いします……む、婿むこを……じゃなかった、水を……」

　この時、沈没寸前の安宅船・鬼き宿しゆく丸まるから這いだしてきて一益と信奈とはじめて出会った海の落ち武者こそが、伊勢志し摩まから追われて息も絶え絶えに尾張まで流れ着いた海の女・九鬼嘉隆。この時すでにそろそろ婚こん期きを逃のがしつつあるお年とし頃ごろだった。

　沈みかけている船の甲かん板ぱんで、信奈は九鬼嘉隆に水と魚料理を振る舞まってみせた。

　しばらく飲み食いできなかった九鬼は「このご恩は生涯忘れませんっ」と泣きながら魚を食い、水を飲み、尾張名物のういろうをいただいた。

「あむあむ。これが尾張が日ノ本に誇ほこるういろうですか。うまいです！　名乗りが遅れました、あたしは、志摩で女の子だけの海かい賊ぞく稼か業ぎようを営んでいた九鬼嘉隆という者です！」

「へええ。女海賊ってめずらしいわね。おっぱい大きいし、どことなく六りくに似てるけど、やっぱり武勇には優れていても知力はいまいちなのかしら？」

「のぶなちゃんは、あやしげな者を餌え付づけするのが好きじゃの。少しは警けい戒かいするのじゃ」

「そう？　左近よりはあやしくないと思うけど？」

「察しはついたぞえ、くっきー。おおかた伊勢志摩で女の子ばかりの海賊団をやっていたところを『海の上に女が船で出るのは不ふ吉きつじゃ』と因いん縁ねんをつけてきた男海賊どもにハブられて追い出されてきたのじゃな？」

「こらチビ！　あたしはこう見えて繊せん細さいなんだから、そうはっきり言うなっ」

「要は、海賊の縄なわ張ばり争いに敗れたってこと？」

「ううう。そうです信奈さま。あたしたち九鬼海賊衆は、地元の男海賊どもに戦いを挑いどまれました。九鬼海賊衆の総大将はあたしの姉だったんです。あたしは副将でした。このたびの戦いでその姉を討たれ子分を大勢失い、こうして生き恥はじをさらしています。正直、再び志摩に戻もどるのはおそろしいです……」

「そうなの、お姉さんを……」

　九鬼家はもともとは紀州の熊くま野ので海賊業を営んでいたが、なんらかの理由があって数代前の当主が志摩へとシマを移し、勢力の拡大に努めるようになったのだという。

　故に伊勢志摩では、九鬼家はある意味、外と様ざま扱あつかいを受けていた。

　ことに、嘉隆とその姉・浄きよ隆たかの姉妹が、九鬼海賊衆の子分を女の子限定にして仕切るようになってからは、地元の男海賊衆との対立が激しくなり、ついに男海賊衆たちは伊勢国司の北きた畠ばたけ家を担ぎ上げて九鬼に戦いを挑んで来たのだった。

「は、はじめは負ける気がしていませんでした。男海賊どもが束になってかかってこようがなんでもない、この伊勢志摩であたしたち姉妹に勝てる海賊などいるわけがないと思っていたんです。ところが、北畠家側を率いていた武将が、とてつもなく強かったんです。そいつの策にかかって、九鬼海賊衆は不慣れな陸地におびき寄せられ、袋ふくろだたきに」

「北畠家ねえ。たしか当主の具とも教のりは塚つか原はら卜ぼく伝でんから免めん許きよ皆かい伝でんを受けた剣けん豪ごうだというけれど、そこまで合戦に強い武将がいたかしら？」

「はい。つい最近伊勢に流れてきたよそ者だそうで、虎とらのような大男です。覆ふく面めんをつけていましたが、化け物じみた目つきの持ち主で、『無む人にん斎さい』と名乗っていました。その大男が、縦じゆう横おう無む尽じんに陸の上の兵を進退させて……そこから先は、船に逃にげ込んで戦場を離り脱だつするので精せい一いつ杯ぱいでした」

「無人斎？　たしか、自分の娘むすめによって甲か斐いから追放された武田信のぶ虎とらが、そんな名前を名乗っていたような……戦には強いけれどもあまりにも暴ぼう虐ぎやくだったので、甲斐の領民や家臣団から見放されたのよね。隠いん居きよ先の駿する河がでも今いま川がわ家を乗っ取ろうと暴れていたとか」

「その武田信虎かもしれません。わが命令に従わぬ者は許さぬ、と敵よりも味方を次々と斬きり殺していました。老いてはいましたが、すさまじい剛ごう力りきの持ち主でした。今までは統制などとれずにばらばらに戦ってきた男海賊衆が、みな震ふるえながらあの男の言いなりになり、決死の形相で一丸となって攻せめ寄よせてきたんです。あれでは、勝てません。海へ逃げてからも、無人斎は男海賊どもを率いて執しつ拗ように追つい撃げきしようとしてきました。姉は、あたしを逃がすために敵の船団へと突とつ撃げきして……」

　九鬼嘉隆の奥歯がかちかちと震えていた。自分では気づいていないようだったが、大おお粒つぶの涙をこぼしている。

「海の戦に敗れるということは、死を意味します。あたしの母も祖母も、海で死にました。海の上では、板一枚の下は地じ獄ごくなんです」

「じゃあ、織田家に仕える陸の武士にならない？」

　九鬼嘉隆は、「いえ」と首を横に振って信奈の誘さそいを断った。

「それはお断りします。あたしは海に生まれ海に育ちました。どれほどおそろしい場所であっても、海以外にあたしの生きる場所はないんです！」

　姉の戦死、ぶざまな敗戦、沈没や餓が死しの恐きよう怖ふと戦いながらの敗走。経験したばかりの恐怖に震え涙を止めることができないにもかかわらず、九鬼嘉隆はなおも海を選んだ。

「なんといっても海には陸の武士が得ることのできない、自由がありますから！」

　九鬼嘉隆は、これほどの挫ざ折せつを味わってもなお、志摩の海に戻りたいという一念でここまで生きのびてきたらしい。

　何度も声を詰つまらせながら、海への思いを訴うつたえ続けた。

「陸の上には関所があり、国境があり、さまざまな壁かべがあります。でも海はどこまでも海です。ひとたび海に出た海賊を遮さえぎるものはなにもなく、望めばどこまででも行けます。常に死と隣となり合わせの自由ですが、それでも命を賭かけるだけの価値があります！」

　信奈も一益も、九鬼嘉隆の言葉に思わずうなずいていた。

「海は、どこまでもつながっているものね──津つ島しま湊みなとも、はるか彼方かなたにあるという南なん蛮ばん諸国までも、つながっているんだわ」

「そうなんです、信奈さま！」

　一益は「生まれた故郷をそれほど好きになれるなんて、幸せなことじゃ」と九鬼嘉隆の日焼けした横顔をまぶしそうに見つめている。

「信奈さま。このままじゃあたしは負け犬です！　姉や子分たちの仇あだを討つまでは、そして婿を取るまではあきらめられません！」

「婿ぉ？」

「はい。夫婦というものはとてもよいものだと聞いています。あたしもいつか、光る君のような美しい殿との方がたと恋に落ちて、和歌などを交わしてそして夫婦に。そんなあたしの夢を踏ふみにじるむさくるしい男海賊どもに敗れたままでは、悔くやしくて死にきれませんっ！」

「光る君ねえ。あんな美男子がこの世にいるわけないでしょ」

　あの『源氏物語』というありもしないお話をもっともらしく語った読み物のせいで、大勢の若い男女がこうして現実を見失っているのね、と信奈は憂うれえた。

「今、生き残ったあたしの子分たちは志摩の小さな島々に散って隠かくれています。あたしは子分たちを再び呼び戻して、志摩の海を取り戻したいんです！」

「わたしに手を貸せというのね？」

「あつかましい申し出ですが、なにとぞ！」

「面白そう。でも、わたしは陸のことで多た忙ぼうで、海に出る余よ裕ゆうはないのよ」

「そうですよね。すみません」

「ただ、銅銭なら腐くさるほどあるわ。津島湊で荒あら稼かせぎしているから」

「貸してくださいっ！　お願いします！」

「いやあよ。あんたに銅銭を持ち逃げされたら丸損じゃない。お目付役が必要だわ」

「そんなことはいたしません！　もしかしたら祝言の結納金になるかもしれませんが」

「うーん。やっぱり、ただでは貸せないわね。利息をよこしなさい」

「いくらばかり？」

「わたしが銅銭を貸すから、それを元手に伊い勢せ一国を切り取ってくるのよ」

「い、伊勢は広い国です。しかも衰おとろえたりとはいえ伊勢神宮が絶大な権けん威いを持っていまして、武力だけでは奪うばえません。他の国とは事情が違います。無理です」

「まあ、手が空いたらわたしも手伝ってあげるわよ。で、伊勢を切り取ったあかつきにはあんたには志摩だけあげるわ。たしか志摩って広い広い伊勢の隅すみっこのほうでしょ？」

「な、なんという、がめついお方！　まさに守しゆ銭せん奴ど！　これほどのケチがこの国に存在したとは！」

「ねえ、独り身？　あんた、一文無しの落ち武者のくせに態度でかくない？」

「独り身って誰だれですかっ？」

「この三人のお年頃を見比べればおのずとわかるでしょ。あんたよ」

「うああああ！　なんて身も蓋ふたもないあだ名を！　でも、ここで再起せねばあたしは海にも戻れない、婿も取れない！　承知しました！」

「ふふっ。デアルカ！」

　まるで悪あく魔まとの契けい約やくなのじゃ、と一益は思った。

「のぶなちゃん」

「なに、左近？」

「くっきーのお目付役は、この姫にお任せなのじゃ」

「あんたは海に出たいだけでしょ？」

「そのとおりなのじゃ！」

　いいわね子供は自由で、と信奈は心底うらやましそうに苦笑しながら一益の頭を撫なでた。

「しょうがないわね。あんたはまだ子供なんだから、合戦になったら戻ってくるのよ」

「姫はもと忍しのびじゃ。そうたやすくはやられぬのじゃ」

「こ、このお子さまがお目付役ですか。こんなの海の上に連れ出していいのかなあ」

「くっきー、姫は自分の命くらいは自分で守れる優ゆう秀しゆうなお子さまなのじゃ。とにかくさっさと海へ出てみたいのじゃ」

「デアルカ。独り身、左近を頼たのむわよ」

「もしかして、あたしの意見はさらりと無視されるんですね。たぶんこれからもそうなんですね。ううう」




　九鬼嘉隆は信奈から借りた銅銭を軍資金として、散り散りになっていた子分を再び集めて九鬼水軍（当時はまだ、九鬼海賊衆と呼ばれていた）を再編した。

　誰だか知らないけどとにかく一益がかわいい！　ということで、女の子海賊たちは続々と九鬼嘉隆が掲かかげる「七曜」の旗のもとに集まってきた。

　だが、志摩の本ほん拠きよ地ちは男海賊どもに奪われたままだし、陸にあがって戦えるほどの兵力はない。

　そんな状態から広大な伊勢を攻こう略りやくすると言っても、まるで雲をつかむような話だった。

　まず伊勢と尾お張わりの国境に位置する長島は本ほん猫びよう寺じの聖地で、うかつに手を出したらたいへんなことになるので、ここは戦略的に放置する──つまりあきらめることとした。

　北伊勢には神かん戸べ家や長野家といった多くの国人が割かつ拠きよしていて、一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　南伊い勢せには伊勢国司であり九鬼嘉隆を志し摩まから追った北畠家が根を張っていて、その北畠家の後ろ盾だてになっているのが事実上の伊勢の支配者とも言える伊勢神宮であった。

　九鬼嘉隆は子分の女の子海賊たちを率いて海から志摩を奪だつ回かいしようともくろんだが、男海賊たちは「挑ちよう発はつに乗るな」「負け犬女の遠とお吠ぼえよ」と陸に居座り、てこでも動かない。

　兵力不足故に陸戦では勝ち目がない九鬼嘉隆は海の上で決戦しなければならず、男海賊たちが陸にのぼってしまえばもう手を出せないのだ。

「くそっ。不意打ちは得意なくせに、堂々の決戦に挑もうとしないとは。やっぱり男なんてろくでなしばかりだっ！　光る君はいないんだ！」

「光る君なんぞはじめから実在せぬが、難敵の武田信虎とやらも、この伊勢志摩にはもはやおらぬようじゃな？」

「はい。やはり無人斎は甲斐一国を統一した歴戦の猛もう将しよう・武田信虎でした。道理で戦に強かったわけです。やつはあたしを志摩から追い払はらった恩賞として、北畠家から領地をぶんどろうとしたため、京の都へと厄やつ介かい払いされたそうです」

「北畠家もケチじゃの。武田信虎を用心棒として飼っておれば、弱っちそうなのぶなちゃんが伊勢侵しん攻こうを企たくらむこともなかったろうにの。阿あ呆ほうじゃな」

「しかしうかつに武田信虎に領地と兵力を与あたえれば、いずれ北畠家を倒たおして伊勢一国を奪ってしまいかねませんから、やむを得なかったのでしょう。甲斐を追われてもなお飢うえた虎のような野心家ですし、殺そうとしても殺せるような相手ではないですからね」

「それもそうじゃの。虎は虎じゃ。人が飼えるものではない。ふむ。信虎がおらぬのならば、くっきーにも勝てる見込みがでてきたのう」

「姉の仇かたきである信虎と直接対決できないのは残念ですが、運は向いてきた気がします」

「いずれにせよ、男海かい賊ぞくどもは挑発に応じぬ。信虎がおらぬこともあって、自信がないのじゃろうな。こちらから奇き襲しゆうをかけるしかないの、くっきー」

「奇襲するにしても、どこかの島を拠きよ点てんにしなければいけません」

「すればいいのじゃ」

「ところがどこの島も守りを固めていまして、ぐぬぬ」

　伊勢攻略のための根こん拠きよ地を確保したいのにできない九鬼海賊衆は、ふらふらと海の上をあっちへ行ったりこっちへ来たり。いたずらに翻ほん弄ろうされるばかりで決戦に持ちこめない。

　そうこうしているうちに、銅銭も尽つきてきた。

　なにしろ九鬼の一党はみんな生きつ粋すいの海賊である。海のこと以外はからきしで、広い伊勢の陸地を限られた兵力でどうやって攻略するか、なかなかいい策が出てこない。

　そんなある日、鬼き宿しゆく丸まるの甲かん板ぱんの上で昼ひる寝ねをしていた一益が、不意にひらめいた。

「このままじゃ、借りた銅銭を返せない。もしかしてあたし、魂たましいを織田信奈さまに持って行かれるのかなあ。それとも肝かんの臓あたりを」

　落ちこんでいた九鬼嘉隆の隣となりで、くるくると宙を舞まって「いい考えがあるのじゃ」と一声あげたのだ。

「伊勢の攻略方法がわかったぞえ、くっきー。なんのかんの言っても、伊勢でいちばん偉えらいのは武士ではない。伊勢神宮じゃ」

「まあ大和やまとなら奈な良らの興福寺、伊勢なら伊勢神宮、山城なら京のやまと御ご所しよがいちばん偉いですよね」

「伊勢国司の北畠家の権威も、後ろ盾となっている伊勢神宮あってこそじゃ」

「そうですねえ。でもそれが？　まさかあたしたち海賊で伊勢神宮を焼き討ちですか、姫ひめさま」

「……くっきーはダメじゃな。婿むこはとれんな」

「ええええっ？」

「とりあえず焼き討ちなど、海賊や山さん賊ぞくの発想なのじゃ」

「だって、あたしたちは海賊ですし」

「のぶなちゃんが姫に期待しているのは、そのようなおつむりの悪い下策を出すことではない」

「はあ。あの人、姫さまになにか期待していたんですか」

「当然じゃ！」

「てっきり、姫さまがかわいいから飼っているのかと」

「くすくす。たしかに姫は天下一かわいいが、飼われてはおらぬぞ。姫は身体からだこそちっちゃいが必ずや立派な武将になるとのぶなちゃんは見み抜ぬいておるのじゃ。天晴あつぱれな心眼の持ち主じゃな」

「はあ……で、海賊や山賊ではない立派な武将であらせられる姫さまは、伊勢神宮をどうしようと」

「くっきー、あそこにはやまと御所の神器、八や咫たの鏡かがみがあるという」

「はあ、神器ですか。あたしみたいな庶しよ民みんとは無む縁えんな話ですねえ」

「それを、泥どろ棒ぼうするのじゃ」

「海賊や山賊以下の発想じゃないですか！　盗ぬすんでどうするんです！」

「津つ島しま湊みなとの商人に高値で売り払うか、伊勢神宮を脅おどして銭をせびるか、じゃな」

「もうなんといいますか、人として終わっている発想ですそれは。外道の所行です。まあ、かわいいから許しますが」

「ふふふ。まあ見ておれ、くっきー。この身につけた忍しのびの術が役立つ時が来たのじゃ」

　こうして、追いつめられた一益と九鬼嘉隆のコンビは、伊勢神宮に忍びこんで神器を盗むという史上最低とも言うべき作戦を決行したのである。




　伊勢神宮はやまと御所代々の姫巫女の氏神であり、三種の神器のひとつ・八咫鏡を預けられているほどにやまと御所とかかわりが深い。

　かつては姫巫女の一族から選んだ清らかな乙女おとめを斎さい宮ぐう（斎王）とし、伊勢神宮に仕えさせるという伝統さえあった。

　ただしこの斎宮の伝統は、南北朝の動乱とやまと御所の衰すい微びによって長らく途と絶だえてしまっている。

　また伊勢神宮では、二十年ごとに正せい殿でんを建て替かえてその場所を移動するという「式年遷せん宮ぐう」が行われていたが、この式年遷宮も近ちか頃ごろでは滞とどこおっていた。

　伊勢神宮の正宮は、天あま津つ神かみ一族の祖神・天照大神を祀まつる内宮と、豊とよ受うけの大おお御み神かみを祀る外宮とに分かれていて、八咫鏡は内宮にある。

　一益と九鬼嘉隆が数人の女の子海賊たちを連れて夜中に忍びこんだのは、もちろん内宮のほうだった。

「式年遷宮は、要は八咫鏡を泥棒に盗まれないために二十年ごとに建物ぜんぶを総取っ替えして鏡の隠かくし場所をわからなくさせるための仕組みなのじゃ」

「ずいぶんと詳くわしいですね、姫さま。お子さまかと思っていましたが意外な教養です」

「昔、わが母からこの種のことをあれこれ教わっての。外宮のほうは最近ひさびさに式年遷宮をやったそうじゃが、内宮は荒あれ果てておるの。泥棒には好都合じゃの」

「内宮と外宮で格差があるんですか？」

「よくある話じゃが、昔から両者は不仲なのじゃ。互たがいの神人どもが太た刀ちをふるって合戦したり相手の社を焼き討ちしたりするのじゃ」

「はああ。下げ克こく上じようの世界ですねえ」

「けほけほ。泥棒として忍んできたのじゃから当然じゃが、埃ほこりっぽくなったの。姫はお肌はだが荒れると元気がでなくなるのじゃ」

「まだ夜が明けるまでは時間があります。そこの川で水浴びしてきましょう、姫さま」

「そうじゃの」

「姫さま、亀かめがいますよ。腹が減っては泥棒ができません。あたしが亀を捕とらえてさくっと料理にします！」

「うーん。姫は亀は苦手なのじゃ。それに、夜中に食べたら太っちゃうのじゃ」

「じゃあ、あたしたちだけで食べますから！　姫さまは水浴びをどうぞ！」

「婿を取る前に太ったらおしまいじゃぞ、くっきー」

「だだだだいじょうぶですってば！」




　しかし──一益自身は気づいていなかったが、一益たちの侵しん入にゆうは実はこの時、すでに内宮の宮司たちに察知されていたのだった。

　まさか神器を狙ねらう盗とう賊ぞく？　と色めきだった宮司たちは社の建物に隠れ、一益たちの動向を見張っていた。

「やはり泥棒のようですが」

「数は少ない。しかも女子供ばかりです。討ち果たしますか」

「いやいや、神聖なる社を女子供の血で汚よごすのはまずい。それにまだ泥棒と決まったわけではない」

「悠ゆう長ちようなことを言っていると、手て遅おくれになりますぞ」

「ご覧あれ、連中の汚きたならしい姿を。明らかに山賊・海賊の類です」

　賊が男ばかりであれば問答無用で神人どもを繰くりだして討ち果たすところだが、女子供ばかりなので宮司たちは躊ちゆう躇ちよしていた。

　そのうち、宮司の一人が「ひえっ、あのお方は」と一益の姿を遠目に見ながら奇き声せいを発した。

「どうした？」

「私は、いちど都で姫巫女さまのご尊顔をちらりと拝したことが」

「それがなにか？」

「あのお子さまのお顔が、姫巫女さまにうり二つ」

「まさか、偶ぐう然ぜんであろう？」

「他人のそら似じゃろう」

「違ちがう。偶然にしてはあまりに似すぎている！」

　まさか姫巫女さまのご一族、なにがしかの事情があって庶民として暮らされている尊きお方ではあるまいか、と騒さわぎになった。

「もしもそうであれば、いにしえの斎宮さまの如ごとき振ふる舞まいをなされるはず」

「そうとも。あの仲間どもを見よ。ただの野盗じゃ」

「どうせ汚い土足で社に踏ふみこんで宝物を盗もうとするに違いない」

「待て待て！　見よ！　あのお方は五い十す鈴ず川に入り、身を清めはじめた！」

「ま……まさか、社に入るために潔けつ斎さいの儀ぎ式しきを行っておるのか？」

「しかも、亀の甲こう羅らを焼いて卜ぼく占せんを行っておるぞ！」

「女どもは飯を食っているが、あのお方だけは沐もく浴よくに集中してなにも召めし上がらない」

「あのお方は、斎宮の決まりに乗っ取って卜占を行うことで自分こそが新たな斎宮であると宣言しておられるのじゃ。だからこそ社に入る前に、この寒い川に浸つかり潔斎に入られたのじゃ。いにしえの斎宮の振る舞いを完全に再現しておる」

「では、ほんとうに姫巫女さまのご一族か」

「だからさっきから言っておる。双ふた子ごのようにうり二つじゃ。間違いない」

「生きているうちに、まさか斎宮さまにお目にかかれるとは」

「この内宮も戦乱のうちに荒れ果ててもう終わりかと思うておったが、斎宮さまが復活なされれば」

「これで内宮は蘇よみがえる！」




　さてと泥棒に行くかの、と鳥居をくぐった一益たちの前に宮司たちが勢せい揃ぞろいして恭うやうやしく一礼したのは、半分は一益の出自に気づいた者がいたためで、もう半分は単なる偶然による誤解が理由なのだが、その誤解も一益の出自が明らかであればこその誤解だった。

「ひひひ姫さま。みみみ見つかっちゃいましたよ」

「くっきー、なぜか宮司どもは姫の愛らしさに参っているようなのじゃ。これが社にこもって独り身をこじらせた男どもの末路かの」

「……独り身を貫つらぬけば、あたしもいずれこうなるのか……」

「泥棒作戦は中止して、ここはもっと強気に行くのじゃ」

「強気に？」

「いっそ、おねだりして巫女にしてもらうのじゃ。宝物を持ち出し放題じゃぞ」

「はあ……姫さまはつくづく大物ですねえ」

「みなの衆。者ども。おのおのがた。姫はゆえあって滝川左近一益と名乗っておるが、これはもちろん世を忍ぶ仮の名前なのじゃ。本名は秘密なのじゃ」

　今思いついたばかりの真っ赤な噓うそを、一益は大きな目をぱちぱちと開いたり閉じたりしながらぺらぺらとまくしたてた。

「今は海かい賊ぞくを率いておるが、実はそれはもうやんごとなき身分の、と～ってもえらい姫ひめさまなのじゃ♪」

「姫さま？　どうやんごとないのか、具体的にお願いします」

「くっきー。それは言えぬのじゃ。言えば天地がひっくり返る大騒そう動どうになるくらいにやんごとないとしか言えぬのじゃ」

　一益は、そこまで深くは設定を考えていなかったのだった。

　しかし「それは言えぬ」と一益がいかにもわけありそうな含ふくみ笑いを浮うかべて口にした瞬しゆん間かん、宮司たちは「やはり」と息を吞のみ、

「「「は、ははああああ～！」」」

　と平へい伏ふくした。

「きっとこれには深いわけが。われらは決してあなたさまの正体を明かしません！」

「うむ！　者ども。姫を伊い勢せ神宮の巫女にしてほしいのじゃ。お願い♪」

「あなたさまは、すでに巫女でござりまする！」

「ただいま、巫女服をご用意いたします！」

「幸い、斎宮のみが着ることを許される最高級の逸いつ品ぴんが一着だけ焼け残っております！」

「これより大々的に、伊勢全土にあなたさまの降臨を宣伝いたします」

「ああ、見ればなんと高貴なお顔、愛らしいお姿。これで内宮にも参拝者が戻もどってくる！」

「ひさびさに社を建て直せるぞ！」

　九鬼嘉隆は、なぜ一益がこれほど歓かん待たいされるのか理解できないでいる。

　しかし一益は「姫の愛らしさからかんがみて、本来これくらいちやほやされて当然なのじゃ」と自信満々、実力で伊勢神宮の宮司たちの心を射止めたとまるで疑わない。

「至いたれり尽つくせりじゃのう、くっきー。宮司どもを一いち撃げきでめろめろにしてしまった姫のかわいさが、われながらおそろしうなったわ」

「からかわれているんじゃないですか、あたしたち？」

「ふふふ。実力じゃ、くっきー。これで伊勢の国こく人じん地じ侍ざむらいどもはみーんな姫にひれ伏ふすことになるのじゃ！」

　滝川一益の伊勢における快かい進しん撃げきはこれよりはじまり、九鬼嘉隆が志し摩まの男海賊どもを撃げき破はして旧領を奪だつ回かいしたのもこのあとまもなくのことであった。

　この日から伊勢神宮内宮の神人と内宮に味方する国人たちはこぞって一益の傘さん下かに加わり、対立していた外宮側の面々も一益がやんごとなきお方のご一族らしいという噂うわさを耳にして次々と恭きよう順じゆん。

　とはいえ、伊勢は広く豪ごう族ぞくは多い。たびたび小規模な合戦は発生したし、織田信奈が自ら尾お張わりから兵を率いて一益に加勢したこともあったが、北伊勢の諸家に続いてついには南伊勢の北畠家までもが織田信奈と和議を結んだ。

　乱世とはいえ、伊勢では伊勢神宮にこそ最大の権けん威いがあった。

　伊勢の豪族国人たちはみな、伊勢神宮の斎宮となり戦場でも巫女服を着込んだ一益を攻こう撃げきすることをはばかり、徹てつ底てい抗こう戦せんすることができなかったのだ。

　甲こう賀がの抜ぬけ忍にんから身を起こした滝川一益は、あれよあれよという間に伊勢一国の国主となったのである。

　幼い一益が「姫の実力じゃな」と得意の絶頂にのぼりつめたことは言うまでもない。

　志摩の男海賊たちは、あろうことか伊勢を奪うばい取って女の子海賊と船団の数を一気に増やした九鬼嘉隆が凱がい旋せん帰国してくると聞くや、あわてて海の彼方かなたへと逃にげ散った。

　九鬼嘉隆は、戦せん闘とうらしい戦闘をするまでもなく、志摩の本ほん拠きよ地ちを奪回できたのだ。

「ついに志摩に戻ることができました。姫さま、ありがとうございます！」

「あとは親分のお婿むこさん探しだけですね！」

「姫さま最強！」

「一生ついていきます！」

「じゃが、のぶなちゃんへの銅銭の返へん却きやくがたいへんじゃの。けっこう借りたからの」

「利息がすごいですからね。あこぎですっ」

「くすくす。やっぱり、伊勢神宮の八や咫たの鏡かがみを支し払はらいに充あてるかの」

「そそそれは、ししし神しん罰ばつがあああ当たるんじゃないでしょうかっ？」

「親分、姫さま。大変です！　その八咫鏡が、鬼おにに盗ぬすまれてしまいました！」

「ほう。虎とらが消えてくれたと思ったら、こんどは鬼とな？」

「鬼を率いた南なん蛮ばん人じんどもが船で伊い勢せ湊みなとを襲おそって食しよく糧りようを盗んでいったのですが、その荷物の中に八咫鏡が！」

「連中は、志摩の無人島を占せん領りようして立て籠こもっています！」

「南蛮人と鬼の島じゃと？　まるでおとぎ話じゃな」

「八咫鏡を奪われたのでは、焼き討ちもできませんね。いかがします、姫さま？」

「厄やつ介かいごとになったの……神器を失しつ陥かんしたままではのぶなちゃんのもとに帰りづらい。尾張では、姫をねたむ旧臣どもも増えておると聞くしの。ま、いずれ妙みよう案あんがひらめくじゃろ」

　その後、八咫鏡を奪だつ還かんし、伊勢志摩最強となった九鬼海かい賊ぞく衆の旗き艦かん「鬼宿丸」の甲かん板ぱんに巫み女こ姿で立つ一益は、姉と慕したう織田信奈の天下盗とりは自分の力によってまもなく実現するだろうと絶大な自信を抱いだきつつ、熊くま野の灘なだの彼方を眺ながめることを日課とするようになった。

　信奈は家臣をボロぞうきんのように酷こく使しすることで善くも悪くも有名だが、一益だけは別格だった。

　常に一益を実の妹のように扱あつかい、一益がもっとも求めているもの──自由を尊重してくれた。

　そして、これこそ一益がもっとも力を発揮できる最善の環かん境きようでもあった。

「くっきー。もう狭せまい陸はいいのじゃ。姫はのぶなちゃんを連れて海の向こうへと行くのじゃ！」

「なにがなんだかよくわからないうちに伊勢一国を奪い取った姫さまはすごいです！　あたしたち全員、一生姫さまについていきますっ！」

「にょっほっほ。ま、ちょっとばかりのぶなちゃんとよっしーの手を借りたがの。もっと姫を褒ほめるのじゃ、くっきー」

「姫さまの副将にふさわしい器になれるよう、あたしも海賊の女王をめざしますよ！　これまでは九鬼家の妹として生きてきましたが、お姉さんという立場もいいものですね！」

「くすくす。女王でも姉でもお嫁よめさんでも、なんでもどーんとめざすがよいのじゃ」

「あ。でも、ほんものの海賊王・村上武吉がいる瀬せ戸と内うちには近寄りたくありません。村上武吉だけは相手にしちゃダメなんです！　瀬戸内の海は無視しましょうっ」

「……いちど負け癖ぐせがつくとは悲しいものじゃな、くっきーよ」

　このあと、武田信玄との戦いや播はり磨までの毛利との戦いにおいて、九鬼海賊衆改め九鬼水軍を率いる一益が、船で海路を自由自在に突つき進む織田家秘蔵の陽動部隊として大活かつ躍やくしたことは、言うまでもない。
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「……」

　姫巫女の額から一益は、自分の手を遠ざけていた。

　ほんの一いつ瞬しゆんのうちに、記き憶おくを読み取られていくのがありありとわかった。

　慌あわてて、姫巫女への精神的な負荷を遮しや断だんしたのだ。

　そして同時に、自分自身が、自分の力量を過大評価していたことを知ってしまった。

　なぜならば今、一益が回想した過去の記憶には、一益自身が見ていたはずのない場面が交じっていた。これは、自分の出自の真実を知った一益が「なぜ伊勢神宮の巫女になれたのか」という記憶の中の辻つじ褄つまを知らず知らずのうちに自ら合わせていたからだが、真相から決して遠く離はなれてはいないはずだった。

　伊勢神宮の宮司たちが、なぜ自分を巫女にしたのか、聡さとい一益には理解できてしまった。

　それが耐たえられなかったのだ。

「……では姫は、この身体からだに流れる血筋の力で伊勢を盗ることができたと、そういうわけじゃったのか？」

　姫巫女は、屈くつ辱じよくに震ふるえている妹の顔を、悲しげに見つめていた。

「……そなたは、じゆうにいきればよい。ちんのことなど、きにかけずともよい」

　その姫巫女の言葉が、氏郷の痛ましい記憶が流入して以来、立て続けに起こる衝しよう撃げき的な出来事に激しく惑まどっていた一益を、ますます混乱させていた。

「姫は、自由になどなっていなかったのじゃ！　甲賀から抜けおおせたと思いこんでいただけじゃ。ずっと見知らぬ姉のてのひらの上で踊おどっていたのじゃ！」

「……」

「姫はただの子供じゃった。戦国武将としての実力などなかったのじゃ！」

「……ちがう。すべてはさこん、そなたじしんのちから」

「違ちがわぬ！　織田四天王の一角・滝川左近一益など、虚こ仮けじゃ！　そもそも、こんな子供が伊勢攻こう略りやくなどという大功をあげられるはずがなかったのじゃ！」

「……それもすべて、そなたがまえへとすすんだからこそ」

「しょせん姫は、甲賀の忍しのびじゃ！　逃げても逃げても過去が追いかけてくるのじゃ。自由などどこにもなかったのじゃ！」

　やまと御ご所しよの姫巫女の位を継つぐ運命のもとに育てられた姉と、甲賀の忍びの里で忍にん者じやとしての鍛たん錬れんにあけくれ、抜け忍となり海へと飛びだした妹。

　あまりにも対照的な人生を背負って来た姉妹は、今、互たがいにかける言葉を見つけることができなかった。

　とりわけ、姫巫女は──。

「ちんは、そなたから、じゆうをうばうつもりはない」

「自由に生きる力など、姫には最初からなかったのじゃ。実の姉が誰だれかを知ってしまった以上、のぶなちゃんと海の外へは行けぬ。三種の神器をのぶなちゃんには渡わたせぬ。じゃが渡さねば、のぶなちゃんはきっと本ほん猫びよう寺じとの戦に敗れて、滅ほろんでしまう！」

「……さこん」

「姫もまた、このまま、この島国で終わるのじゃ」

「……ちんのことはもうよい。おだのぶなとともに、うみのむこうへといくがよい。じゆうにいきよ」

「姫のためにやまと御所が滅びたら、姫は一生後こう悔かいし続けるではないか！　じゃが、姫が御所を選べば、のぶなちゃんが滅びる……姫には、どちらの道も選べぬのじゃ！」

　幼い一益の心は今、混乱の極みにある。

　これからどのように生きればいいのか。

　信奈と姫巫女、どちらの妹として生きていくべきなのか。

　自分が実力で手に入れたと信じていたものは、実はすべて、二人の姉の力を借りて掠かすめ取ったものにすぎないのではないか──。

　一益は今、長い夢から覚めたかのように年相応の無力な少女に戻ってしまっていた。

　三種の神器を信奈に託たくして本猫寺との決戦に勝たせるべきか──だがそれは、信奈が新たな「神」になることを意味する──それとも実の姉である姫巫女へ返へん還かんするべきなのか。

　自分のような子供にそのような一国の重大事を選せん択たくできるはずがない、どちらが正しいのかなんて判断できない、そんな知ち恵えも経験もなにも自分は持っていない、と惑った。

　あたかもいきなり船が転てん覆ぷくして海の底へと沈しずめられたかのような不安から、一益は逃のがれることができなくなっていた。

「お歯黒。なぜ姫を放っておいてくれなかったのじゃ。なぜ、ただの姉と妹として会わせてくれなかったのじゃ！」

「も、申し訳おじゃりませぬ！　ぜ、前代未聞の国難故におじゃりますゆえ！」

「国難など知らぬ！　関白たるうぬが決めよ！　なんのための藤ふじ原わら摂関家じゃ！」

「そこをひらに！　もはや麻ま呂ろは万ばん策さく尽つきましてござります！　今や日ノ本の未来も、姫巫女さまの運命も、すべては滝川さまのお心ひとつ次第でおじゃりまする！」

　この邂かい逅こうをお膳ぜん立だてした近衛は、ただ伏ふして一益に「なにとぞ、なにとぞ姫巫女さまをお守りくだされ」と頭を下げて願い続けた。

「驚おどろくのは無理もないことでおじゃります。しかし姫巫女さまこそが、滝川さまのほんとうの姉上でおじゃります。ご決心がつきましたら、三種の神器をなにとぞ姫巫女さまのもとへ。このこと、来たるべき戦場におきましても、どうかお心の片かた隅すみに──」
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　織田軍は、大坂本猫寺を陸より包囲。

　摂せつ津つの諸将および、援えん軍ぐんとして駆かけつけた明智光秀の軍勢にそれぞれ砦とりでを守らせ、本猫寺へ連なる陸路を次々と閉へい鎖さ。

　本猫寺の北東側、守もり口ぐち砦の主将は明智光秀。

　本猫寺の南側、上町台地に築かれた天王寺砦の主将は、官かん吏りから部将に大抜ばつ擢てきされたばかりの塙ばん直なお政まさ。男武将ではあるが、もともと内政・外交が得意で、合戦はさほど得意ではない。

「……当方の足軽たちにも本猫寺門徒が多く、戦意が思うようにあがらぬ。それがしもまた合戦の指揮は不慣れ。しかし、やらねばならない。なんとしても明智どのが到とう着ちやくするまで踏ふみとどまらねば」

　天王寺砦は、本来は明智光秀が──もしも存命であれば松永久秀が守るべき最重要拠きよ点てんだが、前日まで畿き内ない一帯には大雨が降っていた。この雨による増水のため、播磨から急行してきた光秀は淀よど川の渡と河かに間に合わず、ひとまず守口砦へと入ったのだ。

　信奈自身は本猫寺の北側、淀川を挟はさんだ中州にある野田の砦に本ほん陣じんを構えた。

　小早川隆景と、織田信奈。両者は泥どろ沼ぬまの長期戦を回かい避ひすべく、ただ一いち撃げきによる短期決戦へと向かっていた。

　敵味方同士でありながら、そこには阿あ吽うんの呼吸のようなものがあった。

　ゆえに信奈は、毛利方の罠わなであることを承知で滝川一益と九鬼水軍を木き津づ川口に集結させ、村上水軍の襲しゆう来らいを待ち構えた。

　小早川隆景は必ず陸戦の最中に村上水軍を動かして乾けん坤こん一いつ擲てきの奇き襲しゆうをかけてくると読んだのだ。

　本猫寺を巡めぐる陸戦で織田軍が崩くずれた時、村上水軍が怒ど濤とうの勢いで到とう来らいする。

　だが陸戦に勝ち、本猫寺を落としてしまえば、死地に織田水軍を呼びこんだはずの小早川隆景の策はむざむざ木津川口を信奈に与あたえただけに終わる。

　すべては陸戦にかかっている。

　織田軍はここに信奈からの総攻こう撃げきの下知を待つばかりとなった。




　野田の本陣で最後の軍議が開かれる直前。

　小早船に乗って野田へと馳はせ参じてきた滝川一益は、本陣へ向かう道の途と中ちゆうで相良良晴と鉢はち合あわせになった。

「よう一益ちゃん。なんだかお肌はだのつやがないぜ。毎朝ちゃんと海に出てるか？」

　そう笑って一益をいたわる良晴自身も、胃に穴が空きそうな気分になっていて足下がおぼつかない。

　あれこれ手を尽つくしたが本猫寺との合戦をついに止められなかった、と内心忸じく怩じたる思いなのだ。

「はあ。このままじゃ『女じよ帝てい』のタロットの予言が、悪い方向に当たりそうだ」

「のう、よっしー」

「うん？」

「この滝川左近一益はこの先、どのような未来を生きる運命なのであろうの？」

「どうしたんだよおいおい。らしくねえな。未来なんてものは、一益ちゃんが自力で切り拓ひらくもんだろうが」

「しかし、よっしーは未来人なのじゃろ？」

「未来なんて刻一刻と変わっちまうもんさ。実際、変わった未来もあるんだぜ。俺たち織田家臣団が力を併あわせれば可能だ」

「うむ。そうじゃの。しかし」

「そうでなきゃ未来から来た俺はなんのために過去の世界で信奈のもとに仕えてるんだ？　だいいちそんなもん気にしてる暇ひまがあったら、今を精せい一いつ杯ぱい生きなきゃならねえだろ」

「どうも気になるのじゃ。よっしーは、なにか隠かくしているような」

「ななななにも隠してねーぜっ？」

「まあ、のぶなちゃんの未来を聞きだすのはよっしーにものぶなちゃんにも失礼すぎるであろう。せめてこの姫の未来だけでも、こっそり教えてほしいのじゃ」

「断る！　そもそも、よく知らん！」

「なんじゃと？　姫は織田家四天王最年少の出世頭じゃぞっ？　知らぬわけなかろう！」

　一益の伊勢攻略の大功の裏に姫巫女の存在があったこと、神器を巡って二人の姉の間で揺ゆれていることを、不幸にしてこの時の良晴は知らない。

　一益が自分の未来、いやむしろ自分自身の姫武将としての力量についていつもよりずっと敏びん感かんになっていることに気づけるはずもなかった。

　一益は、軽々と身を翻ひるがえして、ぴょん、と良晴の肩かたの上に乗っていた。

「おいおい。懐なつくなよ。早く軍議に出ようぜ」

　肩に乗った一益が「くすくす」といたずらっ子のように微笑ほほえんでいる。

　だが、その微笑は良晴の得意技である「回避」を繰くり出させないためのものだった。一益は、そこまで追い詰つめられていたのだ。どうしても、未来を知りたかった。たとえ、残ざん酷こくな未来が待っていたとしても──なにも知らないで怯おびえるよりは、ずっといい。

　ぺたり、と一益は遠えん慮りよがちに良晴の額に手を当てていた。

「……勝手に頭の中を覗のぞいてすまぬの、よっしー。姫の未来を知っているなら、その大筋を教えてほしいのじゃ」

「おわっ？　しまった、不意打ちを食らったっ!?　ななな、なんてことするんだよっ!?」

「未来はまだ確定しておらぬのじゃろ。あくまで参考意見として聞くのじゃ」

「──たたた、滝川、かかか一益はっ！」

　良晴は自分の頰ほおをつねったり喉のどを絞しめたりしてけんめいに抵てい抗こうしたが、一益が生まれつき身につけていた他心通の術を破ることはできなかった。ただ、自らの運命に恐きよう怖ふし、小刻みに震えている幼い一益への思いで頭がいっぱいになって、信奈の未来を思い浮うかべる余よ裕ゆうはこの時の良晴にはなかった。それは、一益にとって幸運だったのか、それとも不運だったのか──。

「滝川一益は織田家で戦功を重ね、ついには東国の支配者・関東管領に就任するが──」

「なんと。関東管領じゃと？　のぶなちゃんは姫に、日ノ本の東半分をくれちゃうのかっ？　あの、ケチののぶなちゃんがっ？」

　平たいらの将まさ門かど公の反乱以来、日ノ本の戦乱は主に、西国と東国──京の都を中心とする畿内と関東武士との間で繰り広げられてきた。源平合戦。鎌かま倉くら幕府対後ご醍だい醐ご。足利尊たか氏うじの北朝と後醍醐の南朝。室町御所の足利将軍と関東公方。故に、信奈が畿内を支配して天下布武を達成した時、東国の支配者に誰を選ぶかという人事こそがもっとも重要になる。その「関東管領」を、信奈は一益に任せようとしている、というのである。

　やっぱりのぶなちゃんと姫の姉妹の絆きずなは永遠なのじゃ、のぶなちゃんはいずれ天下人に。そして姫にものぶなちゃんの期待に応えるだけの実力があるのじゃ、と一益が安心しかけたところに。

　良晴のさらなる言葉と、そして一益に対する悲しげな感情とが、突つき刺ささってきた。

「だが主君の織田『信のぶ長なが』が死ぬと同時に、滝川一益はそれまでとは別人のように無能になり、見る影かげもなく没ぼつ落らくする──」

「死ぬ、じゃと!?　だ、誰が？」

「すべてを失った滝川一益は、人々から忘れ去られて落ちぶれ果てたまま、歴史の表おもて舞ぶ台たいから消えていく──諸説あるが、野垂れ死に同然の最期だったらしいとも──」

　良晴が「うわあああ！　俺はなにを口走ってるんだ！」と叫さけんだ時にはもう、一益は良晴の口から自分の「未来」を聞いてしまっていた。

「の、のぶなちゃんは姫より年上じゃ。姫のほうが長生きするのはしかたがない。じゃが……姫は……のぶなちゃんがいなくなると、なにもできぬのか？」

「忘れろ！　なんでもない！　だから、こんなろくでもない未来を聞いても悪あく影えい響きようしか出ないだろうが！　占うらないなんてものは、良い言葉だけ信じてりゃいいんだよ！」

「やはり姫は、姉の傀かい儡らいなのか」

「この世界は俺が知っている歴史とはもう分ぶん岐きしてる！　俺さまが無断で歴史改かい竄ざんしまくりだから！　だからこんな未来は実現しねえ、忘れろって！」

「姫は……姉から逃れてほんとうに自由になってしまったら、糸が切れた凧たこのように終わってしまうのかの」




　信奈の左右に良晴と一益がはべり、大坂の大地図を広げて最後の軍議が開かれたのは、そのささいな事件から一刻ばかりあとのことだった。

　良晴は大坂の地図を食い入るように見つめながら、うなった。

　野田・福島の合戦の際にも痛感したが、この大坂では、陸の中を川が流れているのではない。川の中に陸がある。同じ川が流域によって異なる呼こ称しようを持ち、さらに川同士の合流や分岐も多た岐きにわたり、複雑きわまりない。

「淀川、木津川、中なか津つ川、神かん崎ざき川、寝ね屋や川、平野川、大和やまと川──陸という陸が至るところで川の流れに分断されている。まるで、水の迷路だな」

「本ほん猫びよう寺じは北を淀川に、北東を大和川に、東を平野川に守られた水の要よう塞さいよ。しかも西は木津川口から広がる大坂湾わん」

「ただ、上町台地上に連なる南の天王寺砦からだけは、陸路を用いて攻せめることができるわけか」

　良晴は思いだした。石山本願寺が「大坂城」になった後、「大坂の陣じん」で真さな田だ幸ゆき村むらが大坂城の南側に「真田丸」を建造したのは、この天王寺側からの攻撃を防ぐためだったという。大坂を落とすには、唯ゆい一いつ陸路で繫つながっている南の天王寺から攻めるしかないのだ。

「おひいさま。これはまた、えらいやっかいな戦になりそうですな」

　この軍議には、堺さかい商人を代表して今いま井い宗そう久きゆう、津田宗及、千利休。さらに、なおも和わ睦ぼくの可能性を探るために関白・近衛前久までが本陣に招かれている。

　それほどの総力戦なのだ。

「雑さい賀か衆の火力に対たい抗こうするためには堺に集まっている鉄てつ砲ぽうをぜんぶ投入するしかないわ。みんな、頼たのむわよ」

「わしら堺衆の手でかき集められるだけかき集めましたわ。ぜんぶで、千丁になりますな」

「デアルカ。空前の砲ほう撃げき戦になるわね」

「これほどの鉄砲勢同士の撃うち合いは、いまだ見たことありまへん。どれほどのものになるか、想像もつきまへんわ」

「ところでレオン！　神器の件以外にも献けん策さくがあれば、聞くわ。南なん蛮ばんの合戦史にも詳くわしいのよね？」

　狐きつね耳のような黒い燕えん尾び形がた兜かぶとを被かぶり、信奈と同じビロードのマントを翻した蒲生氏郷が、南蛮渡わたりの歴史書を手にしながら口を開いた。

「陸からの制圧は困難。川と海と信しん仰こう心に守られた本猫寺の防衛力は、千年もの長きにわたり難なん攻こう不ふ落らくを誇ほこった東ひがし羅馬ローマ帝てい国こくの都コンスタンティノープルにも匹ひつ敵てきするものよ」

「デアルカ」

「陥かん落らくさせるためには、艦かん隊たいに丘おかを越こえさせて川の上流を奪うばうか、あるいはウルバンの大たい砲ほうを手に入れるか──いずれも現実的な策ではないわ」

「ウルバンの大砲？」

「オスマン帝国軍がコンスタンティノープルを陥落させる際に用いた巨きよ砲ほうよ。その威い力りよくは、コンスタンティノープルの分厚い城じよう壁へきをも砕くだく。残念ながら、入手する術はないわ」

「造ってしまえばいいんじゃない？」

「製造技術が失われてしまったので、いくら調べても鋳ちゆう造ぞうする方法がわからないの。ただ」

「ただ？」

「聖ヨハネ騎士団──マルタ騎士団から日ノ本へと流れてきて、今は左近さまのもとにいる南蛮の姫ひめ騎士ジョバンナ。オスマン帝国軍とマルタ島で戦った経験を持つ彼女を私の与よ力りきに貸してもらえれば、あるいは……」

「デアルカ。それじゃ期間限定で、ジョバンナをレオンの与力にするわ」

「ちょ、ちょっと待つのじゃ！　ジョバンナちゃんは渡わたせぬぞ！　海かい賊ぞく主体で陸戦が苦手な滝川軍では貴重な戦力なのじゃ！」

　一益が思わず口を挟はさんでいた。

「左近？　部将に抜ばつ擢てきしたばかりの塙直政を最前線の天王寺砦とりでに入れなければならないほど、今の織田家は人材が足りなくなっているの。一時的な配はい置ち換がえよ、我が慢まんして」

　一益の身に起きている事態をまだ知らない信奈は、いつもの調子で「すねないの」と軽く流した。

「なぜ姫は正式に妹にしてもらえぬのに、こんなぽっと出の妹が出てくるのじゃ」

「それは、あんたが返事をしぶっているからでしょう？」

「そもそも蒲生家なんかよりも姫のほうがよ～っぽど名門の生まれなのじゃ」

「んもう。左近。すねるくらいなら、あんたも正式にわたしの妹になると承知しなさいよ」

「ふん、なのじゃ」

　おいおい未来をしゃべらされた件に続いてこんな話が被るのか。ちょっと不ふ穏おんだなあと良晴は一益の顔色が冴さえないことを心配している。

「左近さま？　お姉さまの妹は、私一人で足りているわ。あなたはどうせお姉さまのもとに居着かないのだから、織田家の一家臣としてお姉さまに犬馬の労をお尽つくしなさい」

「なんじゃとっ！　そもそもその頭のふざけた狐耳はなんじゃ！　どうぶつ好きののぶなちゃんに媚こびおって！」

「狐耳？　これは、燕つばめの尾おをかたどった兜かぶとよ」

　氏郷と一益はとにかくソリが合わないらしい。

　そんな中、今井宗久たち堺衆が、話しづらそうにとある話題を切りだした。

「実は、堺の町や京の都で、えらいことになっておりますんや、おひいさま」

「……（こく、こく）」

「え？　なに？　どうしたの？」

「か、瓦かわら版ばん屋どもに織田さまの醜しゆう聞ぶんを書かさぬよう手を回したのですが、すでにかようなものがあちこちに大量に出回っておりました。各地の一いつ揆きに存外に数が集まっているのも、この瓦版のせいらしいです」

　津田宗及が汗あせみどろになりながら、真新しい瓦版『月刊きょうにょだぬこ号外～織田信奈の陰いん謀ぼう』を信奈に手て渡わたした。

「手前が裏を取ってみましたが、大坂本猫寺が刷っているものではないようです。この瓦版の出所はまだ不明です」

「『織田信奈の陰謀』？　なんなの、これ？」

　どこかの歴史ゲームのぱっちもんみたいだな、と良晴は思った。

　しかしその内容を信奈とともに一読してみて、驚きよう愕がくすることになった。

　独裁的主君の織田信奈と、その寵ちよう愛あいを受けている身分卑いやしき愛人の相良良晴。

　その二人が、天下をどうするかについて安土城の天主で床とこをともにしながら好き放題に語り合っているという体裁の読み物であった。




『なあ信奈。俺はいつお前の亭てい主しゆになれるんだ？』

『サル。この国のしきたりを守っているうちは、祝言は無理よ。上は姫巫女さまから下は庶しよ民みんまで、身分というものは生まれながらに決まっているから。いくら下げ克こく上じようの世とは言っても、あんたの出世にも限りがあるわけ』

『なら、この国のしきたりをぶっ壊こわすしかねえか。いちばん上の人間を蹴け落おとして、俺たちがこの国の身分の頂点に立てば、誰だれも文句は言えなくなる』

『そうね。わたし、姫巫女さまに取って代わってこの国の神事の頂点に立つことにするわ』

『おいおい。それこそ、そんなことできるのかよ？　織田家ってのは元を辿たどればたかが越えち前ぜんの神官の出だろう？　そりゃ無理すぎだろ。民も家臣団も誰も納得しねえって』

『三種の神器を集めればいいのよ』

『おう？　なんだそれは？』

『代々の姫巫女さまが位を継つぐために必要な宝具なの。御ご所しよと熱田神宮と伊い勢せ神宮にひとつずつあるわ。これらはもうわたしが手に入れたも同然。実は御所にある勾まが玉たまは偽にせ物ものなんだけれど、壇だんノの浦うらに沈しずんだ本物を見つければこのわたしが次の姫巫女さまになれるわ』

『壇ノ浦っていやあ、瀬せ戸と内うちの海の果てだろう。毛利家と村上水軍のなわばりだぜ』

『毛利家と村上水軍を攻め滅ほろぼしちゃえばいいのよ。大坂本猫寺と合戦すれば、律りち儀ぎな毛利家は村上水軍とともに海から加勢に来る。こいつらをやっつけてしまえば、勾玉もわたしのものよ』

『それでも、俺がどこぞの異国からやってきた得体の知れないサル人間で、身分すら持っていない立場だって事実は変えられないぜ。お前が神さまみてぇになっちまったら、ますます祝言が遠のくんじゃないのか』

『あんたは公家の頂点、関白になればいいわ。二人して日ノ本の身分のいちばん上を奪い取っちゃうのよ』

『はあ？　そんなもんに俺ごときがなれるかよ』

『近衛前久を脅おどせば簡単よ。あんたを近衛家の養子にして関白の職を譲ゆずらないと、姫巫女さまごとやまと御所を丸焼きにしちゃうって言えば、あいつは泣きながら承知するわ』

『いくらなんでも過激すぎるだろ！　家臣団が謀む反ほんを起こすぜ』

『謀反を起こしそうな家臣は、かたっぱしから本猫寺戦の前線に突つっこんで死なせちゃえばそれで済むんじゃない？』

『そのために本猫寺との和睦を破ったのか。まったくあくどい女だぜ』

『はあ？　ぜんぶあんたのためでしょ？　まあ、無知な民どもには南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦とキリスト教のお涙なみだ頂ちよう戴だいな説教話でも与あたえておけば喜んでわたしを支持するんじゃない？　あとは楽市楽座とか、関所の廃はい止しとか、愚ぐ民みんが喜ぶ人気取り政策をばんばん打ち出せばそれで騙だまし通せるわよ』

『ひでえ話だ。やまと御所をぶち壊した上にこの調子で南蛮人をがんがん重用し続ければ、いずれ南蛮人どもにこの国を奪われるぜ』

『いいのよ別に。わたしはわたし一代が人生を謳おう歌かできれば、あとのことは知らないもの』

『俺さまにとち狂くるって、日ノ本を滅ぼしてもしらねえぞ』

『ぜんぜん構わないわ！』

『はあ。やっぱ、天下人ってのは男がやるべきだよなあ。なんだかえらいことになっちまったぜ』




　信奈と良晴が口を開く前に、津田宗及が「ててて手前はこの瓦版とはかかわりございません！　決して！」と怯おびえながら弁明し、近衛前久も「麻ま呂ろも与あずかり知らぬでおじゃる！」と白目をむいて卒そつ倒とう寸前。

「ままま麻呂の恥はじはともかく、さささ三種の神器のひとつ、勾玉が偽物である秘事を言いふらすとは、なんという不忠！　やまと御所の存亡にかかわる問題でおじゃる！」

「内々の人間しか知り得ん情報や。漏もれるのが早すぎまっせ」

　今井宗久が「これは堺商人の仕業やおまへんやろ。さりとて公家衆でもない。よほど織田家を潰つぶしたがっている御ご仁じんがまだ他に……」と茶をすすりながら首をひねった。

「これは、陰謀史観をまきちらすデマ本ってやつだ！　事実の中に噓うそをちょっとだけ混ぜることで、世論を自分に都合のいい方向へと誘ゆう導どうする。俺の時代にもこういう本や文章が大量にあった！」

　怒いかりと衝しよう撃げきのあまりまだ言葉が出てこない信奈に代わって、良晴がまくしたてた。

「すげえほんものの会話っぽいあたりが悪質だぜ。関白の件といい三種の神器の件といい、どこからか機密情報が漏れているってことか？」

　蒲生氏郷が「お姉さまをこんなふうに侮ぶ辱じよくするなんて、絶対に許さない！」と悔くやしげに叫さけんだ。

「お姉さま。これは、上杉謙信を動かすために何者かが作った偽ぎ書しよよ。上杉謙信は今、お姉さまがはたして日ノ本を破は壊かいする第六天てん魔ま王か否か、その目で見定めようとしている。もしも謙信がこの偽書の内容を信ずれば、越えち後ご兵が織田領へと進しん撃げきしてくるわ！」

「この文章からにじみでる不ふ遜そんぶり。姫巫女さまを弑しいするなどという言葉を書いてばらまける者など、あの男しかおらぬでおじゃる。これは影かげの軍師が書いたものでおじゃる。麻呂が以前、織田家包ほう囲い網もうを築くために雇やとっていた男でおじゃる。やつにとっては公家も御所もただの飾かざり。あまりにも御所と姫巫女さまに対して不遜であったために決別したでおじゃるが、そのためにかえって暴走させてしまったでおじゃる……」

　震ふるえている近衛に、信奈がたずねた。

「この影の軍師って、いったい誰なのよ？　なにが目的？　わたしに私し怨えんでもあるの？　関東にこだわり続ける上杉謙信を上じよう洛らくさせて天下を盗とらせたがっているの？　それとも」

「名は言えぬでおじゃる。みだりに名を漏らせば、あの男は麻呂どころか姫巫女さまを弑するやもしれぬでおじゃる！　麻呂と手切れになったあやつが、津田宗及から麻呂を経て手に入れた軍資金を横領して、かかる暴走をはじめたのでおじゃる」

「デアルカ。公家が武家を倒たおすには、結局、武家の手を借りるしかない。だからといってこんな危険な者を陣じん営えいに引き入れるなんて……火遊びがすぎたわね、近衛！」

　この瓦版の内容にもっとも衝撃を受けたのは、むしろ、滝川一益だったかもしれない。

　一益はこの時すでに、九鬼水軍の旗き艦かん・鬼き宿しゆく丸まるに三種の神器をすべて取りそろえていた。

　だがまだ、三種の神器を信奈に「天岩戸開き」を用いる最終兵器として渡すか、姫巫女に返へん還かんするか、決めることができないでいる。信奈が本ほん猫びよう寺じを倒すために「天岩戸開き」を用いれば、生きながらに信奈は日ノ本の新たな「神」となるだろう。その時、やまと御所と、一益の実の姉である姫巫女の存在意義は、失われる……。

　他心通によって流入した、蒲生氏郷の痛ましい記き憶おく。姫巫女に読み取られた己の記憶。さらには自分の無残な「未来」を良晴の口から聞きだしたばかりで激しく動どう揺ようしていた一益は、いつもの冷静さを失っていた。

「……やっぱり、三種の神器を用いて、次の姫巫女さまの位を……のぶなちゃんが？」

「ちょっと左近。なにを言いだすのよ。本気にしてどうするのよ？」

「だって。ここに書かれていることはみな、ほんとうのことなのじゃ。三種の神器と姫巫女の位、いずれも手に入れればのぶなちゃんはこの国の神権と王権を独どく占せんできるのじゃ。自らは新たな姫巫女となって神権を奪うばい、王権は関白の位という形でよっしーに預ける。これならよっしーと結ばれることも……辻つじ褄つまが合っているのじゃ！」

「さ、左近。良晴を関白にしようと近衛を脅している件は事実だけど、それは半分、織田家包囲網の黒幕だったことが判明した近衛に対する懲ちよう罰ばつなのだし、それにわたしは姫巫女さまの位を奪おうだなんて……か、考えていないわよ？」

　信奈の口調が、どこかたどたどしい。のぶなちゃん自身、よっしーと結ばれるためならば簒さん奪だつ者になっても構わないかもしれない……と心が揺ゆれているのじゃ、と一益は感じた。他心通を用いて、信奈の本心を聞き出すべきか。だが、恐おそろしかった。あの力をここで用いれば信奈との仲は決定的に崩ほう壊かいしてしまい、二度と修復できなくなる……。

「……のぶなちゃん。疑われても仕方のない状じよう況きよう証しよう拠こが揃そろっておる。それに王権と神権の両方を手に入れよと、蒲生氏郷がのぶなちゃんにさかんに吹ふきこんでいるではないか」

「レオンは、やまと御所の簒奪を勧すすめているわけではないわよ。わたしに生しよう涯がい夫を持つな、処女王になれと勧めているだけで……」

「三種の神器を用いれば、のぶなちゃんは人でありながら地上に降臨した神になる。その意思がのぶなちゃんになくとも、結果的には簒奪することになるのじゃ」

「左近？　ねえ、いったいどうしちゃったのよ？　もしかしてレオンの件ですねてるの？　それとも、じらしてなかなか茶器をあげなかったから」

「すねてないのじゃ！　姫ひめはもう子供ではない！」

　氏郷が、一益に苦言を呈ていした。

「左近さま。あなたはお姉さまの家臣よ。分をわきまえなさい──たとえ妹分であろうとも、実の弟であろうとも、家臣は主君の命令に従えばそれでよいのよ。お姉さまは、この国のすべてを統べる専制君主になるべきなの」

「う、う、うるさいのじゃ。姉妹ゲンカに口を挟はさむでないわ！」

「本来ならば、あなたは反逆罪に問われる立場なのよ。織田家の家臣たちはみな、まるでお姉さまの家族であるかのように振ふる舞まっているけど、これからは家臣は家臣、主君は主君。なにしろお姉さまは、日ノ本の神になられるのだから」

「氏郷。のぶなちゃんを神として崇あがめたいのなら、一人でやっておればよかろう！　姫はイヤじゃ！　あ、姉が神になるなど……のぶなちゃんとの間に越こえられぬ壁かべを築かれるなど……絶対にごめんじゃ！　そちの個人的な信しん仰こうをわれらに強制するでない！」

「左近さま？　まるで別人のような……近衛さまとの面会の席で、なにかあったの？」

「レオン、左近を挑ちよう発はつしないで！　わたしはまだ、神器を用いて神になるだなんて言っていないわよ。それに左近も、疑ぎ心しん暗あん鬼きにならないで。なぜそんなに動揺するの？　左近は、わたしの妹分でしょう？」

「……まだ正式に妹になると返事したわけではないのじゃ」

「左近？　わたしはあなたを家臣扱あつかいしたことはなかったはずよ。ずっと自由にさせてきたつもりなのに。どうしてこんな大事な時にわたしを信じてくれないの？」

「……のぶなちゃんたちのてのひらの上で守られてきた姫の自由は、ほんものの自由ではなかったのじゃ……姫には、戦国の世を自由に生きる実力など、最初からなかった……」

「そんなことはないわ。なぜ急に自信を失ってしまったの？　なにかあったの？」

「あの時の返事は、『断る』なのじゃ！　のぶなちゃんは、姫の実の姉ではないからの！」

「そんな……左近……!?　ま、待って！」

「のぶなちゃんから与えられたかりそめの自由など、ほしくないのじゃ！　そんなものに頼たよっていたら、姫はいつまでも自分の血の定めから逃のがれられぬのじゃ！」

「なにを言っているの？　ほんとうに、どうしちゃったの!?」

　見ていられなくなった良晴が、左近の小さな肩かたをつかんだ。

　この二人の仲を引き裂さくだなんて、こんな瓦かわら版ばんを書いたやつは絶対に許さねえ、と憤いきどおっていた。

　自分が瓦版に愚ぐ弄ろうされたことなど、もう忘れていた。

「一益ちゃん。言葉に踊おどらされるな！　氏郷や俺から、力を使って聞きだした言葉に囚とらわれるな！　この瓦版もそうだ。言葉なんてものは、ただの言葉でしかないんだぜ！」

「違ちがうのじゃ、よっしー。血は……言葉よりも……濃こいのじゃ」

「血、だって？」

「どこまで逃にげても、姫は逃れられぬのじゃ。甲こう賀がを抜ぬけても、無む駄だだったのじゃ。のぶなちゃんからも、逃げられぬのじゃ。結局姫はのぶなちゃんの妹ではなく、織田家の家臣じゃ」

　責任を痛感した近衛前久が、思わず「あいたたた」とうずくまっていた。

（ああ麻呂はまた余計な失点を）と胃が痛んで、いたたまれなくなったらしい。

「おいおい。どうして急に梵ぼん天てん丸まるみたいなことを言いだしたんだ？　血だかなんだか知らねえが、一益ちゃんは自由奔ほん放ぽうが信条だろ？　そんなもの気にすんじゃねえ」

「やっぱり……のぶなちゃんとの恋こいのために、滅ほろぼすのか。よっしー」

「滅ぼす？」

「姫の……実の、姉をじゃ！」

　良晴はこの時、やっと真実に気づいた。

　姫巫女の素顔を知らない信奈や今井宗久たちは、うかがい知ることができない。

　だが良晴は、姫巫女の素顔を間近で見たことがあった。

　一益とはじめて会った時に、あまりにも一益が姫巫女に似ているので驚おどろいたこともあった。

　しかし一益が甲賀の忍しのび出身であると知ったこともあり、いつしか、他人のそら似だろうと思うようになっていたのだった。

（そうか、そういうことか！　三種の神器をどう扱うか、信奈と姫巫女さまのどちらに新時代の神権を与えるべきなのか、一益ちゃんは二人の姉の間で揺れていたんだ！）

　しまった。俺はなんて鈍にぶかったんだ、ほんとうにサル並みの知能しか持ってねえ！　と良晴は思わず自分の頭を殴なぐりつけていた。

「わかった。ぜんぶわかった。今ここで言わなくていい！　一益ちゃん、俺がもう少し利口ならもっと早く気づけていたはずなのに。悪かった！」

「……よっしー」

「でもこれは、俺が口を挟める話じゃねえ。一益ちゃんが自分で決めるんだ！」

「姫が？」

「そうだ。一益ちゃんはどうしたいんだよ？　信奈とケンカしてこのまま決けつ裂れつしたいのかよ？　信奈がこの瓦版に書かれているような陰いん謀ぼうを企たくらんでいるから、自分が阻そ止ししなければならないと？　ほんとうに、本気でそう思ってるのかよ？」

「……姫は……」

「信奈だって、ずっと妹分のお前に支えられてきたんだぜ。俺もそうだ。妹が、ねねがいなければ、俺の心はとっくにどこかで折れちまってた。信奈だって」

「でも。もう一人の姉は、独りぼっちなのじゃ。これまでも、これからも、ずっと！」

「一益ちゃん」

「ずっとずっと、籠かごの中じゃ！」

　姫巫女と出会ったことがある良晴は、もう、なにも言えなかった。

　一益は、「どうすればいいかわからぬのじゃ！」と叫びながら良晴の腕うでの中からすり抜けていた。

　なにが起きているのか把は握あくしきれない信奈は半ば放心状態となってしまい、本ほん陣じんから飛びだしていく一益を追いかけることができなかった。

「……実の姉って、誰だれなの……？　わたしは結局、左近のお姉さんには、なれなかったの？」

　利休が、そんな信奈に茶を点ててけんめいに元気づけようとする。

「信奈、俺が一益ちゃんを連れ戻もどす。だいじょうぶだ！」

　良晴は、迷わず一益を追っていた。




　　　　※




　一益と良晴が去った本陣で、信奈は深いため息をついた。

　これほどの一大決戦を前に、こんなもめ事が起こるなんて、織田家ではこれまでなかった気がする。

「左近……いったいなにがあったのかしら。良晴、お願い。左近を連れ戻してきて」

「おそらく、左近さまの周辺でなにか火急の事態が起きているのね。でも、お姉さまはこれから、神になられるお方。今後は、織田家の家臣たちをただの下僕として扱わなければ」

「レオン？　そんなことできないし、やりたくもないわ。織田家家臣団は、みんなわたしのたいせつな家族よ！」

「そのような情を捨てねば、この難局は打開できないわ。すべては天下万民のためよ」

　氏郷もまた、一益を引き止めるべく立ちあがっていた。

「お姉さま。水軍を率いる左近さまがこのような状態では、この合戦は織田軍の負けだわ。上杉謙信が織田家討とう伐ばつを決意する前に、いいえ、お姉さまが本ほん猫びよう寺じ軍に討ち取られてしまう前に三種の神器を用いて。すべてが手て遅おくれになる前に」

「レオン。あなたが抱いだいている天下布武の夢は美しいものよ。乱世を終わらせて天下万民を救おうというあなたの純真さ、潔けつ癖ぺきで無私な心がわたしは好きだわ。だからこそわたしの妹として迎むかえたのよ。たしかに、最小限の犠ぎ牲せいで天下を統一するためには、わたしは処女王として日ノ本に君臨すべきかもしれない。三種の神器を用いてでも本猫寺との決戦に勝たねばならないのかもしれない。でも、これだけは聞いて」

「……お姉さま」

「わたしは、家臣たちを家族だと思っているし、これからもそうよ」

「ええ。そのお姉さまの思いは、わかるわ。そのために、私は妹として生涯をお姉さまに捧ささげ尽つくすわ」

「そして、良晴との恋も、あきらめるつもりはないの」

「それだけはいけないわ、お姉さま。『織田信奈の陰謀』を読んだでしょう？　あの禍まが々まがしい噂うわさが真実になってしまったら、もうお姉さまはおしまいよ！」

「わたしはもう、なにもあきらめたくないの」

「私が憧あこがれてきたお姉さまは、ただ一人の男との恋に熱をあげて、救いを求める天下万民の声が耳に入らなくなるような、そんなお方ではなかったはずだわ！」

「レオン……」

「お願い、お姉さま。ただ一人を愛する道と、天下万民を惜おしみなく愛する道と、どちらが正しいか考えて！」

「わたしも、天下布武のためには人としての心を捨てて魔ま王おうにならなければならないと思い詰つめていた頃ころがあった。でも、今はそうじゃないとわかっている。たった一人の好きな人すら愛する勇気のない者に、民を慈いつくしみ守ることなどできないのよ」

「……お姉さま」

「民を救うという志は尊いものだけれど、他人を愛するすべを知らない者が、その志をほんとうに実現するのは難しいの。とりわけ、母上の愛を知らない、わたしのような者には」

「そんなことはないわ。お姉さまには、私がいる。私は忠実な妹として、お姉さまだけを愛し続けるわ。お姉さまはたとえ神になっても、孤こ独どくにはならない」

「わたしもレオンが好きよ。でも、良晴との間の愛情はまた違うものなの。良晴が隣となりにいてくれてこそ、わたしは野望のために人の心を失い魔王になるという運命を超こえられるの」

「……違うわ。お姉さまはそんな弱いお方じゃない！」

「レオン。あなたはまだ恋を知らないから、わからないの。相手に自分の理想を押しつけることが愛ではないのよ。それは信仰でしょう？」

「たしかに私はお姉さまを、天下布武を成し遂とげてくれる救世主だと崇すう拝はいしている。この乱世に失望し、書物と過去の遺い跡せきの世界にしか居場所がなかった私に、お姉さまは天下布武という希望の光を、人生の意味を与あたえてくれたのだもの。それがいけないことなの？」

「いけないことではないわ、レオン。でも、あなたはいつかあなた自身の生を生きなければいけないの。志を共有する姉と妹であれ、一心同体ではないの」

「違う。少なくとも、相良良晴などよりは、私の魂たましいのほうがずっとお姉さまに近しい！」

「二人は別々の人間なのよ。そこがわからなければ、あなたはきょうにょと同じ道を辿たどってしまうわ。夢のためにすべての人を巻きこんで暴走することに。他人から継ついだ借り物の夢は、思いの深さとともに純化されていく。それだけ歯止めが利かなくなってしまうの。あなたにも左近のように、自立してほしいの。同じ道を進みながらも、自分自身の夢を抱いて自由に生きてほしいの。あの子は、わたしたちよりもずっと幼いけれど──」

「やめて。私を書物と遺跡の世界へ追い返さないで。どうか私を嫌きらいにならないで、お姉さま。お願い！」

　信奈は、氏郷の心中に、想像を絶する深い絶望があったことを、改めて知った。

　求めても求めても日ノ本古来の神にもキリシタンの神にも出会えず、生きる目的を見つけられなかった氏郷に「天下布武」というまばゆいばかりの光を与えた者こそが、信奈なのだ。

　だから信奈は、相良良晴に夢中になっている自分に氏郷が失望していることを責められなかった。

　苦く悩のうの果てに氏郷がやっと見つけた夢を奪うばい取ってしまうことは、信奈にはできなかった──。

「私には、なぜお姉さまほどの人があんな平へい凡ぼんな男に惑まどわされているかがわからない！」

　氏郷は目に涙なみだを浮うかべて震ふるえながら、駆かけだしていった。

「……レオン」

　一益に続き、氏郷まで傷つけてしまった。

　信奈は心の中で、つぶやいていた。

（レオンの理想は正しく、そして美しい。もしも、わたし一人が処女王という名の犠牲の子羊になれば、乱世は終わり、この国の民は救われるのかもしれない。どうすればいいの、良晴……）

　三種の神器。

「天岩戸開き」。

　日ノ本の新たな神となるのか。

　それとも、あくまでも人間の少女として戦い、良晴との困難な恋を貫つらぬき通すのか。

　信奈は、まもなく究極の選せん択たくをしなければならない。




　　　　※




「妹は、あるべき理想の姉の姿を自ら継いだのです。わたしがそうなるべきだった存在、すなわち天下布猫を成し遂げた理想の本猫寺当主になろうとしているのです。わたしに成り代わって。姉であるわたしが、妹の野望を終わらせねばならないのです」

「これでは、飛んで火に入る夏の虫でおじゃる！　せめて織田信奈の了りよう承しようを得て、護衛の兵をつけてもらわねば！　猫耳を失ってただの人間になってしまった今、そちは撃うたれれば死ぬでおじゃる！」

「承知しております」

　織田軍と本猫寺を再び和わ睦ぼくさせるため、川に浮かべた小こ舟ぶねに乗って本猫寺へと向かっていたけんにょに、必死の形相ですがりつく者がいた。

　軍議から抜け出してきた、近衛前久である。

「これはもともと、本猫寺がはじめた戦ですから。わたし一人で参ります」

「影かげの軍師は、本猫寺の門をくぐる直前にそちを殺すでおじゃる。織田信奈がそなたを暗殺した、と本猫寺方を怒おこらせるために。あやつはこの世を乱すだけ乱そうという野心に憑つかれた悪あつ鬼きになっているでおじゃる！」

「死ぬかどうかは、本猫寺の門をくぐってみなければわかりません。しかし今わたしが行かねば、多くの人が死にます」

「死ぬのがおそろしくないでおじゃるか！」

「怖こわいです。けれど、わたしは妹の心にともった野望の炎ほのおを消せなかった姉として、こんどこそ正面から妹と対たい峙じしなければならないのです」

「ままま麻ま呂ろにも、ああああの軍師どのと対峙せよと言っているのでおじゃるか？」

「いえ、そのようなことは」

「それはできぬでおじゃる！　麻呂があの虎こ狼ろうのごとき男と対決すれば、姫巫女さまにも危害が及およぶでおじゃる！」

　けんにょは、川を渡わたった。

　本猫寺の門へ連なる険しい坂を、素足でのぼりはじめた。

　彼女が誰なのか、気づかずに矢を射かけてくる者たちがいた。

　それでも、前へと進んだ。

「これっ、無む謀ぼうな真ま似ねはやめるでおじゃる！　開戦の口実にされるだけでおじゃる！」

　近衛が「やめい下郎ども！　麻呂は関白近衛前久なるぞ！　かしこむでおじゃる！」と怒ど鳴なりながら、けんにょのあとを追う。

「けんにょどの！　ええい、戻るでおじゃる。滝川さまのお心を乱した件に続きまたしてもこの失点。お待ちあれ。麻呂が姫巫女さまより和睦の御ご綸りん旨じをいただくでおじゃる！」

「有り難いお言葉ですが、すでに両軍は開戦待ったなしの状じよう況きようです。もう間に合いません」

「じゃがそちがここで殺されたら、日ノ本の国を真っ二つに割ってしまう宗教戦争がはじまるでおじゃる。文字通りの終局でおじゃる！」




　この時、本猫寺の正門を守っていたのは、雑賀孫まご市いちが率いる手て練だれの雑賀衆鉄てつ砲ぽう軍団だった。

「けんにょはん？　けんにょはんやないか！」

　孫市は、いくら影が薄うすくなっていても長年の相方の姿を見忘れることはなかった。

　けんにょの姿を見つけるや否や、ただ一人でけんにょを出で迎むかえようと、本猫寺の正門を開かせて駆け足で坂を下りてきた。

「……孫市さん。お久しぶりです」

「ほんまにたいした度胸や、あんたは。立派な本猫寺の当主になったで！」

「今はただの町まち娘むすめです。どうか、妹のきょうにょのもとへ」

「言わんでもわかっとる。さあ」

　孫市が、手を差しだした。

　けんにょが、孫市の手をつかもうと手を伸のばす。

　再会を果たした二人が、静かに微笑ほほえみあっていた時──。




　ぷつん。




　けんにょの背中に、矢が一本、突つき刺ささっていた。

　赤い血が、傷口から吹ふきだしていた。

「けんにょはんっ？　しまった!?」

　本猫寺側から放たれた矢ではない。本猫寺の正門に向かい合っていたけんにょの背後から、誰だれかが矢を放ったのだ。

　孫市ほどの者が見み抜ぬけなかったということは、考えられない遠えん距きよ離りからの射しや撃げきであったということになる。

「違ちがいます……これは、織田信奈さまが放った矢では……ありません」

「けんにょはん、しゃべるな！」

　孫市の腕うでの中に、けんにょの身体からだが崩くずれ落ちていた。

「おじゃああああっ!?　撃ったのは、影の軍師に命じられたあやつでおじゃるうううう！」

　これでもはや織田信奈は三種の神器を用いるしかない。麻呂もやまと御ご所しよもおしまいでおじゃると近衛は絶望した。

　この光景を目もく撃げきした本ほん猫びよう寺じの人々はみな、衝しよう撃げきのあまり静まりかえり、そして──。

　上町台地に、大坂本猫寺の猫ねこ尼に僧そうたちが叩たたく無数の銅ど鑼らの音が鳴なり響ひびいていた。




「「「「けんにょさまああああああ！」」」」




　本猫寺のすべての門が開かれ、雑賀衆、毛利軍、あくまでも退城を拒きよ否ひして居残った抗こう戦せん派の門徒たちが、手に武器を持って突とつ進しんしてきた。




「敵は織田信奈ただ一人！」

「織田信奈を討て！」

「絶対に許すな！」




　──ここに大坂本猫寺合戦が、開戦した。







　　　巻ノ六　天王寺・木き津づ川口の合戦のこと







　大坂は、水の都。

　本猫寺と、信のぶ奈なの本ほん陣じんがある野田砦とりでの間には、巨きよ大だいな淀よど川が流れている。

　本猫寺側としても、野田砦を直接攻せめるのは難しい。そのため雑さい賀か衆・毛もう利り軍主体の本猫寺勢は、陸路から上町台地上に連なる天王寺砦へと殺さつ到とうした。

　本猫寺軍の先頭を駆けるは、雑賀孫まご市いち。

　その両りよう脇わきには雑賀衆の名人・蛍ほたるに小こ雀すずめ。

「今日の一戦ですべてを終わらせる」

　馬上の孫市は、大鉄砲を肩かたに担いでふとももだけで馬を操り、織お田だ軍の先せん鋒ぽう隊の中へと突とつ入にゆうしていた。

「狙ねらうは部隊を率いる大将だけや！」

　孫市の姿は、天王寺砦にこもる織田軍の足軽たちにもはっきりとわかった。

　百寸超こえの大鉄砲、異様な長さを誇ほこる漆しつ黒こく塗ぬりの新式種たね子が島しまを構えていたからである。

　総重量は七十キロを超える。

　誰の目にも、伝説の鉄砲名人・雑賀孫市以外の者がこのような悪あく魔まじみた大鉄砲を撃てるはずがないとわかるのである。

「八や咫た烏がらす改かい、壱いち式しき」

　まるで野生の虎とらのような燃える視線で、孫市は一直線に戦場を突き進み、敵部隊の大将を探し求めている。

「来た！　あれが雑賀の孫市！」

「撃てっ」

「功名とせよ」

　孫市の突進に怯おびえた織田軍の足軽たちがあわてて放った鉄砲の弾たまは、次々と孫市の雑賀鉢ばちに当たってことごとく軌き道どうをそれた。

「まだ早いわ」

　孫市は八咫烏の射しや程てい距きよ離りに織田方の指揮官を捉とらえるべく、飛び交う矢や弾だまの中を突き進んでいく。

「ま、孫市を止めろ！　槍やり衾ぶすまで討ち取れ！」

　まるで速度をゆるめずに怒ど濤とうの勢いで迫せまってくる孫市の形相を怖おそれた先鋒部隊の大将は、必死になって下知した。

　孫市は叫さけんだ。

「蛍。的まで百間の間合いに入ったら、叫べ」

「百間！」

　蛍のかけ声と、孫市が放った鉄砲の銃じゆう声せいとは、ほぼ同時だった。

「ええい、孫市を止め……」と叫んでいた先鋒部隊の大将の頭が、爆はぜていた。

　頭を失った亡なき骸がらが、無言で馬上から落ちた。

　一いち撃げきで指揮官を失った先鋒部隊は四散していく。

　天王寺砦の門が開き、新たな部隊が孫市たちの突進を阻はばもうと攻め寄よせる。

「孫市が、一発撃った！」

「今だ！」

「討て！　孫市が弾たま込ごめを終える前に取り囲んで討て！」

　しかし孫市の突進は止まらない。

　敵味方の槍と刀が激げき突とつして血しぶきがあがる中、まだ煙けむりを放っている大鉄砲を蛍めがけて放り投げ、突き進む馬の胴どうをふとももで締しめあげながら一声叫んだ。

「小雀！　八咫烏改、弐に式しき！」

「八咫烏改、弐式です！」

　小雀が空へと放り投げた二丁目の八咫烏を、孫市はつかみ取って手にしていた。

「蛍」

「百間！」

　二人目の大将の首が、一いつ瞬しゆんのうちに吹き飛んでいた。

　だが織田軍はなおも壊かい乱らんしない。

　砦から続々と新手が飛びだしてくる。

「織田軍の足軽どもは大将を獲とっただけでは崩れん。これは、きりがあらへんなあ」

　四方を敵に囲まれた孫市は、凶きよう暴ぼうな笑みを浮うかべながら撃うち終えた八咫烏をまた青空へと投げていた。

「小雀！」

「八咫烏改、惨さん式しき」

「蛍！」

「あそこです、孫市さま。百間！」

「『いずれの行も及および難き身なれば、とても』」

　一撃。

「四し式しき！」

「百間！」

「『地じ獄ごくは一いち定じよう、すみかぞかし』」

　またも一撃。

　孫市の前に立ちはだかった侍さむらい大将は、名乗りをあげる猶ゆう予よも与あたえられずに芥け子し粒つぶのように吹き飛ばされていく。

　今、この戦場に、鉄砲の女神が降臨していた。

　もう蛍も小雀も、孫市と言葉を交わすことすらなく、歯車のように動き続けている。

　敵味方入り乱れた鼓こ膜まくが破れそうな騒そう乱らんの中、誰もが耳慣れない古びた言葉を小声でつぶやきながら、孫市はただひたすらに引き金を引いた。

「『父母の孝養のためとて念仏、一いつ返ぺんにても申したることいまだ候そうらわず』」

　八咫烏の銃じゆう口こうを向けられた者はみな、その瞬しゆん間かんにこの世の者ではなくなっていた。

「『一切の有う情じようは皆みなもって、世々生々の父母兄弟なり』」

　百間先の馬上から百寸超えの大鉄砲を自らの手足のように操る孫市の神業に「人ではない」と感かん嘆たんの声をあげるいとますら、与えられない。

「『行者には天てん神じん地ち祇ぎも敬きよう伏ぶくし、魔ま界かい外道も障しよう碍げすることなし』」

　敵も味方もみな、この国における合戦の作法がこの瞬間に永遠に変わってしまったことを思い知らされた。

　武士同士が悠ゆう長ちように名乗りをあげて堂々の一いつ騎き打うちを演ずる、そんな優ゆう雅がなこの国の合戦は、種子島の伝来によって終わったのだ。

　今この上町台地に現出しているものは、問答無用の命のやりとりである。

　名のある武将であろうが、無名の足軽であろうが、ひとつの命はひとつの命にすぎず、八咫烏という武神だけが操ることのできる新兵器の前には血筋も武名もなんの意味も持たない。

　鉄てつ砲ぽうの女神はためらいもなく、一切の躊ちゆう躇ちよもなく、ただひたすらに大鉄砲を放ち続けた。

　自分の右みぎ肩かたに矢が突き刺さっていることすら、まるで意に介かいしていない。

　もはや敵味方ともに、戦場に降り立ったこの鉄砲の女神に思わずひれ伏ふさずにはいられなくなっていた。

「『罪悪も、業ごう報ほうを感ずること、あたわず』」

　天王寺砦を守る総大将・塙ばん直なお政まさの姿が、修しゆ羅らと化した孫市が全速で駆かける馬上から放った一発の銃じゆう弾だんによって不意にかき消えた瞬間に、ついに織田軍は崩くずれた。

「『地獄は一定、すみかぞかし』」

　これは人間じゃない！　神だ！　戦の神だ！　と織田軍の足軽たちは口々に叫び、泣きながら遁とん走そうを開始した。

　孫市の退去命令に従わずに本猫寺に居残ってそのまま出しゆつ撃げきした門徒たちは、はじめて経験する戦への恐きよう怖ふ──いや、飢うえた虎のような獰どう猛もうな笑顔で八咫烏を放ち続け死体の山を築きあげていく孫市への恐怖のあまり涙なみだが止まらなくなり、一歩も先へと進めなくなっていた。

「退くやつは、退くがええ！　きょうにょにも伝ええ！」

　馬上の孫市は、あらぶる神のように吼ほえていた。

「退いても地獄には落ちん！　ここが、地獄や！」

　雑賀鉢は、敵味方の血に染まった。




　　　　※




「天王寺砦は陥かん落らく寸前！」

「総大将の塙直政どの、討ち死に」

「丹に羽わ小こ四し郎ろうどの、討ち死に」

「塙喜き三さぶ郎ろうどの、討ち死に」

「塙小こ七しち郎ろうどの、討ち死に」

「蓑みの浦うら無む右衛え門もんどの、討ち死に」

「みな、雑賀孫市の放った鉄砲により討ち取られました！」

「わが軍の誰だれも、雑賀孫市を止めることができません！」

「あれは人ではない、戦の神だと」

「いや野や獣じゆうだ、人を喰くらう虎だと、足軽たちが怯えて戦にならなくなり」

「総大将を失った天王寺砦守備隊は壊乱。あまりにも凄せい惨さんな戦場を見た本ほん猫びよう寺じ門徒たちまでもが、武具をうち捨てて逃にげ散ってしまいました」

「しかしながら雑賀衆と毛利軍の士気は高く、敵方はいまやあたらざるべき勢い」

　開戦からわずか一刻足らず。

　野田砦の信奈のもとに、耳を疑いたくなる悲報が止まることなく届き続けている。

「デ、アルカ」

　今、信奈の手許にはわずか三千ほどの旗はた本もと衆しか残っていない。

　虎の子の一かず益ますは、信奈と決けつ裂れつしたまま木津川口の海の上だ。

　良よし晴はるは一益を連れ戻もどしに行ったきり、まだ戻っていない。

　氏うじ郷さともまた、一益のもとへ向かったまま。

　一益はすでに、三種の神器を揃そろえている。この惨さん憺たんたる織田軍の苦戦を事前に予想していた氏郷は、信奈を救うために三種の神器を合戦へ投入したいのだろう。

　しかし信奈は、この戦に三種の神器は用いたくなかった。

「あれはやまと御ご所しよの宝物。それに、鉄砲の弾が飛び交う新しい世の合戦に今さら持ち出してくるべきものではないわ」

　過ぎ去りし神の世の宝具を、新しき人の世の戦に持ちこむべきではない。

　それが、信奈の信念だった。

　だが神になれば、この戦に勝てるばかりか、良晴と結ばれるかもしれない。絶望の中に一筋の蜘く蛛もの糸の如ごとく垂らされているそのような誘ゆう惑わくの言葉とも、信奈は今戦っていた。

「……それでも。それでもこの戦は、人の力で勝利しなければならないのよ」

　しかし、それは信奈自身が抱いだく理想である。理想が現実の前に敗北してしまえば、もはや理想は無力な夢物語にすぎない。透とう徹てつした現実主義者の信奈は、なおも神器を用いずに人の力でこの合戦に勝つ戦略をけんめいに考え続けていた。

「あたら名のある武士たちが、鉄砲などという南なん蛮ばんのからくりにやられて次々とあっけなく討ち死に……これは悪夢でおじゃるううう！」

　本猫寺から命からがら舞まい戻ってきた近この衛えが錯さく乱らんして頭を地面に打ちつけているが、今の信奈は近衛にかまっている場合ではない。

「あの漫まん才ざい女、とうとう本気を出したんだわ。笑いの神を捨てて、死に神になったわけね」

　あれは戦場に降臨させるべき者ではなかった、と信奈は舌打ちした。

「決めたわ。これより、千丁の鉄砲すべてを戦線に投入──！」

　この日をもって、武士のしきたりや美学といった中世的な優雅な側面を持ったこれまでの合戦とはまるで異なる、火器の大量投入による容よう赦しやない徹てつ底てい的てきな殲せん滅めつ戦がこの国にもたらされたのだ。

　鉄砲がこの国に伝来した時から、いずれはこの時が来る定めではあった。

　それは、聡そう明めいな信奈にはもうわかっていた。

　だからこそ、こうなる前にわたしは急いで天下を統一すべきだった、それなのにここいちばんで非情になりきれず、力も及ばず、できなかった、と信奈は自分の無力を責めた。

「天王寺砦とりでを奪うばわれれば本猫寺攻こう略りやくは頓とん挫ざ。各地で燃えあがっている一いつ揆きの炎ほのおは止められなくなる。絶対に死守しなければ」

　戦力を小出しにすれば雑賀衆が誇ほこる圧あつ倒とう的てきな火力に各かつ個こ撃げき破はされる。まず守口砦の十じゆう兵べ衛えの部隊へと摂せつ津つの各拠きよ点てんの部隊を合流させ、わたし自らが三千の旗本と千丁の鉄砲をもって合流部隊の中心へ──と信奈が下知を発しようとしたところに、またしても新たな報告が飛びこんできた。

「守口砦より出撃した明あけ智ち光みつ秀ひでさまの部隊が、天王寺砦へ急行するも……」

「なんですって？　十兵衛、どうしてそんなに焦あせって」

「開戦の一報を知り、明智さまは行軍が遅おくれて天王寺砦へ到とう着ちやくできなかった責任を感じて、塙直政どのをお救いすると」

「それじゃ、十兵衛は今!?」

「上町台地の東に流れる平野川を強引に渡と河かしていたところを、待ち構えていた雑賀衆の別働隊に迎げい撃げきされ、壊かい滅めつ」

「あの、鉄砲の威い力りよくを熟知した十兵衛がそんな。うかつだわ！」




　　　　※




　淀よど川の上流、守口砦に到とう達たつしていた明智光秀は、急ぎ南進して天王寺砦へと入城しようとしていた。だが、光秀が守口を出撃する前に戦がはじまってしまった──。

　大雨による淀川水系の河川の増水が光秀の行軍を遅らせた最大の原因であるが、光秀自身もどこか心ここにあらずという風に戸と惑まどっていた。

「笑わない門」と南蛮蹴け鞠まり合戦とを通して、あれほど親しんだ大坂本猫寺の門徒たちが敵に回ったこと。

　謎なぞの偽ぎ書しよ「織田信奈の陰いん謀ぼう」が大量に刷られて畿き内ないに出回り、織田信奈と相良さがら良晴が道ならぬ関係にあると言いふらされていると知ったこと。

　光秀の居城・近江おうみの坂本城で療りよう養ようしている母・お牧まきの方の容体も、気がかりだった。

　そしてその、お牧の方からの手紙──。

『十兵衛どの。丹たん波ば攻こう略りやくを放ほう棄きしてまでもお味方の相良良晴どのの窮きゆう地ちを救ったことは、まことに天あつ晴ぱれ。わが娘むすめながら誇らしい限りです。しかし、畿内管領となったあなたの本来の仕事は丹波攻略です。毛利の山さん陰いんからの進しん撃げきを阻はばむためにも、丹波一国を早く平定しなければなりません。丹波は京の都に直接連なった要地。仲間のために奔ほん走そうするあなたの活かつ躍やくは嬉うれしいですが、ご自分の仕事をもお急ぎなさい。都を守るために、また明智家の悲願である土と岐き氏再興を果たすために、そして婿むこ取とりのために──丹波一国を平定すれば、婿を取ることを織田信奈さまから許されていると、うかがっています。この母も、命があるうちに早く孫の顔が見たいものです。十兵衛が産んだ、明智家のお世よ継つぎを』

　これまでの母上は、「目の前の手て柄がらなどどうでもいいのです。大切なものは人々との信しん頼らい関係であり、誠意と信用です」とおおらかでした。その母上が、丹波平定と祝言を急げと……。

　気がせいておられるというよりも、弱気になっておられるのです。

　母上はもうあまり長くないかもしれないです、と光秀は思った。

　天王寺砦の主将・塙直政は、官かん僚りようあがりである。佐さ久く間ま大だい学がく、斎さい藤とう道どう三さん、森もり可よし成なり、松まつ永なが久ひさ秀ひでと、合戦に継つぐ合戦を重ねてきた織田家は領土を拡張するたびに次々と柱石を失っている。新参ながら期待されていた万まん見み仙せん千ち代よも、久秀攻せめの際に戦死したという。

　光秀が遅ち参さんした際、先代信のぶ秀ひで以来の古参・佐久間信のぶ盛もりを天王寺砦にという声もあったが、信奈は「たしかに信盛は退たい却きやく戦は上手いけれど、それは逃げ癖ぐせが染みついているということ。この不利な状じよう況きよう下かでの防衛戦・籠ろう城じよう戦には向いていないわ」と経験の浅い塙直政を抜ばつ擢てきしたのだ。

「いけないです。信奈さまは判断を誤りました！　直政どのは、種たね子が島しまの銃弾が飛び交う戦場の恐おそろしさをまだ知らないお方です。果か敢かんに雑さい賀か衆に立ち向かってしまっては、餌え食じきです！　佐久間信盛どのを守将とするべきでした」

　すぐに天王寺砦へ急行します！　むろん正面の大坂本猫寺は避さけて、東側から迂う回かいします！　まず大和やまと川を、そして平野川を渡わたります！　と軍を出立させる光秀に、副将の姫ひめ武将・斎藤利とし三みつが追いすがった。

「お待ちください姫。動くにしても、信奈さまからの指示を待ったほうがよろしいかと。兵力の逐ちく次じ投入は悪手です！」

「待てません。直政どのが討ち死にしたら、天王寺砦へ間に合わなかったこの十兵衛の不手際になります！　相良先せん輩ぱいは救いながら、直政どのは見捨てたということになれば、十兵衛は天下の面目を失います！」

「もしも雑賀衆が川向こうに伏ふせていたら。川を渡河するところを狙ねらい撃うちにされれば、明智軍は壊滅します！」

「雑賀孫市は今、直政どのが守る天王寺砦を全力で攻せめ立てているはずです。われらを阻む敵は毛利勢と門徒たちだけです、突とつ破ぱします！」

「お待ちください！　それではまるで猪いのしし武む者しや。聡明な姫らしくもない！」

　斎藤利三は（やはり丹波攻ぜめが失敗に終わったことで、焦られておられるのかもしれない。それとも、あの偽書『織田信奈の陰謀』を読んだことで心が乱れているのかも。丹波を平定しなければこのまま相良良晴どのを織田信奈さまに奪われてしまうのではないかと恐れているのかも……姫はまだ気づいておられないが、相良良晴どのを異性として、どうしようもないほどに深く愛しておられる）と歯がみしながら、（かくなる上は、われら家臣団が盾たてとなって姫をお守りするしかなし）と決意した。

　斎藤利三の不安は、適中した。

　たしかに雑賀孫市はこの時、雑賀衆の主力部隊を率いて天王寺砦へとまっしぐらに猛もう攻こうをかけ、塙直政たちと戦っていた。いや、直政はすでに孫市が放った八や咫た烏がらす改かいの銃弾を頭に受けて討ち死にしていた。

　しかし、雑賀衆が誇る鉄てつ砲ぽう名人部隊を指揮できる「達人」は、孫市一人ではなかった。

　小こ柄がらで、姉あね譲ゆずりの雑賀鉢ばちをすっぽりと頭に被かぶったまるで埴はに輪わのような愛あい嬌きようのある傭よう兵へい姿ながら、恐るべき鉄砲の腕うでを誇る「隠かくし弾だま」が、雑賀衆にはいた。

「あったしが雑賀孫市お姉の秘蔵っ子、雑賀の妹だよっ！　その名も雑賀孫まご六ろく、見参っ！　鉄砲の腕を鍛きたえ上げし雑賀のかぶき娘ども！　撃てっ、撃て～っ！」

　孫市はなんと、雑賀衆の半分を、天王寺砦救きゆう援えんのために平野川を越こえようとするであろう光秀・信奈軍対策として、平野川西岸に割いていたのだ。

　明智軍の強制渡河を阻そ止しせんと、選りすぐりの雑賀衆鉄砲部隊の半数が、明智軍の進路に待ち構えていたのだ。

　つまり孫市は今、半数の雑賀衆のみで、天王寺砦を圧あつ倒とうし蹂じゆう躙りんしつつあるということである。

　これは、遠えん隔かく距きよ離りから敵部隊の大将をただの一いち撃げきで問答無用に仕留める、必殺の大鉄砲・八咫烏改を己の手の如く自在に使いこなせる孫市のみが成せる、強引かつ非常識な戦術だった。

　普ふ段だんの平静な光秀ならば、孫市の鉄砲の腕が神がかっていることを熟知している以上、この孫市の戦術にこれほど容易にははまらなかったはずである。

　しかし、惑まどっていた光秀は、孫市の誘さそいに乗った。

「お姉ねえが操る八咫烏改はさすがに無理だけどぉ。お古の八咫烏ならば、あたしにだって使いこなせるんだよっ！」

　旧式となり孫市から孫六に払はらい下げられたとはいえ、八咫烏は途と方ほうもない射しや程てい距きよ離りと貫かん通つう能力を誇る大鉄砲である。

　平野川西岸に陣じん取どった孫六が「雑賀衆の鉄砲隊はぁ～、日本一ぃいいいいい～！」と日の丸扇子せんすを振ふらせながらその八咫烏を撃ちまくり、発はつ中ちゆう、坦たん中ちゆう、無む二になどと名乗る雑賀が誇る鉄砲名手の娘たちがいっせいに弾だん幕まくを張る。

　伏ふく兵へいを警けい戒かいしていた斎藤利三とて、よもやこれほどの鉄砲隊が待ち構えているとは、予想できなかった。

「……これは……!?　孫市に匹ひつ敵てきする名人が、われらを待ち伏ぶせていたとは？　雑賀衆は、全軍で天王寺砦に襲おそいかかっているとばかり！」

「……雑賀孫市の罠わなに落ちたです……！　ここは、なんとしても強きよう行こう突とつ破ぱします！」

「しかし、姫！　無む謀ぼうです！」

「利三！　ここで退却すれば明智軍は総そう崩くずれに！　そうなれば、雑賀の別働隊は勢いに乗って野田に陣じんを敷しいている信奈さまを襲います！　犠ぎ牲せいを払ってでもこのまま前進して、天王寺砦へと入るしかないです！　雑賀の別働隊に、われらを追わせます！」

「天王寺砦へ籠こもり、二手に分かれている雑賀衆全軍を自らに引きつけて……そのまま姫は討ち死になされるおつもりですかっ!?　今、信奈さまの本陣を遠く離はなれて天王寺砦に入ってしまえば、姫は完全に袋ふくろの鼠ねずみとなりますっ！」

「まだ死ぬと決まったわけではないです！　今はもはや、海上で村むら上かみ水軍と対たい峙じしている九く鬼き水軍に期待する他なしです！　九鬼水軍が木き津づ川口を死守して村上水軍を撃げき退たいすれば、われらにも生きる望みは！」

「ですが、なにやら滝たき川がわどのが三種の神器を巡めぐって信奈さまと揉もめている様子！　それ以前に、いくら九鬼水軍とはいえ、瀬せ戸と内うちの海の王者・村上水軍に勝てるとは思えません！　経験、練度、実績、なにもかもが違ちがいすぎます！」

　明智軍は今、これまで経験したこともないほどの目も当てられない大敗を喫きつしていた。

　しかし、彼らの光秀への忠誠心は異常だった。これほどの弾幕を張られながらも、なおも大将の光秀を守るために次々と盾になりながら川を進み、陸へ上り、天王寺砦とりでを目指して駆かけ続けた。

　光秀は（みんな。十兵衛のために。申し訳ありませんです……！）と涙なみだを流しながら、雑賀衆が押し寄せてくる天王寺砦へとかろうじて駆け込んでいた。しかしその時にはすでに塙直政は戦死していた。それどころか、主立った部隊長のことごとくが、雑賀孫市に一撃で討ち取られてしまったのだという。

　荒あらぶる鉄砲の神となって巨きよ砲ほう「八咫烏改」を馬上に担いだ雑賀孫市と、その姉から譲ゆずり受けた八咫烏を手にした孫六。

　この両者が総勢五千もの雑賀鉄砲部隊を率いて合流し、陥かん落らく寸前となった天王寺砦を包囲しつつあった。

　孫市と孫六の呼吸はぴったりと合っている。

　孫六は、孫市の隣となりに立つと同時に、「お姉！　後はお任せっ！」と叫さけんで即そく座ざに姿を消した。鉄砲部隊の一員として紛まぎれてしまったのだ。全ぜん幅ぷくの信頼を置く「鉄砲の女神」孫市に、ためらうことなく全部隊の指揮権を委ねたのである。

　砦に籠もる光秀は、孫市を銃じゆう撃げきできないかと、頭をけんめいに回転させた。だが、無理だ。光秀も、種子島の名人である。的を百発狙えば、九十九発までは当てる自信がある。

　しかし、孫市が構えた異形の大鉄砲「八咫烏改」と、光秀愛用の通常仕様の種子島とでは、あまりにも射程距離が違いすぎる。

　光秀が孫市を狙ってその姿をさらし、種子島を構えれば、その瞬しゆん間かんに問答無用で頭を吹ふき飛ばされるだろう。

「でこっぱち。今回はあんたの頭のきんかんを撃ち抜ぬくつもりは、ない。一撃で、脳を吹き飛ばす。痛みは一いつ瞬しゆんや。あんたの底抜けに朗らかな笑い声、好きやったで。そやけどこれが、今生の別れや。来世でもしまた巡り合えれば、その時は、友になろう」

　悠ゆう然ぜんと馬上を進む孫市が叫ぶ声が、届いていた。

　敵意も悪意もない。ただ殺意がみなぎっている。前回の合戦の時とはまるで別人だった。

「雑賀孫市は……たとえ悪あつ鬼きになってでも、この宗教戦争をたった一日で終わらせるつもりです。海戦の決着を待つつもりは、ないようです」

　殺される、と光秀は悟さとった。

　光秀は、自分の命運が尽つきたことを、知った。

　無念だった。

　悔くやし涙が目め尻じりに浮うかんでいた。

　信奈とともに歩んできた、天下布武の夢も。

　相良良晴との祝言話も。

　母から託たくされた、土岐氏再興の志も。

　斎藤利三たち、自分に忠誠を尽くしてくれた家臣団の命も。

　すべては、まもなくここで終わると、知った。

　それも、日ノ本の乱世を終わらせる力を持つ「未来の兵器」と光秀自身が希望を託してきた、鉄砲によって。

　信奈さまをもうお守りできないと、絶望した。

「……十兵衛は、ここまでです。不出来な娘で申し訳ありませんでした、母上……」




　　　　※




「明智さまは残兵を率いてかろうじて天王寺砦に逃にげこみましたが、雑賀衆の勢いは止まることを知らず、はや落城寸前です」

　明智軍、壊かい滅めつ。

　明智光秀、天王寺砦に逃げ込んで雑賀衆に包囲される。

　本陣内でその衝しよう撃げき的な報告をじっと聞いていた信奈は、ついに耐たえかね、唇くちびるをかみ破りながら立ちあがっていた。

「馬ひけ！　淀よど川を渡り、天王寺砦へ！　十兵衛を救きゆう援えんするわよ！」

「姫。無謀です！　敵は一万をはるかに超こえる大軍、しかも雑賀衆は五千もの鉄砲を戦場に投入しています！　死にに行くようなものです！」

「こっちにも千丁の鉄砲があるわ！」

　小こ姓しようたちが信奈を押しとどめようとしたが、信奈はすでに光秀救援を決断している。

　光秀は、信奈にとって家臣を超えた存在だった。

　ともに、蝮まむしこと斎藤道三の愛弟子であり後こう継けい者しやである。

　自分になにかあった時に、自分の夢を継いでくれる者のはずだった。

　その光秀を、どうしても失いたくはなかった。

　さらに、本ほん猫びよう寺じと陸続きである最重要拠きよ点てん・天王寺砦が陥落寸前となった今、木津川口も危ない。この戦は、信奈が経験したことのない、いまだかつてない大敗北となる。

　このままでは、織田家は天下の面目を失う。そうなれば、もう二度と形勢を逆転させられない。

「わたしの天下布武の志が、十兵衛にたしかに受け継がれるのであれば。わたしの命と、織田家のみんなの命。どちらを賭かけるべきか、考えるまでもないわ」

　雑賀孫市はまるで素す戔さの嗚おの尊みことのごとく荒ぶる武神でおじゃる！　あまりにも無謀でおじゃる！　とあわてた近衛が、そんな信奈の袖そでにすがりついた。

「おおお織田信奈！　さささ雑賀衆の面々はけんにょの暗殺騒さわぎで気が立っているでおじゃる！　ひひひとまず退たい却きやくでおじゃる！」

「近衛？　戦場をちょろちょろすると危ないわよ。けんにょは無事なの？」

「けんにょは本猫寺に収容されてしまったでおじゃる！　だがまだ生きているでおじゃる、目を覚ませば、そちの無実を証言してくれるはずでおじゃる。手当てを受けているけんにょが目覚めるまで、ここは時間を稼かせぎ」

「『人間、二十年』よ。近衛。人だけじゃない。この国にはもう、時間がないのよ。あんたも八咫烏の放つ轟ごう音おんを聞いたでしょう。世界から国を閉ざして逃げても、いつまでも逃げ切れるものではないわ」

　信奈はこの時、自らの死を覚かく悟ごして静かにほほえんだ。

　むざむざ死にに行くのではない。

　信奈は、勝つために戦っている。

「……織田信奈よ。そちは、この国を南なん蛮ばんに売り渡わたそうとしていたのではなかったのでおじゃるな。南蛮諸国の出現によってこの国は変わらざるを得ぬ、変わらないままの姿であり続けることはできぬ。そちは種たね子が島しまや南蛮の宣教師との出会いによって、その厳しい現実に誰だれよりも早く気づいていたのでおじゃるな……」

　信奈の微び笑しように打たれた近衛が、「今まで重ね重ね、済まなかったでおじゃる」と深々と頭を垂れた。

「決めたわ。わたしは、きょうにょから神権を奪うばい取るわ。あの者が生き神を名乗ることを認めない。たとえ、三種の神器を用いることになってでも、勝ってみせる」

「その結果、姫ひ巫み女こさまからも神権を奪い取ることになっても、でおじゃるか」

「むろん、それだけは避さけたい。避ける方法をぎりぎりまで探るわ。でも今織田家が本猫寺に敗れれば、この日ノ本は本猫寺門徒と門徒でない者たちとに半永久的に分断されてしまう。それが、考え得る最悪の展開よ。この本猫寺との戦に、どうしても勝たなければ」

「……麻ま呂ろは、そなたの選せん択たくを信じるでおじゃる。やまと御ご所しよと姫巫女さまの運命を、そなたに託すでおじゃる、織田信奈。そなたは、日ノ本の神々がこの乱世に翻ほん弄ろうされ苦しむ民草を救うために遣つかわされた、英えい雄ゆうでおじゃる。そう信じるでおじゃる」

「デ、アルカ」

　新しい世の合戦のなんたるかを理解できぬままに孫市をあの場所へと追いつめたきょうにょではなく、自分がこの国の女王になるべきだという確固たる信念を今、信奈は抱いだいた。

　一歩間ま違ちがえればやまと御所の神権をも侵おかしかねない危険な選択だが、それ以外に、本猫寺とのこの泥どろ沼ぬまの戦争を終わらせる方法はない。

　だが、自らの命を捨てなければ再び拾い上げることはできない。ここで本猫寺に屈くつすれば織田家の仲間たちをすべて失い、ずっと夢に見てきた未来を失う。

　そんな死線にこの時、信奈はいる。

「近衛。『一ひと度たび生しようを享うけ、滅めつせぬもののあるべきか』。わたしの志を継ついでくれる者がこの国に生き残ってくれれば、わたしは死んだことにはならないのよ。その想いが、わたしを強くしてくれる──良晴たちが、わたしに教えてくれたの」




　織田信奈、野田の砦を放ほう棄き。

　三千の手勢とともに本猫寺の面前で堂々と淀川を渡り、雑賀衆と毛利軍の一万数千に包囲された天王寺砦へと突とつ進しん。

　その天王寺砦では、加勢に駆けつけるも大敗北を喫した明智光秀が残兵とともにたてこもり、最後の抵てい抗こうを続けている。




　　　　※




　信奈と決けつ裂れつした滝川一益を説得するため、相良良晴と蒲生がもう氏郷は横並びで桟さん橋ばしへと駆けていた。

「くっつかないで、穢けがらわしい！　あなたのような下品な男がお姉さまと同じ空気を吸うだけでも罪だわ。さっさと堺さかいの商人になってモテモテはぁれむでもお作りなさい！」

「あいにく、はぁれむの主になれるほど俺はモテねえんだよ！」

　良晴と氏郷は「俺が先だ」「いえ私よ」と競いながら鬼宿丸の甲かん板ぱんへと乗りこんでいた。

　乗りこむと同時に、上町台地方面からすさまじい轟音とときの声を聞いた。

「見ろ、氏郷！　天王寺砦で戦がはじまっちまった！」

「雑賀孫市は鉄てつ砲ぽうの女神だと聞いていたけれど、これほどとは」

「孫市姉さんはあんな殺し合いをするために生まれてきた人じゃねえよ！　ちくしょう、次の南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦はもうないのかよ。ちくしょう！」

「今は左近さまよ。左近さま、どうか三種の神器をお姉さまのもとに！」

「そ、そうだな。一益ちゃん、とうとう合戦になっちまった。いろいろ辛つらいだろうが、今はとにかく信奈と仲直りしてくれ。頼たのむ！」

「戦場を放棄するつもり？　このようなわがままが許されていては、日ノ本の統一など夢のまた夢だわ。左近さま、これからはお姉さまの一家臣として忠誠を尽くしなさい！」

「待て待て！　お前は、一益ちゃんを追いつめる言葉を吐はきにきたのかっ！」

「左近さま。あなたの実の姉が誰なのかは知らないけれど、すっぱりお忘れなさい！　あなたと姉の関係など天下万民にとってはどうでもよいことよ。お姉さまのために、天下布武の大義のために生きなさいってば！」

「氏郷！　お前の台詞せりふはぜんぶ、そのまんますぎて逆効果だ！」

「私は噓うそがつけない性格なの！」

　一益は氏郷の言葉に惑まどった。

「なにしに来たのじゃ。帰るのじゃ」と九鬼の背中に隠かくれて、ふるふると震ふるえている。

「いきなり次々とやってきて、ああしろこうしろと。姫は今、頭の中がめちゃくちゃなのじゃ！」

「姫さま。ここはいったん退却しましょう。すぐに村上水軍がやってきます！」

「くっきー、それもできぬ。のぶなちゃんを見捨てるわけにはいかぬ」

「ですが、このままでは間違いなく殺されます」

「死と隣となり合わせなのは承知の上。それでも海の上には自由があるのではなかったのか、くっきー。こんど逃げれば、もう復活はないのじゃ」

「それは仰おおせのとおりです、姫さま。しかし、死んでしまえば再起もありません」

「海戦の鍵かぎは潮の流れと風の向きじゃ。あらかじめ有利な海域を取っているこちらにも勝機はあるのじゃ」

「潮も風も、刻々と変わります。そしてあたしたちにはまだ、大坂の海と呼吸を合わせるための調練が足りていません」

　これはもしかして一益ちゃんは戦ってくれるつもりなのか？　と良晴は期待した。

　だがこの時。

　一益たちの議論に加わらず、すでに戦せん闘とう開始状態に入って黄金の甲かつ冑ちゆうを着込み「この海戦は激げき闘とうになりそうだな。はむはむ」と甲板の上に座りながらだんごを黙もく々もくと食べ続けていた姫ひめ騎き士しジョバンナが、不意に立ち上がって、海の波を凝ぎよう視ししていた。

「サコン。まずいことになったぞ。仲間内で揉もめている場合ではない」

　ジョバンナが忠告し終わるよりも早く──。

　風の向きが、一変した。

　この瞬しゆん間かんを待っていた村上水軍の大船団が、この風に乗って木き津づ川口を守る九鬼水軍の船団へといっせいに突とつ撃げきしてきた。

「待たせたな。こんどこそは正しよう真しん正しよう銘めい、本気で叩たたきつぶしてやる！」

　村上武たけ吉よしが、小こ柄がらな小こ早ばや川かわ隆たか景かげをかばいながら雄お叫たけびをあげた。

　村上水軍は機動性に富む小型の小早船を主力とし、海上での速度を重視している。

　これに対して九鬼水軍は大型の関船が主力で、機動性に欠けていた。

　いや、九鬼水軍が遅おそいのではない。

　村上水軍の船が、速すぎるのだ。

「姫さま、あの速度には対応できません！　いったん退却を！」

「～～～～!!」

　頼みにしていた風向きが突とつ然ぜん変わった。予想もしていない事態だった。

　良晴は、一益が完全に自信を喪そう失しつしてしまったことに気づいた。

「敵船団が衝しよう突とつしてきます！」

「体当たり戦法です！」

「姫さま。退却か反はん撃げきか、お決めください！」

「どうすればよい、くっきー」

「あたしたちに下知を！」

「姫には実力がない。どうすれば勝てるか、わからぬのじゃ。逃にげることもできぬ。くっきーたちに死ねとも言えぬ。どちらの姉も捨てられぬ。なにも、決められぬ！」

「姫さま！」

　四方八方を村上水軍の海かい賊ぞくたちが鳴らすホラ貝の音に包まれ、「鼓こ膜まくが破れちまう」と耳をふさぎながら、良晴は視線を上町台地に向けた。

　大河を渡り本猫寺の正面を突つっ切って天王寺砦とりでへとまっすぐに突き進む姫武将の姿を、その目に捉とらえた。

　はるか彼方かなたであろうとも、見み間ま違ちがえるはずもない。

「信奈だ。あの白馬と南蛮帽ぼうは信奈だ！　あいつ、自分の手勢だけで天王寺砦へ特とつ攻こうするつもりだ！」

　氏郷が「なんですって？　ここでお姉さまが死ねばすべてが終わる！」とうめいた。

「私はお姉さまをまだ甘く見ていたというの。なぜなの。なぜあのような無む謀ぼうな真ま似ねができるの!?　桶おけ狭はざ間まの時のような幸運は生しよう涯がいに二度とないのに！」

「信奈は運を頼んでるんじゃない。ただこの一いつ瞬しゆんを全力で生ききろうとしているだけだ！」

「そうなのね。やはりお姉さまは、天下を統一するために地上に舞まい降りてこられたお方……百年の戦乱に苦しめられてきた万民の夢を具現化させるお方……でも、これはいくらお姉さまでも無謀すぎるわ。今すぐにお姉さまを救いに駆かけつけたいけれど、天王寺砦までは遠すぎる……！」

「の、信奈さま……！　くそっ！　あのお方に命を拾っていただいたあたしが、ここで弱音を吐いてへたれてどうするっ！　あたしも、ここでふんばらなくちゃ！」

　舵かじを取っていた九鬼嘉よし隆たかの身体からだの震えが、ぴたりと止まっていた。

「姫さま、どうかご決断を！　あたしたちは姫さまのお力でここまで来られました。最後まで姫さまについていきます！」

　陸では雑賀孫市が虎とらのように暴れ狂くるい、織田方の部隊を次々と壊かい乱らんさせている。

　そして海では、村上水軍が猛もう威いを振ふるっていた。

　良晴は激しく揺ゆれる甲板の上を転がりながら、（こんな幼い子には酷こくだが、心を鬼おににしてでも今は背中を押すしかねえ。もしも神だの仏だのがほんとうにいるならば、どうか俺を許してくれ）と祈いのりつつ、硬こう直ちよくして動けないでいる一益に声をかけ続けた。

「一益ちゃん、実のお姉さんと信奈の間で迷っているんだろう？　だがな、一益ちゃん自身の人生だぜ！　繰くり返すが、どう生きるかは自分で決めるんだ！」

「でも」

「このままなにも決められずにずるずる終わっちまうのが最悪の選択だぞ！」

「どちらの姉のために生きればいいのか、どちらに神器を渡わたすべきなのか、姫には選べぬ！」

「姉のためじゃない。自分のために生きろっ！」

「できぬ！　姫は無力なのじゃ！　姉がおらねばなにもできぬ。よっしーが言うたとおりなのじゃ！」

「そんな未来なんて変えてしまえばいい！　俺も信奈も、九鬼お姉さんもついてるじゃねえか！」

「イヤじゃ、姫は自分の力で生きていきたいのじゃ！」

　良晴はぐらりと転がって柱に頭をぶつけながら、怒ど鳴なっていた。

「一益ちゃんはその幼さで、とっくに自立してるじゃねえか！」

「のぶなちゃんがいてくれたからこそじゃ！」

「ああもうっ！　姉に愛されるのが不満とか、贅ぜい沢たく言うなああああ！」

「よっしー？」

「大の男が幼女相手に弱音を吐くのは不本意だが！　俺はもう、故郷の家族と死ぬまで会えねえんだぞ！　俺の家族は、俺がどうして消えちまったのかもわからないままに未来の世界でずっと俺を待ち続けているんだ！　これからも、ずっと……！」

　良晴は決めた。

　信奈にも、一益にも、家族を手放させたりはしないと。

「一益ちゃん。永遠に家族を失っちまう前に決断しろ！」

　この時、一益のみならず氏郷も思わず表情を崩くずした。左近の実の姉の正体に気づき、そして良晴が吐きだしている感情剝むきだしの言葉に、激しく動どう揺ようして。

「……よっしー」

「選べねえなら、教えてやる！　いいか、こういう時はあつかましくなりゃいいんだ！　どっちも捨てたくねえなら、選べねえなら、どっちも失うな！」

「そんなことが」

「姉は一人でなきゃいけない決まりなんて、ねえんだ！　大家族ってやつだよ！　二人ともつかんで、二度と手放すなっ！」

「そんな横着で欲よく深ふかな道があるのか。呆あきれるの。よっしーは、あつかましすぎるのじゃ」

「どうしてもなにかを捨てなきゃならねえ時が来たら、こんな強ごう欲よくな生き方を吹ふきこんだ俺の命を使え！　ただしその際は信奈に一言、断りを入れてくれよ！」

「……よっしーはいつも頭から血を流して叫さけぶだけじゃな。姫ひめが働いてやらないと、なにもできぬのじゃ」

　それまで懊おう悩のうしていた一益の表情が、一変した。

「なぜみんながよっしーを守ってきたのか、なぜのぶなちゃんがあれほどよっしーに惹ひかれるのか、やっとわかったわ」

　一益が、声を張りあげた。

「決めたのじゃ。九鬼水軍、一丸となって反撃なのじゃ！　村上水軍を蹴け散ちらし、木津川口を死守！　しかるのちに天王寺砦へとのぶなちゃんの救きゆう援えんへ向かうのじゃ！」

　その小柄な身体から伊い勢せ神宮の斎さい宮ぐうに相応ふさわしい気品を放ちはじめ、良晴のみならずキリシタンの氏郷すら思わず膝ひざをついていた。

「くっきー。船の横っ腹を見せていては敵の的にされる。面おも舵かじいっぱい、なのじゃ」

「承知しました！　面舵いっぱい──村上水軍側に鬼宿丸の船首を向けます！」

「姫さまが！」

「あたしたちの姫さまが」

「復活したわ！」

「これ以上体当たりされぬよう、すべての船を正対させるのじゃ。みんな、戦わせてすまぬの」

「いいえ！」

「水くさい。みんな、姫さまについていきますよ！」

「親分の婿むこ獲とりの夢を果たすまでは死にません！」

「どうしてあたしの婿獲りが最終目標なんだ、お前ら！」

「このまま全速で進み、風上を奪うばうのじゃ！」

　だがしかし、村上水軍の強さは尋じん常じようのものではなかった。

　混乱していた九鬼水軍がひとつにまとまって反撃に出ようとしていると見るや、即そく座ざに次の攻こう撃げきを繰りだしてきた。

「来ました、火船です！」

「自らに火を放った船が、こちらの船団に次々と激げき突とつしてきます！」

「はっ、速すぎます！　あたしたちの船の三倍は速い！」

「ダメです、風上を獲えられません！」

「火がこちらに向かって燃え広がって……陣じん形けいが崩されます！」

　互たがいの気力、戦意は、拮きつ抗こうしていた。対等であった。

　しかし両水軍の戦力差は、あまりにも圧あつ倒とう的てきすぎた。

　いかなる苦戦に陥おちいっても常に冷静沈ちん着ちやくなジョバンナが、叫んでいた。

「これは無理だ、サコン！　大たい砲ほうでもなければ、迎げい撃げきなど不可能だ！」

　村上水軍は大量の小早船に藁わらと火薬を満まん載さいし、追い風に乗せて九鬼水軍の前線に炎えん上じようした船をかたっぱしから激突させた。

　とてつもない量の火薬を積んだ船が、大爆ばく発はつして周辺の船を炎ほのおに巻きこむのだ。

　燃えながら敵船に激突した船の水主たちは、「見やがれ！　これが三島村上の船戦よ」と咆ほう哮こうしながら海中へと飛びこんでいく。

　鍛きたえ上げられた海賊だけが生せい還かんできる、一か八かの破は滅めつ的な戦法。

　まさに、命知らずの自じ爆ばく特とつ攻こうだった。

　九鬼水軍の船は次々と大炎上し、その堅けん固ごな陣形は総そう崩くずれとなっていった。

「バ、バカな。姫さまが選んだ戦術は正しかったはず!?」

「やはりついていけぬ！　敵が速すぎるのじゃ！」

「あいつら、死んでもかまわないという覚かく悟ごで特攻してくる！」

「めちゃくちゃです！　こんなの、戦じゃありません！」

　一益も九鬼も、よもや両軍にこれほどの実力差があるとは思っていなかっただろう。

「……海の戦じゃ俺はまるで無力だ。このままじゃ」

　海戦に不慣れな良晴は、燃える火矢を避さけて転がるのが精せい一いつ杯ぱいで、この危機を逆転する起死回生の策は浮うかばない。

　そもそも、小手先の戦術でどうにかなるような相手ではないのだ。




　この一戦で九鬼水軍を壊かい滅めつさせると誓ちかった村上武吉が、旗き艦かんの舳へ先さきに立っていよいよ雄お叫たけびをあげた。

「野や郎ろうども。女海賊とて容よう赦しやはするな。三島村上名物『焙ほう烙ろく焼き』を喰くらわせてやれ！」

　村上水軍の海賊たちが「おおおお」とときの声をあげ、火薬を詰つめこんだ火玉を次々と投げこんできた。

　敵てき艦かんに衝突するとともに爆発する、焙烙と呼ばれる必殺の武器である。

　焙烙の射程範はん囲いから離り脱だつしようにも、村上水軍の海賊たちは投げ鉤かぎを船の舷げんに食いこませて強引に接近してくる。

　海戦の常識を覆くつがえす速度と、自じ爆ばく炎えん上じようをも辞さない命知らずの特攻だけが可能とする圧倒的な火力。

　村上水軍の強さの理由は、この二つにあった。

　この時、村上水軍の旗艦に乗りこんでいた小早川隆景は、勝利を確信していた。

「お嬢じようの策が当たったな。陸の上では桶狭間の奇き跡せきを起こした織田軍だが、海の上では赤子同然よ。厳いつく島しまでの勝利は伊だ達てじゃねえ！」

「陸と海との間で、織田軍の呼吸が一瞬乱れてかみ合っていなかった。お前の潮と風の流れを読む卓たく越えつした力と、お前たちの船が持つこの常識外の速度があればこそ、その一瞬の機をつかむことができた」

「さすがだ、お嬢。このまま、毛利が天下を盗とれ」

「鬼き神しんと化した雑賀孫市は、織田信奈を討ち取るだろうか」

「織田信奈がたまらず海へと逃にげてくれば、俺たちが九鬼の残党ともども討ち果たすまでのこと。あのお嬢ちゃんは、厳島で陸海から追いつめられた陶すえ晴はる賢かたと同じ型にはまった」

「……父上。兄者。どうか私に勇気を」




　次々と、九鬼水軍の関船が炎上する中──。

　焙烙の直ちよく撃げきを受けた旗艦・鬼き宿しゆく丸まるの甲かん板ぱんにも火の粉が襲ってきた。

　鬼宿丸は巨きよ大だいな安宅船だ。こうなってはもはや火矢や焙烙の的でしかない。

「姫さま、あたしたちの船ではとても対応できません！」

「悔くやしいです！」

「このままじゃ親分の婚こん期きが！」

「そんなこと言っている場合じゃないだろ、お前ら！　船を燃やされたやつらは船を捨てろ、海へ飛びこんで落ち延びろ！」

「天王寺砦とりでもやられてるのじゃ！」

　本ほん猫びよう寺じの正面を無む謀ぼうにも駆かけ抜ぬけ、天王寺砦に急行した信奈の手勢は、天王寺砦への合流を阻はばもうとする雑さい賀か衆と激突していた。

　上町台地から大轟ごう音おんが鳴なり響ひびいている。

　両軍合わせて六千丁という桁けた外はずれの鉄てつ砲ぽう部隊同士が、至し近きん距きよ離りから互いに銃じゆう弾だんを放ちあっているのだ。

　そして、崩れはじめていたのは数に劣おとる信奈の手勢のほうである。

「このままでは、のぶなちゃんが負けてしまうのじゃ」

　我を忘れて上町台地を凝ぎよう視ししていた一益の背中へ、敵が放った一本の矢が吸いこまれるように飛んできた。

「左近さま！」

　その矢を、氏郷が自らの腕うでで受けた。

「そちは!?」

　矢や尻じりが腕を貫かん通つうしても、氏郷が苦痛の表情を浮かべることはない。

　か細い顔立ちとしなやかな身体からだからは想像もつかない、おそるべき剛ごう胆たんさだった。

「左近さま。敵の強さは私の予想以上だったわ。上うえ杉すぎ謙けん信しんが出てくるまでもないわ。このままでは、陸でも海でも織田軍は壊滅よ」

「三種の神器を用いれば、やまと御ご所しよ簒さん奪だつに繫つながってしまうかもしれぬ……じゃがもう、のぶなちゃんを救うには三種の神器を用いるしかないのじゃ。三つとも、この鬼宿丸に積んでおる。この木き津づ川口で『天岩戸開き』を発動させて上町台地の雑賀衆どもを薙なぎ払はらうことはできるのかの、蒲生氏郷!?」

「作動させるための儀ぎ式しきの手順と祝詞のりとの正確な内容はすでに調査済み。でも、最後の鍵かぎがまだ手に入っていない。それは、天あま津つ神かみ一族の濃こい『血』よ！　近衛が邪じや魔まをするだろうから姫巫女さまをお招きすることはあきらめていた。代わりに叡えい山ざんの天てん台だい座ざ主すを務める兄君をお呼びするつもりだったのだけれど、間に合わなかったわ！」

「『血』の持ち主ならば、この鬼宿丸におる！」

「……では、やはり!?　それは……左近さまご自身なのね？」

「どうじゃ。今ここで『天岩戸』を開けば、のぶなちゃんを救えるのかっ!?」

「正確な射程距離はわからない。けれども、常識で考えれば遠すぎるわ！　仮に届いたとしても、その時は敵軍とともにお姉さまたちまで巻き込んでしまう」

「海上の村上水軍を相手に、試し打ちをしてみればどうじゃ」

「地ち竜りゆうが断ち切られた今となっては、神器はあと一度しか使えないわ！」

「のぶなちゃんのもとへ神器を届けて、そこで発動させねばならぬということじゃな」

「そういうことよ。相良良晴、三種の神器をお姉さまのもとへ届ける策はないの？　断じてお姉さまをここで死なせてはならない！」

「ともかく、目の前の村上水軍を振ふり切らねえとな……船を捨てて上陸しては!?　陸路から天王寺砦へ」

「ダメじゃよっしー。陸の上にも、本猫寺から出しゆつ撃げきしてきた毛利軍が続々と押し寄せてきておる！　われらの上陸を阻むつもりじゃ」

「小早川隆景に、完かん璧ぺきな布ふ陣じんを敷しかれてしまったわ。お姉さまも私たちも身動きが取れない！　厳島の合戦の再来だわ！」

「海と陸から挟きよう撃げきされているというのか。くそっ、信奈を救援するどころか、もはや逃げ場がねえ！」

　雑賀衆と村上水軍。その武力はあまりにも圧倒的で、もはや天災の如ごとき御ぎよし難さと言ってもいい。両者は、家を守り国を治めるという目的のために生きる尋常の武士とはまるで異なっている。ただひたすら自由に生きるためだけに爪つめを研いできた、獣けもののようなものだ。問答無用の実力がなければ、この戦国の世で自由を貫つらぬくことなどできるはずもなかった。それらの獣をただの人間が同時に敵にしようとは、あまりにも無謀だったのかもしれない。

　しかも、織田軍の諸部隊は一いつ揆きによって各地で釘くぎ付づけにされているのだ。

　それこそ神でもなければ、こんな無謀な戦に勝てるはずがない、と良晴は思い知らされていた。

「それにしても十兵衛ちゃんはどうしちまったんだ。ここまでぜんぜんいいところがねえっつーか、まるで存在感がねえ。そもそも今はどこにいるんだ？」

「よっしー、策はないのかの？　どうやってのぶなちゃんに加勢するのじゃ？」

「くっ。待ってくれ、あとちょっとだけ俺に時間を！」

「ジョバンナちゃん、南なん蛮ばんの騎き士し団ではこういう時どうするのじゃ!?」

「サコン。海上での戦いはもはや詰んでいる。船を捨てて、陸上でオダの総大将と合流し、玉ぎよく砕さい決戦に持ち込むしかない。だが、サガラヨシハル」

「そうだ。だがもう、陸へ逃のがれる道も絶たれている！」

　木津川口から大坂湾わんへ出る道を村上水軍に封ふう鎖さされ、もはや鬼宿丸は海へ出ることすらできない。陸に揚あがりたくても、そこには毛利軍の兵士たちが待ち構えている。

　俺はもっと海戦の経験を積んでおくべきだった、と良晴は歯がみしたが、織田家が海の上で真の強敵と激突したのはこれがはじめてと言っていい。良晴に身体が二つあっても到とう底ていできるはずもないことだった。

　しかし、この絶体絶命の窮きゆう地ちで──。

「姫ひめさま！　海をふさがれた以上は、最後の手段です。川を遡さかのぼりましょう！」

「この海船で、川を進めるかの？」

「はいっ！　座ざ礁しようさえしなければ！　木津川は淀よど川の支流です。大坂の海と川と湖はすべて、流れる水によってつながっています！　巨お椋ぐら池いけを経て、近江おうみの琵び琶わ湖こまで！　人が勝手に川とか海と名付けて区切っているだけなんです！」

「道理じゃが、たとえ淀川を遡ったとしても、天王寺砦は丘おかの上じゃ。川の道を遡って大坂本猫寺までは遡れても、そこから天王寺砦まではたどり着けぬ！　雑賀衆の的じゃ！」

「……一か八かで大坂本猫寺の港につけ、至近距離から本猫寺を三種の神器で壊こわすというのは？」

「待って九鬼嘉隆。そんなことをすれば激げき怒どした門徒たちによって、お姉さまも血祭りにあげられてしまうわ！」

「そうですね……神器を用いられるのは一度きり……ダメです！　淀川から天王寺砦までの間の陸地を強行突破する手段が、あたしたちにはありません！」

「この鬼宿丸が水陸両用の船であればの。車輪を転がして大地を走れる船であればの」

　この議論のあいだに、鬼宿丸の甲板にも火が燃え移った。全員が窮きゆうした、この時。

　良晴は、野田・福島の合戦の際に、そして今回の天王寺合戦の際に、軍議の席で何度も凝視した大坂の地図を、独特の地形を思いだしていた。

　そして、電でん撃げき的にひとつの策をひらめいていた。

「そうだ、そうだったんだ！　聞いてくれみんな！　俺たちにはまだ、信奈を救きゆう援えんする方法があるぜ！」




　　　　※




　信奈は手勢を率いて野田の砦を出しゆつ陣じん、本猫寺の面前を強行渡と河かして上町台地へと上陸。雑賀孫市と毛利軍に撃げき破はされた明智光秀がたてこもる天王寺砦の救援へ向かった。

　信奈率いる三千の手勢のうち、千騎が鉄砲を放ちながら天王寺砦への合流をはかるが、しかし天王寺砦前で待ち構えていた雑賀衆はそれを上回る五千の鉄砲を揃そろえてこれを迎げい撃げき。

　鉄砲伝来からわずか四半世紀にして、世界史上初となる鉄砲隊同士による空前の砲ほう撃げき戦が、この日、この大坂の地で行われたのである。

　本猫寺から戦せん況きようを見守るきょうにょや幹部の下しも間つま一族、あくまでも本猫寺に居残った門徒たち、遠巻きにこの合戦を見物する摂せつ津つの民や町人たち、木津川口で九鬼水軍を殲せん滅めつしようとしていた村上水軍の海かい賊ぞくたちや上町台地に展開する毛利の援えん軍ぐんも、この両軍の鉄砲が入り乱れての大轟音にはただ呆ぼう然ぜんとする他なかった。

　本猫寺に篭ろう城じようするきょうにょが、信奈が目の前を渡河してゆくのを素通りさせ、ただひたすらに信奈と孫市の激げき突とつを見守るしかなかったのは、深手を追って運びこまれたけんにょの容体を案じてだけのことではない。

　これは、きょうにょが今まで想像していた合戦や一揆とはあまりにも異質すぎた。あたかもこの世の終末が訪れたかのような砲撃戦のあまりの異様さ、凄せい惨さんさに言葉を失い、どうしても開門することができなかったのだ。

　上町台地に果てしなく鳴り響く鼓こ膜まく破りの射しや撃げき音が、この国を長らく支配してきた中世という時代の終わりを告げていた。

　そして。

　南なん蛮ばん渡と来らいの新兵器・鉄砲にいちはやく着目した二人の姫武将。

　織田信奈と雑賀孫市は今、無数の銃弾が飛び交う戦場で邂かい逅こうを果たした。

　織田信奈は戦国乱世を終わらせるという志のために鉄砲を手にし、雑賀孫市は天てん衣い無む縫ほうに生きるために「八や咫た烏がらす」と名付けた牙きばを研いだ。

「雑賀孫市、戦場に鉄砲の女神なんて降臨されちゃ困るのよ！　あんたのようなあらぶる神は、わたしが討ち果たすわ！」

　猛もう然ぜんと一騎駆がけして迫せまってくる信奈に向かって、孫市は馬上から八咫烏改かい壱いち式しきを構えた。

「織田信奈！　あんたを殺さな、この戦は永遠に続く。悪いが、うちがあんたの命をいただく！」

　互たがいに、喉のどが焼けるほどに叫さけばなければ、自分の声すら聞き取ることができない。

　百間──八十間──。

　馬を駆り相手に突とつ進しんする両者の距きよ離りが、急激に狭せばまっていく。

　すでに八咫烏の射程距離に、信奈は入っている。

　だが、これまで桶おけ狭はざ間まや金かねヶが崎さきなど幾いく多たの死線をくぐり抜けてきた信奈には人じん智ちを超こえた天運があるとしか思えない。

　あの甲こう賀が一の鉄砲の使い手・杉すぎ谷たに善ぜん住じゆ坊ぼうが、二度も織田信奈の暗殺をしくじっているという。

　だから孫市は、自分自身が信奈の間合いに入ろうとも、ぎりぎりの至近距離から信奈を狙そ撃げきすると決めていた。

　今、二人は馬上から、相手の燃える瞳ひとみを睨にらみつけていた。

「孫市！　あんたはどうしようもない痴しれ者よ！　鉄砲のほんとうの使い道も知らない者が、鉄砲の女神を名乗るなど──」

「鉄砲はうちの牙や。鉄砲は悪うない！」

「あんたが虎とらのように強いのはわかったわ。でもあんたは、虎じゃない。獣以下よ！」

「なんやて!?」

「虎は、鉄砲を使わないわ！　こんなものを使う生き物は、人間だけよ！」

「屁へ理り屈くつを！」

「目的もなく、おもちゃを振り回して！　いったいどれほどの死人を出せば」

「そやから。こないなくだらん合戦は、あんた一人の命で終わる！」

「孫市！　約束したじゃないの。次の南蛮蹴け鞠まり合戦を、どうするつもりよ！」

「……織田信奈！」

　孫市と信奈は、同時に引き金を引いた──。

　轟ごう音おん。

　互いに、脚あしに被ひ弾だんしていた。

　織田信奈、落馬。

「……もう、南蛮蹴鞠、できないかもね……」

　信奈の小こ姓しようたちが、馬上から転落した信奈の身体からだを担ぎ上げて、炎えん上じようをはじめている天王寺砦とりでへと退たい却きやくしていった。




　　　　※




　孫市は馬上で微び動どうだにせず、八咫烏改壱式を放り投げてそのまましばらく動かなくなった。

　蛍と小雀が身じろぎひとつしない孫市におそるおそる声をかける。

「お、織田信奈さまの部隊が、天王寺砦へ入っています」

「自分が的になってうちを引きつけておいて、その隙すきに部隊を砦へ入れよったか。ただでは転ばんやっちゃな」

「しかしこれで織田信奈さまはもう退路を失いました。北、西、南、三方の陸地を雑さい賀か衆と毛利軍が包囲し、東の一方は平野川がふさいでいます」

「砦を陥かん落らくさせれば合戦は終わります」

「終わったあと、どうなるんや。天下人は毛利か。本ほん猫びよう寺じか。武たけ田だか上杉か」

「さあ、それは」

「蛍、小雀。うちははじめて、人を撃うち殺すと決めておきながら狙ねらいを外してしもうた」

「信奈さまの人にん間げん離ばなれした天運のせいです」

「そうやない」

　孫市は、扇子せんすを広げて自分の顔を隠かくした。

「……南蛮蹴鞠合戦を思いだしてしもた。あかん。殺せんかった」

　蛍も、小雀も、返す言葉がない。

　雑賀衆は、ずっと本猫寺と一心同体の関係だった。合戦となれば、脊せき髄ずい反射のように本猫寺側に加勢して戦うしかなかったのだ。

　だがもちろん、喜び勇んで織田軍との合戦に臨んだ者は少ない。

　今回の参戦は無む償しようで行っている。いわゆる傭よう兵へい働きではない。

　長年の友であり盟友であった本猫寺に義理立てしたという形である。

「良晴はんとはしゃいで抱だきあっとった織田信奈の笑顔が不意に浮うかんできて、指が震ふるえよった。これでは戦は終わらん。一人を殺して万人を救うはずやったのに」

　翻ひるがえって、あいつはうちをほんまに撃ち殺すつもりやった、鉄てつ砲ぽう撃ちの技量の差を、互いの覚かく悟ごの差が埋うめよった、外すはずのない弾たまを外し、当たるはずのない弾を喰くらった、と孫市は己の脆ぜい弱じやくさを恥はじるように声を振ふり絞しぼっている。

「孫市さま、このまま砦を落とせば信奈さまの首は獲とれます」

「あの怪け我がではもう歩けません。信奈さまのご命運は、尽つきました」

「そうか。尽きたか」

「尽きました。たとえわれら雑賀衆が見み逃のがしても、毛利軍と村上水軍が織田信奈を決して見逃しません」

「厳いつく島しまの合戦の時のように相手の総大将を討たねば勝ちはない、と小早川隆景は覚悟を決めてこの決戦に臨んでいます」

「織田信奈を殺す覚悟もできんうちは、きょうにょを殺すべきやったんやろか。そやけど、それもできん。相方の、けんにょはんの妹や。うちは、ほんまに天衣無縫の女なんか」

　孫市は、自分のふとももに食いこんだ銃じゆう弾だんを指で挟はさんで無理やりに引きずりだしながら、獣けもののようなうなり声をあげた。

「けんにょはんも織田信奈も、小早川隆景も。みな覚悟を抱いてこの大坂に集まった。うちだけが根無し草のように戦場をさまよっとる。虎は虎でも、己の行き場すらわからん手負いの虎や」







　　　　※




「十兵衛、ごめんね。脚が痛くて歩けないわ。もうダメみたい……」

「信奈さま。申し訳ありません！　なぜ、見捨ててくださらなかったのです!?」

「天王寺砦が落ちれば、摂津戦線の織田軍全体が崩ほう壊かいするからよ。べ、別にあんたを助けに来たわけじゃないんだからね」

「そんなお約束の軽口を叩たたいている場合ではないです。もう砦はもたないです！」

　脚を負傷した信奈は、天王寺砦内でもっとも高い櫓やぐらに担ぎこまれていた。

　明智十兵衛光秀が信奈を守るために鉄てつ砲ぽうを構え、怒ど濤とうの勢いで押し寄せてくる毛利軍の中に弾を撃ち続ける。

　三方の陸は敵兵が埋うめ尽くし、背後には平野川。上町台地と天てん井じよう川である平野川の高い堤つつみの間には、狭せまいながらも湿しつ地ち帯たいが立ちはだかっていて、馬では思うように移動できない。そして足を負傷した信奈はもう、歩行困難な状態に陥おちいっていた。

「……わたしにはもう強行突破は無理だわ。十兵衛だけでも、平野川へ」

「いえ、信奈さま。たとえ奇き跡せき的に平野川へ辿たどり着けたとしても、すでに船をことごとく焼かれてしまっているです」

「それじゃあ、ほんとうに、もう……」

　信奈と光秀がこの死地から脱だつ出しゆつする方法は、すでに失われていた。

「……清水寺の時のようにはうまくいかなかったみたいね。虎は、人には飼い慣らせないから虎なのかもしれないわ……」

「信奈さま、十兵衛はまだ納得できません。けんにょに矢を放ったのは断じてわれらではないです。誰だれかが本猫寺と織田軍を戦わせて漁夫の利を得ようとしているです！」

「影かげの軍師、だったかしら？　半はん兵べ衛えの活かつ躍やくでもののけどもは消えたけれど、京の都のまわりには今もなお人間という名の妖よう怪かいがはびこっているわ。『織田信奈の陰いん謀ぼう』はよくできた偽ぎ書しよだったわね……わたし自身、心を動かされかけたくらいだもの。南蛮渡わたりの活版印刷機をあんなかたちで武器として用いるだなんて、おそろしく悪わる知ぢ恵えに長けたやつだわ」

「信奈さま。あまり話されると傷口にさわりますです」

「……良晴は今いま頃ごろ、怒おこってるかしら。わたしが本猫寺相手にこんな凄惨な砲ほう撃げき戦をやってしまったことを。その上、天下布武の夢ももう」

「いいえ。十兵衛は信奈さまが生きておられる限り最後まであきらめません！」

「わたしは結局、この世に鉄砲隊同士の砲撃戦という名の地じ獄ごくを招いただけに終わるのかしら」

「信奈さま、相良先せん輩ぱいのあの優しさはこの時代の人間が失ってしまった尊いものです。しかし、戦国の世を終わらせるためにはこの戦はどうしても避さけて通れなかったです。この戦いは日ノ本最強の神権を持つ本猫寺当主と、人の世を王として統べようとする織田信奈、いずれが天下を盗とるかという志の戦いでもあり──」

　母親の病の悪化をはじめ、次々と襲おそい来る受難に惑まどって失策を犯し、あっという間にこの窮きゆう地ちに追いこまれてしまった光秀ではあったが、自分を救きゆう援えんするために傷を負ってまで天王寺砦へ駆かけつけてくれた信奈の顔を見て目が覚めたらしい。

「──鉄砲が量産化された以上、もはやこれまでのような優ゆう雅がな合戦など終わった、一刻も早く戦国の世を終わらせなければわれわれは同どう胞ほう同士で果てしなく殺しあい続けそして滅ほろびる。この国のすべての者にそう知らしめるために、いずれ誰かがやらねばならない戦いだったからです」

　やはり十兵衛は十兵衛だわ、天下人にふさわしい才と覚悟の持ち主。でももう、と信奈は泣きたくなった。

「鉄砲は人が造った道具。毒にもなれば薬にもなりますです。こいつを薬として用いるのが人間の知恵です。この絶大な火力を用いて、今までうだうだでなあなあの合戦ごっこをちんたら続けてきた戦国の世をさくっと終わらせりゃいいんです！」

「十兵衛らしいわね」

「やや、いけないです。この櫓にも火矢が次々と……燃えだしました、信奈さま！」

「木き津づ川口に展開していたはずの、左近と九鬼水軍は？」

「ととととっくに、かかか壊かい滅めつしやがったですっ！」

　デアルカ、と信奈は静かに嘆たん息そくした。

　逃にげたくても、もう一歩も歩けない。

「……小早川隆景のような一戦必殺の覚悟が、今回の戦では足りていなかったのかしら。まさかあの孫市たちと殺しあうことになるなんてと、どこかで夢物語を見ているような気分でいたのかも……」

「わわわ。反省会議はあとです、信奈さま！　もはや、打つべき手は雨あま乞ごいしかありませんです！」

「陰おん陽みよう師じの半兵衛じゃあるまいし、あんたがいくら雨乞いしても無む駄だよ」

「さっ、相良先輩～！　いよいよ信奈さまが危ないです！　わざわざ未来から信奈さまのために馳はせ参じてきたと豪ごう語ごするなら、今こそ助けに来やがれですっ！」

　ついに天王寺砦が炎ほのおに包まれ、櫓にこもる信奈と光秀がそっと抱きあって最期の時を迎むかえようとしていたその時。







「うおおおお、間に合ったああああ！　助けにきたぞおおおお！」







　天井川の高い高い川岸から、それはあふれる水とともにやってきた。

　九鬼水軍の旗き艦かん・鬼き宿しゆく丸まるだった。

　すでに船体のあちこちが崩くずれ、沈ちん没ぼつ寸前となっている。

　だが、天王寺砦のどの櫓よりも巨きよ大だいな要よう塞さいであることは間ま違ちがいない。

「ようし。決けつ壊かい成功だ！　あふれる水と一いつ緒しよに砦まで自由落下だぜ！」

　良晴は九鬼嘉隆の言葉から、海上決戦が繰くり広げられている木津川口も、本猫寺の北側を流れる淀よど川も、実はただ人が便べん宜ぎ上じよう勝手に名前をつけて地図の上で区切っているだけで、すべて流れる水によって一本につながっていると教えられた。

　そう。

　天王寺砦が建つ上町台地の東を流れる平野川も、同じなのだ。

　流れる水によって、淀川、そして木津川口へとつながっているのだ。

　そのことに気づいた良晴は村上水軍の追つい撃げきをかわしつつ木津川口から鬼宿丸を遡そ上じようさせ、淀川を経て平野川へと入り、傷んでいる堤を見つけてそのまま突とつ進しんさせたのだ。

　平野川は土砂が川底に堆たい積せきし、これまで何度も大氾はん濫らんしてきた天井川だ。

　しかも、前日までの雨によって大おお幅はばに増水していた。

　決壊させた堤からあふれでた水は、あたかもこの瞬しゆん間かんを待っていたかのように勢いよく噴ふきだしたのだ。

「このまま天王寺砦とりでまで突つっ込むぞ！　信奈たちを収容して防戦する！」

「うああああ。あたしたちの鬼宿丸が、壊こわれていくうううう！」

　九鬼嘉隆は涙なみだながらに舵かじを握にぎりながら、鬼宿丸を陸の上へと突っこませていた。

　鬼宿丸は翼つばさでも生えているかのごとく浮ふ上じようした。

　おそるべき水の力だった。

　鉄てつ砲ぽう水みずに乗った鬼宿丸は空を舞まいあがるかのような勢いで上町台地を激流とともに突進し、天王寺砦の壁かべへと船体をぶつけてついに止まった。

「信奈たちを急いで船の中へ！」

　天王寺砦を攻せめていた毛利軍と雑さい賀か衆は、いきなり天から激流に乗って飛来した鬼宿丸に驚おどろき、虚きよを突かれた。濁だく流りゆうから逃のがれるので精せい一いつ杯ぱいとなっていたのだ。

　良晴の、船を船とも思わぬやけっぱちめいた奇き策さくは、功を奏した。

「うあああ、今、船底の竜りゆう骨こつが折れた音がしたあ！　あたしたちの鬼宿丸が終わったあああああ～！　サル、お前だけはいつか殺す！」

「九鬼お姉さんごめん！　これしか方法がなかったんだよ！」

「よっしー。船を鉄砲水で飛ばしてそのまま陸の砦として用いるとは、奇策も奇策じゃ。でかしたのじゃ！」

「鹿しか之の助すけが川の堤を壊して自じ滅めつするという珍策を唱え、氏郷が船に丘おかを越こえさせる奇策を口にした。そして、川も海も湖も流れる水でつながっている、人間が名を付けて区別しているだけという九鬼お姉さんの言葉。それらがたまたま俺の頭の中でつながっただけさ」

「いやいやさすがじゃ。よっしーは考えている暇ひまを与あたえられない状じよう況きように限っておつむが回転するらしいのじゃ。花丸をやるのじゃ」

「運だよ。もしも平野川が高い堤で決壊を防いでいる天井川でなかったら、あるいは川の水量が足りなかったら、天王寺砦まで鬼宿丸を流し込むことはできなかった。ツキはまだ、信奈にある！」

「ですが。姫ひめさま、落下の衝しよう撃げきで船底は見る影もなく大破。もう川には戻もどれません！」

　天王寺砦の周辺に流れ込んだ濁流は、たちまちのうちに引いていた。

　地上の巨きよ大だい要よう塞さいと化した鬼宿丸を巡めぐる攻こう防ぼうが、はじまっていた。

　天王寺砦から、生き残った足軽たちが次々と鬼宿丸に飛びこんでくる。

　鬼宿丸の甲かん板ぱん上は、たちまち激しい銃弾と火矢にさらされた。

　良晴たちは負傷した信奈と光秀を担ぎこみ、鬼宿丸の船底へと潜もぐった。

　村上水軍の放つ焙ほう烙ろくも凄すごかったが、雑賀衆が放つ鉄砲の火力はさらにすさまじい。

　この鬼宿丸も、さほど長くはもたないだろう。

「傷は大だい丈じよう夫ぶか、信奈！」

「……良晴。あんたって、ほんとうにめちゃくちゃするわね」

「どうして、よっしーと抱だきあってるのじゃ？　助けに来てやった姫を褒ほめるのじゃ」

「左近。あんたは村上水軍に負けすぎよ！」

「そっちこそ雑賀にボロ負けしてるのじゃ！　新しい妹とやらは役に立っておらぬの！」

「あんたまだヤキモチ焼いてるわけ？　意外としつっこいのね」

「違ちがうのじゃっ！」

「二人とも、仲良くケンカしてる場合じゃねえぞ！」

「相良先輩？　せっかくの鉄砲水でしたが、もう引いてしまいました。陸の上にあがってしまった船に籠こもっても、逃げ場はないですよ？　ここからどうするつもりですか？」

「俺にできるのはここまでだ！　氏郷、一益ちゃん。あとは頼たのむぜ！」

　そう。

　武器弾だん薬やくが積み上げられた船底の広い船室には、蒲生氏郷が待ち受けていた。

「お姉さま。逡しゆん巡じゆんしている猶ゆう予よは、もうないわ。急いで！」

　八や咫たの鏡かがみ。

　八や尺瓊さかにの勾まが玉たま。

　草くさ薙なぎの剣つるぎ。

　三種の神器が、氏郷の足下に揃そろっていた。

　良晴の機転で、信奈と光秀を急きょ陸の砦に転用した鬼宿丸に収容することはできた。

　しかし、もはや天王寺砦への加勢はない。

　陸は毛利と雑賀が、川は村上水軍が埋うめ尽つくし、しかも各地の織田軍はいまだに身動きがとれぬままでいる。援えん軍ぐんは、ない。

　このまま鬼宿丸にこもって防戦していても、信奈たちはただ敗れ去るまでの時間を稼かせぐことしかできないのだ。

　一益も、そして良晴も、信奈を救うために最後の望みを三種の神器に託たくすしかなかったのだ。

「レオン？　三種の神器、揃っていたのっ？」

「お姉さま。あなたは世界にさきがけて、大量火力兵器同士による砲撃戦への扉とびらを開いてしまったわ」

「このままじゃ数え切れない死者が。もう、みんな鉄てつ砲ぽうの威い力りよくのおそろしさをじゅうぶんに思い知ったはずよ。戦いを終わらせないと！」

「三種の神器を用いて！　『天岩戸開き』で砦を包囲している敵を蹴け散ちらす以外に、お姉さまが生き延びる手立てがないわ。八咫鏡に、手を押しつけて！」

「でも。神器の所有者ではないわたしの手に、神器が反応するかしら？」

「本来は不可能でも、幸いこの場には左近さまが！　彼女は神器の所有者、天あま津つ神かみ一族の直系よ。お姉さまの意志の力と左近さまの『血』の力によって、神器は作動するわ」

「左近が？　それって、まさか？　左近が言っていた実の姉って!?」

「ええ。私でさえも、予想すらしていなかった。これは偶ぐう然ぜんではないわ、お姉さま。すべては必然。これが──『天岩戸開き』を行って新時代の神になる道こそが、お姉さまの運命だったようよ」

「デアルカ。左近……ほんとうに、いいの？　神器を用いた結果、わたしの立場はやまと御ご所しよと不可逆的な対立関係に陥おちいることになるかもしれないわ。わたしと姫巫女さまがそれを望まなくても、ほんとうに、『天岩戸開き』が天あま照てらす大おお神みかみ以来の奇き跡せきなのであれば……」

「……のぶなちゃん」

　ついに信奈が、一益の「血」にまつわる真相を知った。信奈は戸と惑まどい、葛かつ藤とうした。

　すでに信奈を救うために神器の発動を決断した一益もまた──。

　良晴は（俺の役目はここまでだ。あとは、信奈たちに託すしかない）と思っていた、はずだった。だが、（左近の実の姉からわたしは神権を奪うばい取ることになるかもしれない）と逡巡する信奈と、（のぶなちゃんを信じるのじゃ。きっと、簒さん奪だつなどない。乗り越えられると信じるのじゃ）と震ふるえながら目を閉じている一益。そして、

「……『天岩戸開き』がもしも神代の超ちよう兵器でなければ、なにか別のものであれば、その時はみなで討ち死にすることになるわ。お姉さま。ごめんなさい。でも、そんなはずは。私の調査から導き出した予想は、九割の確率で正しいはず」

　一割の確率ながら、自分の予想が外れる可能性を恐おそれ、青ざめている氏郷。

　この極限状態の中で、良晴は、唐とう突とつに──なぜ今まで思いだせなかったんだ！　と自分を[image: しか]しかりつけたくなるような思いとともに、忘れていた「記き憶おく」を思いだしていた。

　それは、播はり磨までの黒くろ田だ官かん兵べ衛えとの会話だった。

　そうだ。官兵衛は、もともとは俺を未来に帰き還かんさせることで信奈の未来を「正常な方向」に修正するつもりだった、と言っていた！

　そして、そのために官兵衛が探していた「道具」とは……！




『俺を未来に帰す、か。官兵衛、ほんとうにそんなことができるのか？』

『……できるよ。ただし、三つの『道具』がいる。二つは織田領内にあるが、残るひとつは毛利家の領内にある』

『毛利家が所有しているのか』

『違う。壇だんノの浦うらに沈しずんでいる。発見して回収すれば、きみは未来に帰れる』




　毛利領・壇ノ浦に沈む三つめの道具！　村上水軍の海かい賊ぞくたちが、その正体を知らぬままにが壇ノ浦から回収して氏郷へ売りつけた勾玉のことだ！

「わかったぞ！　氏郷！　神器は敵をなぎ払はらう超兵器なんかじゃないんだ！　これらが合戦に用いる武具ならば、それは『王権』の象しよう徴ちようとなったはずだ！　しかし神器は天津神一族の『神権』の象徴だった！　天津神一族が、歴代の姫巫女さまが、神の一族であることを示すための宝具だったんだ！　この時代の人間には想像もつかない強力な霊れい力りよくを持っていた天照大神は『天岩戸』を開いて、時空に穴を空けたんだ！　時間と空間を超ちよう越えつする『道』を！　おそらく『天岩戸』を開いた者は、過去へも、未来へも行ける──それが『三種の神器』が秘めた真の能力だ！」

　氏郷が一いつ瞬しゆん絶句し、そして、

「……相良良晴。まさか。いくら神器でも、時間と空間を越える力なんて」

「俺だってこんなＳＦみたいな荒こう唐とう無む稽けいな能力が戦国時代に実在するなんてにわかには信じがたいが、そもそもこの俺が未来からこの世界に来ていることが、そのような『力』が実在する証しじゃないか！　そうだよ。すでに官兵衛が正解に辿たどり着いていたんだ！　あいつは俺が未来へ強制送そう還かんされないよう、真実を誰だれにも話さずに封ふう印いんしていたんだ！」

「それじゃあ、私が誤解していたというの？　それともガスパールさまは最初からその事実を知っていて、敢あえて伏ふせていたの？」

「ガスパールという男には会ったことがないから俺にはわからない。だが、本物の勾玉が壇ノ浦にあるという確証を氏郷はどこで得た!?」

「播磨で──播磨の古い文ぶん献けんで……芦あし屋や道どう海かいという地元の陰おん陽みよう師じが秘蔵していた書物から」

「それで繫つながったぜ！　官兵衛は、芦屋道海の弟子だったんだ！　しかもただ一人、あのばあさんが集めていた書物を読破した人間だと、ばあさんは言っていた！」

　氏郷は、「正解」に辿り着いた。

　なぜ「武器」だと、「兵器」だと思い込んでいたのだろう？　それでは神器は地上を統べる兵権すなわち「王権」の象徴でしかない。「神権」の象徴とは、天を動かし大地を震しん撼かんさせ、あるいは海を真っ二つに割るような、人じん智ちを越えた力──天と地を操るほどの奇跡を成せるものでなければならないはずだ。氏郷は、自分もまたこの時代の人間の常識に囚とらわれていたのだ、と気づいた。今の時代に「神」などいない。だから古代に存在した「神」もまた、人間と同等の存在であるはずだ──そう、思っていた。いや、「神」も人間も生物としては同じ種族であることは間ま違ちがいがない。しかし、神話における『天岩戸開き』の記述を何度反はん芻すうしてみても、「兵士たちを薙なぎ倒たおした」「打ち倒した」という記述はなかった。天照大神が「天岩戸」の中に籠もるとともに太陽が隠かくれて地上が闇やみに覆おおわれ、人々も神々も大混乱した。ゆえに彼らは神器を用い、儀ぎ式しきを行って「天岩戸」を開き、天照大神をこの地上の世界へと強引に連れ戻した──天照大神は「天岩戸」を開くことで、この地上の世界ではないどこか彼方かなたの世界へと移動していたのだ！　その「天岩戸」を人じん為い的に開くための宝具こそが、「三種の神器」！

「レオン!?　ほんとうなの？　それでは、『天岩戸開き』の真の力とは」

「お姉さま。ごめんなさい！　神器には、敵をなぎ払う力はなかったのよ。でも……起死回生の手を打つことは、できる……それは……」

「それは？」

「時空を超越した道を開く『天岩戸開き』の奇跡をお姉さまが行って、地上に受肉した神となること！　その時、おそらく天空に信じがたい異変が起きる！　雑さい賀か衆も毛利兵もそして本ほん猫びよう寺じ門徒たちも、お姉さまが『神』の奇跡を起こしたことをその目で目もく撃げきして恐れおののくことになるわ！　それほどの奇跡を見せられれば、彼らは戦意を喪そう失しつする！　九州の高たか天まが原はらに降り立った天津神一族による東とう征せいの際に、畿き内ないの浪速なにわへと攻せめ込んだ神かむ日本やまと磐余いわれ彦ひこの尊みこととその軍勢は、地元の豪ごう族ぞく・長なが髄すね彦ひことの戦いに苦戦して追い詰つめられた。その時に磐余彦尊を窮きゆう地ちから救ったものが、黄金の光を放って長髄彦軍の目を眩くらませた一羽の鳶とびと、そして道案内役を果たした三本足の八や咫た烏がらすだった──長髄彦を惑まどわせた『光』とは、武器が放つ光ではなかったんだわ。奇跡を起こして天地そのものを、震撼させたんだわ！」

　でも、今はもう神代ではない。人間の時代なのよ。奇跡を起こしたくらいで、この戦国の世の人間が武具を捨てて逃にげ散るはずもないわレオン、と信奈が首を振ふる。が、氏郷は「そうよお姉さま。でも一つだけ、この窮地を逃のがれる方法があるわ」と苦しげに告げた。

「『天岩戸』に開いた道から、相良良晴を未来へと帰すの」

「良晴を!?」

「偽ぎ書しよ『織田信奈の陰いん謀ぼう』がばらまいている噂うわさ。お姉さまが相良良晴と結ばれるために御所を簒さん奪だつして自ら姫巫女さまの位を奪おうとしているという噂は噓うそであると、満天下に証明するのよ。それで彼らは、お姉さまと戦い続ける大義名分を、本来は出家すれば討ち取れないはずである姫大名の首を問答無用で奪うための理由を失う。御所の存続が確定すれば、あとはこの戦場に来ている近衛前久が、きっと和わ睦ぼくを成立させてくれるわ」

「そんなこと、わたしには」

「わかっている。お姉さまのお気持ちを思えば、こんな献けん策さくなど私はしたくなかった。でも……やらなければ、お姉さまも明智さまも、そして相良良晴も討たれてしまうわ。雑賀孫市は、ただ一日でこの宗教戦争を終結させることで数万の門徒たちの命を救うために自ら荒あらぶる鉄砲の神となった。戦乱の世を終わらせようとしている小早川隆景もまた、このままでは決してお姉さまを逃しはしない。他に、道はないわ。神器が武具だと信じていた私の責任だわ。ごめんなさい……」

「……良晴を、未来へ……わたしに、処女王に。『女じよ帝てい』になれということね、レオン」

「それは」

「わたしが日ノ本の『女帝』になれば、望む望まないにかかわらず、やまと御所簒奪という結末に繫がるわね、きっと。でも、それ以外に織田家のみんなを救う方法はない……」

　今、信奈は、極限の選せん択たくを迫せまられていた。

　良晴と光秀は、信奈がいかなる選択をするのか、固かた唾ずをのんで見守っている。

　そして、（三種の神器を用いてよっしーを未来へ帰すじゃと？　そんなことをすれば、のぶなちゃんもわが実の姉もきっと不幸になるのじゃ）と滝川一益は再び激しい葛藤を強いられていた。

　蒲生氏郷が立ち尽くして震えている隙すきに、一益はすかさず八咫鏡を奪い取り、ぎゅっと握にぎりしめていた。

「さ、左近さま!?」

「『天岩戸開き』はやらせぬ、氏郷。姫はこの八咫鏡を抱いだいて……敵中へ飛び込むのじゃ。姫は雑賀衆と毛利軍の中へ突とつ撃げきして、討ち死にする！　姫を、姫巫女だということにせよ、氏郷！　連中が誤って、姫巫女を弑しいしたということにせよ！　近衛のお歯黒にも、口裏をあわさせよ！　敵軍を逆ぎやく賊ぞくにせよ！　それでこの戦は終わるのじゃ！」

「左近さま。それはいけません！」

「いけなくはないのじゃ、氏郷！　すべては偶然ではなく必然なのであろう？　ならば、姫が双ふた子ごであったことにも、意味はあったのじゃ！　きっと今日この時、のぶなちゃんを救うために、姫はこの姿に産まれてきて……！」

「そんなことはやめて、左近！　まだ他の道があるはずよ！　鬼き宿しゆく丸まるが炎えん上じようするまで、まだ、あとわずかに猶ゆう予よがあるわ！」

「のぶなちゃん。じゃがもう、そのような道は……姫が、二人の姉のためにここで死ぬ他にない！」

　慌あわてた良晴が「待て、一益ちゃん！」と捕つかまえようと飛びかかってきた。その腕をするりとすり抜ぬけ、船室から飛び出そうとした一益の前に、南なん蛮ばんの甲かつ冑ちゆうを着た黄金の姫ひめ騎き士しが通せんぼするかのように立ちはだかっていた。姫騎士は、ぐい、と一益の首根っこを捕まえて、ぶらり、とぶら下げた。




「マルタ島防衛戦を思いだすぞ。この、黙もく示し録ろくの世界に放り込まれたかのような絶望的な感覚。様々な人々の悲ひ愴そうな絶望と、それでもなお捨てきれない希望とが交こう錯さくし、衝しよう突とつし、一瞬のきらめきを残して散っていく無む慈じ悲ひな戦場。なにもかもが、懐なつかしい」




　南蛮から海を渡わたって来た姫騎士、ジョバンナだった。

　八咫鏡を抱かかえているほうの手は、ふさがっている。もう一方の、自由になっているほうの一益のてのひらを、ジョバンナは自分の額へと押しつけていた。

「ワタシの記憶を覗のぞけ、サコン。同じだ。サコンが今、直面している絶望の世界と、同じだ。人間が生きる限り、南蛮だろうがジパングだろうが、人間の心というものはなにもかわらない。肌はだの色、瞳ひとみの色、身体からだに流れる血が異なろうとも、ワタシたちは皆みんな同じだ」

「……なぜ、そちは、これほどの悲ひ惨さんな戦場を経験しながら、生きられるのじゃ」

「サコン。ワタシは死後の天国も地じ獄ごくも、もう信じてはいないのだ。過去のすべては、いや今この瞬しゆん間かんの現実ですら、流れ去っていくものなのだ。死ねば、辛つらい記憶も幸福な記憶もすべては泡うた沫かたのように消える。そして、人間はみな、死ぬ。たとえ、神の力を手にしたとしても、最後には死んで、すべてが消えるのだ。死は絶望でもあり、敗北でもあり、しかしあらゆる命に平等に与あたえられた救いでもある。だからワタシは、生きられる限り、生きると決めたのだ。もう、生きることを恐れるなサコン」

　たとえどんなことがあっても、あなたのお姉さんに決して危害を加えるようなことはしない、絶対に切り抜けてみせるわ！　わたしを信じられないならばわたしの額に手を当てて他心通を使いなさい、左近！　と信奈が叫さけんだが、ジョバンナに放り投げられて信奈の足下に転がってきた一益は、「不要じゃ」と微笑ほほえんでいた。

「もう、迷わぬ。のぶなちゃんを信じる。のぶなちゃんに三種の神器を託たくす。たとえどのような結末になろうとも。血は繫がっておらずとも、姉と妹じゃからな」

　滝川一益は、決断した。

「デアルカ。ともあれもう、時間がない！　手て遅おくれになる前に発動させるわよ！　それでしばしの間、敵の猛もう攻こうは止まるはず！　その先のことはその時に決めるわ！　『天岩戸開き』をはじめるわよ。左近、そしてレオン！」

「ああ、急げ信奈！　これ以上議論している猶予はねえ、出たとこ勝負だ！」

　雑賀衆と毛利軍の猛攻を受けて鬼宿丸の船体が大きく揺ゆらぐ中、信奈の左に立ち剣つるぎを握った氏郷と、勾まが玉たまを握りながら信奈の右にはべった一益が、祝詞のりとを詠えい唱しようしはじめた。

　八や咫たの鏡かがみの錆さびた鏡面が、白い光を放ちはじめる。

　信奈が唇くちびるをかみながら、八咫鏡へそっと手を伸のばした。

「信奈さま？　ままままさか、先せん輩ぱいを未来へ帰すのではないでしょうね!?」

　光秀が、あわてて信奈を制止しようと身を乗りだした。

　この時、信奈はまだ、良晴を未来へ帰して自ら新時代の神となるか、それとも神となる道を拒きよ絶ぜつするか、最後の選択をなしえていない。

　たとえ良晴を手許に留め、自ら神となる道を拒絶したとして、はたしてこの窮地から脱だつすることができるのか──。

（もう、良晴の命を救うには、良晴を未来へ帰すしかないのかもしれない。でも……でも……でも）

　信奈は、「ほんとうにこの国の神器であれば、最後の力を振り絞しぼって！　この凄せい惨さんな戦いを終わらせて！」と祈いのるような表情で鏡にてのひらを押し当てていた。

「成功よ。鏡が光を放ちはじめたわ！　素戔鳴尊が姉・天照大神に献けん上じようしたこの草くさ薙なぎの剣つるぎが、ひとたび閉じた異界への扉とびらを再び開く鍵かぎとなる！」

　氏郷が、剣を高々と掲かかげた。










　神器が発動した「しるし」が、天に顕あらわれていた。

　厚い雲の隙すき間まから、無数の光の柱が、上町台地へと降り注いだ。

　その光の柱のうちのもっともまぶしく、もっとも太く、もっとも強いものが、鬼宿丸の長い帆ほ柱ばしらと重なりあっていた。

　長い長い光の柱と帆柱とが触ふれあった時、そこに出現したものはまばゆく輝かがやく「光の塔とう」だった。

　太く丸い帆柱の周囲に張り巡めぐらされているらせん状の階段が、あたかも天上の世界へとつながったかのように見えた。

　甲かん板ぱんに飛びだしてきた信奈は、「あの『塔』だわ」とつぶやいていた。

　天下布武の行方ゆくえも──恋こいの結末も──黒田官兵衛が信奈に引かせたタロットは、いずれも『塔』を暗示していた。

　今、信奈たちが見ている光の塔は、あのタロットカードに描えがかれていた塔の絵に似すぎていた。

　鬼宿丸を包囲していた雑賀衆と毛利軍が、木き津づ川口から平野川まで鬼宿丸を追つい撃げきしてきた村上水軍の海かい賊ぞくたちが、口々にどよめきながら後ずさった。

　いったい、なにが起きているのか、誰だれにもわからなかった。

　ただ言えることは、織田信奈はすでに今日、雑賀衆を相手にこの上町台地でこれまで人類が誰も見たこともなかった壮そう絶ぜつな砲ほう撃げき戦を現出させているということだ。

　その織田信奈が、窮地に追いつめられた今、またしても新たななにごとかを起こそうとしている。

　一いつ瞬しゆんここが戦場であることも忘れ、彼らがたじろいだのは当然だった。

「これが異界へと連なる道、『天岩戸』」

　目を細めながら、氏郷が、つぶやく。

「あの光の中では時空がねじ曲げられている。この天岩戸をのぼれば、その者は彼方かなたの世界へと移動できるんだわ。未来人の相良良晴はおそらく、かつて天岩戸を通過して彼方の世界からこの戦国の世界に来たのよ」

「俺は、ぜんぜん記き憶おくにないが……その際の記憶を失っているだけなのかもしれないな」

「『天岩戸開き』の謎なぞは解けたわ。神話の時代。天照大神は、自分に従わず荒あれ狂くるう弟・素戔嗚尊の圧あつ倒とう的てきな力を怖おそれ、姉と弟の対立がこの国を大乱に導いて滅ほろぼしつつあることを嘆なげいた。そこで、天照大神は弟に国を委ねて自ら身を退いた。自らの霊れい力りよくを用いて天岩戸を開き、異界へと去ったんだわ」

　氏郷は、「天照大神の力はまことに絶大だったのね。人々は天照大神が移り住んだ彼方の世界を、常とこ世よと呼んだんだわ」とつぶやきながら、輝く天岩戸を眺ながめ続けている。

「天照大神を失ったこの国の人々は混乱した。素戔嗚尊は愛していた姉に去られて茫ぼう然ぜん自じ失しつとなり、姉を取り戻もどすために国力を傾かたむけて新たな神器を作らせた。八や尺瓊さかにの勾まが玉たまは、彼女が逃にげこんだ異界への門を強引に開き、この世界と異界を再びつなげるための宝具。そして素戔嗚尊が日ノ本の先住民が崇あがめてきた古い神である竜りゆう神じん・八や岐またの大蛇おろちから入手した草薙剣は、天岩戸を開く鍵。いちどつながった道だから、天岩戸さえ開いてしまえば再びつなげることはたやすい。そして、八咫鏡は──」

　信奈が、氏郷にたずねた。

「天照大神は、いったいどこへ去ったの？」

「この星から去ったわけではないはず。この星の過去か、未来か、あるいは陰おん陽みよう道どうに伝わるところの鏡合わせの世界、『陰いん世せ』かもしれない。そして──三つめの神器・八咫鏡の役割は、想定外のものだったようよ。八咫鏡は、天岩戸開きの奇き跡せきを大おお八や洲しますべての天空にあまねく映しだすために作られたんだわ。この島国に暮らすすべての人々に天照大神の再臨を知らしめ、乱れたこの国の民心を天照大神のもとに統一するために。そして今、お姉さまが為なした奇跡をこの国のすべての民がその目で見ているんだわ」

「ということは日本中の空に、この光の塔が、俺たちが映しだされているのか!?」

「そうよ、相良良晴。万人が見守る中、お姉さまを地上に引きずり下ろす醜しゆう聞ぶんの元げん凶きようとなっていたあなたが、お姉さま自身がもたらした奇跡によって彼方へと去る。やまと御ご所しよ簒さん奪だつという野望の噂うわさは否定される。しかしこの奇跡を見た民はみな、自発的にお姉さまに忠誠と崇すう拝はいの念を捧ささげる。人が神を信じる最大の動機は、いつの世にもただひとつ。『奇跡』なのよ。私自身が、神の実在を確かめるためにあらゆる伝承遺い跡せきを調査し続けてきた動機も、また……神の否定ではなく、受肉した神をこの目で見たいという祈りだった……」




　氏郷は「まさか日ノ本全土にこの奇跡が映し出されるなんて想像もしていなかった」と涙なみだを流して、語り続けた。天下布武による乱世の終しゆう焉えんこそは天下万民百年の夢。その人々の夢を実現するために、お姉さまは人であることを超こえて神にならねばならないの、と。

「でも……その選せん択たくを為した瞬間に、お姉さまは……もう……人間の少女には、戻れなくなるんだわ……いくら私が妹として愛を捧げても、もう、埋うめられないわ……」

「氏郷。この国のすべての人間が今、この光景を見ているのか。俺と信奈がどうするかを、みんなが」

「残ざん酷こくだけれども、そのとおりよ相良良晴。お姉さまの運命は今、あなたの手に握られている。この塔の彼方に、あなたのほんとうの家族が待っている。行けばお姉さまたちと永遠に別れることになる。神器はもう、二度と発動できないから。あなたは、選ばなければならない。神器は、私などの想像をはるかに超える力を持っていたの。ごめんなさい……」

「俺の……俺の、家族は……」

　一益が「よっしー」と良晴の足にすがりついてきた。

　良晴になにか声をかけようとしているが、言葉にならないらしい。

　信奈と良晴は、お互たがいの手を硬かたく握にぎりあいながら、打ち震ふるえた。







　この日この時刻。

　異変は、日ノ本各地の空で目もく撃げきされた。

　あらゆる者が、天から降りてきた光の柱を呆ぼう然ぜんとして眺めた。

　天岩戸が開いた、と誰もがわが目を疑った。

　そしてその光の柱の中に、らせん状に延びている階段があった。

　織田信奈、そして相良良晴。

　天下簒奪を噂される二人の姿が、光の柱の中に浮うかびあがっていた。




　鬼き宿しゆく丸まるを追って平野川まで村上水軍を進しん撃げきさせていた小早川隆景は、全軍に命じて攻こう撃げきを中断させた。

「織田信奈は新しい時代の合戦を見せ、こんどは矢や継つぎ早ばやにいにしえの天岩戸を開いた。これからいったいなにを見せるのか」

　小早川隆景ほどの智ち者しやをもってしても、この先の展開を予測することはできなかった。

「この世界に絶望して猫ねこ極楽をめざす門徒たちに新しい人のあり方を示すのか、それとも新たな神としてきょうにょや上杉謙信、いや姫巫女さまのはるか高みに立とうとするのか」

　いずれにせよ、「天下人の資格を問う者」という役目を自らに背負わせた隆景は、織田信奈の野望の行き先を見届けなければならなかった。




　雑さい賀か衆を率いて鬼宿丸を砲撃させていた雑賀孫市も、攻撃の中止を命じていた。

「えらいことになっとるな。織田信奈も、妹の期待に苦労させられる定めなんか」

「天からかすかに、話し声が聞こえてきます。相良良晴さまを未来へ帰す帰さないで揉もめているみたいです」

「帰せば、織田信奈は今までの悪評をすべて払ふつ拭しよくできる。御所簒奪の噂を否定できれば、天下布武の戦を行う大義名分が立つ。そうなれば織田信奈の勝ちや。そやけど天下一の男を、手放せるんか」

「わかりません。わたしたちなら」

「どちらも選べません！」

「けんにょはんがおらん本猫寺で、うちは思い知った。自由を貫つらぬく者が獣けものにならずに人として生きる。そのために必要なものは、信しん頼らいしあえる相方や。虎とらは相方なくしては、人の心を保つことができん」

「孫市さま」

「織田信奈が、天下を盗とるために良晴はんを放ほう逐ちくしよったら──あれは、この国を焼き尽つくす第六天てん魔ま王になる」

　孫市は、担いだ八や咫た烏がらすの照準を鬼宿丸の甲板の上に立ち尽くしている信奈の頭部に向けていた。

「織田信奈。阿あ呆ほうな決断をしよったら、うちがこんどこそ、この手で撃うち殺す」

「ま、孫市さま！」

「ほんまに自由な人間は織田信奈、あんたやとすべての民に知らしめてみせえ！」




　本猫寺の本堂では、奇跡的に回復して目を覚ましたけんにょが、妹のきょうにょに肩かたを支えられながら天空に起きている奇跡を見つめていた。

「……あれは……『天岩戸開き』？」

「このままでは、織田信奈に本猫寺を乗り越こえられてしまうぬこ」

「もう、乗り越えられています。きょうにょ、あなたにはあの凄惨な砲撃戦を指揮する覚かく悟ごはなかった。この世の終末を現出させる覚悟が。だから信奈さまが手勢を率いて目の前を横断していっても、本猫寺から打ってでることをためらった。そうでしょう」

「……姉上……」

「わたしも野田・福島での合戦の折に、大坂本猫寺の銅ど鑼らが鳴らされた時、孫市さんを解き放って門徒たちとともに戦場に立たせる覚悟ができませんでした。あの方も、門徒たちも、笑っていてこそ救われるのです。たとえ、どれほど世界が悲ひ惨さんな場所であっても」

「……きょうにょも……門徒たちに、死ねと言えなかったぬこ……」

「あなたもまた、まことの宗教者だったということです。今は信奈さまのために、孫市さんのために祈いのりましょう。信奈さま。どうか、後こう悔かいのない選択を」




　有馬の露ろ天てん温泉で静養していた半兵衛と官兵衛そしてねねも、六ろつ甲こう山さんの上空に浮かびあがった天岩戸を通じて信奈と良晴の姿を目撃していた。

「大きい姿ですぞ。どうしてお空に姫さまと兄さまの姿が映っているのか、ですぞ」

「やられた！　誰かが神器を使って相良良晴を未来へ帰すつもりだ！　いったいシメオン以外の誰が!?」

　陰おん陽みよう師じの土つち御み門かど久ひさ脩ながが、入浴中の半兵衛たちに遠えん慮りよして岩場の奥に座っている。

「ボクはきみたちに負けた。最後の武器だったあの鬼はもうボクの支配を逃のがれて、行方をくらました。だからこうして、神器を操ろうとしている者がいるときみたちに警告しに来たのだけれど」

「間に合いませんでしたね。神器は、陰陽道よりもはるかに古い歴史を持つ太古の宝具です。龍りゆう脈みやくを壊こわしてもなお神器だけは生きていたんですね、くすんくすん」

「まさにこの国に残された、最後の奇跡だね。あんなおそれおおいものに手をつけられるのは異国のバテレンとキリシタンくらいだ。参ったよ」

「おかしいよ、こんな神かみ懸がかりの奇跡を民に見せつけるために神器を使うだなんて！　これじゃまた時代は人の世から神の世へと逆ぎやく戻もどりだ！　半兵衛と前ぜん鬼きがやってきたことは、無む駄だになってしまうんだろうか？」

「いいえ官兵衛さん。決して、無駄にはなりません。わたしは、良晴さんと信奈さまの選択を信じています──」




　安土城下で壮そう麗れいなセミナリオを建築中だったフロイスとオルガンティノも、この奇跡を見て「神しん罰ばつを畏おそれないあのお方が、ついにおそろしいことを」と怯おびえていた。

「フロイスさま。ガスパールさまはジパング支部長の座に異常に執しゆう着ちやくし、次々と罪を犯して強引に出世してきたという悪評の持ち主でしたが」

「口を慎つつしんできましたが、噂はほんとうだったのかもしれませんね。まさか、異界へつながる『ヤコブの梯はし子ご』を召しよう喚かんするだなんて」

「うう。人の悪口を言ってはならないという戒いましめを無視してでも、ボクがあのお方に注意するようにちゃんとヨシハルさんに忠告しておけば」

「安土と大坂とでは、あまりに離はなれすぎています。祈るしかありません」

「でも！　いくら祈っても、神はお姿を見せてくれません！　こうして布教の旅を続けていても、あとから入ってきた軍人や商人どもがなにも知らない現地の人々をたばかって植民地と奴ど隷れいを増やすばかりだ！　これじゃ神の教えは、まるで国を奪うばい取るための免めん罪ざい符ふだ！」

　オルガンティノは思わず「しまった」と自分の口をふさいでいた。

「ふ、フロイスさま。い、い、今の言葉は、あ、あの」

「……オルガンティノ。その矛む盾じゆんは、心あるドミヌス会員ならば誰だれもが感じていることです。あなたの罪ではありません」

「……フロイスさま……ボクは……」

「ノブナさまが最善の道を選ばれますよう、今は祈りましょう」

　フロイスは、「許してください」と泣きながら十字を切っているオルガンティノの細い身体からだをそっと抱だきしめていた。




　豊ぶん後ご。大おお友とも宗そう麟りんの館の一室で正十二面体の「石」を見つめていたガスパールは、異変に気づくと同時に海に面した庭園へと出て天を仰あおぎ、「ことは成就した」と目を細めていた。

「グラーシアス。最後には神器の能力の正体に気づいただろうが、よくぞ決断してくれた、レオン。これで織田信奈は世界の歴史を変革する英えい雄ゆうとして、『受肉した神』として完成する。人類の歴史は、正しき方向へと、大きく変わる」




　この国に生きるすべての人々が、この時、天岩戸開きの奇き跡せきを目の当たりにしていた。

「あれは、姫さまとサルだ！」

「……どちらからともなく別れ話を切りだしたような雰ふん囲い気き」

　越えち前ぜんで一いつ揆きと対たい峙じしていた勝かつ家いえと犬いぬ千ち代よも。

「あ、姉上？　サルくん？　これは幻まぼろしか？」

　伊い勢せ長島の砦とりでにこもり、押し寄せてくる一揆勢にけんめいに抵てい抗こうしていた信のぶ澄すみも。

「あれは、義姉上!?　どうして？」

　近江おうみの大おお溝みぞ城で信澄の留守を預かっていたお市いちも。

「天を見てください半はん蔵ぞうさん。なんでしょうか？　新手の手品でしょうか～？」

「眼鏡めがね眼鏡の一発芸の時代は終わりを告げようとしているかもしれませんな」

「そんなあ～。思えば、短い天下でした～」

　三み河かわの一揆衆と睨にらみ合っていた元もと康やすと半蔵も。

「ただごとならぬ事態。五点です」

　近江の長なが秀ひでも。

「殿とののご尊顔を拝したいというわが祈りが天に通じました！　しかし天上に浮かびあがったお二人の表情は、まさに七難八苦！」

　播はり磨まで三木城を包囲していた鹿之助も。

「……よりによって、せっしゃがるすのときに……さがらうぢ……！」

　甲こう賀がの忍しのびの集会に出ていた五ご右衛え門もんも。

「おじゃあああ!?　あれは『天岩戸開き』！　織田信奈がついに、やってしもうたでおじゃるか！　天あま津つ神かみの一族でなければ成せぬはずの奇跡を……さ、さ、左近さまが儀ぎ式しきを執とり行ったのでおじゃる。これでやまと御ご所しよは滅めつ亡ぼうでおじゃる！」

「このえ、おちつくがよい」

「姫巫女さまあああ、かくなる上は壇だんノの浦うらまで逃にげるでおじゃる！」

「ちんは、おだのぶなをしんじる。さがらよしはるは、よきものである。さがらよしはるを、このくににおくりこんでくれたものは──」

「たしかに、織田信奈に簒さん奪だつの野心はありませぬ！　左近さまや蒲生氏郷にも！　しかし、強大な武力を持つ織田信奈が奇跡を起こして生きながらに神となった以上、日ノ本の民衆がもはややまと御所の存在意義を認めぬでおじゃる！」

「……かたちあるもの、いつかはおわるさだめ。くには、ひみこのものではない。くには、たみのものである。そのときは、このえ、ごしょがやくわりをおえたということ」

「おそれながらこのような国難時にやまと御所が潰ついえれば、日ノ本は未み曾ぞ有うの混こん沌とんに！　南なん蛮ばん人じんに国を乗っ取られて民は文字通りの奴隷にされてしまうでおじゃる、姫巫女さま！」

　姫巫女を連れて野田の砦から川を渡わたり、天王寺へ向かう途と上じようだった近衛前久も。

「……り、きゅ（じーん。かっこいい）」

「天王寺屋さん。これでお二人の関係が日ノ本中に筒つつ抜ぬけになってしもたがな。なんせ本人が直接天に出現や。瓦かわら版ばんどころやないで！」

「いや、むしろ好機です。相良良晴さまをここで未来へ帰されれば、信奈さまの醜しゆう聞ぶんはすべて消え去り簒奪の疑ぎ惑わくも払拭でき、天下布武の大義名分も立つというもの。天下を盗るためになによりも必要なもの、それは人々の心をつかむことのできる名分です。人心を得ずして天下は盗れません」

「そやけど、もしも相良はんを帰さなんだら？　相良はんが帰らなんだら？」

「……その時は、われらの身代ともども織田家は破は滅めつですな」

「なんちゅう。なんちゅうこっちゃ。なんちゅう残ざん酷こくな。おひいさま……」

「……（じーん。たとえようもなく、うつくしい……）」

　堺さかいの三人の商人たちも。

「あの女、おかしな真ま似ねを。サルとの痴ち話わゲンカを全国津々浦々に見せてどうするつもりかしら」

　万見仙千代が抜ぬけたらしいという知らせを聞いて「まさか放った風ふう魔まに裏切られるだなんて。イヤだわ。お腹が痛いわ」と小田原城にひきこもっていた北ほう条じよう氏うじ康やすも。

「あの短気そうな顔は、織田信奈じゃないか。四方八方を敵に囲まれていながら、派手派手しいことだな」

「信しん玄げんさま、上じよう洛らく軍を興すなら今です！」

「足あし利かが将軍からのお手紙は上杉謙信には効きます。謙信に先を越されますっ」

「まあ待て。動くのは、この天空の見世物が終わってからだ」

「では、いよいよ動きますか？」

「ああ。伊だ達て政まさ宗むねはとうぶん、奥州の切り取りで忙いそがしいようだ。このどさくさにまぎれて、織田松平の領地を掠かすめ取れるだけ掠め取るか」

「せ、せこいです。そんなことをしているうちに上杉謙信が先に上洛してしまったら」

「侵しん掠りやくすること火の如ごとし。大急ぎで掠め取りまくれば、おのずと京に辿たどり着く。ただし」

「ただし？」

「織田信奈と相良良晴の心底、その決断を見定めた上でのことだ。たかが醜聞ごときの圧力に負けて相良良晴を未来へ追い返すようなら、あの女はもはやあたしの敵ではない。それでは生しよう涯がい不犯を誓ちかって神懸かりになった上杉謙信の二に番ばん煎せんじだ。だが──」

「織田信奈がその真逆の決断を、天下万民に知らしめれば？」

「あたしにとって、最強の敵となる。この武田信玄が全身全ぜん霊れいを賭かけて倒たおすに値する、真の強者に」

　甲か斐いの躑躅つつじヶが崎さき館でひとときの休養を満まん喫きつしていた武田信玄も。

「将軍さま、天をご覧あれ。織田信奈じゃけえ。隣となりのサル面が噂うわさの相良良晴か」

「ぬわっ？　なんじゃあれは。おそろしい秘密の武器を繰くりだしてきたのじゃ！」

「どんなからくりか知らんが、苦し紛まぎれじゃ。隆景が考えすぎて討ち損じねばよいが」

　村上水軍勝利の吉きつ報ぽうを待って播磨の毛利本ほん陣じんに待機している吉きつ川かわ元もと春はると足利義よし昭あきも。

「しまったあああああああ！　第六天てん魔ま王が先に発動してしまったではないかあああ！　小こ十じゆう郎ろう、やつを止めろ！　止めるにょだっ！」

「発動ってなんなんですか、姫ひめ？」

「見てわからぬか小十郎。織田信奈が秘めていた魔王の力が覚かく醒せいし、ああして巨きよ大だい化したにょだ！　たぶん口から火を吐はいて会あい津づも仙せん台だいもぜんぶ焼き尽つくすつもりにゃのだ」

「天候の加減でたまたま遠くにいるお二人の姿が雲に映って見えてるだけですよ、姫。不知火しらぬいとか蜃しん気き楼ろうのようなものでしょうね」

「えーい、小十郎はノリが悪いにょだ！」

　奥州のアレ主従も。

「おーほほほ。信奈さん？　新たな蹴け鞠まりの必殺技が完成しましたわよ？　あら、誰もいませんわね」

　二条城の庭園にいた今川義元は当初、蹴鞠の特訓に夢中で天空の異変に気づいていなかった。が、あまりにも周囲の小こ姓しよう衆たちが静まりかえっていることを奇き異いに感じて、ふと空を見上げていた。

　天空に織田信奈と相良良晴の姿を認めたこの時、目を細めながらそっと微び笑しようを浮うかべていた今川義元の胸の内に去来した思いは、まだ、誰にもわからなかった。




　そして──。




「見て兼かね続つぐ。織田信奈が、天を操っている。あの者の声が、天空より響ひびいてくる」

「『天岩戸開き』です。やまと御所に伝わるいにしえの三種の神器、あれらを用いたのかと」

「兼続はなんでも知っている。織田信奈は噂どおり、やまと御所を簒奪するつもりかしら」

「かかる大おお仕じ掛かけを実行したとあらば、天下万民を前になにかを宣言するに相そう違いありません。それにしても、信じがたいです」

「神のみがなせるわざ。織田信奈は、ついにわたしの前に並び立った」

「謙信さまはこれまで、織田信奈が第六天魔王であるかどうか、真の仇きゆう敵てきであるかどうかをじっと見定めておられました。ついに時は来た、と思われます。いかがなされます」

「すべては、織田信奈の次の行動次第。あの未来人を本来あれがいるべき世界へと帰すか、それとも」

「帰さねば？」

「ひとたび神となった者が人との恋こいに惑まどうことは、許されないの。それは、神にも等しい力を手にしながら人であり続ける道に執しゆう着ちやくする武田信玄よりも、なお悪しき者」

「では、織田信奈がもしも未来人を帰さねば？」

「その時は、この上杉謙信と生死を賭けて雌し雄ゆうを決することになるわ。わたし自身が越前を抜き、安土城まで攻せめ入り、この手で織田信奈を天へ帰す」

「しかし織田軍は今、一揆勢に蜂ほう起きされ窮きゆう地ちに陥おちいっていますが。それでも攻め滅ほろぼしますか」

「これまでの義戦とは違ちがうわ。ひとたび神となった者が人としての生を兼かねるなど、許されないことなの。わたしは、そのような不義を決して許したくない」

「では。いよいよ織田信奈を、終生の敵と定められますか」

「すべては、織田信奈の選せん択たく次第」

　越えち後ごでちゃくちゃくと軍備を整えていた、上杉謙信と直なお江え兼続も。




　天岩戸を開いた織田信奈が、相良良晴を未来へ帰し、やまと御ご所しよ簒さん奪だつの噂を消し去るのか。

　それとも、相良良晴を帰さぬのか──すなわち、自分こそが姫巫女に代わりこの国を統べる新たな神であることを宣言するために天岩戸を開いたのか。

　人々は固かた唾ずを吞のんで、天空に映しだされた織田信奈と相良良晴の姿を見上げていた。










「俺が今のぼらなきゃ、信奈は破滅する。天王寺周辺の兵士たちだけならばともかく、この国のみんながこの瞬しゆん間かんを見ているんだ。迷うまでもない」




　相良良晴は、決断した。光の塔とうを──帆ほ柱ばしらを取り巻いたらせん階段を、ただ一人でのぼりはじめていた。




「信奈、ごめんな。俺はここまでのようだ。お前との約束は、守れなかったが……」




　未来へ帰りたいという衝しよう動どうは、なかった。

　たとえ実の家族や友人たちと永久に会えなくてもいい、俺は信奈たちのためにこの世界に留まってこの世界で生き、そしてこの世界で死のう。

　ずっと、そう思い定めてきた。

　この光の塔をのぼれば未来へ帰き還かんできると知らされた今も、その覚かく悟ごに揺ゆらぎはない。

（父さん。母さん。俺の生きる世界は、この戦国日ノ本なんだ。俺はもう、信奈たちに出会ってしまった。信奈たちに出会うために、信奈の夢をかなえるために、俺は、生まれてきたんだ。俺を生んでくれたことを、ほんとうに、感謝している──）

　選べるならば、どちらの世界も、どちらの家族も選びたかった。

　だが、それはできない。

　良晴は、選択しなければならない。

（五右衛門。俺の世界は二つ。俺の身体からだはひとつだ。こればかりは、二つの実をどちらも拾うわけにはいかないな。お前がいつも言っていたのは、こういうことだったのか）

　今ここで信奈をあきらめてこの世界から去ることは、良晴にとっては死に等しい。

　いや。この先、未来の世界で信奈と仲間たちの思い出を抱かかえながら生き続けなければならないのだ。たぶんその長い長い時間は、一いつ瞬しゆんの死よりもはるかに苦痛と後こう悔かいに満ちている。

　それでも、信奈を生かすために、帰らなければならなかった。

「先せん輩ぱい、まさかほんとうに帰るですか？　信奈さまとの黒いおつきあい疑惑など放っておけばいいです！　勝手なことをごちゃごちゃ抜ぬかすやつばらは根切りにしちゃえばいいんです！」

　光秀が帆柱のふもとにとりすがって、良晴を呼び戻もどそうと叫さけんだ。

「十兵衛ちゃん。日本人絶ぜつ滅めつ作戦になるからな、それ」

「母上に先輩を紹しよう介かいするまでは、帰ってもらっちゃ困るです！　天下布武はどうなったですか！　婚こん約やく不ふ履り行こうで殺しますよ！」

「ほんとうに、ごめんな。二重の意味で、ごめん」

「ちょっと先輩？　二重ってなんですか、二重って!?」

「信奈を頼たのむ。俺が帰ったあとは、十兵衛ちゃんが俺のぶんまで信奈を補ほ佐さしてくれ」

「きーっ！　お断りですっ！」

　一益は「帰ってはダメじゃ、よっしー！　これさえ壊こわしてしまえば！」と手にしていた勾まが玉たまを甲かん板ぱんに叩たたき付けて割ろうとしたが、勾玉には傷ひとつつけることができなかった。

「一益ちゃん、壊したらまずいぜ。注意して扱あつかえよ」

「よっしー、ほんとうに帰るのか？　こんな唐とう突とつに、帰ってしまうのか？　いつものように、未来へ帰らずに勝つ方法を閃ひらめくのじゃ！」

「無理だ。日ノ本中に俺と信奈の姿を映されちまっている以上、俺はもう逃にげ隠かくれできないし、ごまかしもきかねえんだ。この情じよう報ほう網もうってやつの力は、未来人の俺がいちばんよく知っている。ここで俺がやらかしたら、比ひ喩ゆでなしに織田家は炎えん上じようする」

「う、う。よっしー。すまぬのじゃ……」

「一益ちゃんのせいじゃないよ。どっちの家族も捨てるななんて偉えらそうなことを言った俺が、みんなを捨てることになっちまった。ごめんな」

「じゃが！　これは、よっしーがほんとうに望んでいる結末ではなかろう！」

「一益ちゃん」

「ここまで歴史に干かん渉しようしておきながら、ここまで大勢の人の心を動かしておきながら。それなのに、道半ばでのぶなちゃんを置き去りにしてこの世界から退場しようだなんて！　そんなことは許されぬのじゃ！」

「……わかってくれ。信奈を生かすためなんだ」

「ダメじゃ。行くでない、よっしー！」

　帆柱の階段をのぼっていく良晴の姿を見つめながら、良晴との戦いに勝利したはずの氏郷は「すべてはなしとげられた、そのはずよ」と悲しげにつぶやいている。

　崇すう拝はいしてきた信奈が、ついに神となる時が来た。だが、その悲願が実現したという陶とう酔すいも達成感も、今の氏郷にはない。

（これは、お姉さまが神になるために通過せねばならない試練だったの）

　そんな言葉を淡たん々たんと口にしながらも、良晴が頂上へと近づいていくごとに、氏郷の唇くちびるは小刻みに震ふるえた。

　信奈は、なおも動かない。いや、足の出血がひどくて、動けないのだ。

　それでも、言葉を叫ぶことはできるはずだ。良晴に声をかけることはできるはずだ。それなのに信奈が無言でいる理由は、ひとつしかない。

　声を漏もらせば、信奈は、良晴を引き留めてしまう。

　感情が爆ばく発はつして、耐たえきれなくなる。

　だから信奈は、けんめいに唇を嚙かんで、良晴から目を背けて、耐えているのだ。

　異性との恋を知らなかった氏郷は、信奈の良晴への想いをこれまで、完全には理解できなかった。だが、今は違う。理り屈くつでは理解できなくても、もう、見ていられなかった。これ以上、苦しみ惑う信奈の青ざめた表情を、見ていられなかった。

　ついに、氏郷のほうが、耐えきれなくなった。

「お姉さま！　立ち上がって！」

　喉のどの奥から。

　勝手に、言葉が、溢あふれていた。

「今ここで相良良晴を未来へ帰せば、お姉さまはその瞬間から神になれる！　でももしも、お姉さまが一人の人間として生きる道を心から望むならば！　私はもう、止めない！　誰だれも、ここまで血を流して戦い続け傷つき続けてきたお姉さまを、非難したりはしない！」

　氏郷は、叫んでいた。




「行って！　行くのよ！　相良良晴とともに二人で、未来の世界へ──!!」




　いいえ。わたしの天下布武の志のために敵味方大勢の武士たちが、兵士たちが倒たおれていった。それはできないわ、と信奈が静かに微笑み、そして。










「でも。あなたのおかげで、ぎりぎりで決断できたわ。ありがとう、レオン」










　良晴が（信奈が未来へ来ちまったら……）と焦あせり、（怖こわくて悔くやしくて辛つらくて、足が震えて進めねえ！　ちくしょう、根性を出せ俺！　それで男か！）と歯ぎしりしながら帆柱の頂上近くまでのぼりきった時。




「良晴！　あんた、なにもあきらめないってさんざん言っていたじゃない！　それなのに──こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで──よりによって、このわたしをあきらめるわけ？」




　血に塗まみれた片方の足を引きずりながら。

　信奈が、階段を這はってのぼりはじめていた。

　被ひ弾だんした脚あしからの出血と痛みが悪化して、今の信奈はもう立つこともできない。

　それでも腕うでだけでけんめいに這いながら、良晴を追いかけようとしていた。

「ご両親に会いたい、ご両親のもとに帰りたいというのなら、引き止めないわ。でも、今の良晴はどう見ても悲しみのあまり死んじゃいそうな顔してるじゃない！」

「待て、信奈！　天下万民が見ているんだぞ！　上杉謙信も見ている！　破は滅めつしたいのか、なにもしゃべるな！」

「忘れたの、良晴？　わたしの夢をかなえるまで、この世界に留まってわたしに仕えるって誓ちかったじゃない！」

「忘れるはずがあるかあっ！」

「だったら！　わたしとの約束を果たしてから帰りなさいよ！」

「信奈。もう、動くな！　階段が真っ赤じゃねえか！　やめろ、死んじまうぞ！」

「……やめない……！　いつかは必ず尽つきる命よ。絶対にわたしは、後悔したくない」

「信奈。お前。やめろ。頼む。もう動くな！」

「……わたしはなにも、あきらめないわ。最後の、瞬間まで」

　この時良晴は、「球よけのヨシ」ならではの天性のカンで気づいた。

　時が止まったかのような静せい寂じやくの中、戦場のどこかから雑さい賀か孫市が信奈を狙ねらっている。

　巨きよ大だいな鬼き宿しゆく丸まるの甲板から天へと伸のびるこの帆柱は、あまりにも高すぎる。

　地上に雑賀衆を展開させている孫市の視界に、入ってしまっている。

　誰もその危機に気づいていないのは、常識で考えれば地上からこの帆柱の上にいる標的を狙って致ち命めい傷しようを負わせることなど至難の業だからだ。

　この国一の弓矢の達人か、あるいは天下一の鉄てつ砲ぽう名人でなければ、そのような神業をなしとげることはできない。

　そして雑賀孫市こそが、天下一の鉄砲名人だった。

　良晴は、階段の半ばまでのぼってきて力尽きた信奈のもとへ、駆かけおりていた。

「信奈、ここは丸見えだ！　孫市姉さんなら、お前を一いち撃げきで撃うち殺せる！」

　孫市の銃じゆう弾だんからかばうように腕と背中で覆おおいながら、信奈の身体を抱だき起こしていた。

　冷たかった。

　いつも燃えるように熱かった信奈の身体が、あの熱を失っていた。

　命が、赤い血とともに、漏れ落ちているのだ。

　良晴は（許されるなら、このまま信奈を未来へ連れていってしまいたい）と祈いのりながら、信奈の頰ほおについた血を指で拭ぬぐっていた。

　光秀も一益もそして氏郷も、誰も二人の間に割って入ることができない。

（わかっている。連れてはいけないんだ。そんなことをすれば信奈はもう……たとえ命を永らえても、信奈が、信奈でなくなってしまう）

　良晴は、そっと信奈の顔を覗のぞきこんだ。

　良晴の腕に抱き上げられた信奈の瞳ひとみは、輝かがやきと力を失っていない。

　俺の心を捉とらえて永遠に離さない瞳だ、と良晴は思った。

　自分の額を、信奈の額に押しつけていた。

「信奈。これで、撃たれた時は一いつ緒しよだ」

「……わたしの夢はまだ半ばよ。まだ帰らないで。そばにいて。良晴」

「俺がここで去れば、お前の夢はかなう。だがもしも俺がこの世界に居座ると言えば……俺たちは今ここで、撃たれるかもしれない」

「帰ると言っても撃たれるかもしれないでしょう？　良晴を今失ったら、わたしの夢はいつまでもかなわないわ」

「信奈、聞いてくれ。この今の状じよう況きようを見ろよ。鬼宿丸の四方すべてが敵だ。越えち後ごでは上杉謙信がお前の選せん択たくを見守っている。なにもかも手て詰づまりなんだ。俺が帰れば、この窮きゆう地ちを脱だつ出しゆつできる。お前がこの戦国の世界に留まって生きのびるにはもう、それしか方法がない」

「わたしはあきらめないわ。天下布武を成し遂とげるまで、この戦国の世界から逃げない。でも、わたしは神にも第六天てん魔ま王にもならない。わたしは、あくまでも人間の女の子として生きる。良晴が、強く強く、そう望んでくれたからよ」

「そうだ。俺は、お前を人間ではないなにかには、したくなかったんだ」

「それなのに、良晴は、わたしをあきらめるの？」

「……それは……」

「なにもあきらめないって言っていたのは、噓うそだったの？　それとも、わたしは良晴にとって、あきらめて捨ててしまえる程度の女の子だったの？」

　良晴は、思った。

　あきらめられるわけがない。

「目を逸そらさないで。わたしを、あきらめるの？」

　あきらめられるはずがないだろう。

「……あ、あ、あきらめられるさ！　お、お、男の心ってのは、モテモテハーレムを作る野望のために生きるようにできてるんだよ！　お前を失ったって、俺ほどの男になれば女の子なんかいくらでも……！」

　ここで信奈を突つき放せば、もう、誰も愛せない。

「茶化さないで。良晴」

「信奈！　限界だ！　お前とは、もう、ここで……！」

「お願い。泣かないで。良晴」

「頼たのむ！　俺を未来へ帰すと、天下万民の前で宣言してくれ！　生きてくれ！」

　いつの間にか涙なみだと鼻水でどろどろに濡ぬれていた良晴の頰に、信奈が白い指を伸ばしてきた。




「言ったでしょう。次にまた天下と弾だん正じようのどちらかしか選べないような状況を前にしたら。その時こそわたしは、絶対にどちらもあきらめないと」




　この国に生きるすべての人々が、静かに見守っている前で──。

　信奈は、良晴の唇に自分の唇を押し当てていた。

　どこまでも続くかのような長い長い時間。

　この一いつ瞬しゆんは、永遠だ、と良晴は思った。

　もう、後こう悔かいも恐きよう怖ふもない。




「たとえ死が二人を引き裂さこうとも、わたしの心は、いつまでも良晴とともに。わたしの伴はん侶りよは生しよう涯がいあなただけよ」
















「……お姉さまの夢が、砕くだけ散っていく……」




　蒲生氏郷は、信奈が為なした最後の選択に衝しよう撃げきを受け、そして、嗚お咽えつを漏もらしていた。




「なんという愚おろかしい選択をしたの、お姉さま。それなのに……私はどうしてこれほどに心を打たれて。どうして、これほどに熱い涙があふれてくるの？」










　取り残された明智光秀は、光の塔とうを無言で見上げていた。

　いつかは二人の道ならぬ恋こいが満天下に晒さらされる時が来るかも知れないという、ひそかな覚かく悟ごも予感もあった。

　もしもこの予感が現実になれば、信奈の天下布武の夢は潰ついえる、とも。

　信奈への忠節と良晴への思し慕ぼとの間で引き裂かれる自分の心はどうなってしまうのだろう、とも。

　だが、これは、あまりにも──。










　滝川一益は、一心にロザリオを握にぎりしめて膝ひざを折り号泣している少女にも、そして天へと連なる光ひかり輝くその塔を──まばゆい光の中で互たがいをかばうように抱きしめあう二人をただ凝ぎよう視ししていることしか許されない惟これ任とう日向ひゆうがの守かみ明智十兵衛光秀にも、かける言葉を見つけることができなかった。










「孫市さま！　織田信奈さまは、なにも、お捨てにならないと──」

「神にはならない。天下も捨てない。この現世で、人間として、相良良晴と添そい遂げると」

「天下万民の前で、そう、宣言なされました！」

「撃ちますか、それとも」

「この国の未来は、孫市さまのお心ひとつで決まります」

　信奈の頭に照準を定めて身じろぎひとつせずに「その時」を待ち受けていた雑賀孫市は、この時にわかに、「～～～!?」と声にならない声を発しながら──。




　八や咫た烏がらすの引き金を、引いた。










　一発の大轟ごう音おんが、天から伸のびていた光を、消した。










　竹たけ中なか半兵衛たちとともに有馬の空を凝視していた黒田官兵衛は、この奇き跡せきの幕が何者かの手で不意に下ろされたことに気づくと、（ああ）と万感の思いをこめて嘆たん息そくした。




「『女じよ帝てい』のタロットが示した未来は、適中した──」

















追憶　見果てぬ夢、黄金の月












「宣教師さまの国は、この堺さかいの港からずっと西の彼方かなたなのね。印イン度ドよりも、もっとずっと、西の向こうにあるのね」

「吉きちお嬢じようさま。私の祖国ナバラ王国は、すでに滅ほろびました。隣りん国ごくのイスパニアに併へい合ごうされたのです。故郷を喪そう失しつし亡国の民となった私は、いちど世捨て人となったのですよ」

「そうだったの。南なん蛮ばんでも、日ノ本と同じように戦国の世が続いているの？」

「ええ。西ローマ帝てい国こくが滅びて以来、千年の長きに渡わたり。ゲルマン人、ローマ人、ガリア人ら複数の民族が複雑に入り交じり戦いが絶えなかったヨーロッパ世界には、ちりぢりばらばらだった人々の心をひとつにするために、キリスト教の『神』がどうしても必要だったのです」

「人々の心を、ひとつにするために……」

「ええ。いずれは『神』の力を必要としなくなる時が、世界のあらゆる人々が同じ人間同士として手を繫つなげる時がくるでしょう。しかし、それはずっと未来の話です」

「わたしは、キリスト教を信じていないけど、今すぐにでも宣教師さまと手を繫げるわ」

「あなたは特別なお方なのです、吉お嬢さま」

　堺の港。

　桟さん橋ばしにたたずみながら、夜空に浮うかぶ月を見上げている幼い尾お張わりの姫ひめ・吉。

　その吉の隣となりには、長ちよう髪はつの青年宣教師が静かに侍はべっていた。

「故郷を喪失した私は、自らの『血』に自分自身の存在理由を、意義を求めようとしました。しかし、私はゲルマン人でもローマ人でも、それどころかヨーロッパの先住民族であるガリア人ですらなかった。バスク人という出自のわからない民族だったのです。いくら歴史を調べても、バスク人がどこから来た人々なのか、ついにわかりませんでした」

「出自の、わからない……」

「それでもなお世界に自分の居場所を求めようとした時、私には『神』しかありませんでした。だが、国を失い、出自もわからない私には、自分の『神』への信しん仰こう心が確かなものなのか、自信がなかったのです。ですから、リスボンの港を飛びだしてモザンビークへ。印度のゴアへ。マラッカへ。そしてこのジパングへと、長い長い布教の旅に出なければならなかったのでしょう──」

　ですがほんとうは、私はただ、異国を見たかったのかもしれません。

　世界の東の果てにあるという、黄金の島国ジパングを、ただ見たかっただけなのかもしれません。

　同どう胞ほう意識のようなものを、彼方の異国の人々の中に見出したかったのかもしれません。バスク人だけが世界に孤こ立りつしているのではない、と信じたかったのかもしれません。

「宣教師さまの、その夢は果たされた？」

「はい。吉お嬢さま。異教徒はみな愚かで罪深く救われねばならない人々であると、司教たちは唱えてきましたが……それは間ま違ちがいでした。この国のサムライたちはヨーロッパの騎き士しよりも勇ゆう敢かんで誰だれよりも名めい誉よを重んじ、民たちは心根が善良で、私のような異い邦ほう人じんにも親切にしてくださいます。都には、衰すい微びしたとはいえ、ローマ教皇と比ひ肩けんできるほどに歴史の長いやまと御ご所しよが。ですが、このジパングは今、不幸にして乱世です。島々の至るところに、途と方ほうもない量の純銀と黄金とをこれほど抱かかえていながら」

　宣教師は、悲しげにつぶやいた。

「近い未来、この国は純銀と黄金を奪うばおうとするヨーロッパ諸国によって侵しん略りやくされるでしょう。軍事的に、あるいは、経済的に──結局は同じことですが。イスパニア国王もポルトガル国王も、黄金の国ジパングを決して見み逃のがしません。私は今、書簡を送ってこのサムライの国の軍事占せん領りようは不可能だと諫いさめていますが……」

　話が難しくなってしまいました。幼い吉お嬢さまに語ることではありませんでしたね、と宣教師が苦笑し、しかし吉は「ううん」と首を振ふっている。

「難しくてよくわからないけれど、宣教師さまの言葉はずっと覚えておくわ。いつかわたしが大きくなって姫武将になった時には、理解できるはず」

「あなたは、この地球が丸いということを私のつたない説明を聞いただけで瞬しゆん時じに理解なさいました。吉お嬢さま。いずれは、ヨーロッパの大航海時代にジパングがまさに巻き込まれつつある現状についても、理解するでしょう。ですが、その時あなたは、ジパングの人々の未来を守るために、それどころか世界の人々の未来そのものを善き方向へと導くために、果てしのない合戦の生しよう涯がいに自らのすべてを捧ささげてしまうのではないかと、私は危き惧ぐしています」

　吉は、宣教師との出会いによって、大きすぎる夢をその小さな身体からだの中に抱いだきはじめていた。この日ノ本の戦乱を終わらせ、西の彼方の世界へと大船を浮かべて冒ぼう険けんの旅に出たい。マラッカを。印度を。南蛮諸国を。羅馬ローマをこの目で見たい。

　吉がもしも堺の商人の家の生まれであれば、吉は自ら外海を航海する貿易商として、この瀬せ戸と内うちの海を飛びだし、大海原へすぐさま飛び出せていただろう。

　だが、吉は武家の生まれだった。少女でありながら、尾張最大の実力者・織お田だ信のぶ秀ひでが後こう継けい者しやとして指名した嫡ちやく子しだった。

　荒あらくれ者の織田信秀は、どういうわけか、吉が将来必ず日ノ本の歴史に名を残す破格の英えい雄ゆうになると信じて疑わず、津つ島しま湊みなとと熱田の貿易で稼かせいだ巨きよ額がくの銭を惜おしげなく合戦に投じて、尾張・三み河かわ・美み濃ので戦い続けている。自分が生きている間に、吉のために尾張一国の国主の座を強引に簒さん奪だつしてしまおうとしているかのようだった。織田信秀と吉の家格は、尾張守護・斯し波ば家に仕える守護代織田家の、そのまた家臣筋にすぎない。しかし今、信秀は「海」から貿易によって手に入れる莫ばく大だいな「銭」の力で、尾張の王になろうとしていた。信秀が戦場で永えい楽らく銭せんの旗印を掲かかげるのも、「俺は血筋や伝統など無視して、銭の力で尾張を奪うのだ」という信秀の戦略構想を表しているらしい。

　幼い吉を黄金の都市・堺へと連れてきたのも、宣教師に引き合わせたのも、すべては信秀による吉への英才教育の一いつ環かんだった。

「残念ですが信秀さまは、早世なされるでしょう。あのお方はご自分があまり長く生きられない体質であることを知っておられます。あなたのなすべき仕事を少しでも減らすために、生き急いでおられるのです」

「……父上は時々、合戦から帰ってきたあと、頭が痛いとうめいて倒たおれておられることがあるの。しばらくすれば、すぐによくなるのだけれど。あれは……」

「ご病気の兆候でしょう」

「キリスト教の祈いのりや奇跡で、命を永らえることはできないの？」

　今はもう、人間の時代です。キリスト教であれ仏教であれ、祈き禱とうや奇跡が人の運命を左右できる時代はすでに終わっております、終わるべきなのです、と宣教師は言った。

「信秀さまが亡くなられれば、もうこの国の誰もあなたを理解できません。あなたは、あまりにも早く生まれすぎました。あなたはいずれアレクサンドロス大王以来の英雄となる資質をお持ちです。ですが、アレクサンドロス大王には家庭教師のアリストテレスがおり、親友のヘファイスティオンがおりました。しかしおそらく、尾張には──」

「でも。わたしには、宣教師さまがいるわ」

　宣教師は──亡国の旅人フランシスコ・ザビエルは、「私はまもなく畿き内ないを去り、山口と豊ぶん後ごへ参ります。山口の大おお内うちさまと豊後の大おお友ともさまに、呼ばれているのです」と言った。寂さみしげな表情だった。

「吉お嬢さまに付き添ってくれる親友を、未来のヘファイスティオンを探して参ります。南蛮の文化と歴史と人々とに、あなたのように純じゆん粋すいな憧あこがれと好こう奇き心しんを、そして愛情を抱いてくれるお方を」

「堺へとすぐに戻もどってくるのでしょう？」

「いえ。そのあとは、明みんへ行かねばなりません。私の命もまた、あまり長くは保ちません。これまで強引な手段で命を延ばしておりましたが、あと数年が限界でしょう。おそらく、あなたとはもう会えません。私の遺体は、ゴアへ葬ほうむられるでしょう」

「そんな」

　わたしが頼たよりにする人は、わたしが好きになった人は、みんなすぐに死んでしまうの？　と、吉は目を伏ふせていた。

　長い睫まつげが潤うるんでいた。

「……わたしの生涯は、ずっと、独りぼっちなの？　そういう運命なの？」

「吉お嬢さま。顔を伏せていてはいけません。夜空をご覧ください。まぶしいほうき星が輝かがやいています」

「……ほうき星……」

「この夜空にもっとも綺き麗れいに輝く星です。昼も夜も、熱く輝く星です。けれども、すぐに燃え尽つきて過ぎ去ってしまう星です。あの星が夜空から去ってしまう前に、お呼びなさい」

「それじゃああれは、わたしの旦だん那なさまになる人の星？」

「いえ。あれは、あなたの星です。吉お嬢さま」

　あまりにも眩まぶしく、熱く燃えすぎていて、誰も触ふれられない星。

　まるで日輪のように目映く美しい。

　けれども、誰かが捕つかまえてあげなければ、恐おそるべき速度で天を駆かけて、われわれ人間の世界から泡うた沫かたのように消え去ってしまう、そんな星です。

「早くあの星を見つけて、そして捕まえてほしいと、祈るのです」

「でも、誰に。父上も宣教師さまも逝いってしまうというのに、いったい誰に対して祈るの？　わたしは自分の旦那さまを自分で選ぶことすらできない身なのに？　わたしは修道女になるつもりはないわ。わたしは、どれほど途方もない夢を抱いてその夢のために生涯を捧げることになったとしても、人間として生きたいの！　人間の女の子として、人間の殿との方がたを愛して、人間の赤ちゃんを産んで……！」

「ええ。あなたは『神』という抽ちゆう象しよう的な概がい念ねんにすがるような人ではありません。あなたが祈るべき相手は、私が『神』と呼んでいるものでもなく、ジパングの人々が『神々』と呼んでいるものでもなく。あなた自身が求めている『人間』です、吉お嬢さま」

「そんな人が、どこにいるの」

「私にも、わかりません。それでも、声を限りにして呼ぶのです。早くあのほうき星を見つけてくれと、祈るのです。あなたを、この海の彼方かなたの世界へと連れだしてくれる人を、呼び続けなさい」

「そんなの、まるでおっぱいを欲しがって泣きわめく、赤ん坊ぼうだわ」

　それでいいのです、とザビエルは優しく微笑ほほえんでいた。

「……人間の生涯とはそのようなものです、吉お嬢じようさま。手を伸のばさねば、なにも摑つかむことはできないのです」

「手を伸ばして触れれば、炎ほのおに包まれて焼け死んでしまうような、そんな夢を望んでも？」

「それでも。どうか、あなたの人生の最期の瞬しゆん間かんに、後こう悔かいを残さぬよう──」




　吉が、（早くわたしに会いに来て）と祈りの言葉を捧げた、そのさなかに。

　激しく美しく輝きながら天を駆けるほうき星が、月と、重なり合っていた。
















　　　あとがき




「全国版」の既き刊かん全冊改かい稿こうの旅も、ついにゴールに到とう達たつしました。

　織お田だ家と本ほん猫びよう寺じ・毛もう利り家との激げき闘とう「木き津づ川かわ口ぐちの合戦」はまだ「第一次合戦」が終わったばかりで、このあと信のぶ奈なと良よし晴はるの物語は「全国版」の十一巻──「第二次木津川口の合戦」へと繫つながるわけですが、ともあれこの長い長い旅路におつきあい頂きまして感謝です。

　姫ひめ武将たちによる戦国国盗り絵巻と同時進行する「神話パート」とも言うべき三種の神器絡がらみのエピソードについて、「無印」では十分にページを割けなかったため、改稿にあたっては、五巻で初登場する滝たき川がわ一かず益ますと、この十巻で登場する蒲生がもう氏うじ郷さとのキャラクターを掘ほり下さげることに留意しました。「全国版」では蒲生氏郷の行動の「目的」そのものが変へん更こうされていますが、これは神器を信奈に使わせて信奈を「人」から「神」にしようとしている黒幕が、大おお友とも宗そう麟りんに仕える南なん蛮ばん宣教師ガスパールであることを明確にするためです。氏郷がなぜ信奈を「神」にしたがっていたのかも、一益の他心通によっておおむね明らかになりました。その結果、朝あさ倉くら義よし景かげがやっと成仏したのに、こんどは六ろつ角かく承しよう禎ていさんが……ということになってしまいましたが、悪気はなかったんです。い、いずれ六角承禎にも名めい誉よ挽ばん回かいの機会が訪れればいいですね（汗）。

「信奈」というキャラクターが生まれてくるまでには、いくつかインスパイアされた作品があるのですが──かつて戦国ＳＬＧ「信長の野望 覇は王おう伝」のサウンドトラックに、菅かん野のよう子さんが作曲した「ほうき星」という美しい女性ヴォーカル曲が入っていました。夜空のほうき星に祈いのりを捧ささげている、かわいくて切ない少女の想いを歌った曲なのですが、しかし「覇王伝」のジャケットはうつけ姿のいかめしい第六天髭ひげ魔ま王おう・織田信長です。ならば、この曲は信長に想いを馳はせている少女の歌なのだろうか、と感じるのが普ふ通つうなのですが、なぜか──「信奈」のイメージが生まれていました。今でも、「信奈」執しつ筆ぴつ中のＢＧＭプレイリストには「ほうき星」が入っています。もしも「覇王伝」のサントラにあの曲が収録されていなければ、「織田信奈の野望」は生まれていなかったと思うのです。

　改稿版のトリを飾かざる今巻の特別短編は、十巻までと十一巻以後の「信奈」の物語を接続するために新たに書き下ろしたものです。十巻までは「織田家」を中心に描かき、十一巻以後は毎巻、諸国の他家にも焦しよう点てんを当てる方式を採用した文字通りの「全国版」構想になっているという違ちがいはありますが、この物語はやっぱり「信奈」の物語なのです。今回の改稿によって、ようやく二つの物語がひとつに繫がったと思います。というわけで、信奈の物語はまだまだ続きます。今後の新刊に是ぜ非ひご期待ください！
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